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ご注意書き 

 

１． 本資料に記載されている内容は本資料発行時点のものであり、予告なく変更することがあります。当社製品

のご購入およびご使用にあたりましては、事前に当社営業窓口で 新の情報をご確認いただきますとともに、

当社ホームページなどを通じて公開される情報に常にご注意ください。 
2. 本資料に記載された当社製品および技術情報の使用に関連し発生した第三者の特許権、著作権その他の知的

財産権の侵害等に関し、当社は、一切その責任を負いません。当社は、本資料に基づき当社または第三者の

特許権、著作権その他の知的財産権を何ら許諾するものではありません。 
3. 当社製品を改造、改変、複製等しないでください。 
4. 本資料に記載された回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報は、半導体製品の動作例、応用例を説

明するものです。お客様の機器の設計において、回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報を使用す

る場合には、お客様の責任において行ってください。これらの使用に起因しお客様または第三者に生じた損

害に関し、当社は、一切その責任を負いません。 
5. 輸出に際しては、「外国為替及び外国貿易法」その他輸出関連法令を遵守し、かかる法令の定めるところに

より必要な手続を行ってください。本資料に記載されている当社製品および技術を大量破壊兵器の開発等の

目的、軍事利用の目的その他軍事用途の目的で使用しないでください。また、当社製品および技術を国内外

の法令および規則により製造・使用・販売を禁止されている機器に使用することができません。 
6. 本資料に記載されている情報は、正確を期すため慎重に作成したものですが、誤りがないことを保証するも

のではありません。万一、本資料に記載されている情報の誤りに起因する損害がお客様に生じた場合におい

ても、当社は、一切その責任を負いません。 
7. 当社は、当社製品の品質水準を「標準水準」、「高品質水準」および「特定水準」に分類しております。また、

各品質水準は、以下に示す用途に製品が使われることを意図しておりますので、当社製品の品質水準をご確

認ください。お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、「特定水準」に分類された用途に当

社製品を使用することができません。また、お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、意図

されていない用途に当社製品を使用することができません。当社の文書による事前の承諾を得ることなく、

「特定水準」に分類された用途または意図されていない用途に当社製品を使用したことによりお客様または

第三者に生じた損害等に関し、当社は、一切その責任を負いません。なお、当社製品のデータ・シート、デ

ータ・ブック等の資料で特に品質水準の表示がない場合は、標準水準製品であることを表します。 
標準水準： コンピュータ、OA 機器、通信機器、計測機器、AV 機器、家電、工作機械、パーソナル機器、

産業用ロボット 
高品質水準： 輸送機器（自動車、電車、船舶等）、交通用信号機器、防災・防犯装置、各種安全装置、生命

維持を目的として設計されていない医療機器（厚生労働省定義の管理医療機器に相当） 
特定水準： 航空機器、航空宇宙機器、海底中継機器、原子力制御システム、生命維持のための医療機器（生

命維持装置、人体に埋め込み使用するもの、治療行為（患部切り出し等）を行うもの、その他

直接人命に影響を与えるもの）（厚生労働省定義の高度管理医療機器に相当）またはシステム

等 
8. 本資料に記載された当社製品のご使用につき、特に、 大定格、動作電源電圧範囲、放熱特性、実装条件そ

の他諸条件につきましては、当社保証範囲内でご使用ください。当社保証範囲を超えて当社製品をご使用さ

れた場合の故障および事故につきましては、当社は、一切その責任を負いません。 
9. 当社は、当社製品の品質および信頼性の向上に努めておりますが、半導体製品はある確率で故障が発生した

り、使用条件によっては誤動作したりする場合があります。また、当社製品は耐放射線設計については行っ

ておりません。当社製品の故障または誤動作が生じた場合も、人身事故、火災事故、社会的損害などを生じ

させないようお客様の責任において冗長設計、延焼対策設計、誤動作防止設計等の安全設計およびエージン

グ処理等、機器またはシステムとしての出荷保証をお願いいたします。特に、マイコンソフトウェアは、単

独での検証は困難なため、お客様が製造された 終の機器・システムとしての安全検証をお願いいたします。 
10. 当社製品の環境適合性等、詳細につきましては製品個別に必ず当社営業窓口までお問合せください。ご使用

に際しては、特定の物質の含有･使用を規制する RoHS 指令等、適用される環境関連法令を十分調査のうえ、

かかる法令に適合するようご使用ください。お客様がかかる法令を遵守しないことにより生じた損害に関し

て、当社は、一切その責任を負いません。 
11. 本資料の全部または一部を当社の文書による事前の承諾を得ることなく転載または複製することを固くお

断りいたします。 
12. 本資料に関する詳細についてのお問い合わせその他お気付きの点等がございましたら当社営業窓口までご

照会ください。 
 
注 1. 本資料において使用されている「当社」とは、ルネサスエレクトロニクス株式会社およびルネサスエレク

トロニクス株式会社がその総株主の議決権の過半数を直接または間接に保有する会社をいいます。 
注 2. 本資料において使用されている「当社製品」とは、注 1 において定義された当社の開発、製造製品をいい

ます。 
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概　要
M30245グループは、高性能シリコンゲートCMOSプロ
セスを採用しM16C/62シリーズ CPUコアを搭載したシ
ングルチップマイクロコンピュータで、100ピンプラス
チックモールドLQFPに収められています。USB周辺マ
イクロコントローラはUSB2.0仕様に準拠しており、Full
Speed (12Mbps)で動作します。A/D変換器、タイマ、
UART、シリアルサウンドインタフェース、I2C、
DMAC、CRCなどの周辺機能を内蔵しています。この
シングルチップマイクロコンピュータは、高機能命令
を持ちながら高い命令効率を持ち、1Mバイトのアドレ
ス空間と、命令を高速に実行する能力を備えています。
また、乗算器やDMACを内蔵しており、高速な演算処
理が必要なOA、通信機器、産業機器の制御に適したシ
ングルチップマイクロコンピュータです。

特　長
● 基本命令数 ------------------------------------------ 91命令
● メモリ容量 ---------------------------------------------------
64K ROM / 5K RAM (M30245M8-XXXGP)
128K ROM / 10K RAM (M30245MC-XXXGP)
128K Flash ROM / 10K RAM (M30245FCGP)

● 最短命令実行時間 ------------------------------------------
62.5ns  (f(XIN)=16MHz、VCC=3V、ノーウエイト時)

● 電源電圧 ---------------3.0V～3.6V (f(XIN)=16MHz時)
● USBファンクション制御ユニット----------------------
9エンドポイント(IN/OUT)
FIFOサイズ（エンドポイント0, 1, 2, 3, 4）：3.25Kバイト
USBトランシーバ内蔵
USB 2.0仕様に準拠
Full-speed対応 (12Mbps)

―――　目　次　―――
概要 ........................................................................... 1
端子機能説明 ........................................................... 7
メモリ ..................................................................... 12
中央演算処理装置 ................................................. 13
リセット ................................................................. 16
SFR .......................................................................... 21
プロセッサモード ................................................. 25
バス設定 ................................................................. 28
バス制御 ................................................................. 29
クロック発生回路 ................................................. 38
パワーコントロール ............................................. 44
プロテクト ............................................................. 46
割り込み ................................................................. 47
監視タイマ (ウォッチドッグタイマ) ................. 69
周波数シンセサイザ ............................................. 71
USB機能 ................................................................. 74
DMAC ................................................................... 106

タイマA ................................................................ 116
シリアルI/O .......................................................... 128
クロック同期形シリアルI/O .............................. 136
I2Cバスインタフェースモード .......................... 151
シリアルインタフェース特殊機能 (SPIモード)
............................................................................... 158
IEモード ............................................................... 161
シリアルサウンドインタフェース ................... 163
A/D変換器 (A/Dコンバータ) .............................. 175
CRC演算回路 ....................................................... 182
プログラマブル入出力ポート ........................... 185
ANDフラッシュメモリ制御回路 ...................... 196
電気的特性 ........................................................... 198
タイミング ........................................................... 206
フラッシュメモリ版 ........................................... 214
使用上の注意事項 ............................................... 265

● 周波数シンセサイザ ------------------48MHzクロック
● 割り込み ------------------------------------------------------
内部 31要因、外部 5要因、ソフトウエア 4要因、
7レベル(キー入力割り込み 8本を含む)

● 多機能16ビットタイマ ---------------------出力系 5 本
● シリアルインタフェース(シリアルI/O) ---------------
4本 (UART/クロック 同期/I2C(注1) 2本、UART/クロッ
ク 同期/I2C/シリアルサウンドインタフェース2本)

● DMAC ------------------------------- 4チャネル (31要因)
● A/D 変換器 (A/Dコンバータ)--- 10ビット×8チャネル
● CRC 演算回路------------------------------------------------
CRC-CCITT/CRC-16方式(MSB/LSB選択可能)

● 監視タイマ (ウォッチドッグタイマ)-------------------
1 本 (15ビット)

● プログラマブル入出力ポート ---------------------------
82本 (NMI端子を除く)

● クロック発生回路 ------------------------------------------
2 回路内蔵 (帰還抵抗内蔵、セラミック共振子、又
は水晶発振子外付け)

● ANDフラッシュメモリ制御回路----------- 1 回路内蔵

注1．Purchase of Renesas Technology Corporation's I2C
components conveys a license under the Philips I2C
Patent Rights to use these components an I2C sys-
tem, provided that the system conforms to the I2C
Standard Specification as defined by Philips.

応　用
USB周辺機器（電話、オーディオシステム、PC周辺機
器、通信機器、携帯機器、スキャナ、ディジタルカメ
ラ、メモリカードリーダ）、他　
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M30245グループ 概要

ピン接続図
図1.1.1にピン接続図(上面図)を示します。

ピン接続図(上面図)

図1.1.1.  ピン接続図(上面図)
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M30245グループ 概要

ブロック図
図1.1.2にM30245グループのブロック図を示します。

図1.1.2.  M30245グループのブロック図
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M30245グループ 概要

性能概要
表1.1.1にM30245グループの性能概要を示します。

表1.1.1.  M30245グループの性能概要
項　　　　目 性　　　　能

基本命令数 91命令
最短命令実行時間 62.5ns (f(XIN)=16MHZ, VCC=3V時)
メモリ容量 ROM 128K/64Kバイト(ROM展開の図を参照してください)

RAM 10K/5Kバイト
入出力ポート　　　P0～P8, P10 (ただしP85は除く) 8ビット×10

P9 3ビット×1
入力ポート P85 1ビット×1
多機能タイマ TA0, TA1, TA2, TA3, TA4 16ビット×5
シリアルI/O UART0, UART1 (UART又はクロック同期形、又はSSインタフェース)×2

UART2, UART3 (UART又はクロック同期形)×2
A/D変換器 10ビット×8チャネル
DMAC 4チャネル (31要因)
CRC演算回路 2回路 (CRC-CCITT、又はCRC-16方式)
監視タイマ 15ビット×1 (プリスケーラ付)
割り込み 内部31要因、外部4要因、ソフトウエア4要因、7レベル
クロック発生回路 2回路内蔵

(帰還抵抗内蔵、セラミック共振子、又は水晶発振子外付け)
ANDフラッシュメモリ制御回路 1回路内蔵
電源電圧 3.0V～3.6V (f(XIN)=16MHZ)
消費電流 25mA (VCC=3.3V, f(XIN)=16MHZ 分周なし, USB使用)

16mA (VCC=3.3V, f(XIN)=16MHZ 分周なし, USB未使用)
動作周囲温度 -20℃～85℃
パッケージ 100ピンプラスチックモールドLQFP
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M30245グループ 概要

M30245グループでは次のような展開を計画しています。
　(1)マスクROM版、フラッシュメモリ版のサポート
　(2)ROM容量 (128/64Kバイト)
　(3)パッケージ

PLQP0100KB-A .......プラスチックモールドLQFP (マスクROM版、フラッシュメモリ版)

図1.1.3.  ROM展開　

サポートを行う予定の製品を以下に示します。

表1.1.2.  製品一覧表

ROMサイズ
(バイト)

128Ｋ64K

マスクROM版:M30245M8-XXXGP

マスクROM版:M30245MC-XXXGP

RAMサイズ
(バイト)

5K

10K フラッシュメモリ版:M30245FCGP

パッケージ

PLQP0100KB-A

備考

マスクROM版

マスクROM版

フラッシュメモリ版

型名

M30245M8-XXXGP

M30245MC-XXXGP

M30245FCGP

ROM容量

   64Kバイト

128Kバイト

128Kバイト

RAM容量

5Kバイト

10Kバイト

10Kバイト
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図1.1.4.  型名とメモリサイズ・パッケージ

型名

ROM番号
　フラッシュメモリ版では省略されます。

ROM容量
64Kバイト
128Kバイト

8：
 C：

メモリの種類
M：
F：

マスクROM版
フラッシュメモリ版

周辺の違いなどを示します
(数値に意味はありません)

M16C/24グループ

M16Cファミリ

パッケージ種類
　GP：外形 PLQP0100KB-A

Ｍ３０ ２４ ５ F － ＸＸＸ GＰC
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端子一覧表 (1/2)

RDY
ALE
HOLD
HLDA
BCLK
RD
WRH/BHE
WRL/WR
CS3
CS2
CS1
CS0
A19
A18

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50

UVCC

BYTE
CNVSS

XCIN

XCOUT

RESET
XOUT

VSS

XIN

VCC

P90

P87
P86

P85
P84
P83
P82
P81
P80
P77
P76
P75 
P74
P73
P72
P71
P70
P67
P66
P65
P64
P63 
P62 
P61 
P60 
P57
P56
P55
P54
P53
P52
P51
P50
P47
P46
P45
P44
P43
P42

NMI
INT2
INT1
INT0

タイマ

TA4IN
TA4OUT
TA3IN
TA3OUT
TA2IN
TA2OUT
TA1IN
TA1OUT
TA0IN
TA0OUT

UART/USB

Vbus DTCT
ATTACH

USB D+
USB D-

CTS3/RTS3
CLK3
RxD3
TxD3
CTS2/RTS2
CLK2
RxD2
TxD2
TxD1
RxD1
CLK1
CTS1/RTS1
TxD0
RxD0
CLK0
CTS0/RTS0

SS3
SCK3
STxD3
SRxD3
SS2
SCK2
STxD2
SRxD2
SRxD1
STxD1
SCK1
SS1
SRxD0
STxD0
SCK0
SS0

SSインタ
フェース(注1)

バス制御その他割り
込み

パッケージ
ピン番号 SPI

CLK3
SCL3
SDA3

CLK2
SCL2
SDA2
SDA1
SCL1
CLK1

SDA0
SCL0
CLK0

XMT1
RX1

SCK1
WS1
XMT0
RX0

SCK0
WS0

LED7
LED6
LED5
LED4
LED3
LED2
LED1
LED0

注1．シリアルサウンドインタフェース

I2Cポート制御端子
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端子一覧表 (2/2)

VCC

VSS

AVSS

LPF

AVCC

KI7
KI6
KI5
KI4
KI3
KI2
KI1

KI0

タイマ UART/USB バス制御割り
込み

パッケージ
ピン番号

I2CSPI

AN7
AN6
AN5
AN4
AN3
AN2
AN1

VREF

AN0
ADTRG

51 
52 
53 
54 
55 
56 
57 
58 
59 
60 
61 
62 
63 
64 
65 
66 
67 
68 
69 
70 
71 
72 
73
74 
75 
76 
77 
78 
79 
80 
81 
82 
83 
84 
85 
86 
87 
88 
89 
90 
91 
92 
93 
94 
95 
96
97
98
99
100

P41
P40
P37
P36
P35
P34
P33
P32
P31

P30

P27
P26
P25
P24
P23
P22
P21
P20
P17
P16
P15
P14
P13
P12
P11
P10
P07
P06
P05
P04
P03
P02
P01
P00
P107
P106
P105
P104
P103
P102
P101

P100
P93
P92 SOF

A17
A16
A15
A14
A13
A12
A11
A10
A9

A8

A7
A6
A5
A4
A3
A2
A1
A0

D15
D14
D13
D12
D11
D10
D9
D8
D7
D6
D5
D4
D3
D2
D1
D0

SSインタ
フェース(注1)

その他

AND_OE
AND_WE
AND_SC

AND_DATA7

制御端子

AND_DATA6

AND_DATA5

AND_DATA4

AND_DATA3

AND_DATA2

AND_DATA1

AND_DATA0

ポート
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VCC，VSS

CNVSS

_____________

RESET

XIN
XOUT

BYTE

AVCC　

AVSS
　　
ＶREF
UVCC

LPF
VbusDTCT
USB D+

USB D-

P00～P07

D0～D7
AND_DATA0～
AND_DATA7
P10～P17  　
D8～D15
AND_SC________________

AND_OE________________

AND_WE
P20～P27
A0～A7
P30～P37
A8～A15

端子の機能説明 (1/3)

        端子名　                  名　称　         入出力        機　　能
電源入力

CNVSS

リセット入力

クロック入力
クロック出力

外部データバス
幅切り替え入力

アナログ電源
入力
アナログ電源
入力
基準電圧入力
USB電源供給
端子
LPF
Vbus検出端子
USB D+電圧
入出力
USB D-電圧
入出力
入出力ポートP0

入出力ポートP1

入出力ポートP2

入出力ポートP3

入力

入力

入力
出力

入力

入力
入力

出力
入力
入出力

入出力

入出力

入出力
入出力

入出力
入出力
出力

入出力
出力
入出力
出力

VCC端子には3.0V～3.6Vを印加してください。VSS端子には
0Vを印加してください。
プロセッサモードを切り替えるための端子です。リセット
解除後、シングルチップモード（メモリ拡張モード）で動
作を開始する場合VSS 端子に、マイクロプロセッサモード
で動作を開始する場合VCC 端子に接続してください。
この端子に“L”を入力すると、マイクロコンピュータは
リセット状態になります。
メインクロック発振回路の入出力端子です。XIN端子と
XOUT端子の間にはセラミック共振子、又は水晶発振子を接
続してください。外部で生成したクロックを入力する場合
は、XIN端子からクロックを入力し、XOUT端子は開放にし
てください。
外部データバス幅を切り替えるための端子です。この端子
のレベルが“L ”のとき16 ビット幅、“H ”のとき8 ビッ
ト幅になります。どちらかのレベルに固定してください。
外部データバスを使用しない場合、VSS 端子に接続してく
ださい。
A/D変換器の電源入力端子です。VCC端子に接続してくだ
さい。
A/D変換器の電源入力端子です。VSS端子に接続してくださ
い。
A/D変換器の基準電圧入力端子です。
USB 用の電源入力ピンです。

周波数シンセサイザのループフィルタです。
ホストPCからの電源供給を検出する端子です。
USBプラス電圧ラインインタフェースです。

USBマイナス電圧ラインインタフェースです。

CMOSの8ビット入出力ポートです。入出力を選択するため
の方向レジスタを持ち、1端子ごとに入力、又は出力ポー
トに設定できます。入力ポート時、ソフトウエアにて4ビッ
ト単位でプルアップ抵抗の有無を設定できます。
データ(D0 ～D7)の入出力を行います。
ANDフラッシュメモリデータ(AND_DATA0～AND_DATA7)
の入出力を行います。
P0と同等の機能を持つ8ビット入出力ポートです。
データ(D8 ～D15)の入出力を行います。
ソフトウエアで選択することによって、P10～P12はAND
フラッシュメモリ制御端子として機能します。

P0と同等の機能を持つ8ビット入出力ポートです。
アドレスの下位8 ビット(A0 ～A7)の出力を行います。
P0と同等の機能を持つ8ビット入出力ポートです。
アドレスの中位8 ビット(A8 ～A15)の出力を行います。
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端子の機能説明 (2/3)
端子名 　名　称   入出力 機　　能

入出力
出力
出力

入出力
出力
出力
出力
出力
出力
入力
出力
入力

入出力

入出力

入力
出力
入出力

出力

入出力ポートP4
アドレスバス
チップセレクト

入出力ポートP5

入出力ポートP6

入出力ポートP7

P40 ～P47
A16～A19
CS0 ～CS3

P50～P57
__________ _______

W R L /WR
__________ _________

WRH/BHE
_____

RD
BCLK
___________

HLDA
___________

HOLD
ALE
________

RDY

P60～P67
_______ _______ ____ ______

CTS/RTS/SS/WS

CLK/SCK
RxD/SCL/
STxD/RX
TxD/SDA/
SRxD/XMT
P70～P77

TAIN
TAOUT
CTS/RTS/SS
CLK/SCK
RxD/SCL/
STxD
TxD/SDA/
SRxD
LED0～LED7

P0と同等の機能を持つ8ビット入出力ポートです。
アドレスの上位4ビット(A16 ～A19)の出力を行います。
P44 ～P47 はチップセレクト信号でアクセス空間の指定に使用し
ます。
P0 と同等の機能を持つ8 ビット入出力ポートです。
________ ________ ______ ________ ______ __________

WRL 、WRH 、(WR ､BHE)、RD ､BCLK ､HLDA ､ALE 信号を
出力します。なお、ソフトウエアによってWRL 、WRH 又は、
BHE ､WR を切り替えることができます。

________ _________ ____

■WRL 、WRH 、RD 選択時_
_________

外 部データバス幅が16 ビットの場合、WRL 信号が“L ”レベ
_________

ルのとき偶数番地に、WRH 信号が“L ”レベルのときは奇数番
_____

地に書き込みを行います。RD 信号が“L ”レベルのとき読み出
しを行います。

____ ________ ____

■WR 、BHE 、RD 選択時_
____ ____

WR 信号が“L ”レベルのとき書き込みを行います。RD 信号が
_________

“L ”レベルのとき読み出しを行います。BHE 信号が“L ”レ
ベルのとき奇数番地を、“H ”レベルのとき偶数番地をアクセ
スします。外部データバス幅が8 ビットのときは、このモード
を使用してください。

_________

HOLD 端子の入力レベルが“L ”の期間、
マイクロコンピュータはホールド状態_になります。ホールド状

__________

態の期間、HLDA は“L ”レベルを出力します。ALE はアドレ
________

スをラッチするための信号です。RDY 端子の入力レベルが“L
”の期間、マイクロコンピュータはレディー状態になります。
P0と同等の機能を持つ8ビット入出力ポートです。
ソフトウエアで選択することによって、P60～P63はUART0、P64
～P67はUART1の入出力端子として機能します。
これらの端子は、シリアルサウンドインタフェース、I2C、SPI
通信用です。

P0と同等の機能を持つ8ビット入出力ポートです(ただし､P70 お
よびP71 はN チャネルオープンドレイン出力)。
ソフトウエアで選択することによって、タイマA0～A3又は
UART2、UART3の入出力端子として機能します。
P70～P73はUART2、P74～P77はUART3の入出力端子です。

これらの端子は、I2C、SPI通信用です。

20mA(peak)でLED(LED0～LED7)の出力を行います。
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入出力

入力

入出力

入出力

端子の機能説明 (3/3)

端子名 　名　称 入出力 機　　能

入出力ポートP8

入出力ポートP9

入出力ポートP10

P80～P84,
P86,    P87

P85

　

P90,   P92,
P93

P100～P107

P80～P84, P86, P87 はP6と同等の機能を持つ入出力ポートです。
ソフトウエアで選択することによってタイマA4の入出力端子(P80,
P81)、外部割り込みの入力端子(P82～P84)として機能します。
P86, P87 はソフトウエアで選択することによってサブクロック
発振回路の入出力端子として機能します。この場合、P86(Xout
端子)とP87(XCIN端子)の間には水晶発振子を接続してください。

________

P85はNMIと兼用の入力専用のポートです。この端子の入力が“H”
________

レベルから“L”レベルに変化したときNMI割り込みが発生しま
________

す。NMIの機能はソフトウエアで解除することはできません。
この端子は、プルアップ抵抗は設定できません。
P90,  P92,  P93はP0 と同等の機能を持つ入出力ポートです。ソフ
トウエアで選択することによって、P93はA/Dトリガ入力端子
___________

(ADTRG)、P90、P92はUSB機能端子(ATTACH, SOF)として機能し
ます。プロテクトレジスタの設定により、P9方向レジスタへの
過った書き込みを防ぎます。
P0と同等の機能を持つ8ビット入出力ポートです。ソフトウエア
で選択することによってA/D変換器の入力端子(AN0～AN7)とし
て機能します。また、キー入力割り込み機能の入力端子(KI0～
KI7)としても機能します。
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機能ブロック動作説明
M30245グループは、次のような装置をシングルチップ内に収めています。命令、又はデータを記憶する
ためのメモリであるROMとRAM、演算を実行するための中央演算処理装置、そして、タイマ、シリアル
I/O、DMAC、USBファンクション制御ユニット、CRC演算回路、A/D変換器、入出力ポートなどの周辺装
置です。
次に各装置について説明します。

メモリ
メモリ配置図を図1.3.1に示します。アドレス空間は0000016番地からFFFFF16番地までの1Mバイトあります。
FFFFF16番地から番地の小さい方向にROMが配置されています。例えばM30245MC-XXXGPでは、E000016
番地からFFFFF16番地まで128Kバイトの内部ROMが配置されています。

_______

FFFDC16番地からFFFFF16番地はリセットおよびNMIなどの固定割り込みベクタテーブルの番地で、ここ
に割り込みルーチンの先頭アドレスを格納します。また、タイマ割り込みなどのベクタテーブルの番地は、
内部レジスタ(INTB)により任意に設定することができます。詳細は割り込みの項を参照してください。
0040016番地から番地の大きい方向にRAMが配置されています。例えばM30245MC-XXXGPでは、0040016
番地から02BFF16番地まで10Kバイトの内部RAMが配置されています。RAMはデータ格納以外にサブルー
チン呼び出しや、割り込み時のスタックとしても使用します。
0000016番地から003FF16番地は入出力ポート、A/D変換器、シリアルI/O、タイマなどの周辺装置の制御
レジスタが割り付けられているSFR領域です。SFR領域のうち何も配置されていない領域はすべて予約領
域となっており、使用することができません。
FFE0016番地からFFFDB16番地はスペシャルページベクタテーブルで、ここにサブルーチンの先頭番地、
又はジャンプ先の番地を格納すれば、サブルーチンコール命令やジャンプ命令を2バイトで使用でき、プ
ログラムステップ数の節減に役立ちます。
メモリ拡張モード時、又はマイクロプロセッサモード時、一部の領域は内部予約領域となっており使用
できません。例えばM30245MC-XXXGPでは、次の領域は使用できません。
・02C0016番地から03FFF16番地(メモリ拡張モード時およびマイクロプロセッサモード時)
・D000016番地からE000016番地(メモリ拡張モード時)

図1.3.1.  メモリ配置図

SFR領域
(詳細は図1.5.6～図1.5.9
を参照してください)

内部RAM領域

内部予約領域(注1)

内部ROM領域
   (注3)

0000016

0040016

XXXXX16

YYYYY16

FFFFF16

形　　　名 YYYYY16番地XXXXX16番地

リセット

監視タイマ
シングルステップ

アドレス一致
BRK命令

オーバフロー

未定義命令

スペシャルページ
ベクタテーブル

FFFFF16

FFFDC16

FFE0016

DBC
NMI

02BFF16M30245FCGP 

注1. メモリ拡張モード時およびマイクロプロセッサモード時、使用できません。
注2. メモリ拡張モード時、使用できません。
注3. マスクROM版の内部ROM領域に対して、書き込みを行わないでください。

E000016

017FF16

M30245MC-XXXGP 

M30245M8-XXXGP 
02BFF16 E000016

F000016

0400016

外部領域

内部予約領域(注2)D000016
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中央演算処理装置
中央演算処理装置には図1.4.1に示す13個のレジスタがあります。これらのうち、R0,R1,R2,R3,A0,A1,FB
の7個は2セットあり、2つのレジスタバンクを構成しています。

(1)　データレジスタ(R0/R0H/R0L/R1/R1H/R1L/R2/R3)
データレジスタ(R0/R1/R2/R3)は16ビットで構成されており、主に転送や算術、論理演算に使用します。
R0/R1は、上位(R0H/R1H)と下位(R0L/R1L)を別々に8ビットのデータレジスタとして使用することもで
きます。また、一部の命令ではR2とR0、R3とR1を組合せて32ビットのデータレジスタ(R2R0/R3R1)とし
ても使用できます。

(2)　アドレスレジスタ(A0/A1)
アドレスレジスタ(A0/A1)は16ビットで構成されており、データレジスタと同等の機能を持ちます。ま
た、アドレスレジスタ間接アドレッシングおよびアドレスレジスタ相対アドレッシングに使用します。
一部の命令ではA1とA0とを組合せて32ビットのアドレスレジスタ(A1A0)としても使用できます。

AAAAAA
AAAAAAH L
b15       b8       b7      b0      

R0(注1)

AAAAAA
AAAAAAH L
b15       b8       b7      b0      

R1(注1)

R2(注1)

AAAAAA
AAAAAAb15       b0      

R3(注1)

AAAAAA
AAAAAA
b15       b0      

A0(注1)

AAAAAA

b15       b0      

A1(注1)

AAAAAA
AAAAAA
b15       b0      

FB(注1)
AAAAAA
b15       b0      

データ
レジスタ

アドレス
レジスタ

フレームベース
レジスタ

b15       b0      

b15       b0      

b15       b0      

b15       b0      

b0      b19       

b0      b19       

H L

プログラムカウンタ

割り込みテーブル
レジスタ

ユーザスタックポインタ

割り込み
スタックポインタ

スタティック
ベースレジスタ

フラグレジスタ

PC

INTB

USP

ISP

SB

FLG

注1.　これらのレジスタは、2レジスタバンクあります。

AA
AA
A
A

AA
AA
AA
AA

AAAAAA
AAAAAA
AA
AA

AA
AA
A
A
AA
AA
AA
AA

CDZSBOIUIPL

図1.4.1.  中央演算処理装置のレジスタ構成
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(3)　フレームベースレジスタ(FB)
フレームベースレジスタ(FB)は16ビットで構成されており、FB相対アドレッシングに使用します。

(4)　プログラムカウンタ(PC)

プログラムカウンタ(PC)は20ビットで構成されており、次に実行する命令の番地を示します。

(5)　割り込みテーブルレジスタ(INTB)

割り込みテーブルレジスタ(INTB)は20ビットで構成されており、割り込みベクタテーブルの先頭番地
を示します。上位4ビットと下位16ビットに分割して使用できます。

(6)　スタックポインタ(USP/ISP)
スタックポインタは、ユーザスタックポインタ(USP)と割り込みスタックポインタ(ISP)の2種類があり、
共に16ビットで構成されています。
使用するスタックポインタ(USP/ISP)はスタックポインタ指定フラグ(Uフラグ)によって切り替えられま
す。
スタックポインタ指定フラグ(Uフラグ)は、フラグレジスタ(FLG)のビット7です。

(7)　スタティックベースレジスタ(SB)

スタティックベースレジスタ(SB)は16ビットで構成されており、SB相対アドレッシングに使用します。

(8)　フラグレジスタ(FLG)

フラグレジスタ(FLG)は11ビットで構成されており、1ビット単位でフラグとして使用します。
フラグレジスタ(FLG)の構成を図1.4.7に示します。また、各フラグの機能を以下に示します。
●ビット0：キャリーフラグ(Cフラグ)
算術論理ユニットで発生したキャリー、ボロー、シフトアウトしたビット等を保持します。

●ビット1：デバッグフラグ(Dフラグ)
シングルステップ割り込みを許可するフラグです。
このフラグが“1”のとき、命令実行後シングルステップ割り込みが発生します。割り込みを受け
付けると、このフラグは“0”になります。

●ビット2：ゼロフラグ(Zフラグ)
演算の結果が0のとき“1”になり、それ以外のとき“0”になります。

●ビット3：サインフラグ(Sフラグ)
演算の結果が負のとき“1”になり、それ以外のとき“0”になります。

●ビット4：レジスタバンク指定フラグ(Bフラグ)
レジスタバンクの選択を行います。このフラグが“0”のときレジスタバンク0が指定され、“1”
のときレジスタバンク1が指定されます。

●ビット5：オーバフローフラグ(Oフラグ)
演算の結果がオーバフローしたときに“1”になります。

●ビット6：割り込み許可フラグ(Iフラグ)
マスカブル割り込みを許可するフラグです。
このフラグが“0”のとき割り込みは禁止され、“1”のとき許可されます。
割り込みを受け付けると、このフラグは“0”になります。

●ビット7：スタックポインタ指定フラグ(Uフラグ)
このフラグが“0”のとき割り込みスタックポインタ(ISP)が指定され、“1”のときユーザスタック
ポインタ(USP)が指定されます。
ハードウエア割り込みを受け付けたとき、又はソフトウエア割り込み番号0～31のINT命令を実行し
たとき、このフラグは“0”になります。

●ビット8～ビット11：予約領域
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●ビット12～ビット14：プロセッサ割り込み優先レベル(IPL)
プロセッサ割り込み優先レベル(IPL)は3ビットで構成されており、レベル0～レベル7までの8段階の
プロセッサ割り込み優先レベルを指定します。
要求があった割り込みの優先レベルが、プロセッサ割り込み優先レベル(IPL)より大きい場合、その
割り込みは許可されます。

●ビット15：予約領域

C、Z、S、O各フラグは、命令により変化します。変化の詳細はソフトウエアマニュアルを参照してく
ださい。

キャリーフラグ

デバッグフラグ

ゼロフラグ

サインフラグ

レジスタバンク指定フラグ

オーバフローフラグ

割り込み許可フラグ

スタックポインタ指定フラグ

予約領域

プロセッサ割り込み優先レベル

予約領域

フラグレジスタ(FLG)

A
A

AA
AA
AA
AA
A
A

AAAAAA
AAAAAA
AA
AA

AA
AA
AA
AA
AA
AA
A
A
CDZSBOIUIPL
b0b15

図1.4.2.  フラグレジスタ(FLG)の構成
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図1.5.1.  リセット回路の一例

リセット
リセットは、ハードウエアによるリセットとソフトウエアによるリセットの2種類あります。ハードウ
エアリセットとソフトウエアリセットは、一部のSFRの状態を除き、リセット解除後の動作は同じです。
プロセッサモードレジスタ0 (000416番地)のビット0、ビット1、及びプルアップ制御レジスタ1 (003FD16番
地)のビット1は、ハードウエアリセットとソフトウエアリセットでリセット後の値が異なります。

ソフトウエアリセット
プロセッサモードレジスタ0(000416 番地)のビット3 に“1 ”を書き込むことでマイクロコンピュータ
にリセットをかけることができます(ソフトウエアリセット)。ソフトウエアリセットは、下記点を除け
ばマイコンのハードウエアリセットと同様の動作を行います。
・内部RAM 領域の内容を保持します。
・USB関連レジスタ（028016～02D516、02E016～02F316番地）、USB 接続/非接続レジスタ（001F16番
地）、USB 制御レジスタ（000C16）、周波数シンセサイザ関連レジスタ（03DB16～03DF16番地）の
内容を保持します。
・プロセッサモードレジスタ0のプロセッサモードビット(PM00, PM01)を初期化しないため、プロセッ
サモードは変化しません。

CPUクロック源にメインクロックを選択し、メインクロックの発振が十分安定している状態で、ソフ
トウエアリセットビット(PM03)を“1”にしてください。

ハードウエアリセット
電源電圧が動作保証電圧であるとき、リセット端子を20サイクル以上“L”レベル(0.2VCC以下)に保つ
とリセット状態になります。その後、メインクロックが充分に安定しているときにリセット端子を“H”
レベルに戻すとリセットが解除され、リセットベクタテーブルで示される番地からプログラムを実行し
ます。
リセット回路の一例を図1.5.1、リセットシーケンスを図1.5.2に示します。

0V

RESET VCC

0.2VCC以下

RESET

VCC

0V

0V

3.3V

3.3V

推奨動作電圧

VCC=3.3Vのときの例
XIN端子に20サイクル以上のクロックを入力してください。

リセット
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_____________

RESET端子のレベルが“L”の期間の端子の状態を表1.5.1、リセット解除直後のマイクロコンピュータ
の内部状態を図1.5.3～図1.5.5、SFRの配置図を図1.5.6～図1.5.9に示します。

____________

表1.5.1.   RESET端子のレベルが“L”の期間の端子の状態

端子の状態

CNVSS = VCC
CNVSS = VSS

BYTE = VSS BYTE = VCC

端子名

P0

P1

P2, P3, P40～P43

P44

P45～P47

P50

P51

P52

P53

P54

P55

P56

P57

P6, P7, P80～P84,
P86, P87, P9, P10 

入力ポート(フローティング)

入力ポート(フローティング)

入力ポート(フローティング)

入力ポート(フローティング)

入力ポート(フローティング)

入力ポート(フローティング)

入力ポート(フローティング)

入力ポート(フローティング)

入力ポート(フローティング)

入力ポート(フローティング)

入力ポート(フローティング)

入力ポート(フローティング)

入力ポート(フローティング)

入力ポート(フローティング)

データ入力(フローティング)

データ入力(フローティング)

アドレス出力(不定)

BCLK出力

ALE出力(“L”レベルを出力)

CS0出力(“H”レベルを出力)

WR出力(“H”レベルを出力)

RD出力(“H”レベルを出力)

RDY入力(フローティング)

入力ポート(フローティング)

BCLK出力

BHE出力(不定)

HLDA出力(出力値はHOLD端子
の入力に依存)

HOLD入力(フローティング)

データ入力(フローティング)

アドレス出力(不定)

CS0出力(“H”レベルを出力)

入力ポート(フローティング)

入力ポート(フローティング) 入力ポート(フローティング)

RDY入力(フローティング)

ALE出力(“L”レベルを出力)

HOLD入力(フローティング)

HLDA出力(出力値はHOLD端子
の入力に依存)

RD出力(“H”レベルを出力)

BHE出力(不定)

WR出力(“H”レベルを出力)

入力ポート(フローティング)
(ただし、プルアップ抵抗ON状態) (ただし、プルアップ抵抗ON状態)

BCLK

アドレス

リセットベクタの内容

　BCLK    24サイクル

FFFFE16番地

XIN

RESET

FFFFC16番地

20サイクル以上必要

図1.5.2.  リセットシーケンス

リセット
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図1.5.3.  リセット解除後のマイクロコンピュータの内部状態 (1/3)

(17)

(004C16)…DMA0割り込み制御レジスタ ? 0 0 0

×：このビットは何も配置されていません。
？：不定です。
これ以外のレジスタおよびRAM の内容はリセット時には不定ですので、初期値をセットしてください。

(1) (000416)…プロセッサモードレジスタ0 0016

(2) (000516)…プロセッサモードレジスタ1 000

(3) (000616)…システムクロック制御レジスタ0 10 00 0 00

(4) (000716)…システムクロック制御レジスタ1 00 01 00 00

(6) (000916)…アドレス一致割り込み許可レジスタ 00

(7) (000A16)…プロテクトレジスタ 0 00

(000F16)…

監視タイマスタートレジスタ

00 0(10)

(001016)…アドレス一致割り込みレジスタ0 0016

(001116)… 0016

(001216)… 0 0 0 0

(001416)…アドレス一致割り込みレジスタ1 0016

(001516)… 0016

(001616)… 0 0 0 0

(11)

(002C16)…DMA0制御レジスタ

(12)

(003C16)…DMA1制御レジスタ 0 0 0 0 0 ? 0 0

(8) (000C16)…USB制御レジスタ 0016

(21)

(004E16)…DMA1割り込み制御レジスタ ? 0 0 0

(004116)…キー入力割り込み制御レジスタ ? 0 0 0

(004B16)…AD変換割り込み制御レジスタ ? 0 0 0

(24)

(004F16)…UART2送信/NACK割り込み制御レジスタ ? 0 0 0

(34)

(004216)…UART2受信/ACK割り込み制御レジスタ ? 0 0 0

(36)

(005316)…UART0送信/NACK/SSI0割り込み制御レジスタ ? 0 0 0

(22)

(004A16)…UART0/ACK/SSI0受信割り込み制御レジスタ ? 0 0 0

(33)

(005116)…UART1送信/NACK/SSI1割り込み制御レジスタ ? 0 0 0

(004816)…UART1受信/ACK/SSI1割り込み制御レジスタ ? 0 0 0

(23)

(005416)…タイマA0割り込み制御レジスタ ? 0 0 0

(004516)…タイマA1割り込み制御レジスタ ? 0 0 0

(32)

(004716)…タイマA2割り込み制御レジスタ ? 0 0 0

(005716)…タイマA3割り込み制御レジスタ ? 0 0 0

(29)

(005916)…タイマA4割り込み制御レジスタ ? 0 0 0

(26)

(28)

(005A16)…USBリセット割り込み制御レジスタ ? 0 0 0

(005F16)…INT0割り込み制御レジスタ ? 0 0 00 0

(004416)…INT1割り込み制御レジスタ ? 0 0 00 0

(004316)…UART1/3バス衝突検出割り込み制御レジスタ 0 0 0?

USB機能割り込み制御レジスタ (005D16)… ? 0 0 0

USBアドレスレジスタ (028016)… 0016

(25)

(028216)… 0016

(028416)… 0016

(028616)… 0016

(028816)…

(028916)…

(028A16)… 0016

(028B16)… 0016

(028C16)…

USB パワー制御レジスタ

USB 機能割り込みステータスレジスタ

USB 機能割り込みクリアレジスタ

USB 機能割り込み許可レジスタ

USB フレームナンバーレジスタ

USB ISO制御レジスタ

USB DMA0要求レジスタ

USB ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ0制御/ｽﾃｰﾀｽﾚｼﾞｽﾀ

USB ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ0最大ﾊﾟｹｯﾄｻｲｽﾞﾚｼﾞｽﾀ

USB ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ0 OUT書き込みｶｳﾝﾄﾚｼﾞｽﾀ

USB ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ1 IN制御/ｽﾃｰﾀｽﾚｼﾞｽﾀ

USB ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ1 IN最大ﾊﾟｹｯﾄｻｲｽﾞﾚｼﾞｽﾀ

USB ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ2 IN制御/ｽﾃｰﾀｽﾚｼﾞｽﾀ

(001F16)…USB接続/非接続レジスタ

1

? ?? ? ?

0 0 0 0 0 ? 0 0

USB SOF割り込み制御レジスタ

USBエンドポイント許可レジスタ

0016

(5) (000816)…チップセレクト制御レジスタ 00 00 00 10

(9) (000E16)… ??16

監視タイマ制御レジスタ

(004616)…USBｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ0割り込み制御レジスタ ? 0 0 0

(27)

0 0

(31) (004916)…UART0/2バス衝突検出割り込み制御レジスタ 0 0 0?0 0

(004D16)…UART3送信/NACK割り込み制御レジスタ ? 0 0 0(35)

(005016)…DMA2割り込み制御レジスタ ? 0 0 0

(005216)…DMA3割り込み制御レジスタ ? 0 0 0

(005516)…UART3受信/ACK割り込み制御レジスタ ? 0 0 0

(005616)…USBサスペンド割り込み制御レジスタ ? 0 0 0

(005816)…USBレジューム割り込み制御レジスタ ? 0 0 0

(005B16)… ? 0 0 0

USB Vbus検出割り込み制御レジスタ (005C16)… ? 0 0 0

(005E16)…INT2割り込み制御レジスタ ? 0 0 00 0

(018C16)…DMA2制御レジスタ ?0 0 00 00 0

(019C16)…DMA3制御レジスタ ?0 0 00 00 0

(028116)… 0016

(028316)… 0016

(028516)… 0016

(028716)… 0016

(028D16)… 0016

(028E16)… 0016

(028F16)… 0016

(029016)… 0016

(029116)… 0016

USB DMA1要求レジスタ (029216)… 0016

(029316)… 0016

USB DMA2要求レジスタ (029416)… 0016

(029516)… 0016

USB DMA3要求レジスタ (029616)… 0016

(029716)… 0016

(029816)… 0016

(029916)… 2016

(029A16)… 0816

(029B16)… 0016

(029C16)… 0016

(029D16)… 0016

(029E16)… 0316

(029F16)… 0016

(02A016)… 0016

(02A116)… 0016

USB ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ1 IN FIFOｺﾝﾌｨｸﾞﾚｰｼｮﾝﾚｼﾞｽﾀ (02A216)… 0016

(02A316)… 0016

(02A416)… 0316

(02A516)… 0016

USB ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ2 IN最大ﾊﾟｹｯﾄｻｲｽﾞﾚｼﾞｽﾀ (02A616)… 0016

(02A716)… 0016

USB ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ2 IN FIFOｺﾝﾌｨｸﾞﾚｰｼｮﾝﾚｼﾞｽﾀ (02A816)… 0016

(02A916)… 0016

USB ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ3 IN制御/ｽﾃｰﾀｽﾚｼﾞｽﾀ (02AA16)… 0316

(02AB16)… 0016

USB ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ3 IN最大ﾊﾟｹｯﾄｻｲｽﾞﾚｼﾞｽﾀ (02AC16)… 0016

(02AD16)… 0016

USB ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ3 IN FIFOｺﾝﾌｨｸﾞﾚｰｼｮﾝﾚｼﾞｽﾀ (02AE16)… 0016

(02AF16)… 0016

USB ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ4 IN制御/ｽﾃｰﾀｽﾚｼﾞｽﾀ (02B016)… 0316

(02B116)… 0016

0016

FF16

0116

(37)

(38)

(39)

(40)

(41)

(42)

(47)

(46)

(45)

(43)

(44)

(49)

(48)

(52)

(51)

(50)

(002016)…DMA0ソースポインタ ??16

(002116)… ??16

(14)

DMA0ディスティネーションポインタ

(15)

DMA0転送カウンタ

(16)

(002216)… ??16

(002416)… ??16

(002516)… ??16

(002616)… ??16

(002816)… ??16

(002916)… ??16

(003016)…DMA1ソースポインタ ??16

(003116)… ??16

(18)

DMA1ディスティネーションポインタ

(19)

DMA1転送カウンタ

(20)

(003216)… ??16

(003416)… ??16

(003516)… ??16

(003616)… ??16

(003816)… ??16

(003916)… ??16

(018016)…DMA2ソースポインタ ??16

(018116)… ??16

DMA2ディスティネーションポインタ

DMA2転送カウンタ

(018216)… ??16

(018416)… ??16

(018516)… ??16

(018616)… ??16

(018816)… ??16

(018916)… ??16

(019016)…DMA3ソースポインタ ??16

(019116)… ??16

DMA3ディスティネーションポインタ

DMA3転送カウンタ

(019216)… ??16

(019416)… ??16

(019516)… ??16

(019616)… ??16

(019816)… ??16

(019916)… ??16

(30)

(13) (001B16)…チップセレクト拡張レジスタ 0016

(53)

(63)

(62)

(65)

(64)

(67)

(66)

(69)

(73)

(68)

(76)

(75)

(74)

(77)

(79)

(70)

(71)

(72)

(78)

(80)

(81)

(82)

(83)

(84)

(85)

(60)

(56)

(61)

(54)

(55)

(57)

(58)

(59)

(86)

(注1)

注1.　ハードウエアリセットでは、CNVss端子にVccレベルを印加している時、リセット時0316になります。
　　　ソフトウエアリセットでは、ビット0およびビット1の内容は、リセット前の値を保持します。

リセット
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(02B216)… 0016

(02B316)… 0016

(02B416)… 0016

(02B516)… 0016

(02B616)… 0016

(02B716)… 0016

(02B816)… 0016

(02B916)… 0016

(02BA16)… 0016

(02BB16)… 0016

(02BC16)… 0016

(02BD16)… 0016

(02BE16)… 0016

(02BF16)… 0016

(02C016)… 0016

(02C116)… 0016

(02C216)… 0016

(02C316)… 0016

(02C416)… 0016

(02C516)… 0016

(02C616)… 0016

(02C716)… 0016

(02C816)… 0016

(02C916)… 0016

(02CA16)… 0016

(02CB16)… 0016

(02CC16)… 0016

(02CD16)… 0016

(02CE16)… 0016

(02CF16)… 0016

(02D016)… 0016

(02D116)… 0016

(02D216)… 0016

(02D316)… 0016

(02D416)… 0016

(02D516)… 0016

(02E016)… ??16

(02E116)… ??16

(02E216)… ??16

(02E316)… ??16

(02E416)… ??16

(02E516)… ??16

(02E616)… ??16

(02E716)… ??16

(02E816)… ??16

(02E916)… ??16

(02EA16)… ??16

(02EB16)… ??16

(02EC16)… ??16

(02ED16)… ??16

(02EE16)… ??16

(02EF16)… ??16

(02F016)… ??16

(02F116)… ??16

(02F216)… ??16

(02F316)… ??16

(02F716)… 0116

(031016)…

(031116)…

(031416)…

(031616)…

(031716)…

(031816)… 0016

(031516)…

(031916)… 0016

0016

0016

0016

0016

0016

0016

(038016)…

(038316)… 0016

(038416)… 0016

(038216)…

0

(035F16)… 0016

(036416)… 0016

(036516)… 0016

(036616)… 0016

(036816)… 0016

(036916)… ??16

(036A16)… ??16

(036C16)… 0816

(036D16)… 0216

(036E16)… ??16

(036F16)… ??16

(036B16)… ??16

(036716)… 0016

(037616)… 0016

(037416)… 0016

(037516)… 0016

(037716)… 0016

(037816)… 0016

(037916)… 0016

0016(037016)…

0016(037116)…

(038116)…

00 0 0 0

00 0 0 000

(038616)… ??16

(038716)… ??16

(038816)… ??16

(038916)… ??16

(038A16)… ??16

(038B16)… ??16

(038C16)… ??16

(038D16)… ??16

(038E16)… ??16

(038F16)… ??16

(039616)… 0016

(039716)… 0016

(039816)… 0016

(039916)… 0016

(039A16)… 0016

(033416)… 0016

(033516)… 0016

(033616)… 0016

(033816)… 0016

(033916)… ??16

(033A16)… ??16

(033C16)… 0816

(033D16)… 0216

(033E16)… ??16

(033F16)… ??16

(033B16)… ??16

(033716)… 0016

(032416)… 0016

(032516)… 0016

(032616)… 0016

(032816)… 0016

(032916)… ??16

(032A16)… ??16

(032C16)… 0816

(032D16)… 0216

(032E16)… ??16

(032F16)… ??16

(032B16)… ??16

カウント開始フラグ

トリガ選択レジスタ

アップダウンフラグ

ワンショット開始フラグ

割り込み要因選択レジスタ

UART1特殊モードレジスタ4

UART1特殊モードレジスタ3

UART1特殊モードレジスタ2

UART1送受信モードレジスタ

UART1転送速度レジスタ

UART1送信バッファレジスタ

UART1送受信制御レジスタ0

UART1送受信制御レジスタ1

UART1受信バッファレジスタ

UART1特殊モードレジスタ1

SSインタフェース1送信バッファレジスタ

SSインタフェース1受信バッファレジスタ

SSインタフェース1 RFレジスタ

SSインタフェース1モードレジスタ0

SSインタフェース1モードレジスタ1

時計用プリスケーラリセットフラグ

タイマA0レジスタ

タイマA1レジスタ

タイマA2レジスタ

タイマA3レジスタ

タイマA4レジスタ

タイマA0モードレジスタ

タイマA1モードレジスタ

タイマA2モードレジスタ

タイマA3モードレジスタ

タイマA4モードレジスタ

UART2特殊モードレジスタ4

UART2特殊モードレジスタ3

UART2特殊モードレジスタ2

UART2送受信モードレジスタ

UART2転送速度レジスタ

UART2送信バッファレジスタ

UART2送受信制御レジスタ0

UART2送受信制御レジスタ1

UART2受信バッファレジスタ

UART2特殊モードレジスタ1

UART3特殊モードレジスタ4

UART3特殊モードレジスタ3

UART3特殊モードレジスタ2

UART3送受信モードレジスタ

UART3転送速度レジスタ

UART3送信バッファレジスタ

UART3送受信制御レジスタ0

UART3送受信制御レジスタ1

UART3受信バッファレジスタ

UART3特殊モードレジスタ1 (032716)… 0016

(87)

(88)

(89)

(92)

(91)

(93)

(95)

(96)

(97)

(99)

(100)

(101)

(90)

(94)

(98)

(103)

(102)

(104)

(105)

(106)

(107)

(108)

(109)

(110)

(111)

(112)

(113)

(114)

(115)

(116)

(117)

(118)

(119)

(120)

USB ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ4 IN最大ﾊﾟｹｯﾄｻｲｽﾞﾚｼﾞｽﾀ

USB ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ4 IN FIFOｺﾝﾌｨｸﾞﾚｰｼｮﾝﾚｼﾞｽﾀ

USB ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ1 OUT制御/ｽﾃｰﾀｽﾚｼﾞｽﾀ

USB ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ1 OUT最大ﾊﾟｹｯﾄｻｲｽﾞﾚｼﾞｽﾀ

USB ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ2 OUT制御/ｽﾃｰﾀｽﾚｼﾞｽﾀ

USB ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ1 OUT FIFOｺﾝﾌｨｸﾞﾚｰｼｮﾝﾚｼﾞｽﾀ

USB ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ2 OUT最大ﾊﾟｹｯﾄｻｲｽﾞﾚｼﾞｽﾀ

USB ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ2 OUT FIFOｺﾝﾌｨｸﾞﾚｰｼｮﾝﾚｼﾞｽﾀ

USB ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ3 OUT制御/ｽﾃｰﾀｽﾚｼﾞｽﾀ

USB ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ3 OUT最大ﾊﾟｹｯﾄｻｲｽﾞﾚｼﾞｽﾀ

USB ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ3 OUT FIFOｺﾝﾌｨｸﾞﾚｰｼｮﾝﾚｼﾞｽﾀ

USB ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ4 OUT制御/ｽﾃｰﾀｽﾚｼﾞｽﾀ

USB ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ4 OUT最大ﾊﾟｹｯﾄｻｲｽﾞﾚｼﾞｽﾀ

USB ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ1 OUT書き込みｶｳﾝﾄﾚｼﾞｽﾀ

USB ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ2 OUT書き込みｶｳﾝﾄﾚｼﾞｽﾀ

USB ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ3 OUT書き込みｶｳﾝﾄﾚｼﾞｽﾀ

USB ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ4 OUT FIFOｺﾝﾌｨｸﾞﾚｰｼｮﾝﾚｼﾞｽﾀ

USB ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ4 OUT書き込みｶｳﾝﾄﾚｼﾞｽﾀ

USB エンドポイント0 IN FIFO

USB エンドポイント0 OUT FIFO

USB エンドポイント1 IN FIFO

USB エンドポイント1 OUT FIFO

USB エンドポイント2 IN FIFO

USB エンドポイント2 OUT FIFO

USB エンドポイント3 IN FIFO

USB エンドポイント3 OUT FIFO

USB エンドポイント4 IN FIFO

USB エンドポイント4 OUT FIFO

フラッシュメモリ制御レジスタ0   (注1)

SSインタフェース0モードレジスタ0

SSインタフェース0受信バッファレジスタ

SSインタフェース0送信バッファレジスタ

SSインタフェース0 RFレジスタ

SSインタフェース0モードレジスタ1

(156)

(158)

(159)

(160)

(140)

(141)

(142)

(143)

(145)

(146)

(147)

(148)

(149)

(150)

(144)

(154)

(153)

(155)

(151)

(152)

(157)

(161)

(162)

(163)

(164)

(165)

(166)

(167)

(168)

(169)

(170)

(130)

(131)

(132)

(134)

(135)

(136)

(137)

(138)

(139)

(133)

(121)

(122)

(124)

(125)

(126)

(127)

(128)

(129)

(123)

(171)

注1.　このレジスタは、フラッシュメモリ版のみに存在します。

×：このビットは何も配置されていません。
？：不定です。
これ以外のレジスタおよびRAM の内容はリセット時には不定ですので、初期値をセットしてください。

図1.5.4.  リセット解除後のマイクロコンピュータの内部状態 (2/3)

リセット
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(189) (03C016)… ??16

(03C116)… ??16

ADレジスタ0

(190) (03C216)… ??16

(03C316)… ??16

ADレジスタ1

(191) (03C416)… ??16

(03C516)… ??16

ADレジスタ2

(192) (03C616)… ??16

(03C716)… ??16

ADレジスタ3

(193) (03C816)… ??16

(03C916)… ??16

ADレジスタ4

(194) (03CA16)… ??16

(03CB16)… ??16

ADレジスタ5

(195) (03CC16)… ??16

(03CD16)… ??16

ADレジスタ6

(196) (03CE16)… ??16

(03CF16)… ??16

ADレジスタ7

(171)UART0特殊モードレジスタ4 (03A416)… 0016

(172) (03A516)… 0016

(173) (03A616)… 0016

(03A716)… 0016(174)

(03A816)… 0016

UART0特殊モードレジスタ3

UART0特殊モードレジスタ2

UART0特殊モードレジスタ1

(175)

(03A916)… 0016(176)

(03AA16)… 0016

UART0送受信モードレジスタ

UART0転送速度レジスタ

(177)

(03AB16)… 0016

UART0送信バッファレジスタ

(178)

(03AD16)… 0216(179)

UART0送受信制御レジスタ0

UART0送受信制御レジスタ1

(03AC16)… 0816

(03AE16)… ??16(180)

(03AF16)… ??16

UART0受信バッファレジスタ

(03B016)… 0016(181) DMA2要因選択レジスタ

(03B216)… 0016(182) DMA3要因選択レジスタ

(183) (03B416)…SFR監視アドレスレジスタ

0(03B516)…

??16

0(03B616)… 0

??

(184) CRCモードレジスタ

(03B816)… 0016(185) DMA0要因選択レジスタ

0016(186) DMA1要因選択レジスタ (03BA16)…

(03BC16)… 0016(187)

(03BD16)… 0016

CRCデータレジスタ

(03BE16)… 0016(188) CRCインプットレジスタ

(03E216)… 0016

(03E316)… 0016

(03E616)… 0016

(03E716)… 0016

(03EE16)… 0016

(03EF16)… 0016

(03F216)…

(03F316)…

(03FC16)… 0016

(03FD16)… 0016

0 0 0 0 0 00

(03F916)… 0016

(03FA16)… 0016

(03E016)… ??16

(03E116)… ??16

(03E416)… ??16

(03E516)… ??16

(03EA16)… 0016

(03EB16)… 0016

(03E816)… ??16

(03E916)… ??16

(03EC16)… ??16

(03ED16)… ??16

(03F016)… ??16

(03F116)… 0 0 0

0 0 0

(03F616)… 0016

(03F416)… ??16

(03FE16)…

(03FF16)…

0 0 0 00

0

(03D416)…

0(03D616)… 00 0 0

0

(207)

(208)

(211)

(212)

(219)

(220)

(223)

(224)

(227)

(228)

(229)

(230)

(231)

(232)

(205)

(206)

(209)

(210)

(215)

(216)

(213)

(214)

(217)

(218)

(221)

(222)

(226)

(225)

(200)

(201)

(202)

(203)

(204)

(197)

(198)

(199) (03D716)… 0016

ポートP0方向レジスタ

ポートP1方向レジスタ

ポートP2方向レジスタ

ポートP3方向レジスタ

ポートP6方向レジスタ

ポートP7方向レジスタ

ポートP8方向レジスタ

ポートP9方向レジスタ

プルアップ制御レジスタ0

プルアップ制御レジスタ1   (注1)

ポート制御レジスタ

キー入力モードレジスタ

ポートP0

ポートP1

ポートP2

ポートP3

ポートP4方向レジスタ

ポートP5方向レジスタ

ポートP4

ポートP5

ポートP6

ポートP7

ポートP8

ポートP9

ポートP10方向レジスタ

ポートP10

P7駆動能力選択レジスタ

プルアップ制御レジスタ2

周波数ｼﾝｾｻｲｻﾞﾌﾟﾘｽｹｰﾗレジスタ

周波数ｼﾝｾｻｲｻﾞ制御レジスタ

周波数ｼﾝｾｻｲｻﾞ乗算レジスタ

周波数ｼﾝｾｻｲｻﾞｸﾛｯｸ制御レジスタ

周波数ｼﾝｾｻｲｻﾞ除算レジスタ

AD制御レジスタ2

AD制御レジスタ0

AD制御レジスタ1

? ? ?

(03DB16)… 0016

(03DC16)… 6016

(03DD16)… FF16

(03DE16)… FF16

(03DF16)… FF16

注1.　ハードウエアリセットでは、CNVss端子にVccレベルを印加しているときは、リセット時0216になります。
　　　ソフトウエアリセットでは、リセット前のプロセッサモードレジスタ0 (000416番地）のビット1,0の値が“102”“112”である時、リセット時0216になります。

0

図1.5.5.  リセット解除後のマイクロコンピュータの内部状態 (3/3)
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図1.5.6.  周辺装置制御レジスタの配置 (1/4)

000016

000116

000216

000316

000416

000516

000616

000716

000816

000916

000A16

000B16

000C16

000D16

000E16

000F16

001016

001116

001216

001316

001416

001516

001616

001716

001816

001916

001A16

001B16

001C16

001D16

001E16

001F16

002016

002116

002216

002316

002416

002516

002616

002716

002816

002916

002A16

002B16

002C16

002D16

002E16

002F16

003016

003116

003216

003316

003416

003516

003616

003716

003816

003916

003A16

003B16

003C16

003D16

003E16

003F16

004016

004116

004216

004316

004416

004516

004616

004716

004816

004916

004A16

004B16

004C16

004D16

004E16

004F16

005016

005116

005216

005316

005416

005516

005616

005716

005816

005916

005A16

005B16

005C16

005D16

005E16

005F16

タイマA1割り込み制御レジスタ(TA1IC)

UART0送信/NACK/SSI0割り込み制御レジスタ(S0TIC)
タイマA0割り込み制御レジスタ(TA0IC)

タイマA2割り込み制御レジスタ(TA2IC)

UART0受信/ACK/SSI0割り込み制御レジスタ(S0RIC)

UART1送信/NACK/SSI1割り込み制御レジスタ(S1TIC)

UART1受信/ACK/SSI1割り込み制御レジスタ(S1RIC)

DMA1割り込み制御レジスタ(DM1IC)

DMA0割り込み制御レジスタ (DM0IC)
Ａ-Ｄ変換割り込み制御レジスタ(ADIC)

UART2送信/NACK割り込み制御レジスタ(S2TIC)

INT1割り込み制御レジスタ(INT1IC)

USBリセット割り込み制御レジスタ(RSTIC)

タイマA3割り込み制御レジスタ(TA3IC)

USB 機能割り込み制御レジスタ(USBFIC)

INT0割り込み制御レジスタ(INT0IC)

タイマA4割り込み制御レジスタ(TA4IC)

～�～� ～�～�

DMA0制御レジスタ(DM0CON)

DMA0ソ－スポインタ(SAR0)

DMA0転送カウンタ(TCR0)

DMA0ディスティネ－ションポインタ(DAR0)

DMA1制御レジスタ(DM1CON)

DMA1ソ－スポインタ(SAR1)

DMA1転送カウンタ(TCR1)

DMA1ディスティネ－ションポインタ(DAR1)

監視タイマスタートレジスタ(WDTS)
監視タイマ制御レジスタ(WDC)

プロセッサモードレジスタ0(PM0)

アドレス一致割り込みレジスタ０(RMAD0)

アドレス一致割り込みレジスタ１(RMAD1)

USB制御レジスタ(USBC)

システムクロック制御レジスタ０(CM0)
システムクロック制御レジスタ１(CM1)

アドレス一致割り込み許可レジスタ(AIER)
プロテクトレジスタ(PRCR)

プロセッサモードレジスタ1(PM1)

USB 接続/非接続レジスタ(USBAD)

USBサスペンド割り込み制御レジスタ( SUSPIC)

USBレジューム割り込み制御レジスタ (RSMIC)

USB SOF割り込み制御レジスタ (SOFIC)

予約�

キー入力割り込み制御レジスタ(KUPIC)
UART2受信/ACK割り込み制御レジスタ(S2RIC)

UART1/3バス衝突検出割り込み制御レジスタ(S13BCNIC)

USBエンドポイント0割り込み制御レジスタ(EP0IC)

UART0/2バス衝突検出割り込み制御レジスタ(S02BCNIC)

UART3送信/NACK割り込み制御レジスタ(S3TIC)

DMA2割り込み制御レジスタ (DM2IC)

DMA3割り込み制御レジスタ (DM3IC)

UART3受信/ACK割り込み制御レジスタ(S3RIC)

USB Vbus検出割り込み制御レジスタ(VBDIC)

INT2割り込み制御レジスタ(INT2IC)

018016

018116

018216

018316

018416

018516

018616

018716

018816

018916

018A16

018B16

018C16

018D16

018E16

018F16

019016

019116

019216

019316

019416

019516

019616

019716

019816

019916

019A16

019B16

019C16

019D16

019E16

019F16

DMA2制御レジスタ(DM2CON)

DMA2ソ－スポインタ(SAR2)

DMA2転送カウンタ(TCR2)

DMA2ディスティネ－ションポインタ(DAR2)

DMA3制御レジスタ(DM3CON)

DMA3ソ－スポインタ(SAR3)

DMA3転送カウンタ(TCR3)

DMA3ディスティネ－ションポインタ(DAR3)

チップセレクト拡張レジスタ(CSE)

チップセレクト制御レジスタ(CSR)

注．予約領域に対して読み出し/書き込みを行わないでください。�
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029E16

029F16

USBアドレスレジスタ(USBA)

USBパワー制御レジスタ(USBPM)

USB機能割り込みステータスレジスタ(USBIS)

USB機能割り込み許可レジスタ(USBIE)

USBフレームナンバーレジスタ(USBFN)

USB ISO制御レジスタ(USBISOC)

USB機能割り込みクリアレジスタ(USBIC)

USB DMA0要求レジスタ(USBDMA0)

USB DMA1要求レジスタ(USBDMA1)

USBｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ0制御/ｽﾃｰﾀｽﾚｼﾞｽﾀ(EP0CS)

USBｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ0最大ﾊﾟｹｯﾄｻｲｽﾞﾚｼﾞｽﾀ(EP0MP)

USBｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ0 OUT書き込みｶｳﾝﾄﾚｼﾞｽﾀ(EP0WC)

USBｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ1 IN制御/ｽﾃｰﾀｽﾚｼﾞｽﾀ(EP1ICS)

USBｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ1 OUT制御/ｽﾃｰﾀｽﾚｼﾞｽﾀ(EP1OCS)

USBｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ1 IN最大ﾊﾟｹｯﾄｻｲｽﾞﾚｼﾞｽﾀ(EP1IMP)

USBｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ1 OUT最大ﾊﾟｹｯﾄｻｲｽﾞﾚｼﾞｽﾀ(EP1OMP)

USBｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ1 OUT書き込みｶｳﾝﾄﾚｼﾞｽﾀ(EP1WC)

USB エンドポイント許可レジスタ(USBEPEN)

USB DMA2要求レジスタ(USBDMA2)

USB DMA3要求レジスタ(USBDMA3)

USBｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ1 IN FIFOコンフィグレーションﾚｼﾞｽﾀ(EP1IFC)

USBｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ2 IN制御/ｽﾃｰﾀｽﾚｼﾞｽﾀ(EP2ICS)

USBｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ2 IN最大ﾊﾟｹｯﾄｻｲｽﾞﾚｼﾞｽﾀ(EP2IMP)

USBｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ3 IN制御/ｽﾃｰﾀｽﾚｼﾞｽﾀ(EP3ICS)

USBｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ3 IN最大ﾊﾟｹｯﾄｻｲｽﾞﾚｼﾞｽﾀ(EP3IMP)

USBｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ4 IN制御/ｽﾃｰﾀｽﾚｼﾞｽﾀ(EP4ICS)

USBｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ4 IN最大ﾊﾟｹｯﾄｻｲｽﾞﾚｼﾞｽﾀ(EP4IMP)

USBｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ2 IN FIFOコンフィグレーションﾚｼﾞｽﾀ(EP2IFC)

USBｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ3 IN FIFOコンフィグレーションﾚｼﾞｽﾀ(EP3IFC)

USBｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ4 IN FIFOコンフィグレーションﾚｼﾞｽﾀ(EP4IFC)

USBｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ1 OUT FIFOコンフィグレーションﾚｼﾞｽﾀ(EP1OFC)

USBｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ2 OUT制御/ｽﾃｰﾀｽﾚｼﾞｽﾀ(EP2OCS)
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02C116
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02C416
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02C616

02C716
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02C916

02CA16

02CB16

02CC16

02CD16

02CE16

02CF16

02D016

02D116

02D216

02D316

02D416

02D516

02D616

02D716

02D816

02D916

02DA16

02DB16

02DC16

02DD16

02DE16

02DF16

USBｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ3 OUT制御/ｽﾃｰﾀｽﾚｼﾞｽﾀ(EP3OCS)

USBｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ3 OUT最大ﾊﾟｹｯﾄｻｲｽﾞﾚｼﾞｽﾀ(EP3OMP)

USBｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ3 OUT書き込みｶｳﾝﾄﾚｼﾞｽﾀ(EP3WC)

USBｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ4 OUT制御/ｽﾃｰﾀｽﾚｼﾞｽﾀ(EP4OCS)

USBｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ4 OUT最大ﾊﾟｹｯﾄｻｲｽﾞﾚｼﾞｽﾀ(EP4OMP)

USBｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ4 OUT書き込みｶｳﾝﾄﾚｼﾞｽﾀ(EP4WC)

USBｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ2 OUT最大ﾊﾟｹｯﾄｻｲｽﾞﾚｼﾞｽﾀ(EP2OMP)

USBｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ2 OUT書き込みｶｳﾝﾄﾚｼﾞｽﾀ(EP2WC)

USBｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ2 OUT FIFOコンフィグレーションﾚｼﾞｽﾀ(EP2OFC)

USBｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ3 OUT FIFOコンフィグレーションﾚｼﾞｽﾀ(EP3OFC)

USBｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ4 OUT FIFOコンフィグレーションﾚｼﾞｽﾀ(EP4OFC)

予約
予約
予約
予約
予約
予約
予約
予約

USBエンドポイント0 IN FIFO(EP0I)

USBエンドポイント0 OUT FIFO(EP0O)

USBエンドポイント1 IN FIFO(EP1I)

USBエンドポイント1 OUT FIFO(EP1O)

USBエンドポイント2 IN FIFO(EP2I)

USBエンドポイント2 OUT FIFO(EP2O)

USBエンドポイント3 IN FIFO(EP3I)

USBエンドポイント3 OUT FIFO(EP3O)

USBエンドポイント4 IN FIFO(EP4I)

USBエンドポイント4 OUT FIFO(EP4O)

フラッシュメモリ制御レジスタ0(FMR0)

注．予約領域に対して読み出し/書き込みを行わないでください。

予約
予約

図1.5.7.  周辺装置制御レジスタの配置 (2/4)
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SSインタフェース0モードレジスタ0 (SSI0MR0)
SSインタフェース0モードレジスタ1 (SSI0MR1)
予約
予約

UART3特殊モ－ドレジスタ4(U3SMR4)

SSインタフェース0送信バッファレジスタ(SSI0TXB)

SSインタフェース0受信バッファレジスタ(SSI0RXB)

SSインタフェース0  RFレジスタ(SSI0RF)

予約
予約

UART3特殊モ－ドレジスタ3(U3SMR3)
UART3特殊モ－ドレジスタ2(U3SMR2)
UART3特殊モ－ドレジスタ1(U3SMR)
UART3送受信モ－ドレジスタ(U3MR)

UART3送信バッファレジスタ(U3TB)

UART3受信バッファレジスタ(U3RB)

UART3転送速度レジスタ(U3BRG)

UART3送受信制御レジスタ０(U3C0)
UART3送受信制御レジスタ１(U3C1)

UART2特殊モ－ドレジスタ4(U2SMR4)
UART2特殊モ－ドレジスタ3(U2SMR3)
UART2特殊モ－ドレジスタ2(U2SMR2)
UART2特殊モ－ドレジスタ1(U2SMR)
UART2送受信モ－ドレジスタ(U2MR)

UART2送信バッファレジスタ(U2TB)

UART2受信バッファレジスタ(U2RB)

UART2転送速度レジスタ(U2BRG)

UART2送受信制御レジスタ０(U2C0)
UART2送受信制御レジスタ１(U2C1)

割り込み要因選択レジスタ(IFSR)

UART1特殊モ－ドレジスタ4(U1SMR4)
UART1特殊モ－ドレジスタ3(U1SMR3)
UART1特殊モ－ドレジスタ2(U1SMR2)
UART1特殊モ－ドレジスタ1(U1SMR)
UART1送受信モ－ドレジスタ(U1MR)

UART1送信バッファレジスタ(U1TB)

UART1受信バッファレジスタ(U1RB)

UART1転送速度レジスタ(U1BRG)

UART1送受信制御レジスタ０(U1C0)
UART1送受信制御レジスタ１(U1C1)

SSインタフェース1モードレジスタ0 (SSI1MR0)
SSインタフェース1モードレジスタ1 (SSI1MR1)
予約
予約
SSインタフェース1送信バッファレジスタ(SSI1TXB)

SSインタフェース1受信バッファレジスタ(SSI1RXB)

SSインタフェース1 RFレジスタ(SSI1RF)

予約
予約

タイマA0(TA0)

タイマA0モ－ドレジスタ(TA0MR)
タイマA1モ－ドレジスタ(TA1MR)
タイマA2モ－ドレジスタ(TA2MR)
タイマA3モ－ドレジスタ(TA3MR)
タイマA4モ－ドレジスタ(TA4MR)

カウント開始フラグ(TABSR)
時計用プリスケーラリセットフラグ(CPSRF)

トリガ選択レジスタ(TRGSR)
アップダウンフラグ(UDF)

タイマA1(TA1)

タイマA2(TA2)

タイマA3(TA3)

タイマA4(TA4)

UART0送受信モ－ドレジスタ(U0MR)

UART0送信バッファレジスタ(U0TB)

UART0受信バッファレジスタ(U0RB)

UART0転送速度レジスタ(U0BRG)

UART0送受信制御レジスタ０(U0C0)
UART0送受信制御レジスタ１(U0C1)

UART0特殊モ－ドレジスタ4(U0SMR4)
UART0特殊モ－ドレジスタ3(U0SMR3)
UART0特殊モ－ドレジスタ2(U0SMR2)
UART0特殊モ－ドレジスタ1(U0SMR)

ワンショット開始フラグ(ONSF)

注．予約領域に対して読み出し/書き込みを行わないでください。
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図1.5.8.  周辺装置制御レジスタの配置 (3/4)
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DMA3要因選択レジスタ(DM3SL)

DMA2要因選択レジスタ(DM2SL)

CRCデータレジスタ(CRCD)

CRCインプットレジスタ(CRCIN)

ADレジスタ7(AD7)

ADレジスタ0(AD0)

ADレジスタ1(AD1)

ADレジスタ2(AD2)

ADレジスタ3(AD3)

ADレジスタ4(AD4)

ADレジスタ5(AD5)

ADレジスタ6(AD6)

周波数ｼﾝｾｻｲｻﾞｸﾛｯｸ制御レジスタ(FSCCR)
周波数ｼﾝｾｻｲｻﾞ制御レジスタ(FSC)
周波数ｼﾝｾｻｲｻﾞ乗算レジスタ(FSM)
周波数ｼﾝｾｻｲｻﾞﾌﾟﾘｽｹｰﾗレジスタ(FSP)
周波数ｼﾝｾｻｲｻﾞ除算レジスタ(FSD)
ポートP0(P0)

ポートP0方向レジスタ(PD0)
ポートP1(P1)

ポートP1方向レジスタ(PD1)

P7駆動能力選択レジスタ(P7DR)

ポート制御レジスタ(PCR)

SFR監視アドレスレジスタ(CRCSAR)

CRCモードレジスタ(CRCMR)

DMA1要因選択レジスタ(DM1SL)

DMA0要因選択レジスタ(DM0SL)

AD制御レジスタ2(ADCON2)

AD制御レジスタ0(ADCON0)
AD制御レジスタ1(ADCON1)

ポートP2(P2)

ポートP2方向レジスタ(PD2)
ポートP3(P4)

ポートP3方向レジスタ(PD3)
ポートP4(P4)

ポートP4方向レジスタ(PD4)
ポートP5(P5)

ポートP5方向レジスタ(PD5)
ポートP6(P6)

ポートP6方向レジスタ(PD6)
ポートP7(P7)

ポートP7方向レジスタ(PD7)

ポートP8(P8)

ポートP8方向レジスタ(PD8)
ポートP9(P9)

ポートP9方向レジスタ(PD9)
ポートP10(P10)

ポートP10方向レジスタ(PD10)

キー入力モードレジスタ(KUPM)

プルアップ制御レジスタ0(PUR0)
プルアップ制御レジスタ1(PUR1)
プルアップ制御レジスタ2(PUR2)
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図1.5.9.  周辺装置制御レジスタの配置 (4/4)
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プロセッサモード
(1)　プロセッサモードの種類
プロセッサモードは、シングルチップモード、メモリ拡張モード、およびマイクロプロセッサモード
の3つのモードから選択することができます。プロセッサモードによって、一部の端子機能、メモリ配置、
およびアクセス空間が異なります。図1.6.1にプロセッサモードレジスタ0、プロセッサモードレジスタ1
の構成を示します。
●シングルチップモード
シングルチップモードは、内部領域(SFR、内部RAM、内部ROM)だけのアクセスが可能なモードです。
ただし、リセット解除後CNVSS端子を“H”の状態でマイクロプロセッサモードから動作を開始した
場合は、その後シングルチップモードに移行しても内部ROMのアクセスはできません。
このモードでは、P0～P10をプログラマブル入出力ポート、又は内蔵周辺機能の入出力ポートとし
て使用することができます。

●メモリ拡張モード
メモリ拡張モードは、内部領域(SFR、内部RAM、内部ROM)および外部領域のアクセスが可能なモー
ドです。
ただし、リセット解除後CNVSS端子を“H”の状態でマイクロプロセッサモードから動作を開始した
場合は、その後メモリ拡張モードに移行しても内部ROMのアクセスはできません。
このモードでは、一部の端子がアドレスバス、データバス、および制御信号用の端子となります。

その本数は、バスやレジスタの設定によって異なります(詳細は、「バス設定」を参照してください)。
●マイクロプロセッサモード
マイクロプロセッサモードは、SFRおよび内部RAM領域と外部領域のアクセスが可能なモードです
(内部ROM領域はアクセスできません)。
このモードでは、一部の端子がアドレスバス、データバス、および制御信号用の端子となります。

その本数は、バス幅やレジスタの設定によって異なります(詳細は、「バス設定」を参照してください)。

(2)　各モードの設定
各モードの設定は、CNVSS端子およびプロセッサモードビット(000416番地のビット1､ビット0)によっ
て行います。プロセッサモードビットを“102”にしないでください。
CNVSS端子のレベルにかかわらず、プロセッサモードビットの内容を書き替えると、対応するモード
になります。プロセッサモードビットを“012”(メモリ拡張モード)または“112”(マイクロプロセッサ
モード)に書き換える場合、PM07ビット～PM02ビットと同時に書き換えないでください。また、内部ROM
領域でのマイクロプロセッサモードへの移行、およびマイクロプロセッサモードからの移行は行わない
でください。
●CNVSS端子にVSSを印加
リセット後シングルチップモードで動作を開始します。動作開始後、プロセッサモードビットを“012”
にするとメモリ拡張モードへ切り替えることができます。

●CNVSS端子にVCCを印加
リセット後マイクロプロセッサモードで動作を開始します。

図1.6.2に各プロセッサモードのメモリ配置図を示します。
図1.6.3に各プロセッサモードのメモリ配置とチップセレクト領域を示します。

プロセッサモード
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図1.6.1.  プロセッサモードレジスタ0、プロセッサモードレジスタ1の構成

注1.　このレジスタを書き替える場合、プロテクトレジスタ(000A16番地)のビット1を
 “1”にしてください。
注2.　CNVSS端子にVCCレベルを印加しているときは、リセット時0316になります
 (PM00およびPM01が“1”になります)。
注3.　マイクロプロセッサモード、メモリ拡張モード時有効。

プロセッサモードレジスタ０ (注1)

シンボル アドレス リセット時
PM0 000416番地 0016(注2)

ビット名 機　　能ビットシンボル WR

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

0 0 : シングルチップモード
0 1 : メモリ拡張モード
1 0 : 使用禁止
1 1 : マイクロプロセッサモード

b1 b0 

PM03 

PM01

PM00　 プロセッサモードビット
○○

○○

○○

○○

○○

PM02   　 R/Wモード選択ビット

ソフトウエアリセットビット このビットに“1”を書き込むとマイク
ロコンピュータはリセットされる。
読み出し時の値は“0”。

PM04
必ず“0”を設定してください。予約

PM05
○○

PM06

PM07

ポートP40～P43機能
 選択ビット(注3)

0 : アドレス出力
1 : ポート機能
 (アドレスは出力されません)

BCLK出力禁止ビット 0 : 出力する 
1 : 出力しない
     (端子はフローティングになります)

○○

○○

0 : RD,BHE,WR
1 : RD,WRH,WRL

プロセッサモードレジスタ1 (注1)

シンボル アドレス リセット時
PM1 000516番地 00000XX02

ビット名 機　　能ビットシンボル WR

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

－－
何も配置されていない。
書き込む場合、“0”を書き込んでください。読み出した場合、その値は不定。

予約ビット 必ず“0”を設定してください ○ ○

0

注1. このレジスタを書き替える場合、プロテクトレジスタ(000A16番地)のビット1を
　　“1”にしてください。

PM17　 予約ビット 必ず“0”を設定してください ○○

WR幅制御ビット 0 : 通常
1 : 拡張

PM16

0 0

0 0 0

○○

予約ビット 必ず“0”を設定してください ○ ○

プロセッサモード
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シングルチップモード

SFR領域

内部RAM領域

使用不可

内部ROM領域

マイクロプロセッサモード

AAA
AAA
AAA
AAA
AAA
AAA

SFR領域

内部RAM領域

外部領域

内部予約領域

0000016

0040016

XXXXX16

YYYYY16

FFFFF16

D000016

外部領域：この領域をアクセスすると、外部に接続した
　　　　　デバイスをアクセスすることができます。

0400016

メモリ拡張モード

AAAA
AAAA
AAAA

SFR領域

内部RAM領域

外部領域

内部ROM領域

内部予約領域

内部予約領域

形　　　名 YYYYY16番地XXXXX16番地

M30245FCGP 02BFF16 E000016

M30245M8-XXXGP F000016017FF16
M30245MC-XXXGP 02BFF16 E000016

マイクロプロセッサモード

AAAA
AAAA
AAAA
AAAA
AAAA
AAAA
AAAA
AAAA

外部領域

0000016

0040016

FFFFF16

D000016

0800016

メモリ拡張モード

AAAA
AAAA
AAAA
AAAA
AAAA
AAAA

内部RAM領域

外部領域

内部ROM領域

CS3(16Kバイト)

CS2(128Kバイト)

CS1(32Kバイト)

CS0

メモリ拡張モード
：640Kバイト 
マイクロプロセッサモード
：832Kバイト

2800016

3000016

XXXXX16

SFR領域 SFR領域
内部RAM領域

0400016

内部予約領域 内部予約領域

YYYYY16

内部予約領域

形　　　名 YYYYY16番地XXXXX16番地

M30245FCGP 02BFF16 E000016

M30245M8-XXXGP F000016017FF16
M30245MC-XXXGP 02BFF16 E000016

図1.6.3. メモリ拡張、マイクロプロセッサモード時のチップセレクト領域

図1.6.2.  各プロセッサモード時のメモリ配置

プロセッサモード
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バス設定
バスの設定はBYTE端子とプロセッサモードレジスタ0(000416番地)のビット6で切り替えることができま
す。
表1.7.1に各バスの設定と切り替え要因を示します。

表1.7.1.　バスの設定と切り替え要因
バスの設定 切り替え要因

外部アドレスバス幅切り替え プロセッサモードレジスタ0のビット6
外部データバス幅切り替え BYTE端子

(1)　外部アドレスバス幅の選択

1Mバイトのアドレス空間のうち外部に出力されるアドレスバス幅は、16ビット(アドレス空間64Kバイ
ト)と20ビット(アドレス空間1Mバイト)を選択することができます。プロセッサモードレジスタ0のビッ
ト6が“1”のとき、外部アドレスバス幅は16ビットになりP2とP3がアドレスバスとなります。P40～P43
は、プログラマブル入出力ポートとして使用することができます。プロセッサモードレジスタ0のビット
6が“0”のとき、外部アドレスバス幅は20ビットになり、P2、P3、およびP40～P43がアドレスバスとな
ります。

(2)　外部データバス幅の選択
外部データバス幅は8ビットと16ビットを選択することができます。BYTE端子が“L”のとき16ビッ
トに、“H”のときは8ビットになります。バス幅の選択は、外部バスだけで有効になります(内部バス幅
は常に16ビットです)。動作時は、BYTE端子を“H”又は“L”に固定してください。BYTE端子が“H”
の時、ポートP0が8ビットのデータバスになり、BYTE端子が“L”の時、ポートP0とポートP1の両方が
16ビットのデータバスになります。ソフトウエアウエイトを挿入できます。

表1.7.2.　各プロセッサモードと端子の機能表

プロセッサモード        シングルチップモード メモリ拡張モード/マイクロプロセッサモード
データバス幅           ―        8ビット 16ビット
BYTE端子        BYTE=“H” BYTE=“L”
P00～ P07 入出力ポート データバス データバス
P10～ P17 入出力ポート 入出力ポート データバス
P20 入出力ポート アドレスバス アドレスバス
P21～ P27 入出力ポート アドレスバス アドレスバス
P30 入出力ポート アドレスバス アドレスバス
P31～ P37 入出力ポート アドレスバス アドレスバス
P40～ P43 入出力ポート 入出力ポート 入出力ポート

(機能選択ビット=“1”)

P40～ P43 入出力ポート アドレスバス アドレスバス
(機能選択ビット=“0”)

P44～ P47 入出力ポート
____

CS(チップセレクト)又はプログラマブル入出力
 ポートの選択 (詳細は「バス制御」を参照)

P50～ P53 入出力ポート
_____ ________ _________ __________ _____ ________

RD, WRL, WRH, BCLK 出力、又はRD, BHE,
______ __________

WR, BCLK 出力 (詳細は「バス制御」を参照)
P54 入出力ポート

__________

HLDA
__________

HLDA
P55 入出力ポート

__________

HOLD
__________

HOLD
P56 入出力ポート ALE ALE
P57 入出力ポート

________

RDY
________

RDY

バス設定
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バス制御
外部デバイスのアクセスに必要な信号、およびソフトウエアウエイトについて説明します。外部デバイ
スのアクセスに必要な信号は、プロセッサモードが、メモリ拡張モードおよびマイクロプロセッサモード
のとき有効です。ソフトウエアウエイトは全プロセッサモードで有効です。

(1)　アドレスバス／データバス

アドレスバスは、1Mバイトの空間をアクセスするための端子で、A0～A19の20本あります。
データバスは、データの入出力を行う端子です。BYTE端子が“H”のときはD0～D7の8本がデータバ
スに、BYTE端子が“L”のときはD0～D15の16本がデータバスになります。
シングルチップモードからメモリ拡張モードに変更したとき、外部領域をアクセスするまでアドレス
バスの値は不定です。

(2)　チップセレクト信号

チップセレクト信号はP44～P47と兼用で、チップセレクト制御レジスタ(000816番地)のビット0～ビッ
ト3によって、ポートにするかチップセレクト信号を出力するかを端子ごとに選択できます。チップセレ
クト制御レジスタは、メモリ拡張モードとマイクロプロセッサモードで有効です。シングルチップモー
ドでは、チップセレクト制御レジスタの内容にかかわらずP44～P47はプログラマブル入出力ポートにな
ります。

_______ _______

マイクロプロセッサモードの場合、リセット解除のときCS0だけチップセレクト信号を出力し、CS1～
_______

CS3は入力ポートになっています。チップセレクト制御レジスタの構成を図1.8.1に示します。
チップセレクト信号によって外部領域を最大4つに分割することができます。チップセレクト信号によっ
て指定する外部領域を表1.8.1に示します。

表1.8.1.　チップセレクト信号によって指定する外部領域

  プロセッサモード チップセレクト信号
_______

CS0
_______

    CS1
_______

CS2
_______

    CS3
  メモリ拡張モード  3000016～ CFFFF16 　

   (640Kバイト)      2800016～ 2FFFF16　  0800016～ 27FFF16      0400016～ 07FFF16
マイクロプロセッサ  3000016～ FFFFF16          (32Kバイト)    (128Kバイト)           (16Kバイト)
              モード    (832Kバイト)

バス制御
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チップセレクト制御レジスタ

シンボル アドレス リセット時 
 CSR 000816番地 0116 

ビット名 機　　能ビットシンボル WR

○○

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

CS1

CS0 

○○

○○

○○

○○

○○

○○

○○

ビットシンボル ビット名 機　　能 R W

CS3

CS2

CS1W

CS0W 

CS3W

CS2W

0 : チップセレクト出力禁止
　　（通常のポート端子)
1 : チップセレクト出力許可

0 : ウエイトあり
1 : ウエイトなし

CS3ウエイトビット

CS2ウエイトビット

CS1ウエイトビット

CS0ウエイトビット

CS3出力許可ビット

CS2出力許可ビット

CS0出力許可ビット

CS1出力許可ビット

図1.8.1.　チップセレクト関連レジスタの構成

b7 b0 シンボル アドレス リセット時 
CSE 001B16 0016

ビット名 機　　能 WRビットシンボル

チップセレクト拡張レジスタ

CSE0W　 
0 0 : 1ウエイト
0 1 : 2ウエイト
1 0 : 3ウエイト
1 1 : 使用禁止

CS0ウエイト拡張ビット ○○

○○

○○

○○

CSE1W　 CS1ウエイト拡張ビット

CSE2W　 CS2ウエイト拡張ビット

CSE3W　 CS3ウエイト拡張ビット

注1. CSRレジスタのCSiWビット（i=0 ～3）を“0”にしてからCSEiWビット（i=0 ～3）を設定してください。
　　また、CSiWビットを“1”にする場合、CSEiWビットを“002”に戻してからCSiWビットを“1”にしてください。

バス制御
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(3)　リード／ライト信号
データバスが16ビット(BYTE端子が“L”レベル)のとき、リード／ライト信号はプロセッサモードレ

______ _______ ________ ______ _________ __________

ジスタ0(000416番地)のビット2によって、RD、WR、BHEの組み合わせ、又はRD、WRL、WRHの組み合
わせを選択することができます。データバスが8ビット(BYTE端子が“H”レベル)のとき、リード／ライ

______ _______ ________

ト信号はRD、WR、BHEの組み合わせを使用してください(プロセッサモードレジスタ0(000416番地)のビッ
ト2を“0”にしてください)。各信号の動作を表1.8.2、表1.8.3に示します。

______ _______ ________

リセット解除後、リード／ライト信号はRD、WR、BHEの組み合わせです。
______ _________ __________

RD、WRL、WRHの組み合わせに切り替える場合、プロセッサモードレジスタ0(000416番地)(注1)のビッ
ト2を切り替えるまで、外部のメモリに対しての書き込み動作を行わないでください。

注1.　プロセッサモードレジスタ0を書き替える場合、プロテクトレジスタ(000A16番地)のビット1を“1”
にしてください。

______ _________ _________

表1.8.2.　RD、WRL、WRH信号の動作

外部データバスの状態
データを読み出す
偶数番地に1バイトデータを書き込む
奇数番地に1バイトデータを書き込む
偶数番地、奇数番地ともにデータを書き込む

WRHWRLRDデータバス幅

16ビット
(BYTE=“L”)

H
H
H

H
L
H
L

H
H
L
L

L

外部データバスの状態RD BHEWR
H L L
L H L
H L H
L H H

奇数番地に1バイトデータを書き込む
奇数番地に1バイトデータを読み出す
偶数番地に1バイトデータを書き込む
偶数番地に1バイトデータを読み出す

データバス幅 A0
H
H
L
L

H L L L
L H L L
H L H／L
L H H／L

8ビット
(BYTE=“H”)

偶数番地、奇数番地ともにデータを書き込む
偶数番地、奇数番地ともにデータを読み出す
1バイトのデータを書き込む
1バイトのデータを読み出す

16ビット
(BYTE=“L”)

使用しない
使用しない

______ _______ ______

表1.8.3.　RD、WR、BHE信号の動作

(4)　ALE信号
外部デバイスにより、アドレスバスからアドレスをラッチするための信号です。ALE信号の立ち下が
りでアドレスをラッチしてください。

バス制御
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_______

(5)　RDY信号
________

RDYは、アクセス時間が長い外部デバイスへのアクセスを容易にするための信号です。図1.8.2に示す
_________

ようにBCLKの立ち下がりでRDY端子に“L”が入力されているとき、バスはウエイト状態になります。
_________

BCLKの立ち下がりでRDY端子に“H”が入力されているとき、バスはウエイト状態を解除します。表1.8.4
______ ________

にバスのウエイト状態におけるマイクロコンピュータの状態、図1.8.2にRD信号がRDY信号によって延び
た例を示します。

________

RDY信号は、チップセレクト制御レジスタ(000816番地)のビット4～ビット7に“0”を設定している領
域のバスサイクルで、外部領域をアクセスするときに有効です。チップセレクト制御レジスタ(000816番

_________ _________

地)のビット4～ビット7に全て“1”を設定している場合は、RDY信号は無効ですが、RDY端子の未使用
端子の処理が必要です。

表1.8.4.　バスのウエイト状態におけるマイクロコンピュータの状態(注1)

項　目 状　態
発振 動作

___ ______

R/W信号、アドレスバス、データバス、CS
________

RDY信号を受け付けたときの状態を保持
__________

ALE信号、HLDA
プログラマブル入出力ポート
内蔵周辺回路 動作

________

注1.　ソフトウエアウエイトによるウエイトの直前にはRDY信号は受け付けられません。

BCLK

RD

CSi
(i=0～3)

RDY

tsu(RDY - BCLK)

AAAA

AA
：ソフトウエアによるウエイト

：RDY信号によるウエイト

RDYの受付タイミング

______ ________

図1.8.2.　RD信号がRDY信号によって延びた例

バス制御
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(6)　ホールド信号
____________

ホールドは、バスの使用権をCPUから外部回路へ移行するための信号です。HOLD端子に“L”を入力
____________

するとその時点のバスアクセスを終了した後、マイクロコンピュータはホールド状態になり、HOLD端
____________

子が“L”の期間その状態を保持します。また、その間HLDA端子から“L”を出力します。表1.8.5にホー
ルド状態におけるマイクロコンピュータの状態を示します。

____________

なお、バスの使用優先順位は高い方から順に、HOLD、DMAC、CPUとなっています。

__________

HOLD > DMAC > CPU

図1.8.3.　バス使用優先順位

表1.8.5.　ホールド状態におけるマイクロコンピュータの状態

項　目 状　態
発振 動作
____ ______ ________

R/W信号、アドレスバス、データバス、CS、BHE フローティング
プログラマブル入出力ポート P0, P1, P2, P3, P4, P5 フローティング

P6, P7, P8, P9, P10 ホールド信号を受け付けた状態を保持
____________

HLDA “L”を出力
内蔵周辺回路 動作(ただし監視タイマは停止)
ALE信号 不定

表1.8.6.　内部領域をアクセスしたときの外部バスの状態

項　目 SFRをアクセスしたときの状態 内部ROM/RAMをアクセスしたときの状態
アドレスバス アドレスを出力 直前にアクセスされた外部領域のアドレス

を保持
データバス リード時 フローティング フローティング

ライト時 データを出力 不定
_____ ______ _________ __________

RD, WR, WRL, WRH
_____ ______ _________ __________

RD, WR, WRL, WRHを出力 “H”を出力
________

BHE
________

BHEを出力 直前にアクセスされた外部領域の状態を
保持

______

CS “H”を出力 “H”を出力
ALE “L”を出力 “L”を出力

(7)　内部領域をアクセスしたときの外部バスの状態
内部領域をアクセスしたときの外部バスの状態を表1.8.6に示します。

(8)　BCLK出力
BCLKの出力をプロセッサモードレジスタ0(000416番地)(注1)のビット7によって選択でき、“1”を選
択した場合はフローティングになります。
 注1.　プロセッサモードレジスタ0を書き替える場合、プロテクトレジスタ(000A16番地)のビット1を

“1”にしてください。

バス制御
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(9)　ソフトウエアウエイト
チップセレクト制御レジスタ(000816番地)のCS0W～CS3Wビット、及びチップセレクト拡張レジスタ
(001B16番地)によって、外部メモリ領域に対してソフトウエアウエイトを挿入できます。
_________

RDY信号を使用する場合、CS0W～CS3Wの該当するビットに“0”を設定する必要があります。
______ ______

チップセレクト制御レジスタのCS0W～CS3WはそれぞれチップセレクトCS0～CS3に対応します。これ
らのビットを“1”にするとReadバスサイクルはBCLKの1サイクル、WriteバスサイクルはBCLKの2サイク
ルで実行されます。“0”にすると、チップセレクト拡張レジスタの設定に応じてRead/Writeバスサイクル
がBCLKの2サイクル、又は3サイクル、又は4サイクルになります。チップセレクト制御レジスタの対応す
るビットが“0”のときチップセレクト拡張レジスタの設定が有効になり、“1”のとき、チップセレクト
拡張レジスタの対応するビットは“002”を設定してください。
リセット解除後、チップセレクト制御レジスタとチップセレクト拡張レジスタの値は“0016”です。
SFR領域と内部ROM/RAM領域は、これらの制御ビットの影響を受けません。
表1.8.7にソフトウエアウエイトとバスサイクル、図1.8.4、図1.8.5にソフトウエアウエイトを使用した
場合のバスタイミング例を示します。

バス制御
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表1.8.7.　ソフトウエアウエイトとバスサイクル

  領域

SFR
内部ROM/RAM
外部メモリ領域

________

注1．RDY 信号を使用する場合“0”を設定してください。
注2．CSRレジスタのCSiWビット(i=0～3)を“0”にしてからCSEiWビット(i=0～3)を設定してください。
　　 また、CSiWビットを“1”にする場合、CSEiWビットを“002”に戻してからCSiWビットを“1”に
         してください。

CSxW
(注1)
無効
無効
0
0
0
0
1

CSExW
(注2)
無効
無効
00
01
10
11
00

読み出し
BCLKの2サイクル
BCLKの1サイクル
BCLKの2サイクル
BCLKの3サイクル
BCLKの4サイクル

　　設定
BCLKの1サイクル

書き込み
BCLKの2サイクル
BCLKの1サイクル
BCLKの2サイクル
BCLKの3サイクル
BCLKの4サイクル

禁止
BCLKの2サイクル

バスサイクル

バス制御
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図1.8.4.　ソフトウエアウエイトを使用した場合のバスタイミング例 (1)

BCLK

リード信号

ライト信号
PM16 = 0

データバス
PM16 = 0

アドレスバス

チップセレクト

BCLK

リード信号

アドレスバス

チップセレクト

アドレス アドレス

アドレス アドレス

バスサイクル (注1)

バスサイクル(注1)

＜ウエイトなし＞

＜1ウエイト＞

出力 入力

注1.　本タイミング例はバスサイクルの長さを示したものです。本バスサイクルの後に
 リードサイクル、ライトサイクルが連続する場合もあります。

バスサイクル(注1)

バスサイクル (注1)

ライト信号
PM16 = 1

データバス
PM16 = 1

出力 入力

ライト信号
PM16 = 0

データバス
PM16 = 0

出力 入力

ライト信号
PM16 = 1

データバス
PM16 = 1

出力 入力

バス制御



Rev.2.00    2006.10.03    page 37 of 279
RJJ03B0006-0200

M30245グループ

BCLK

リード信号

ライト信号
PM16 = 0

データバス
PM16 = 0

アドレスバス

チップセレクト

アドレス アドレス

バスサイクル (注1)＜2 ウエイト＞

出力 入力

注1.　本タイミング例はバスサイクルの長さを示したものです。本バスサイクルの後に
 リードサイクル、ライトサイクルが連続する場合もあります。

バスサイクル (注1)

ライト信号
PM16 = 1

データバス
PM16 = 1

出力 入力

アドレス

BCLK

リード信号

ライト信号
PM16 = 0

データバス
PM16 = 0

アドレスバス

チップセレクト

アドレス

バスサイクル (注1)＜3 ウエイト＞

出力 入力

バスサイクル (注1)

ライト信号
PM16 = 1

データバス
PM16 = 1

出力 入力

アドレス

図1.8.5.　ソフトウエアウエイトを使用した場合のバスタイミング例 (2)

バス制御
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クロック発生回路
クロック発生回路は、CPU、内蔵周辺装置などの動作クロック源を供給する発振回路を2回路内蔵してい
ます。

表1.9.1.　 メインクロック発振回路、サブクロック発振回路

メインクロック発振回路 サブクロック発振回路
クロックの用途 ●CPUの動作クロック源 ●CPUの動作クロック源

●内蔵周辺装置の動作クロック源 ●タイマAのカウントクロック源
接続できる発振子 水晶発振子/セラミック発振子 水晶発振子
発振子の接続端子 XIN、XOUT XCIN、XCOUT
発振の停止/再開機能 あり あり
リセット直後の発振子の状態 発振 停止
その他 外部で生成されたクロックを入力することが可能

発振回路例
図1.9.1にメインクロックに発振子を接続した場合および外部で生成されたクロックを入力した場合の回
路例を示します。図1.9.2にサブクロックに発振子を接続した場合および外部で生成されたクロックを入力
した場合の回路例を示します。図中の回路定数は発振子によって異なりますので、発振子メーカの推奨す
る値に設定してください。

マイクロコンピュータ

XIN XOUT

外部で生成されたクロック

開放

Vcc
Vss

マイクロコンピュータ
(帰還抵抗内蔵)

XIN XOUT

Rd

CIN COUT

(注1)

注1.　必要に応じてダンピング抵抗を挿入してください。抵抗値は発振子および発振駆動　　
　　　能力によって異なりますので、発振子メーカの推奨する値に設定してください。
　　　発振駆動能力をLOWで使用する場合には、LOWの状態でも安定して発振することを
　　　確認してください。

マイクロコンピュータ

XCIN XCOUT

外部で生成されたクロック

開放

Vcc(注2)

Vss

注1.　必要に応じてダンピング抵抗を挿入してください。抵抗値は発振子および発振駆動
　　　能力によって異なりますので、発振子メーカの推奨する値に設定してください。
　　　発振駆動能力をLOWで使用する場合には、LOWの状態でも安定して発振することを
　　　確認してください。また、発振子メーカから外部に帰還抵抗を追加する旨の指示が
 　あった場合は、その指示に従ってXCIN、XCOUT間に、帰還抵抗を付加してください。
注2.　Vcc供給はXCIN。

マイクロコンピュータ
(帰還抵抗内蔵)

XCIN XCOUT

(注1)

CCIN CCOUT

RCd

図1.9.2.　サブクロックの接続例

図1.9.1.　メインクロックの接続例

クロック発生回路
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クロックの制御
図1.9.3にクロック発生回路のブロック図を示します。

CM0i：     000616番地のビットi
CM1i：     000716番地のビットi
FSCCRi：03DB16番地のビットi

CM10“1”
書き込み信号 QS

R

WAIT命令

CM02

f1

QS

R

NMI

割り込み要求レベル判定出力

RESET

ソフトウエアリセット

fAD

AAAA
AAAA

分周器
a d

1/2 1/2 1/2 1/2

CM06=0
CM17,CM16=00

CM06=0
CM17,CM16=01

CM06=0
CM17,CM16=10

CM06=1

CM06=0
CM17,CM16=11

d

a

分周器詳細

XIN

BCLK

f8

f32

cb

b

1/2

c

f32SIO2

f8SIO2

f1SIO2

周波数
シンセサイザ

FSCCR0=0

FSCCR0=1

XOUT

fUSB(48MHz)

fSYN

サブクロック

CM04

fC32
XCIN

1/32

XCOUT

fC

CM05

CM07=0

CM07=1
fc

図1.9.3.　クロック発生回路

クロック発生回路
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クロック発生回路で発生するクロックを順に説明します。

(1)　メインクロック

メインクロック発振回路が供給するクロックです。リセット直後は、このクロックの8分周がBCLKに
なります。メインクロック停止ビット(000616番地のビット5)によってこのクロックの供給を停止するこ
とができます。CPUの動作クロック源をサブクロックに切り替えた後、このクロックの供給を停止する
と消費電力は低減します。
メインクロック発振回路の発振が安定した後は、XIN-XOUT駆動能力選択ビット(000716番地のビット5)
によってメインクロック発振回路の駆動能力を弱めることができます。高速モード、中速モードからス
トップモードへの移行時およびリセット時、このビットは“1”になります。低速モード、低消費電力モー
ドでは保持されます。

(2)　サブクロック
サブクロック発振回路が供給するクロックです。リセット直後は、このクロックは供給されていませ
ん。ポートXC切り替えビット(000616番地のビット4)で発振を開始した後、システムクロック選択ビット
(000616番地のビット7)によって、サブクロックをBCLKにすることができます。ただし、サブクロックの
発振が充分に安定してから切り替えるようにしてください。
サブクロック発振回路の発振が安定した後は、XCIN-XCOUT駆動能力選択ビット(000616番地のビット3)
によってサブクロック発振回路の駆動能力を弱めることができます。このビットは、ストップモードへ
の移行時およびリセット時、“1”になります。

(3)　BCLK

メインクロックの1、2、4、8、16分周、又はfCをクロック源とするCPUの動作クロックです。リセッ
ト直後、メインクロックの8分周がBCLKになります。メモリ拡張モード時、マイクロプロセッサモード
時、BCLK出力禁止ビット(000416番地のビット7)によって、BCLK端子からこの信号を出力することがで
きます。
高速モード、中速モードからストップモードへの移行時およびリセット時、メインクロック分周比選
択ビット0(000616番地のビット6)は“1”になります。低速モード、低消費電力モードでは保持されます。

(4)　周辺機能クロック(f1、f8、f32、f1SIO2、f8SIO2、f32SIO2、fAD)
それぞれメインクロックを、1分周、8分周、32分周した内蔵周辺装置の動作クロックです。このクロッ
クは、メインクロックを停止させるか、又はWAIT時周辺機能クロック停止ビット(000616番地のビット
2)を“1”にした後、WAIT命令を実行すると供給が停止します。

(5)　fC32

サブクロックを32分周したクロックです。タイマAのカウントに使用します。

(6)　fC　

サブクロックと同一周波数のクロックです。BCLKや監視タイマに使用します。

(7)　fUSB　

周波数シンセサイザで生成される48MHZのクロックです。USB回路に使用します。

クロック発生回路



Rev.2.00    2006.10.03    page 41 of 279
RJJ03B0006-0200

M30245グループ

システムクロック制御レジスタ0(注1)

シンボル アドレス リセット時 
CM0 000616番地 4816

ビット名 機　　能ビットシンボル WR

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

CM07

CM05 

CM04

CM03 

CM02   　 

CM06

○○

WAIT時周辺機能クロック
           停止ビット

0 : ウエイトモード時、周辺機能
     クロック停止しない
1 : ウエイトモード時、周辺機能
     クロック停止する(注8)

XCIN-XCOUT駆動能力  
 選択ビット(注2)

0 : LOW
1 : HIGH

ポートXC切り替えビット 0 : 入出力ポート機能
1 :  XCIN-XCOUT発振機能 (注9)

メインクロック (XIN-XOUT)  
停止ビット(注3、注4、注5)

0 : 発振
1 : 停止

メインクロック分周比  
 選択ビット0(注7)

0 : CM16,CM17有効
1 : 8分周モード

システムクロック選択ビット
(注6)

0 : XIN,XOUT選択
1 : XCIN,XCOUT選択

注1.　このレジスタを書き替える場合、プロテクトレジスタ(000A16番地)のビット0を“1”にしてください。
注2.　ストップモードへの移行時およびリセット時、“1”になります。
注3.　このビットは低消費電力モードにするときに、メインクロックを停止させるためのビットです。ストップモードから復帰後、 
 XINで動作させる場合、このビットは“0”にしてください。自励発振で使用している場合は、システムクロック選択ビット(CM07) 
 を“1”にしてから、このビットを“1”にしてください。
注4.　外部クロック入力時には、クロック発振バッファだけ停止し、クロック入力は受け付けられるモードとなります。
注5.　このビットが“1”の場合、XOUTは“H”レベルになります。また、内蔵している帰還抵抗は接続したままですので、XINは帰還抵 
 抗を介して、XOUT(“H”レベル)にプルアップされた状態となります。
注6.　このビットを“0”から“1”にする場合、ポートXC切り替えビット(CM04)を“1”にし、サブクロックの発振が安定した後に行っ 
 てください。同時に書き込まないでください。また、このビットを“1”から“0”にする場合は、メインクロック停止ビット 
 (CM05)を“0”にし、メインクロックの発振が安定した後に行ってください。
注7. 高速モード、中速モードからストップモードへの移行時およびリセット時、このビットは“1”になります。低速モード、低消費 
 電力モードでは保持されます。
注8. fc32は含みません。低速モードおよび低消費電力モード時は“1 ”にしないでください。
注9.　XCIN/XCOUT を使用する場合、ポートP86 、P87 は入力ポートで、プルアップなしを設定してください。

○○

○○

○○

○○

○○

○○

システムクロック制御レジスタ1(注1)

シンボル アドレス リセット時 
CM1 000716番地 　2016

ビット名 機　　能ビットシンボル WR

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

CM10　 全クロック停止制御ビット
(注4) ○○

○○

0 : クロック発振
1 : 全クロック停止(ストップモード)

注1. このレジスタを書き替える場合、プロテクトレジスタ(000A16番地)のビット0を“1”にしてください。
注2. 高速モード、中速モードからストップモードへの移行時およびリセット時、このビットは“1”になります。低速モード、低消費
 電力モードでは保持されます。
注3. システムクロック制御レジスタ0(000616番地)のビット6が“0”の場合、有効となります。“1”の場合、8分周モードに固定です。
注4. このビットが“1”の場合、XOUTは“H”レベルとなり、内蔵している帰還抵抗は切り離されます。XCIN、XCOUTは、ハイインピー 
 ダンスになります。

CM15
XIN-XOUT駆動能力選択ビット
  (注2)

0 : LOW
1 : HIGH ○○

○○
CM16 

CM17

メインクロック分周比
 選択ビット1(注3)

0 0 : 分周なしモード
0 1 : 2分周モード
1 0 : 4分周モード
1 1 : 16分周モード

b7 b6

00

予約ビット 必ず“0”を設定してください

00

0 0

予約ビット 必ず“0”を設定してください

図1.9.4.　システムクロック制御レジスタ0、システムクロック制御レジスタ1の構成
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ストップモード
全クロック停止制御ビット(000716番地のビット0)に“1”を書き込むと、発振がすべて停止し、マイクロ
コンピュータはストップモードに入ります。ストップモード時、VCCが2V以上であれば内部RAMの内容を
保持することができます。
ストップモードでは、発振、BCLK 、f1 ～f32 、f1SIO2 ～f32SIO2 、fC 、fC32 、fAD は停止しますのでA‐
D 変換器、監視タイマ等の内蔵周辺機能は動作しません。ただし、タイマA  は外部パルスをカウントす
るイベントカウンタモードだけ、UARTi(i ＝0 ～3) は、外部クロック選択時だけ動作します。ストップモー
ド時のポートの状態を表1.9.2 に示します。
ストップモードはハードウエアリセットまたは割り込みによって解除されます。ストップモードの解除
に割り込みを使用する場合、対象となる割り込みは、あらかじめ割り込み許可状態に、解除に使用しない
割り込みは優先レベルを0 にしてからストップモードに移行してください。割り込みで復帰した場合、対
象となる割り込みルーチンを実行します。ストップモードの解除にハードウエアリセットおよびNMI 割り
込みのみを使用する場合、すべての割り込み優先レベルを0 にしてから、ストップモードに移行してくだ
さい。
高速モード、中速モードからストップモードへの移行時およびリセット時、メインクロック分周比選択
ビット0(000616 番地のビット6)は“1 ”になります。低速モード、低消費電力モードでは保持されます。

表1.9.2.　ストップモード時のポートの状態
端　子 メモリ拡張モード シングルチップモード

マイクロプロセッサモード
_______ _______

アドレスバス, データバス, CS0～CS3, ストップモードに入る直前の状態を保持

______ _______ ________ _________ _________

RD, WR, BHE, WRL, WRH “H”
___________

HLDA,BCLK “H”
ALE “H”
ポート ストップモードに入る直前の状態を保持 ストップモードに入る直前の状態を保持

ウエイトモード
WAIT 命令を実行するとBCLK が停止し、マイクロコンピュータはウエイトモードに入ります。ウエイ
トモードでは、発振は停止しませんが、BCLK および監視タイマは停止します。WAIT 時周辺機能クロッ
ク停止ビットに“1 ”を書いて、WAIT 命令を実行すると、内蔵周辺機能へ供給しているクロックが停止
し、消費電力を低減することができます。ただし、サブクロックから生成している周辺機能クロック(fc32)
は停止しませんので、消費電力の削減にはなりません。低速モードおよび低消費電力モード時にはこのビッ
トに“1 ”を設定してウエイトモードに移行しないでください。ウエイトモード時のポートの状態を表1.9.3
に示します。
ウエイトモードはハードウエアリセットまたは割り込みによって解除されます。ウエイトモードの解除
に割り込みを使用する場合、対象となる割り込みは、あらかじめ割り込み許可状態に、解除に使用しな
い割り込みは優先レベルを0 にしてからウエイトモードに移行してください。割り込みで復帰した場合、
マイクロコンピュータはWAIT 命令を実行したときのクロックをBCLK とし、割り込みルーチンから動作
を再開します。ウエイトモードの解除にハードウエアリセットおよびNMI 割り込みのみを使用する場合、
すべての割り込み優先レベルを0 にしてから、ウエイトモードに移行してください。

表1.9.3.　ウエイトモード時のポートの状態

端　子 メモリ拡張モード シングルチップモード
マイクロプロセッサモード

_______ _______

アドレスバス, データバス, CS0～CS3, ウエイトモードに入る直前の状態を保持
______ _______ ________ _________ _________

RD, WR, BHE, WRL, WRH “H”
___________

HLDA, BCLK “H”
ALE “H”
ポート ウエイトモードに入る直前の状態を保持     ウエイトモードに入る直前の状態を保持

クロック発生回路
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BCLKの状態遷移
BCLKのカウントソースを変更することで、消費電流の低減や低電圧動作を実現することができます。
以下にBCLKの動作モードを示します。また、表1.9.4にシステムクロック制御レジスタ0と1の設定値に対
する動作モードを示します。
リセット時、8分周モードで立ち上がります。高速モード、中速モードからストップモードへの移行時
およびリセット時、メインクロック分周比選択ビット0(000616番地のビット6)は“1”になります。低速モー
ド、低消費電力モードからストップモードへの移行時では保持されます。

(1)　2分周モード
メインクロックの2分周がBCLKとなるモードです。

(2)　4分周モード

メインクロックの4分周がBCLKとなるモードです。

(3)　8分周モード

メインクロックの8分周がBCLKとなるモードです。リセット時このモードから動作します。このモー
ドから分周なしモード、2分周モード、4分周モードへ移行する場合、メインクロックが安定して発振し
ている必要があります。低速モード、低消費電力モードへ移行する場合、サブクロックが安定して発振
している必要があります。

(4)　16分周モード
メインクロックの16分周がBCLKとなるモードです。

(5)　分周なしモード

メインクロックの1分周がBCLKとなるモードです。

(6)　低速モード

fCがBCLKとなるモードです。他のモードからこのモードへ、又はこのモードから他のモードへ移行す
る場合は、メインクロックおよびサブクロックとも発振が安定している必要があります。特にサブクロッ
クの発振立ち上がりは時間(2～3秒程度)を要しますので、電源投入直後やストップモードからの復帰時
は、安定するまでプログラムで待ち時間をとってから移行するようにしてください。

(7)　低消費電力モード
fCがBCLKとなりさらにメインクロックを停止させたモードです。

注意事項

BCLKのカウントソースをXINからXCIN、XCINからXINに切り替えるとき、切り替え先のクロックは安
定して発振している必要があります。ソフトウエアにて発振が安定するまで待ち時間を取ってから移る
ようにしてください。

CM17 CM16 CM07 CM06 CM05 CM04 BCLKの動作モード
表1.9.4.　システムクロック制御レジスタ0と1の設定値に対する動作モード

0 1 0 0 0 無効 2分周モード
1 0 0 0 0 無効 4分周モード
無効 無効 0 1 0 無効 8分周モード
1 1 0 0 0 無効 16分周モード
0 0 0 0 0 無効 分周なしモード
無効 無効 1 無効 0 1 低速モード
無効 無効 1 無効 1 1 低消費電力モード

BCLKの状態
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パワーコントロール
パワーコントロールの概要について説明します。

●モード
パワーコントロールには3つのモードがあります。

(1)　通常動作モード

■　高速モード
メインクロックの1分周がBCLKとなるモードです。CPUはBCLKで動作します。周辺機能は、各
周辺機能で設定したクロックで動作します。

■　中速モード
メインクロックの2分周、4分周、8分周、又は16分周がBCLKとなるモードです。CPUはBCLKで
動作します。周辺機能は、周辺機能ごとに設定したクロックで動作します。

■　低速モード
fCがBCLKとなるモードです。CPUは、fCのクロックで動作します。fCとは、サブクロックが供給
するクロックです。周辺機能は、周辺機能ごとに設定したクロックで動作します。

■　低消費電力モード　
低速モードからメインクロックを停止させたモードです。CPUは、fCのクロックで動作します。
fCとは、サブクロックが供給するクロックです。カウントソースとしてサブクロックを選択してい
る周辺機能だけ動作します。

(2)　ウエイトモード
CPUの動作を停止させるモードです。発振器は停止しません。

(3)　ストップモード
すべての発振器が停止するモードです。CPUや内蔵の周辺機能はすべて停止します。パワーコント
ロールの3つのモードの中で一番消費電流を少なくすることができます。

(1)～(3)の状態遷移図を図1.9.5に示します。

パワーコントロール
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図1.9.5.　状態遷移図

リセット

中速モード
(8分周モード)

高速/中速モードストップモード ウエイトモード

WAIT命令

割り込み

CPUの動作停止

CM10=“1”

発振はすべて停止

割り込み

ストップモード、ウエイトモードの遷移図

BCLK：f(XIN)/8
CM07=“0”　CM06=“1”

メインクロック発振
サブクロック発振

メインクロック発振
サブクロック停止

注1.　メインクロックの発振が十分安定してから切り替えてください。
注2.　サブクロックの発振が十分安定してから切り替えてください。
注3.　CM17, CM16を変更した後、CM06を変更してください。
注4.　矢印の方向に従って遷移してください。

メインクロック発振
サブクロック停止

CM04=“1”
注1、注3

CM04=“0”

BCLK：f(XIN)/16

CM07=“0”　CM06=“0”
CM17=“1”　CM16=“1”

BCLK：f(XIN)/4

CM07=“0”　CM06=“0”
CM17=“1”　CM16=“0”

BCLK：f(XIN)
CM07=“0”　CM06=“0”
CM17=“0”　CM16=“0”

BCLK：f(XIN)/2

CM07=“0”　CM06=“0”
CM17=“0”　CM16=“1”

高速モード 中速モード(2分周)

中速モード(16分周)中速モード(4分周)

BCLK：f(XIN)/16

CM07=“0”　CM06=“0”
CM17=“1”　CM16=“1”

BCLK：f(XIN)/4

CM07=“0”　CM06=“0”
CM17=“1”　CM16=“0”

BCLK：f(XIN)

CM07=“0”　CM06=“0”
CM17=“0”　CM16=“0”

BCLK：f(XIN)/2

CM07=“0”　CM06=“0”
CM17=“0”　CM16=“1”

高速モード 中速モード(2分周)

中速モード(16分周)中速モード(4分周)

中速モード(8分周)

通常動作モードの遷移図

通常動作モード

低速/低消費電力モード

CM10=“1”

ストップモード

発振はすべて停止

割り込み

ウエイトモード

WAIT命令

割り込み

CPUの動作停止

CM04=“1”

メインクロック停止
サブクロック発振

CM05=“0”

BCLK：f(XCIN)

CM07=“1”

低速モード

BCLK：f(XCIN)

CM07=“1”

低消費電力モード

CM05=“1”

メインクロック発振
サブクロック発振

中速モード(8分周)

BCLK：f(XIN)/8

CM07=“0”
CM06=“1”

CM04=“0”

CM06=“1”

CM06=“0”
注1、注3

CM07=“0”
注1、注3

CM07=“1”
注2

CM10=“1”

ストップモード

発振はすべて停止

割り込み

ウエイトモード

WAIT命令

割り込み

CPUの動作停止

(通常動作モードの遷移図については下図を参照してください)

CM07=“0”　注1
CM06=“1”

CM07=“1”  注2
CM05=“1”

CM07=“0”　注1
CM06=“0”　注3

パワーコントロール
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プロテクト
プログラムが暴走したときに備え、重要なレジスタは、簡単に書き替えることができないようにプロテ
クトする機能を持ちます。図1.9.6にプロテクトレジスタの構成を示します。プロセッサモードレジスタ0
(000416番地)、プロセッサモードレジスタ1(000516番地)、システムクロック制御レジスタ0(000616番地)、シ
ステムクロック制御レジスタ1(000716番地)は、プロテクトレジスタの対応するビットが“1”のときだけ書
き替えることができます。
プロテクトレジスタの各ビットは、任意の番地に書き込みを実行しても自動的に“0”になりません。
プログラムで“0”にしてください。

図1.9.6.　プロテクトレジスタの構成

プロテクトレジスタ シンボル アドレス リセット時 
PRCR 000A16番地 XXXXX0002 

ビット名ビットシンボル WR

○○

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

0 : 書き込み禁止
1 : 書き込み許可

 

PRC1  

PRC0　 

プロセッサモードレジスタ0,1
(000416,000516番地)への
書き込み許可

○○

○○

機　　能

0 : 書き込み禁止
1 : 書き込み許可

－ －
何も配置されていない。
書き込む場合は“0”を書き込んでください。読み出した場合、その値は不定。

予約ビット 必ず“0”を設定してください

0

システムクロック制御レジスタ0,1
(000616,000716番地)および周波数シ
ンセサイザﾞ関連レジスタ(03DB16
～03DF16番地)への書き込み許可

プロテクト
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図1.10.1.　割り込みの分類

●マスカブル割り込み ： 割り込み許可フラグ(Iフラグ)による割り込みの許可(禁止)や割り
込み優先レベル設定による割り込み優先順位の変更が可能可能可能可能可能

●ノンマスカブル割り込み ： 割り込み許可フラグ(Iフラグ)による割り込みの許可(禁止)や割り
込み優先レベル設定による割り込み優先順位の変更が不可能不可能不可能不可能不可能

割り込みの概要

割り込みの分類

図1.10.1に割り込みの分類を示します。

ソフトウエア

リセット
_______

NMI
________

DBC
監視タイマ
シングルステップ
アドレス一致

特殊

ハードウエア

注1.　周辺I/O割り込みは、内蔵される周辺機能による割り込みです。

周辺I/O(注1)

未定義命令(UND命令)
オーバフロー(INTO命令)
BRK命令
INT命令

割り込み

割り込み
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ソフトウエア割り込み
ソフトウエア割り込みは、命令の実行によって発生します。ソフトウエア割り込みはノンマスカブル
割り込みです。

●未定義命令割り込み
未定義命令割り込みは、UND命令を実行すると発生します。

●オーバフロー割り込み
オーバフロー割り込みは、オーバフローフラグ(Oフラグ)が“1”のときINTO命令を実行すると発
生します。演算によってOフラグが変化する命令を以下に示します。
  ABS,  ADC,  ADCF,  ADD,  CMP,  DIV,  DIVU,  DIVX,  NEG,  RMPA,  SBB,  SHA,  SUB

●BRK割り込み
BRK割り込みは、BRK命令を実行すると発生します。

●INT命令割り込み
INT命令割り込みは、ソフトウエア割り込み番号 0～63 を指定し、INT命令を実行すると発生しま
す。なお、ソフトウエア割り込み番号0～31は周辺I/O割り込みに割り当てられますので、INT命令を
実行することで周辺I/O割り込みと同じ割り込みルーチンを実行できます。
INT命令割り込みに使用するスタックポインタ(SP)は、ソフトウエア割り込み番号によって異なり
ます。ソフトウエア割り込み番号0～31では、割り込み要求受け付け時にスタックポインタ指定フラ
グ(Uフラグ)を退避し、Uフラグを“0”にして割り込みスタックポインタ(ISP)を選択した後、割り込
みシーケンスを実行します。割り込みルーチンから復帰するときに割り込み要求受け付け前のUフラ
グが復帰されます。ソフトウエア割り込み番号32～63では、スタックポインタは切り替わりません。

割り込み
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ハードウエア割り込み
ハードウエア割り込みには、特殊割り込みと周辺I/O割り込みがあります。
●特殊割り込み
特殊割り込みは、ノンマスカブル割り込みです。

(1)　リセット
_____________

リセットは、RESET端子に“L”を入力すると発生します。
_______

(2)　NMI割り込み
_________ ________

NMI割り込みは、NMI端子に“L”を入力すると発生します。
________

(3)　DBC割り込み
デバッガ専用割り込みですので、通常は使用しないでください。

(4)　監視タイマ割り込み
監視タイマによる割り込みです。

(5)　シングルステップ割り込み
デバッガ専用割り込みですので、通常は使用しないでください。シングルステップ割り込みは、デバッ
グフラグ(Dフラグ)を“1”にすると、命令を1つ実行した後に発生します。

(6)　アドレス一致割り込み
アドレス一致割り込みは、アドレス一致割り込み許可ビットを“1”にしたとき、アドレス一致割り
込みレジスタで示される番地の命令を実行する直前に発生します。
アドレス一致レジスタに命令の先頭番地以外の番地を設定した場合は、アドレス一致割り込みは発生
しません。
　

● 周辺I/O割り込み
周辺I/O割り込みは、内蔵される周辺機能による割り込みです。割り込みベクタテーブルはINT命令で
使用するソフトウエア割り込み番号0～31と同一です。周辺I/O割り込みは、マスカブル割り込みです。
(1)　バス衝突検出割り込み
シリアルI/Oのバス衝突検出機能による割り込みです。

(2)　DMA0～DMA3割り込み
DMAによる割り込みです。

(3)　キー入力割り込み
______ ______

キー入力割り込みは、KI0～KI7端子に“L”を入力すると発生します。
(4)　A/D変換割り込み
A/D変換器による割り込みです。

(5)　UART関連割り込み(UART0～UART3)
・UARTi送信/NACK割り込み(i=2,3)
・UARTi送信/NACK/SSインタフェースi送信(i=0,1)
・UARTi受信/ACK割り込み(i=2,3)
・UARTi受信/ACK/SSインタフェースi受信(i=0,1)
・バス衝突検出、スタート/ストップコンディション検出割り込み
シ リアルI/O のバス衝突検出機能による割り込みです。I2C モード選択時、スタート、ストップコン
ディション割り込みが選択されます。

(6)　USB(エンドポイント0,サスペンド,レジューム,SOF,リセット,Vbus 検出, 機能)割り込み
USBによる割り込みです。

(7)　タイマA0～タイマA4割り込み
タイマAによる割り込みです。

________ ________

(8)　INT0～INT2割り込み
________ ________

INT割り込みは、INT端子に立ち下がりエッジ、立ち上がりエッジ、又は両エッジを入力すると発
生します。

割り込み
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割り込み要因
ベクタテーブル番地

備考
ｱﾄﾞﾚｽ(L)～ｱﾄﾞﾚｽ(H)

未定義命令 FFFDC16 ～ FFFDF16 UND命令で割り込み
オーバフロー FFFE016 ～ FFFE316 INTO命令で割り込み
BRK命令 FFFE416 ～ FFFE716 ベクタの内容がすべてFF16の場合は可変ベクタテーブ

ル内のベクタが示す番地から実行
アドレス一致 FFFE816 ～ FFFEB16 アドレス一致割り込み許可ビットあり
シングルステップ(注1) FFFEC16 ～ FFFEF16 通常は使用禁止
監視タイマ FFFF016 ～ FFFF316
_________

DBC(注1) FFFF416 ～ FFFF716 通常は使用禁止
________

NMI FFFF816 ～ FFFFB16
________

NMI端子入力による外部割り込み
リセット FFFFC16 ～ FFFFF16

表1.10.1.　固定ベクタテーブルに配置している割り込みとベクタテーブルの番地

AAAAAAAA
AAAAAAAA

アドレスの中位
AAAAAAAA
AAAAAAAA

アドレスの下位

AAAAAAAA
AAAAAAAA

0 0 0 0 アドレスの上位

AAAAAAAA
AAAAAAAA

0 0 0 0 0 0 0 0

ベクタアドレス+0

ベクタアドレス+1

ベクタアドレス+2

ベクタアドレス+3

LSBMSB

図1.10.2.　割り込みベクタの指定アドレス

割り込みと割り込みベクタテーブル
割り込み要求が受け付けられると、割り込みベクタテーブルに設定した割り込みルーチンへ分岐しま
す。各割り込みベクタテーブルには、割り込みルーチンの先頭番地を設定してください。図1.10.2にアド
レスの指定形式を示します。
割り込みベクタテーブルには、アドレスが固定されている固定ベクタテーブルと設定によってベクタ
テーブルの番地を変更できる可変ベクタテーブルがあります。

●固定ベクタテーブル
固定ベクタテーブルは、アドレスが固定のベクタテーブルで、FFFDC16番地からFFFFF16番地に配
置されています。1ベクタテーブルに対して4バイトで構成されています。各ベクタテーブルには割り
込みルーチンの先頭番地を設定します。表1.10.1に固定ベクタテーブルに配置している割り込みとベ
クタテーブルの番地を示します。

注1.　デバッガ専用割り込み

割り込み
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表1.10.2.　割り込み要因(可変ベクタテーブル)

●可変ベクタテーブル
可変ベクタテーブルは、設定によってアドレスを変更することができるベクタテーブルです。ベク
タテーブルの先頭番地を、割り込みテーブルレジスタ(INTB)で示してください。INTBで示された先
頭番地から256バイトが可変ベクタテーブルの領域となります。1ベクタテーブルに対して4バイトで
構成されています。各ベクタテーブルには割り込みルーチンの先頭番地を設定してください。表1.10.2
に可変ベクタテーブルに配置している割り込みとベクタテーブルの番地を示します。

　ソフトウエア ベクタテーブル番地 割り込み要因
   割り込み番号 アドレス(L)～アドレス(H)

(注1)
0 +0～+3 BRK命令 (注2)
1 +4～+7 キー入力
2 +8～+11 UART2受信/ACK (注3)
3 +12～+15 UART1/UART3バス衝突検出、ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟｺﾝﾃﾞｨｼｮﾝ検出 (注3)
4 +16～+19

_________

INT1
5 +20～+23 タイマA1
6 +24～+27 USB EP0
7 +28～+31 タイマA2
8 +32～+35 UART1受信/ACK/SSインタフェース1受信  (注3)
9 +36～+39 UART0/UART2バス衝突検出、ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟｺﾝﾃﾞｨｼｮﾝ検出  (注3)
10 +40～+43 UART0受信/ACK/SSインタフェース0受信  (注3)
11 +44～+47 A/D
12 +48～+51 DMA0
13 +52～+55 UART3送信/NACK  (注3)
14 +56～+59 DMA1
15 +60～+63 UART2送信/NACK  (注3)
16 +64～+67 DMA2
17 +68～+71 UART1送信/NACK/SSインタフェース1送信  (注3)
18 +72～+75 DMA3
19 +76～+79 UART0送信/NACK/SSインタフェース0送信  (注3)
20 +80～+83 タイマA0
21 +84～+87 UART3受信/ACK  (注3)
22 +88～+91 USBサスペンド
23 +92～+95 タイマA3
24 +96～+99 USBレジューム
25 +100～+103 タイマA4
26 +104～+107 USBリセット
27 +108～+111 USB SOF
28 +112～+115 USB Vbus検出
29 +116～+119 USB機能
30 +120～+123

_________

INT2
31 +124～+127

_________

INT0
32～63 +252～+255 ソフトウエア割り込み (注2)

注1.　割り込みテーブルレジスタ(INTB)が示すアドレスからの相対アドレスです。
注2.　Iフラグによるマスク不可
注3.　I2C モード選択時にNACK/ACK 、スタ－ト/ストップコンディション検出割り込みが選択されます。

割り込み
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割り込み制御
マスカブル割り込みの許可/禁止、受け付ける優先順位の設定について説明します。ここで説明する内
容は、ノンマスカブル割り込みには該当しません。
マスカブル割り込みの許可および禁止は、割り込み許可フラグ(Iフラグ)、割り込み優先レベル選択ビッ
ト、およびプロセッサ割り込み優先レベル(IPL)によって行います。また、割り込み要求の有無は、割り
込み要求ビットに示されます。割り込み要求ビットおよび割り込み優先レベル選択ビットは、各割り込
みの割り込み制御レジスタに配置されています。また、割り込み許可フラグ(Iフラグ)、およびプロセッ
サ割り込み優先レベル(IPL)は、フラグレジスタ(FLG)に配置されています。

割り込み
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図1.10.3.　割り込み制御レジスタの構成

シンボル アドレス リセット時
INTiIC(i=0～2) 　005F16,004416, 005E16番地 XX00X0002
S1RIC  004816番地 XX00X0002
S02BCNIC  004916番地 XX00X0002

ビット名 機　　能ビットシンボル WR

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

AA
AA
A
A

ILVL0

IR

POL

何も配置されていない。
書き込む場合、“0”を書き込んでください。読み出した場合、その値は不定。 － －

割り込み優先レベル
 選択ビット

 b2 b1 b0
 0 0 0 ：レベル0（割り込み禁止）
 0 0 1 ：レベル1
 0 1 0 ：レベル2
 0 1 1 ：レベル3
 1 0 0 ：レベル4
 1 0 1 ：レベル5
 1 1 0 ：レベル6
 1 1 1 ：レベル7

割り込み要求ビット

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

極性切り替えビット

予約ビット

 0 ：割り込み要求なし
 1 ：割り込み要求あり

0：立ち下がりエッジを選択
1：立ち上がりエッジを選択

必ず“0”を設定してください

ILVL1

ILVL2

○ ○

○ ○

(注2)

割り込み制御レジスタ
                           (注1)

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

AA
AA
A
A
AA
AA
AA
AA

ビット名 機　　能ビットシンボル WR

シンボル アドレス  リセット時
KUPIC 004116番地  XXXXX0002
SiRIC(i=0,2,3) 　004A16,004216,005516番地  XXXXX0002
S13BCNIC 004316番地  XXXXX0002
TAiIC(i=0～4) 　005416,004516,004716,005716,005916番地  XXXXX0002
EP0IC 004616番地  XXXXX0002
ADIC 004B16番地  XXXXX0002 
DMiIC(i=0～3) 　004C16,004E16,005016,005216番地  XXXXX0002
SiTIC(i=0～3) 　005316,005116,004F16,004D16番地  XXXXX0002
SUSPIC 005616番地  XXXXX0002
RSMIC 005816番地  XXXXX0002
RSTIC 005A16番地   XXXXX0002 
SOFIC 005B16番地  XXXXX0002
VBDIC 005C16番地  XXXXX0002
USBFIC 005D16番地   XXXXX0002

ILVL0

IR

割り込み優先レベル
 選択ビット

 b2 b1 b0
 0 0 0 ：レベル0（割り込み禁止）
 0 0 1 ：レベル1
 0 1 0 ：レベル2
 0 1 1 ：レベル3
 1 0 0 ：レベル4
 1 0 1 ：レベル5
 1 1 0 ：レベル6
 1 1 1 ：レベル7

割り込み要求ビット ○ ○ 0 ：割り込み要求なし
 1 ：割り込み要求あり

ILVL1

ILVL2

何も配置されていない。
書き込む場合、“0”を書き込んでください。読み出した場合、その値は不定。 － －

○ ○

○ ○

○ ○

0

注1.　割り込み制御レジスタの変更は、そのレジスタに対応する割り込み要求が発生しない
　　　箇所で行ってください。詳細は割り込みの注意事項を参照してください。
注2.　“0”だけ書き込み可(“1”を書き込まないでください)。
注3.　S1RIC(004816番地)、S02BCNIC(004916番地)では、“0”を書き込んでください。

(注3)

(注2)

割り込み
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割り込み優先レベル
選択ビット

割り込み優先レベル 優先順位

0　0　0 

0　0　1

0　1　0

 0　1　1

1　0　0 

1　0　1

1　1　0

1　1　1

レベル0 (割り込み禁止)

レベル1

レベル2

レベル3

レベル4

レベル5

レベル6

レベル7

低い

高い

b2   b1   b0

許可される割り込み優先レベル

0　0　0  

0　0　1

0　1　0

 0　1　1

1　0　0 

1　0　1

1　1　0

1　1　1

レベル1以上を許可

レベル2以上を許可

レベル3以上を許可

レベル4以上を許可

レベル5以上を許可

レベル6以上を許可

レベル7以上を許可

すべてのマスカブル割り込みを禁止

IPL2  IPL1  IPL0

プロセッサ割り込み
優先レベル(IPL)

割り込み優先レベル選択ビット、およびプロセッサ割り込み優先レベル(IPL)
割り込み優先レベルは、割り込み制御レジスタの中の割り込み優先レベル選択ビットで設定します。
割り込み要求発生時、割り込み優先レベルは、プロセッサ割り込み優先レベル(IPL)と比較され、割り
込みの優先レベルがプロセッサ割り込み優先レベル(IPL)より大きい場合だけ、その割り込みは許可され
ます。したがって、割り込み優先レベルにレベル0を設定すれば、その割り込みは禁止されます。
表1.10.3に割り込み優先レベルの設定を、表1.10.4にプロセッサ割り込み優先レベル(IPL)の内容による
割り込み許可レベルを示します。

割り込み要求が受け付けられる条件を以下に示します。
・割り込み許可フラグ(Iフラグ)＝　“1”
・割り込み要求ビット ＝　“1”
・割り込み優先レベル ＞　プロセッサ割り込み優先レベル(IPL)

割り込み許可フラグ(Iフラグ)、割り込み要求ビット、割り込み優先レベル選択ビット、およびプロセッ
サ割り込み優先レベル(IPL)はそれぞれ独立しており、互いに影響を与えることはありません。

表1.10.4.　プロセッサ割り込み優先レベル(IPL)
　の内容による割り込み許可レベル

表1.10.3.　割り込み優先レベルの設定

割り込み許可フラグ(Iフラグ)
割り込み許可フラグ(Iフラグ)は、マスカブル割り込みの禁止／許可の制御を行います。このフラグを
“1”にすると、すべてのマスカブル割り込みは許可され、“0”にすると禁止されます。このフラグは
リセット解除後“0”になります。

割り込み要求ビット
割り込み要求ビットは割り込み要求が発生すると、ハードウェアによって“1”になります。割り込み
要求が受け付けられ、対応する割り込みベクタに分岐した後、このビットはハードウェアによって“0”
になります。
また、このビットはソフトウエアによって“0”にできます(“1”を書き込まないでください)。

割り込み
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割り込み制御レジスタの変更
(a)　割り込み制御レジスタは、そのレジスタに対応する割り込み要求が発生しない箇所で変更してくだ
さい。割り込み要求が発生する可能性がある場合は、割り込みを禁止した後、割り込み制御レジス
タを変更してください。

(b)　割り込みを禁止して割り込み制御レジスタを変更する場合、使用する命令に注意してください。

･ IRビット以外のビットの変更
　命令の実行中に、そのレジスタに対応する割り込み要求が発生した場合、IRビットが“1”(割り込み要
求あり)にならず、割り込みが無視されることがあります。このことが問題になる場合は、次の命令を
使用してレジスタを変更してください。
　対象となる命令…AND、OR、BCLR、BSET

･ IRビットの変更
　IRビットを“0”(割り込み要求なし)にする場合、使用する命令によってはIRビットが“0”にならない
ことがあります。IRビットはMOV命令を使用して“0”にしてください。

(c)　Iフラグを使用して割り込みを禁止にする場合、次の参考プログラム例にしたがってIフラグの設定
をしてください。(参考プログラム例の割り込み制御レジスタの変更は(b)を参照してください。)

例1～例3は内部バスと命令キューバッファの影響により割り込み制御レジスタが変更される前にIフラグ
が“1”(割り込み許可)になることを防ぐ方法です。

例1 : NOP命令で割り込み制御レジスタが変更されるまで待たせる例
INT_SWITCH1：
FCLR I ；割り込み禁止
AND.B #00H，0055H ；TA0ICレジスタを“00h”にする
NOP ；
NOP
FSET I ；割り込み許可

NOP命令の数は、次の通り
PM20=1(1ウェイト)時、2個。PM20=0(2ウェイト)時、3個。HOLD使用時、4個。

例2 : ダミーリードでFSET命令を待たせる例
INT_SWITCH2：
FCLR I ；割り込み禁止
AND.B #00H，0055H ；TA0ICレジスタを“00h”にする
MOV.W MEM，R0 ；ダミーリード
FSET I ；割り込み許可

例3 : POPC命令でIフラグを変更する例
INT_SWITCH3：
PUSHC FLG
FCLR I ；割り込み禁止
AND.B #00H，0055H ；TA0ICレジスタを“00h”にする
POPC FLG ；割り込み許可

割り込み
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割り込み応答時間
割り込み応答時間とは、割り込み要求が発生してから割り込みルーチン内の最初の命令を実行するま
での時間を示します。この時間は、割り込み要求発生時点から、そのとき実行している命令が終了する
までの時間(a)と割り込みシーケンスを実行する時間(b)で構成されます。図1.10.4に割り込み応答時間を
示します。

命令 割り込みシーケンス 割り込みルーチン内
の命令

時間

割り込み応答時間

⒜ ⒝

割り込み要求受付割り込み要求発生

⒜　割り込み要求発生時点からそのとき実行している命令が終了するまでの時間
⒝　割り込みシーケンスを実行する時間

図1.10.4.　割り込み応答時間

割り込みシーケンス
割り込み要求が受け付けられてから割り込みルーチンが実行されるまでの、割り込みシーケンスにつ
いて説明します。
命令実行中に割り込み要求が発生すると、その命令の実行終了後に優先順位が判定され、次のサイク
ルから割り込みシーケンスに移ります。ただし、SMOVB,  SMOVF,  SSTR,  RMPAの各命令は、命令実
行中に割り込み要求が発生すると、命令の動作を一時中断し割り込みシーケンスに移ります。
割り込みシーケンスでは、次の動作を順次行います。

(1)　0000016番地を読むことで、CPUは割り込み情報(割り込み番号、割り込み要求レベル)を獲得する。
その後、該当する割り込みの要求ビットが“0”になる。

(2)　割り込みシーケンス直前のフラグレジスタ(FLG)の内容をCPU内部の一時レジスタ(注1)に退避する。
(3)　割り込み許可フラグ(Iフラグ)、デバッグフラグ(Dフラグ)、およびスタックポインタ指定フラグ(U
フラグ)を“0”にする(ただしUフラグは、ソフトウエア割り込み番号32～63のINT命令を実行した
場合は変化しません)。

(4)　CPU内部の一時レジスタ(注1)の内容をスタック領域に退避する。
(5)　プログラムカウンタ(PC)の内容をスタック領域に退避する。
(6)　プロセッサ割り込み優先レベル(IPL)に、受け付けた割り込みの割り込み優先レベルを設定する。

割り込みシーケンス終了後は、割り込みルーチンの先頭番地から命令を実行します。

注1.　ユーザは使用できません。

割り込み
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(a)の時間は、実行している命令によって異なります。DIVX命令が最大で30サイクル(ウエイトなし)です。
(b)の時間は次のとおりです。

図1.10.5.　割り込みシーケンスの実行時間

表1.10.5.　割り込みシーケンス実行時間

________

注1.　DBC割り込みは+2サイクル、アドレス一致割り込み、シングルステップ割り込みは+1サイクルしてく
ださい。

注2.　割り込みベクタの番地は、なるべく偶数番地に配置するようにしてください。　

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

0000番地 不定 SP-2 SP-4 vec vec+2

不定 SP-2の内容 SP-4の内容 vecの内容 vec+2の内容割り込み情報

不定

12 13 14 15 16 17 18

不定の部分はキューバッファによる。
キューバッファが命令を取れる状態だとリードサイクルが発生する。

PC

BCLK

アドレスバス

データバス

W

R

割り込み優先レベルをもたない割り込み要因

7

設定される IPLの値

リセット

_______

監視タイマ、NMI

その他 変化しない

0

割り込み要求受付時のプロセッサ割り込み優先レベル(IPL)の変化
割り込み要求が受け付けられると、プロセッサ割り込み優先レベル(IPL)には受け付けた割り込みの割
り込み優先レベルが設定されます。
割り込み優先レベルをもたない割り込み要求が受け付けられたときは、表1.10.6に示す値がIPLに設定
されます。

表1.10.6.　割り込み優先レベルをもたない割り込みとIPLの関係

スタックポインタ(SP)の値割り込みベクタの番地 16ビットバス、ウエイトなし 8ビットバス、ウエイトなし

偶数

偶数

奇数(注2)

奇数(注2)

偶数

奇数

偶数

奇数

18サイクル(注1)

19サイクル(注1)

19サイクル(注1)

20サイクル(注1)

20サイクル(注1)

20サイクル(注1)

20サイクル(注1)

20サイクル(注1)

割り込み



Rev.2.00    2006.10.03    page 58 of 279
RJJ03B0006-0200

M30245グループ

図1.10.7.　レジスタ退避動作

レジスタ退避
割り込みシーケンスでは、フラグレジスタ(FLG)とプログラムカウンタ(PC)の内容だけがスタック領域
に退避されます。
退避する順番は、スタック領域へはプログラムカウンタの上位4ビットとFLGレジスタの上位4ビット
および下位8ビットの合計16ビットをまず退避し、次にプログラムカウンタの下位16ビットを退避します。
図1.10.6に割り込み要求受付前のスタックの状態と、割り込み要求受付後のスタックの状態を示します。
その他の必要なレジスタは、割り込みルーチンの最初でソフトウエアによって退避してください。PUSHM
命令を用いると、1命令でスタックポインタ(SP)を除くすべてのレジスタを退避することができます。

　 

番地

前スタックの内容

スタック領域

[SP]
割り込みが発生する前の
スタックポインタの値

m

mー1

mー2

mー3

mー4

割り込み要求受付前のスタックの状態 割り込み要求受付後のスタックの状態

前スタックの内容m+1

MSB LSB

m

mー1

mー2

mー3

mー4

番地

フラグレジスタ(FLGL)

前スタックの内容

スタック領域

フラグレジスタ
(FLGH)

プログラム
カウンタ(PCH)

[SP]
新しいスタック
ポインタの値

前スタックの内容m+1

MSB LSB

プログラムカウンタ(PCL)

プログラムカウンタ(PCM)

（２）スタックポインタ(SP)の内容が奇数のとき

　 

[SP] (奇数)

[SP]ー1 (偶数)

[SP]ー2 (奇数)

[SP]ー3 (偶数)

[SP]ー4 (奇数)

[SP]ー5 (偶数)

番地 退避順序

(2)

(1)

4回で退避を完了

(3)

(4)

（１）スタックポインタ(SP)の内容が偶数のとき

[SP] (偶数)

[SP]ー1 (奇数)

[SP]ー2 (偶数)

[SP]ー3 (奇数)

[SP]ー4 (偶数)

[SP]ー5 (奇数)

注1.　[SP]は割り込み要求受付時点でのスタックポインタ(SP)の初期値です。
　　　レジスタ退避終了後、SPの内容は[SP]ー4となります。

番地

プログラムカウンタ(PCM)

スタック領域

フラグレジスタ(FLGL)

プログラムカウンタ(PCL)

退避順序

(2) 16ビット同時
 に退避

(1) 16ビット同時
 に退避

2回で退避を完了

プログラムカウンタ(PCM)

スタック領域

フラグレジスタ(FLGL)

プログラムカウンタ(PCL)

8ビットずつ
退避

フラグレジスタ
(FLGH)

プログラム
カウンタ(PCH)

フラグレジスタ
(FLGH)

プログラム
カウンタ(PCH)

図1.10.6.　割り込み要求受付前／割り込み要求受付後のスタックの状態

割り込みシーケンスで行われるレジスタ退避動作は、割り込み要求受付時のスタックポインタ(注1)の
内容が偶数の場合と奇数の場合で異なります。スタックポインタ(注1)の内容が偶数の場合は、フラグレ
ジスタ(FLG)およびプログラムカウンタ(PC)の内容がそれぞれ16ビット同時に退避されます。奇数の場合
は、8ビットずつ2回に分けて退避されます。図1.10.7にレジスタ退避動作を示します。
注1.　Uフラグが示すスタックポインタです。

割り込み
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割り込み優先順位
同一サンプリング時点(割り込みの要求があるかどうかを調べるタイミング)で2つ以上の割り込み要求
が存在した場合は、優先順位の高い割り込みが受け付けられます。
マスカブル割り込み(周辺I/O割り込み)の優先順位は、割り込み優先レベル選択ビットによって任意の
優先順位を設定することができます。ただし、割り込み優先レベルが同じ設定値の場合は、ハードウエ
アで設定されている優先度の高い割り込みが受け付けられます。
リセット(リセットは優先順位の一番高い割り込みとして扱われます)、監視タイマ割り込みなど、特
殊割り込みの優先順位はハードウエアで設定されています。ハードウエア割り込みの割り込み優先順位
を図1.10.8に示します。
ソフトウエア割り込みは割り込み優先順位の影響を受けません。命令を実行すると必ず割り込みルー
チンへ分岐します。

　

割り込み優先レベル判定回路
割り込み優先レベル判定回路は、同一サンプリング時点で要求のある割り込みから、最も優先順位の
高い割り込みを選択するための回路です。
図1.10.9に割り込み優先レベルの判定回路を示します。

割り込みルーチンからの復帰
割り込みルーチンの最後でREIT命令を実行すると、スタック領域に退避されていた割り込みシーケン
ス直前のフラグレジスタ(FLG)、およびプログラムカウンタ(PC)の内容が復帰されます。その後、割り込
み要求受付前に実行していたプログラムに戻り、中断されていた処理が継続して実行されます。
割り込みルーチン内でソフトウエアによって退避したレジスタは、REIT命令実行前にPOPM命令など
を使用して復帰してください。

図1.10.8.　ハードウエア割り込みの割り込み優先順位

_______ ________

リセット＞NMI＞DBC＞監視タイマ＞周辺I/O＞シングルステップ＞アドレス一致

割り込み
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図1.10.9.　割り込み優先レベル判定回路

Vbus検出

USBリセット

USBレジューム

タイマA2

タイマA4

タイマA3

A/D変換

DMA3

UART0/UART2バス衝突検出、
ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟｺﾝﾃﾞｨｼｮﾝ検出

UART0送信/NACK/SSインタフェース0送信

UART0受信/ACK/SSインタフェース0受信

キー入力割り込み

プロセッサ割り込みレベル(IPL)

割り込み許可フラグ(Iフラグ)

監視タイマ

リセット

INT2

USB機能

INT0

DBC

NMI

割り込み要求
受付

レベル0(初期
値)

各割り込みの優先レベル

高

低

周辺I/O割り込みの優先度
(優先レベルが同じ場合)

アドレス一致

USBサスペンド

USB SOF

USB EP0

INT1

タイマA1

タイマA0

DMA2

DMA1

DMA0

UART1受信/ACK/SSインタフェース1受信

UART2受信/ACK

UART3受信/ACK

UART1送信/NACK/SSインタフェース1送信

UART2送信/NACK

UART3送信/NACK

UART1/UART3バス衝突検出、
ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟｺﾝﾃﾞｨｼｮﾝ検出
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______

INT割り込み
__________ ________

INT0～INT2は外部入力による割り込みです。極性を極性切り替えビットで選択できます。
外部割り込み入力は、割り込み要因選択レジスタ(035F16 番地)のINTi 割り込み極性切り替えビットを
“1 ”に設定することによって、立ち上がり、立ち下がりの両方のエッジで割り込みを発生することが
できます。両エッジを選択する場合は、対応する割り込み制御レジスタの極性切り替えビットは立ち下
がりエッジ(“0 ”)に設定してください。図1.10.10に外部割り込み要因選択レジスタを示します。

IFSR0

IFSR1

IFSR2

INT0割り込み極性
選択ビット

INT1割り込み極性
選択ビット

INT2割り込み極性
選択ビット

機　能

外部割り込み要因選択レジスタ

0：片エッジ
1：両エッジ

0：片エッジ
1：両エッジ

0：片エッジ
1：両エッジ

バス衝突割り込み要因
選択ビット0

IFSR6

0：UART0のバス衝突/スタートストップ
     検出/障害エラー検出要因選択
1：UART2のバス衝突/スタートストップ
     検出/障害エラー検出要因選択

IFSR7

0：UART1のバス衝突/スタートストップ
     検出/障害エラー検出要因選択
1：UART3のバス衝突/スタートストップ
     検出/障害エラー検出要因選択

ビット名ビット
シンボル

シンボル アドレス リセット時
IFSR 035F16番地 0016 

R W

バス衝突割り込み要因
選択ビット1

何も配置されていません。
書き込み時は“0”を書き込んでください。読み出し時、不定です。

－－

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

図1.10.10.　外部割り込み要因選択レジスタ

割り込み
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_______

NMI割り込み
_______ ________ ________

P85/NMI端子の入力が“H”レベルから“L”レベルに変化したとき、NMI割り込みが発生します。NMI
割り込みは、ノンマスカブル外部割り込みです。また、この端子の値はポートP85レジスタ(03F016番地
のビット5)で読み込むことができます。
この端子は通常のポート入力として使用することはできません。
注意事項

_______ _______ _______

(1)　NMI機能をご使用にならない場合は、必ずNMI端子をVCCに接続して下さい。NMI割り込みはノ
ンマスカブルであり、無効にすることはできませんので、必ず端子処理が必要です。

_______

(2)　NMI端子入力が“L”のとき、ストップモードおよびウエイトモードへは移行しないでください。
_______

NMI割り込みは立ち下がりエッジによる割り込みですので、必要以上に“L”レベルを長く維持す
る必要はありません。

キー入力割り込み

P10のうち方向レジスタを入力に設定している端子のいずれかに立ち下がりエッジ、立ち上がりエッジ、
又は両方のエッジを入力すると、キー入力割り込み要求が発生します。キー入力割り込みは、ウエイト
モードやストップモードを解除するキーオンウエイクアップの機能としても使用することができます。
キー入力モードレジスタのビット1,2でキー入力割り込みのためのエッジを選択できます。P10はプルアッ
プ制御レジスタを使用することにより、プルアップ設定できます。

(1) キー入力割り込みの許可と禁止
キー入力割り込みは、キー入力モードレジスタ(03F916番地)とキー入力割り込み制御レジスタ(004116
番地)の設定により許可/禁止を設定します。キー入力割り込みは割り込み優先レベル(IPL)と割り込
み許可フラグ(Iフラグ)に影響されます。キー入力割り込みのトリガとなる入力信号のエッジは、P10
キー入力エッジ選択ビット(03F916番地のビット0,1)によって立ち下がり、立ち上がり、又は両方の
エッジを選択できます。

(2) キー入力割り込みの発生タイミング
キー入力割り込みが許可状態で、P10の方向レジスタが入力に設定されると、P10はキー入力割り

______ ______

込み端子(KI0～KI7)となります。キー入力割り込み端子のいずれかに選択したエッジを入力すると、
キー入力割り込みが発生します。このとき、他のキー入力割り込み端子が“H”レベルでなければ
なりません。

(3) キー入力割り込みの決定の仕方
8本のキー入力端子のうちいずれかに選択したエッジが入力されるとキー入力割り込みが発生し
ます。すべてのキー入力割り込み端子は同じベクタアドレスを共有しているため、割り込み端子を
決定するためには、キー入力割り込みルーチンでP10の入力レベルを読み出してください。

(4) キー入力割り込みのレジスタ関連
キー入力割り込み関連レジスタのブロック図を図1.10.11、メモリマップを図1.10.12、キー入力モー
ドレジスタを図1.10.13に示します。

割り込み
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図1.10.11.　キー入力割り込みのブロック図

図1.10.12.　キー入力割り込み関連レジスタメモリマップ

キー入力割り込み制御レジスタ(KUPIC)

ポートP10方向レジスタ(PD10)

004116

03F616

キー入力モードレジスタ(KUPM)03F916

プルアップ制御レジスタ2(PUR2)03FE16

P107/KI7

P106/KI6

P105/KI5

P104/KI4

P100/KI0

エッジ検出�

KIE3

KIE2

KIE0

KIS0, KIS1

プルアップ�
抵抗�

プルアップ�
抵抗�

プルアップ�
抵抗�

プルアップ�
抵抗�

プルアップ�
抵抗�

ポートP100～P107プルアップ選択ビット�

ポートP107方向レジスタ�

ポートP107方向レジスタ�

エッジ検出�

エッジ検出�

エッジ検出�

エッジ検出�

ポートP106方向レジスタ�

ポートP105方向レジスタ�

ポートP104方向レジスタ�

ポートP100方向レジスタ�

キー入力割り込み制御レジスタ� (004116番地)

割り込み制御回路� キー入力割り込み要求�
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機　能

キー入力モードレジスタ

ビット名ビット
シンボル

シンボル アドレス リセット時
KUPM 03F916番地  0016 

R W

KIS0 P10キー入力エッジ選択ビット0
b1 b0

 0 0：立ち下がりエッジ
 0 1：立ち上がりエッジ
 1 0：両エッジ
 1 1：予約

KIS1 P10キー入力エッジ選択ビット1

KIE0 P100, P101キー入力許可ビット

KIE1

KIE2

KIE3

何も配置されていません。
書き込み時は、“0”を書き込んでください。読み出し時、“0”です。

P102, P103キー入力許可ビット

P104, P105キー入力許可ビット

P106, P107キー入力許可ビット

0：禁止
1：許可

0：禁止
1：許可

0：禁止
1：許可

0：禁止
1：許可

－ －

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

図1.10.13.　キー入力モードレジスタ
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アドレス一致割り込み
アドレス一致割り込みレジスタで示される番地の命令を実行する直前に、アドレス一致割り込みが発
生します。アドレス一致割り込みは2カ所に設定することができ、割り込みの禁止／許可は、各々のアド
レス一致割り込み許可ビットで選択することができます。アドレス一致割り込みは、割り込み許可フラ
グ(Iフラグ)やプロセッサ割り込み優先レベル(IPL)の影響は受けません。
また、アドレス一致割り込みは、実行している命令により退避するプログラムカウンタ(PC)の値が異
なります。
なお、外部データバスを8ビットで使用している場合、外部領域に対してアドレス一致割り込みは使用
できません。

図1.10.14にアドレス一致割り込み関連レジスタの構成を示します。

AAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAA

シンボル アドレス リセット時 
AIER 000916番地 XXXXXX002 

アドレス一致割り込み許可レジスタ

ビット名 機　　能ビットシンボル WR

AAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAA○○

 アドレス一致割り込み0
 許可ビット

0 : 禁止
1 : 許可

AIER0

○○

AAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAA○○ アドレス一致割り込み1

 許可ビット
0 : 禁止
1 : 許可

AIER1

シンボル アドレス リセット時 
RMAD0 001216～001016番地 X0000016
RMAD1 001616～001416番地 X0000016

何も配置されていない。
書き込む場合、“0”を書き込んでください。
読み出した場合、その値は不定。

― ―

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

WR

アドレス一致割り込み用アドレス設定レジスタ

機　　能 設定可能値

○○

アドレス一致割り込みレジスタi(i=0,1)

0000016～FFFFF16

――

b0 b7 b0b3
(b19) (b16)

b7 b0
(b15) (b8)

b7
(b23)

何も配置されていない。
書き込む場合、“0”を書き込んでください。
読み出した場合、その値は不定。

図1.10.14.　アドレス一致割り込み関連レジスタの構成

アドレス一致割り込み
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割り込みの注意事項

(1)　0000016番地の読み出し
●マスカブル割り込みが発生した場合、割り込みシーケンスの中でCPUは、割り込み情報(割り込み番
号と割り込み要求レベル)を0000016番地から読み出します。それを読み出すことでその割り込みが発
生する割り込み要求ビットが“0”になります。ソフトウエアにより0000016番地を読み出しても、
許可されている最も優先度の高い割り込み要因の要求ビットが“0”になります。そのため、割り込
みがキャンセルされたり、予期しない割り込みが発生することがあります。したがって、ソフトウ
エアで0000016番地に対して読み出しを行わないでください。

(2)　スタックポインタの設定

●リセット直後スタックポインタの値は、“000016”に初期化されています。そのため、スタックポ
インタに値を設定する前に割り込みを受け付けると、暴走の要因となります。割り込みを受け付け
る前に、必ずスタックポインタに値を設定してください。

________

特に、NMI割り込みを使用する場合は、プログラムの先頭でスタックポインタを初期化してくださ
________

い。リセット直後の先頭の1命令に限り、NMI割り込みを含むすべての割り込みが禁止されています。

________

(3)　NMI割り込み
________ ________

●NMI割り込みは、割り込みを禁止することができません。したがって、使用しない場合は、NMI端
子に抵抗を介してVCC端子に接続(プルアップ)してください。必ず端子処理は必要です。
________

●NMI端子は、入力専用のP85と兼用になっています。P8レジスタの内容を読み込むことで端子の値を
________

読み込むことができます。この端子の読み込みは、NMI割り込みが入ったときの端子のレベル確定
用にだけ使用してください。
________

●NMI端子入力が"L"の状態でリセットをかけないでください。
________ ________

●NMI端子入力が"L"の状態でストップモードに移行しないでください。NMI端子入力が"L"の状態で
は、CM10が"0"に固定されるため、ストップモードに移行されません。
________ ________

●NMI端子入力が"L"の状態でウエイトモードに移行しないでください。NMI端子入力が"L"の状態で
は、CPUは停止しますが発振が停止しないため、パワーセーブされません。この場合、その後の割
り込みによって正常に復帰します。
_________

●NMI端子に入力する信号には、CPUの動作クロックの（2クロック+300ns）以上の“L”レベル幅が
必要です。

(4)　外部割り込み
________ _______

●INT0～INT2端子に入力する信号には、CPUの動作クロックに関係なく250ns以上の“L”レベル幅、
又は“H”レベル幅が必要です。
________ _______

●INT0～INT2端子の極性を切り替えるときに割り込み要求ビットが“1”になることがあります。切り
_______

替えを行った後、割り込み要求ビットを“0”にしてください。INT割り込み発生要因の切り替え手
順例を図1.10.15に示します。

割り込み
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_______

図1.10.15.　INT割り込み発生要因の切り替え手順例

極性切り替えビットを設定

割り込み要求ビットを“0”にする

割り込み優先レベルをレベル1～レベル7にする
(INT割り込み要求受付可能)

割り込み優先レベルをレベル0にする
(INT割り込み禁止)

割り込み許可フラグを“0”にする
(割り込み禁止)

割り込み許可フラグを“1”にする
(割り込み許可)

注．2つ以上の設定を同時に行わないでください。

 (5)　割り込み制御レジスタの変更
●割り込み制御レジスタの変更は、そのレジスタに対応する割り込み要求が発生しない箇所で行って
ください。割り込み要求が発生する可能性がある場合は、割り込み禁止状態にしてから変更してく
ださい。

＜割り込み制御レジスタを書き換えるプログラム例＞

●　アセンブラの場合

INT_SWITCH3：
　PUSHC　 FLG
　FCLR　　I　　　　　　　；割り込み禁止状態
　AND.B　 #00H，0054H　  ；タイマA0割り込み制御レジスタに“0016”を設定
　POPC　　FLG 　　；割り込み許可状態

例3：

INT_SWITCH2：
　FCLR　　I　　　　　　　；割り込み禁止状態
　AND.B　 #00H，0054H　  ；タイマA0割り込み制御レジスタに“0016”を設定
　MOV.W　MEM，R0 　　；ダミーリード
　FSET　　I  　　；割り込み許可状態

例2：

INT_SWITCH1：
　FCLR　　I　　　　　　　；割り込み禁止状態
　AND.B　 #00H，0054H　  ；タイマA0割り込み制御レジスタに“0016”を設定
　NOP   　　；HOLD 機能を使用する場合はNOP 命令が４ 個必要
　NOP　
　FSET　　I  　　；割り込み許可状態

例1：

●　C言語の場合

#pragma　ASM
　INT_SWITCH：
 FCLR I
#pragma 　ENDASM
 TA0IC &=00；  /*タイマA0割り込み制御レジスタに“0016”を設定*/
#pragma　ASM
 NOP   /* HOLD 機能を使用する場合はNOP 命令が４ 個必要*/
 NOP
 FSET I
#pragma 　ENDASM
　

割り込み
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例1と例2でFSET I命令の前にNOP命令2個(HOLD機能使用時は4個)やダミーリードがあるのは、命令キュー
の影響により割り込み許可フラグ(Iフラグ)のセットが割り込み制御レジスタの書き込みにより先に実行
されるのを防ぐためです。

●割り込みが禁止状態で、割り込み制御レジスタを書き換える命令を実行しているときに、そのレジ
スタに対応する割り込み要求が発生した場合、命令によっては割り込み要求ビットがセットされな
いことがあります。このことが問題になる場合は、以下の命令を使用してレジスタを変更するよう
にしてください。
　　対象となる命令・・・AND、OR、BCLR、BSET

割り込み
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プリスケーラの分周比(16、又は128)×監視タイマのカウント値(32768)

監視タイマ
監視タイマは、プログラムの暴走を検知する機能を持ちます。監視タイマは15ビットのカウンタを持ち、
BCLKをプリスケーラで分周したクロックをダウンカウントします。監視タイマがアンダフローすると、
監視タイマ割り込みが発生します。BCLKにXINを選択している場合、監視タイマ制御レジスタ(000F16番地)
のビット7でプリスケーラの分周比に16分周か128分周を選択することができます。BCLKにXCINを選択し
ている場合、監視タイマ制御レジスタ(000F16番地)のビット7に関係なくプリスケーラの分周比は2分周に
なります。したがって、監視タイマの周期は下記のように計算できます。ただし、監視タイマの周期には、
プリスケーラによる誤差が生じます。

BCLKにXINを選択している場合

監視タイマの周期 =

BCLKにXCINを選択している場合

監視タイマの周期 =

例えば、BCLKが16MHZで、プリスケーラの分周比として16分周を選択している場合、監視タイマの周
期は、約32.77msとなります。

監視タイマは、監視タイマスタートレジスタ(000E16番地)への書き込み動作時、および監視タイマ割り
込み要求発生時に初期化されます。プリスケーラは、リセット時だけ初期化されます。なお、リセット解
除後は監視タイマおよびプリスケーラは停止しており、監視タイマスタートレジスタ(000E16番地)への書
き込み動作によりカウントを開始します。
ストップモード、ウエイトモード、又はHOLD時、監視タイマとプリスケーラは停止しています。これ
らのモードを解除後、残りの値からカウントを開始します。
図1.11.1に監視タイマのブロック図、図1.11.2に監視タイマ関連レジスタの構成を示します。

BCLK

プリスケーラの分周比(2)×監視タイマのカウント値(32768)
BCLK
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図1.11.2.　監視タイマ関連レジスタ

監視タイマ制御レジスタ

シンボル アドレス リセット時  
   WDC 000F16番地 000XXXXX2 

機　　能ビットシンボル WR

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

×監視タイマの上位ビット

WDC7

○

ビット名

プリスケーラ選択ビット 0 : 16分周
1 : 128分周 ○○

○○

監視タイマスタートレジスタ

シンボル アドレス リセット時 
WDTS 000E16番地 不定 

WR

○

b7 b0

 

機　　能

×
このレジスタに対する書き込み命令で、監視タイマは初期化されスタートする。
監視タイマの初期値は、書き込む値にかかわらず“7FFF16”が設定される。

 予約ビット 必ず“0”を設定してください

○○ 予約ビット 必ず“0”を設定してください

00

図1.11.1.　 監視タイマのブロック図

BCLK

監視タイマスタートレジスタ
(000E16番地)への書き込み

RESET

監視タイマ
割り込み要求

監視タイマ

7FFF16を
設定する

1/128

1/16

“CM07=0”
“WDC7=1”

“CM07=0”
“WDC7=0”

“CM07=1”

HOLD

1/2

プリスケーラ
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周波数シンセサイザ
周波数シンセサイザは、外部入力基準クロックf(XIN)の倍数であるfSYNおよびUSBブロックに必要な48MHZ
クロックfUSBを生成します。図1.12.1に周波数シンセサイザ回路ブロック図を示します。

図1.12.1.  周波数シンセサイザ回路ブロック図

FSP

データバス

FSM FSC

プリスケーラ 周波数乗算器

周波数分周器
f(XIN) fPIN

fVCO fSYN

fUSB

周
波
数
シ
ン
セ
サ
イ
ザ

ロ
ッ
ク
状
態
ビ
ッ
ト

(03DE16番地) (03DD16番地) (03DC16番地) (03DF16番地)

FSD

(03DB16番地)

FSCCR

FSCCR0

8ビット

8ビ
ッ
ト

8ビ
ッ
ト

USBC5

EN

プリスケーラ
周波数シンセサイザプリスケーラレジスタ(03DE16番地：FSP）の内容によりf(XIN)が分周され、fPINが
生成されます。周波数シンセサイザプリスケーラレジスタの設定を255にすると、分周は禁止となりfPIN
＝f(XIN)になります。

fPIN＝f(XIN)/2(n+1)　 n：FSPの設定値

表1.12.1にFSPの設定値を示します。

FSP f(XIN)fPIN

12 MHz

10進表記 16進表記

1 MHz

2 MHz
3 MHz
6 MHz

255
7

1
2

0

FF16

0716

0216
0116
0016

12.00 MHz
16.00 MHz

12.00 MHz
12.00 MHz

12.00 MHz

1 MHz 5 0516 12.00 MHz
2 MHz 3 0316 16.00 MHz

表1.12.1.  周波数シンセサイザプリスケーラレジスタの設定値
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周波数乗算器
周波数シンセサイザ乗算レジスタ(03DD16番地：FSM）の内容によりfVCOが生成されます。周波数シン
セサイザ乗算レジスタの設定値を255にすると、乗算は禁止となりfVCO＝fPINになります。fVCOの値が48MHZ
になるようにnの値を選択してください。

fVCO＝fPIN×2(n+1)　n：FSMの設定値

表1.12.2にFSMの設定値を示します。

周波数シンセサイザ制御レジスタ
周波数シンセサイザ許可ビット(FSE)を“1”に設定することで周波数シンセサイザを許可にします。
周波数シンセサイザが許可のとき、周波数シンセサイザロック状態ビット(LS)が“1”ならば、fSYNとfVCO
は正しい周波数であることを示します。
図1.12.2に周波数シンセサイザ関連レジスタの構成を示します。

FSM fVCOfPIN 10進表記 16進表記

2 MHz

4 MHz
6 MHz

12 MHz

23
11

3
5

1

1716
0B16

0516
0316

0116

48.00 MHz
48.00 MHz
48.00 MHz
48.00 MHz

48.00 MHz

1 MHz

8 MHz 2 0216 48.00 MHz

表1.12.3.  周波数シンセサイザ除算レジスタの設定値

周波数分周器
周波数シンセサイザ除算レジスタ(03DF16番地：FSD）の内容によりfSYNが生成されます。周波数シン
セサイザ除算レジスタの設定値を255にすると、除算は禁止となりfSYN＝fVCOになります。

fSYN＝fVCO/2(m+1) 　m：FSDの設定値
注．m = 2 かつ、周波数シンセサイザクロック制御レジスタ(03DB16番地：FSCCR）のビット4を“1”
に設定とき、fSYN＝fVCO/(m+1) になります。

表1.12.3にFSDの設定値を示します。

表1.12.2.  周波数シンセサイザ乗算レジスタの設定値

FSD fSYNfVCO
10進表記 16進表記

48.00 MHz
1
2

0116
0216

12.00 MHz48.00 MHz

48.00 MHz 2 0216 16.00 MHz (注1)
8.00 MHz

注1．FSCCR4 = 1 かつ m = 2のとき、fSYN＝fVCO/(m+1) です。

fSYN＝fVCO/2(m+1)

48.00 MHz 3 0316 6.00 MHz
48.00 MHz 127 7F16 187.50 kHz
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図1.12.2. 周波数シンセサイザ関連レジスタの構成

 注意事項
●周波数シンセサイザを使用する場合は、ローパスフィルタをLPF端子へ接続してください。
●周波数シンセサイザ制御レジスタのビット6,5はリセット時“11”(高電流)です。周波数シンセサイ
ザ制御レジスタを使用する場合はビット6,5=“10”(中電流)へ変更してください。
●fPINは12MHz以下になるようにしてください。
●fPINが1MHZより小さくならないようにFSPを設定してください。

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

AAA
ビット名 機　　能ﾋﾞｯﾄｼﾝﾎﾞﾙ WR

FSE 周波数シンセサイザ許可
ビット

○ ○

 0 ：禁止
 1 ：許可

○ ○予約ビット 必ず“0”を設定してください

VCO増加制御ビット

シンボル アドレス リセット時
FSC                             03DC16番地  011000002

○ ○

VCO0
○ ○

VCO1 ○ ○

CHG0
 00 ：禁止
01：低電流
10：中電流(推奨)
 11 ：高電流 ○ ○

CHG1

LPF電流制御ビット(注1)

周波数シンセサイザ制御レジスタ

○ ○LS 周波数シンセサイザロッ
ク状態ビット

 0 ：アンロック状態
 1 ：ロック　(周波数シンセサイザ安定)

00

 00 ：最低増加
01：低増加
10：高増加(推奨)
 11 ：最高増加

b2 b1 

b6 b5 

 注1．リセット時の値はb5,b6=“11”となります。使用する場合は、必ず“10”に設定して
　　ください。

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

A
A
AA
AA

ビット名 機　　能ﾋﾞｯﾄｼﾝﾎﾞﾙ WR

FSCCR0 クロックソース選択ビット  0 ：XIN
 1 ：fSYN

○ ○予約ビット 必ず“0”を設定してください

シンボル アドレス リセット時
FSCCR                        03DB16番地  000000002

○ ○

周波数シンセサイザクロック制御レジスタ

00 0 00 0

○ ○予約ビット 必ず“0”を設定してください

FSCCR4 3分周設定ビット  0 ：通常
 1 ：3分周

○ ○
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USB機能
M30245グループはUSB2.0仕様に準拠したUSBファンクション制御ユニットを内蔵しています。このUSB
ファンクション制御ユニットはfull-speed機能に対応しており、ホストコンピュータとの通信を効率良く行
います。
USB2.0仕様は4種の転送タイプを定義しています。コントロール転送、アイソクロナス転送、インタラ
プト転送およびバルク転送です。これらの転送タイプはさまざまなPC周辺機器に対応します。アイソクロ
ナス転送は連続的で周期的な通信に使用されます。インタラプト転送はマウス、キーボードなどの周期的、
低頻度のデータをデバイスからホストに通知する転送です。また、バルク転送は可変的なバス幅でPCへ大
容量データを伝達するデジタルカメラやスキャナーに必要となります。最後にコントロール転送は、バス
マネージメントが主でホスト初期化等の情報伝達をサポートしています。
USBファンクション制御ユニットは、エンドポイント0、エンドポイント1～4OUT(受信)、エンドポイン

ト1～4IN(送信)の9つのエンドポイントを持ち、エンドポイントごとにFIFOを持ちます。エンドポイント0は
コントロール転送のみ使用できます。エンドポイント1～4 IN/OUTはそれぞれアイソクロナス転送、インタ
ラプト転送およびバルク転送を設定できます。
USB機能を使用する場合は、USB許可ビット(USBC7)を“1”にしてください。USB割り込みとして、USB
サスペンド、USBレジューム、USBリセット、USBエンドポイント0割り込み、USB機能割り込み及びUSB
SOF割り込みがあります。
図1.13.1にUSBファンクション制御ユニットブロック図を示します。USBファンクション制御ユニットブ
ロックはUSBシリアルデータ通信を行うSIE（シリアル・インタフェース・エンジン）、USBプロトコル処
理を行うGFI（ジェネリック・ファンクション・インタフェース）、受信したアドレスとエンドポイント
をデコードするSIU（シリアルエンジン・インタフェース・ユニット）、マイクロコントローラとのイン
タフェースと制御信号のアドレスデコード、同期を行うMCI（マイクロ・コントローラ・インタフェース）
およびUSBトランシーバから構成されています。

図1.13.1.　USBファンクション制御ユニットブロック図
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USBエンドポイントFIFO
エンドポイント0～4はそれぞれに独立してIN（送信）FIFOとOUT(受信)FIFOを持っています。各エン
ドポイントを使用する場合は、エンドポイント許可レジスタ(028E16番地)により、使用するエンドポイン
トを許可してください。USBファンクション制御ユニット(USB FCU)は、エンドポイントバッファとし
て3328バイトのFIFOを内蔵しています。エンドポイント0 FIFOは、IN/OUT FIFOそれぞれ128バイト、合
計256バイト（固定）であり、3328バイトのFIFOの3072バイト目から3327バイト目までに配置されます
（固定）。各エンドポイント(x=1～4) IN/OUTのFIFOサイズとFIFO開始ロケーション(64バイトごと）は
ユーザシステムに応じて設定できます。1つのエンドポイントに対してFIFOサイズは64バイト単位で最
高1024バイトまで、IN/OUT それぞれ設定できます。ダブルバッファモードを許可すると、設定したバッ
ファサイズの2倍がIN/OUT FIFOとして使用できます。8エンドポイント（エンドポイントx (x=1～4) IN/
OUT FIFO）のFIFOサイズの合計が3072バイトを超えてはいけません。FIFOサイズ、FIFO開始ロケーショ
ン、ダブルバッファモード許可は、USBエンドポイントx  IN FIFOコンフィグレーションレジスタ、USB
エンドポイントx  OUT FIFOコンフィグレーションレジスタで設定してください。

転送タイプ

○コントロール転送
主にセットアップ時に使用されます。標準デバイスリクエストはすべてのデバイスがサポートされ
なければならないので、USBに対応する機器ではコントロール転送が例外なくサポートされます。

○バルク転送
エンドポイント1～4が使用できます。勃発的で非周期的な通信のうち、遅延が問題にならない用途
に使用されるデータ転送です。プリンタの印字データやスキャナのイメージデータなど、大量のデー
タを転送するのに適します。

○アイソクロナス転送
エンドポイント1～4が使用できます。対応するエンドポイントのISOビットを“1”にセットします。
送信データをSOF信号に同期させるため、次のSOFを受信するまでデータパケットの送信を遅延させ
ることができます。

○インタラプト転送
エンドポイント1～4が使用できます。通常のインタラプト転送の場合、インタラプトトランザクショ
ンは、バルク転送と同じです。INエンドポイントを rate feedbackインタラプト転送として 使用でき
ます。この場合、EPxICSレジスタのINTPTビットを“1” にセットしてください。デバイスは、常に
INトークンに対してFIFO内のデータ送信します。
INエンドポイントを rate feedbackインタラプト転送として使用する場合の方法を以下に示します。

(1)　シングルバッファに設定。
(2)　INTPTビットを“1”にセット。
(3)　割り込み情報をFIFOへ設定し、SET_IN_BUF_RDYビットを“1”にセット。
(4)　3を繰り返す。
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エンドポイント0送信(IN)
USBエンドポイント0 IN FIFOデータレジスタへデータを書き込むことにより、内部ライトポインタが
ワードアクセス時では2、バイトアクセス時では1、自動的にインクリメントされます。EP0CSRの
IN_BUF_RDYビットが“0”であれば、USBエンドポイント0 IN FIFOデータレジスタへ転送バイト分書
き込み完了後、EP0CSRのSET_IN_BUF_RDYビットを“1”にセットしてください。また、コントロール
Read転送でNULLパケットを送信する場合でも、SET_IN_BUF_RDYビットを“1”にセットしてください。

コントロールRead送信時の動作
EP0 IN FIFOへ1パケット分の送信データを書き込み完了時、SET_IN_BUF_RDYビットを“1”にセッ
トしてください。これによりIN_BUF_RDYフラグが自動的に“1”に更新されます。EP0 IN FIFOの
データをすべてホストPCに送信完了すると、IN_BUF_RDYフラグは自動的に“0”にクリアされます。

エンドポイント0受信(OUT)

EP0 OUT FIFOデータレジスタから受信したデータを読み出すと内部リードポインタはワードアク
セス時では2、バイトアクセス時では1、自動的にインクリメントされます。EP0CSのOUT_BUF_RDY
フラグが“1”の時、EP0 OUT FIFOからデータを読み出してください。
SETUPパケット受信時、OUT_BUF_RDYフラグとSETUPフラグが“1”にセットされます。

コントロールWrite受信時の動作
ホストPCから1パケットデータを受信完了するとOUT_BUF_RDYフラグは自動的に“1”にセット
されます。受信したデータをEP0 OUT FIFOから読み出し終了後、CLR_OUT_BUF_RDYビットに“1”
をセットしてください。これによりOUT_BUF_RDYフラグは自動的に“0”にクリアされます。
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コントロール転送のエラー
コントロール転送中のエラー発生は、USBエンドポイント0制御/ステータスレジスタのFORCE_STALL
フラグにより示されます。このフラグは下記の条件のうちいずれか1つでも発生した場合、エラー報
告のために“1” にセットされます。

　・SETUPステージのないINトークンを受信
　・STATUSステージで不正なデータトグルを受信(DATA0が使用される)
　・SETUPステージで不正なデータトグルを受信(DATA1が使用される)
　・SETUPステージで指定された以上のデータを要求される(DATA_ENDフラグがセットされた後にIN

トークンを受信)
　・SETUPステージで指定された以上のデータを受信(DATA_ENDフラグがセットされた後にOUTトー

クンを受信)
　・USBエンドポイント0最大パケットサイズレジスタに設定した値を超えるデータを受信

SETUPステージにおける不正データトグルの場合を除き、上記の条件が発生したとき、問題のIN/
OUTトークンに対してSTALLを送信します。SETUPステージの不正なデータトグルの場合、SETUP
ステージに対してACKを返し、次のIN/OUTトークンに対してSTALLを返します。

コントロール転送の中断
コントロール転送中の中断は、USBエンドポイント0制御/ステータスレジスタのSETUP_ENDフラ
グにより示されます。以下のいずれかが発生した場合、このフラグは“1”にセットされます。
・データフェーズ処理中にセットアップフェーズで設定したデータサイズの転送が終了(DATA_END
ビットがセットされる前にステータスフェーズが開始)した場合
・ステータスフェーズが終了する前に新しいSETUPパケットを受信した場合

このフラグが“1”のとき、ホストCPUへの送信データがある場合は、IN_BUF_RDYビットが“0”
にクリアされてIN FIFOのデータが破棄されます。FIFOへのアクセスを中止し、それ以前のセットアッ
プ処理をしてください。
また、SETUP_ENDフラグが“1”にセットされた直後に新しいSETUPパケットを受信(データフェー
ズやステータスフェーズを完了する前に次の新しいSETUPパケットを受信)した場合、SETUP_ENDフ
ラグとOUT_BUF_RDYビットの両方が"1"にセットされ、OUT FIFOには新しいSETUPパケットデータ
があることを示します。
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エンドポイント1～4送信(IN)
対応するEPx ICSのIN_BUF_STS1フラグが“0”の時、送信データをUSBエンドポイントx IN FIFOデー
タレジスタへ書き込んでください。内部ライトポインタがワードアクセス時では2、バイトアクセス時で
は1、自動的にインクリメントされます。IN FIFOの状態は、EPx ICSのIN_BUF_STS0フラグとIN_BUF_STS1
フラグによって示されます。リセット時、又は、USBリセット時、IN_BUF_STS0とIN_BUF_STS1フラグ
はともに“1”です。対応するエンドポイントが最初に許可された時、これらのフラグはともに“0”に
なります（エンドポイント1-4 IN/OUT はリセット時禁止されています）。IN FIFOへデータを書き込ん
だ後、EPxICSのSET_IN_BUF_RDYビットを“1”にセットしてください。これにより、IN FIFOの状態
によってIN_BUF_STS0フラグとIN_BUF_STS1フラグが更新されます。
ユーザシステムに応じて各IN エンドポイントのIN FIFOサイズ、IN FIFO配置位置を設定できます。IN
FIFOサイズ、IN FIFO開始ロケーション、ダブルバッファモード許可は、USBエンドポイントx  IN FIFO
コンフィグレーションレジスタ(EPxIFC)で設定してください。1つのエンドポイントに対してIN FIFOサ
イズは64バイト単位で最高1024バイトまで設定できます。ダブルバッファモードを許可すると、設定し
たバッファサイズ(BUF_SIZで指定)の2倍がIN FIFOとして使用できます。
連続送信モードは、エンドポイント1-4 IN バルク転送でのみ設定できます。EPxIFCの連続送信許可ビッ
トを“1”にセットすることにより、連続送信モードを許可します。連続送信モード時、USB FCUは、
IN FIFO内のデータを1パケットサイズ(EPxIMPに設定した最大パケットサイズ)に分割し、順にホストPC
に送信します(最後の1パケットがEPxIMPに設定したサイズより小さい場合は、ショートパケットとして
送信します)。連続送信モード許可時、IN FIFOサイズが最大パケットサイズの整数倍であるかユーザシ
ステムで把握しておく必要があります。
AUTO_SET機能は、EP1-4 INの連続送信モード時、連続送信モード禁止時共に設定することができま
す（エンドポイント0では使用できません）。EPxICSのAUTO_SETビットを“1”にセットすることによ
り、AUTO_SET機能が許可されます。AUTO_SET許可時、SET_IN_BUF_RDYビットを“1”にセットす
ることなく、IN FIFOにバッファサイズ(BUF_SIZで指定)分の送信データを書き込むとIN_BUF_STS0と
IN_BUF_STS1フラグが更新されます。ショートパケット、又は、バッファサイズ以下のデータをホスト
へ送信する場合は、SET_IN_BUF_RDYビットをソフトウエアで“1”にセットしてください。これによ
りデータ送信準備完了を示します。

1. AUTO_SET禁止、連続送信モード禁止時：
○シングルバッファモード時
IN FIFOへ1データパケットを書き込み完了後、対応するEPx ICSのSET_IN_BUF_RDYビットを“1”
にセットしてください（IN_BUF_STS0とIN_BUF_STS1フラグは、“002”から“112”に更新されま
す）。データパケットをホストへ送信終了すると、IN_BUF_STS0とIN_BUF_STS1フラグは、“112”
から“002”に自動的に更新されます。

○ダブルバッファモード時
IN FIFOへ1データパケットを書き込み完了後、対応するEPx ICSのSET_IN_BUF_RDYビットを“1”
にセットしてください。IN_BUF_STS0とIN_BUF_STS1フラグは、IN FIFOの状態に応じて以下のよ
うに更新されます。
・ダブルバッファのうち最初の1パケットがIN FIFOに書き込まれており、2 つ目のデータパケット
が書き込める状態の時、IN_BUF_STS0とIN_BUF_STS1フラグは、“002”から“012”に更新され
ます。
・IN FIFOに2データパケットが書き込まれており、これ以上IN FIFOにデータ書き込みできない状
態の時、IN_BUF_STS0とIN_BUF_STS1フラグは、“012”から“112”に更新されます。
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1データパケットをホストへ送信終了後、IN_BUF_STS0とIN_BUF_STS1フラグは以下のように更
新されます。
・IN FIFOに1つ以上のデータパケットが存在する時、IN_BUF_STS0とIN_BUF_STS1フラグは、“112”
から“012”に更新されます。
・IN FIFOにデータパケットが存在しない時、IN_BUF_STS0とIN_BUF_STS1フラグは、“012”から
“002”に更新されます。

2. AUTO_SET禁止、連続送信モード時：
○シングルバッファモード時
設定した1バッファサイズまでのデータをIN FIFOに書き込み完了後、対応するEPx ICSの
SET_IN_BUF_RDYビットを“1”にセットしてください（IN_BUF_STS0とIN_BUF_STS1フラグは、
“002”から“112”に更新されます）。USB FCUは、IN FIFO内のデータを1パケットサイズ(EPxIMP
に設定した最大パケットサイズ)に分割し、順にホストPCに送信します(最後の1パケットがEPxIMP
に設定したサイズより小さい場合は、ショートパケットとして送信します)。
IN FIFOのデータをホストへ送信終了時、IN_BUF_STS0とIN_BUF_STS1フラグは、“112”から
“002”に更新されます。

○ダブルバッファモード時
設定したバッファサイズ(EPxIFCのBUF_SIZで指定)までのデータパケットをIN FIFOに書き込み完
了後、対応するEPx ICSのSET_IN_BUF_RDYビットを“1”にセットしてください（IN_BUF_STS0
とIN_BUF_STS1フラグが更新されます）。
・IN FIFOにダブルバッファのうち最初の1バッファが書き込まれており、2 つ目のバッファに書き
込める状態の時、IN_BUF_STS0とIN_BUF_STS1フラグは、“002”から“012”に更新されます。
・IN FIFOに2バッファデータが書き込まれており、これ以上IN FIFOにデータが書き込めない状態
の時、IN_BUF_STS0とIN_BUF_STS1フラグは、“012”から“112”に更新されます。

USB FCUは、IN FIFO内のデータを1パケットサイズ(EPxIMPに設定した最大パケットサイズ)に分
割し、順にホストPCに送信します(最後の1パケットがEPxIMPに設定したサイズより小さい場合は、
ショートパケットとして送信します)。
1バッファのすべてのデータをホストへ送信終了後、IN_BUF_STS0とIN_BUF_STS1フラグは更新
されます。
・IN FIFOにもう1バッファデータが存在する時、IN_BUF_STS0とIN_BUF_STS1フラグは、“112”
から“012”に更新されます。
・IN FIFOにデータが存在しない時、IN_BUF_STS0とIN_BUF_STS1フラグは、“012”から“002”
に更新されます。

3. AUTO_SET許可、連続送信モード禁止時：
○シングルバッファモード時
IN FIFOへ最大パケットサイズ分の1データパケットを書き込み完了後、対応するEPxICSの
IN_BUF_STS0とIN_BUF_STS1フラグは、SET_IN_BUF_RDYビットを“1”にセットすることなく、
自動的に“002”から“112”に更新されます。ショートパケット（最大パケットサイズより小さい）
を書き込んだ場合、これらのフラグは自動的に更新されません。ショートパケット時は、ソフトウ
エアでSET_IN_BUF_RDYビットを“1”にセットしてください。
データパケットをホストへ送信終了すると、IN_BUF_STS0とIN_BUF_STS1フラグは、“112”か
ら“002”に自動的に更新されます。
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○ダブルバッファモード時
IN FIFOへ最大パケットサイズ分の1データパケットを書き込み完了後、SET_IN_BUF_RDYビット
を“1”にセットすることなく、自動的に対応するEPx ICSのIN_BUF_STS0とIN_BUF_STS1フラグを
更新します。
・IN FIFOにダブルバッファのうち最初の1パケットが書き込まれており、2 つ目のデータパケット
が書き込める状態の時（1バッファ空きあり）、IN_BUF_STS0とIN_BUF_STS1フラグは、“002”
から“012”に更新されます。
・IN FIFOに2データパケットが書き込まれた状態の時（両方のバッファにデータあり）、IN_BUF_STS0
とIN_BUF_STS1フラグは、“012”から“112”に更新されます。

ショートパケット（最大パケットサイズより小さい）をIN FIFOに書き込んだ場合、IN_BUF_STS0
とIN_BUF_STS1フラグは自動的に更新されません。ショートパケット時は、ソフトウエアで
SET_IN_BUF_RDYビットを“1”にセットしてください。
1データパケットをホストへ送信終了後、IN_BUF_STS0とIN_BUF_STS1フラグは次のように更新さ
れます。
・IN FIFOに1データパケットが存在する時、IN_BUF_STS0とIN_BUF_STS1フラグは、“112”から
“012”に更新されます。
・IN FIFOにデータパケットが存在しない時、IN_BUF_STS0とIN_BUF_STS1フラグは、“012”から
“002”に更新されます。

4. AUTO_SET許可、連続送信モード許可時：
○シングルバッファモード時
設定したバッファサイズ(EPxIFCのBUF_SIZで指定)分のデータをIN FIFOに書き込み完了後、対応
するEPx ICSの IN_BUF_STS0とIN_BUF_STS1フラグは、SET_IN_BUF_RDYビットを“1”にセット
することなく、自動的に“002”から“112”に更新されます。設定したバッファサイズより小さい
データをIN FIFOに書き込んだ場合、IN_BUF_STS0とIN_BUF_STS1フラグは自動的に更新されませ
ん。この場合、ソフトウエアでSET_IN_BUF_RDYビットを“1”にセットしてください。
USB FCUは、IN FIFO内のデータを1パケットサイズ(EPxIMPに設定した最大パケットサイズ)に分
割し、順にホストPCに送信します(最後の1パケットがEPxIMPに設定したサイズより小さい場合は、
ショートパケットとして送信します)。
データをホストへ送信終了すると、IN_BUF_STS0とIN_BUF_STS1フラグは、“112”から“002”
に自動的に更新されます。

○ダブルバッファモード時
設定したバッファサイズ(EPxIFCのBUF_SIZで指定)分のデータをIN FIFOに書き込み完了後、対応
するEPx ICSのSET_IN_BUF_RDYビットを“1”にセットすることなくIN_BUF_STS0とIN_BUF_STS1
フラグは次のように更新されます。
・IN FIFOにダブルバッファのうち最初の1バッファ分（BUF_SIZで指定）が書き込まれており、2 つ
目のバッファに書き込める状態の時、IN_BUF_STS0とIN_BUF_STS1フラグは、“002”から“012”
に更新されます。
・IN FIFOに2バッファ分のデータ（BUF_SIZで指定したバイト数×2)が書き込まれた状態の時、
IN_BUF_STS0とIN_BUF_STS1フラグは、“012”から“112”に更新されます。

設定したバッファサイズより小さいデータをIN FIFOに書き込んだ場合、IN_BUF_STS0と
IN_BUF_STS1フラグは自動的に更新されません。この場合、データの送信準備が完了していること
を示すため、SET_IN_BUF_RDYビットを“1”にセットしてください。
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表1.13.1　エンドポイント1～4 IN FIFOの状態

IN_BUF_STS1     IN_BUF_STS0 シングルバッファ ダブルバッファ

    (IN FIFOサイズ はBUF_SIZ(*1)で指定) 　 (IN FIFOサイズ =

 BUF_SIZ(*1) で指定したバイト数×2)

0        0 データなし データなし

1バッファ分空きあり 2バッファ分空きあり

0        1 無効 1データあり
1データ分空きあり

1         0 無効 無効

1         1 1データあり 2データあり
IN FIFO空きなし IN FIFO空きなし

USB FCUは、IN FIFO内のデータを1パケットサイズ(EPxIMPに設定した最大パケットサイズ)に分
割し、順にホストPCに送信します(最後の1パケットがEPxIMPに設定したサイズより小さい場合は、
ショートパケットとして送信します)。
ホストへ1バッファ分のデータ送信後、N_BUF_STS0とIN_BUF_STS1フラグは以下のように更新さ
れます。
・IN FIFOにもう1バッファ分のデータが残っていれば、IN_BUF_STS0とIN_BUF_STS1フラグは、
“112”から“012”に更新されます。
・IN FIFOにデータが存在しない時、IN_BUF_STS0とIN_BUF_STS1フラグは、“012”から“002”
に更新されます。

エンドポイントIN FIFOフラッシュ
ソフトウエアによるフラッシュ、又は、ハードウエアフラッシュすると、連続、非連続モードに関
わらずUSB FCUはホストへIN FIFOのデータが送信終了されたように動作します。IN FIFOに1バッファ
データが存在する時、１回フラッシュするとIN FIFOが空になります。IN FIFOに2バッファデータ存
在する場合、１回のフラッシュで、IN FIFO内の古い方のバッファデータのみが破棄されます。IN FIFO
をフラッシュすることにより、対応するEPx ICSのIN_BUF_STS0とIN_BUF_STS1フラグは以下のよう
に更新されます。

AUTO FLUSH機能
この機能はダブルバッファでのアイソクロナス転送においてご使用ください。
USB ISO制御レジスタのAUTO_FLUSHビットを設定することにより、アイソクロナス転送におけ
る送信パケットデータ破棄を制御します。このビットは、ISO_UPDが“1”（ISOアップデイト許可）
の時のみ使用可能です。アイソクロナス転送のINエンドポイント(1～4)にのみ有効です。
ISO_UPD=“1”、AUTO_FLUSH=“1”、かつ、エンドポイントIN のISOビット=“1”の場合、
USBファンクション制御ユニットはSOFパケット検出時に（ホストPCから、又は、artificial SOF)、
IN_BUF_STS1とIN_BUF_STS0がともに“1”(IN FIFOフル状態)ならば、自動的にIN FIFO内の古い
データパケットを破棄します。

*1.　EPxIFC, bit 6～9
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エンドポイント1～4受信(OUT)
対応するEPx OCSのOUT_BUF_STS1フラグが“1”の時、受信データをUSBエンドポイントx OUT FIFO
データレジスタから読み出してください。内部リードポインタがワードアクセス時では2、バイトアクセ
ス時では1、自動的にインクリメントされます。受信データを読み出したら、EPxOCSのCLR_OUT_BUF_RDY
ビットを“1”にセットしてください。これにより、OUT FIFOの状態によってEPx OCSのOUT_BUF_STS0
フラグとOUT_BUF_STS1フラグが更新されます。
ユーザシステムに応じて各USBエンドポイントのOUT FIFOサイズ、OUT FIFO配置位置を設定できま
す。OUT FIFOサイズ、OUT FIFO開始ロケーション、ダブルバッファモード許可は、USBエンドポイン
トx  OUT FIFOコンフィグレーションレジスタ(EPxIFC)で設定してください。1つのエンドポイントに対
してOUT FIFOサイズは64バイト単位で最高1024バイトまで設定できます。ダブルバッファモードを許可
すると、設定したバッファサイズ(BUF_SIZで指定)の2倍がOUT FIFOとして使用できます。
連続受信モードは、エンドポイント1-4 OUTバルク転送でのみ設定できます。EPxOFCの連続受信許可
ビットを“1”にセットすることにより、連続受信モードを許可します。USB FCUは、ホストPCから受
信したデータを1パケットサイズ(EPxOMPに設定した最大パケットサイズ)ずつ順にOUT FIFOに書き込み
ます(最後の1パケットがEPxOMPに設定したサイズより小さい場合は、ショートパケットとして受信し
ます)。連続受信モード許可時、ホストPCからの受信データがバッファサイズと同じであるか、ショート
パケットを含むかユーザシステムで把握しておく必要があります。
AUTO_CLR機能は、EP1-4 OUTの連続受信モード時、連続受信モード禁止時共に有効です（エンドポ
イント0では使用できません）。EPxOCSのAUTO_CLRビットを“1”にセットすることにより、AUTO_CLR
機能が許可されます。AUTO_CLR許可時、OUT FIFOから受信データを読み出すと、CLR_OUT_BUF_RDY
ビットを“1”にセットすることなくOUT_BUF_STS0フラグとOUT_BUF_STS1フラグが更新されます。

1. AUTO_CLR禁止、連続受信モード禁止時：
○シングルバッファモード時
ホストから1データパケットを受信完了後、対応するEPxOCSのOUT_BUF_STS1とOUT_BUF_STS0
フラグは、“002”から“112”に自動的に更新されます。
OUT FIFOからデータパケットを読み出した後、CLR_OUT_BUF_RDYビットを“1”にセットして
ください。それにより、OUT_BUF_STS1とOUT_BUF_STS0フラグは、“112”から“002”に更新さ
れます。

○ダブルバッファモード時
ホストから1データパケットを受信完了後、対応するEPxOCSのOUT_BUF_STS1とOUT_BUF_STS0
フラグは以下のように更新されます。
・OUT FIFOにダブルバッファのうち最初の1パケットが書き込まれており、2 つ目のパケットが書
き込める状態の時、OUT_BUF_STS1とOUT_BUF_STS0フラグは、“002”から“102”に更新され
ます。
・OUT FIFOに2データパケットが書き込まれた時、OUT_BUF_STS1とOUT_BUF_STS0フラグは、
“102”から“112”に更新されます。

1パケットをOUT FIFOから読み出し終了後、CLR_OUT_BUF_RDYビットを“1”にセットしてくだ
さい。それにより、OUT_BUF_STS1とOUT_BUF_STS0フラグは、次のように更新されます。
・OUT FIFOにもう一つデータパケットが存在する時、OUT_BUF_STS1とOUT_BUF_STS1フラグは、
“112”から“102”に更新されます。
・OUT FIFOにデータパケットが存在しない時、OUT_BUF_STS1とOUT_BUF_STS1フラグは、“102”
から“002”に更新されます。
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2. AUTO_CLR禁止、連続受信モード時：
○シングルバッファモード時
バッファサイズ(EPxOFCのBUF_SIZで指定)のデータ、又は、ショートパケットをホストから受信
終了後、対応するEPx OCSのOUT_BUF_STS1とOUT_BUF_STS0フラグは“002”から“112”に更新
されます。
OUT FIFOからデータを読み出した後、CLR_OUT_BUF_RDYビットを“1”にセットしてください。
それにより、OUT_BUF_STS1とOUT_BUF_STS0フラグは、“112”から“002”に更新されます。

○ダブルバッファモード時
バッファサイズ(EPxOFCのBUF_SIZで指定したバイト数の2倍)のデータ、又は、ショートパケッ
トをホストから受信完了後、対応するEPx OCSのOUT_BUF_STS1とOUT_BUF_STS0フラグは以下の
ように更新されます。
・OUT FIFOにダブルバッファのうち1バッファ目に受信データが書き込まれており、2 バッファ目
にデータを受信できる状態の時、OUT_BUF_STS1とOUT_BUF_STS1フラグは、“002”から“102”
に更新されます。
・OUT FIFOに2バッファ分のデータを受信した時、OUT_BUF_STS1とOUT_BUF_STS1フラグは、
“102”から“112”に更新されます。

1バッファ分のデータをOUT FIFOから読み出し終了後、CLR_OUT_BUF_RDYビットを“1”にセッ
トしてください。それにより、OUT_BUF_STS1とOUT_BUF_STS0フラグは、次のように更新されま
す。
・OUT FIFOにもう1バッファ分データが存在する時、OUT_BUF_STS1とOUT_BUF_STS1フラグは、
“112”から“102”に更新されます。
・OUT FIFOにデータパケットが存在しない時、OUT_BUF_STS1とOUT_BUF_STS1フラグは、“102”
から“002”に更新されます。

3. AUTO_CLR許可、連続受信モード禁止時：
○シングルバッファモード時
ホストから1 パケットデータ受信完了後、対応するEPx OCSのOUT_BUF_STS1とOUT_BUF_STS0
フラグは“002”から“112”に更新されます。OUT FIFOから1パケットデータを読み出した後、
CLR_OUT_BUF_RDYビットを“1”にセットすることなく、OUT_BUF_STS1とOUT_BUF_STS0フラ
グは、“112”から“002”に自動的に更新されます。

○ダブルバッファモード時
ホストから1 パケットデータ受信完了後、対応するEPxOCSのOUT_BUF_STS1とOUT_BUF_STS0
フラグは以下のように更新されます。
・OUT FIFOにダブルバッファのうち1バッファ目にパケットデータがあり、2バッファ目にデータパ
ケットを受信できる状態の時、OUT_BUF_STS1とOUT_BUF_STS1フラグは、“002”から“102”
に更新されます。
・OUT FIFOに2バッファデータがある時、OUT_BUF_STS1とOUT_BUF_STS1フラグは、“102”か
ら“112”に更新されます。

1パケットデータをOUT FIFOから読み出し終了後、CLR_OUT_BUF_RDYビットを“1”にセットす
ることなく、OUT_BUF_STS1とOUT_BUF_STS0フラグは、次のように更新されます。
・OUT FIFOにもう一つバッファデータが存在する時、OUT_BUF_STS1とOUT_BUF_STS1フラグは、
“112”から“102”に更新されます。
・OUT FIFOにデータパケットが存在しない時、OUT_BUF_STS1とOUT_BUF_STS1フラグは、“102”
から“002”に更新されます。
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4. AUTO_CLR許可、連続受信モード許可時：
○シングルバッファモード時
EPxOFCのBUF_SIZと等しいサイズのデータ、又は、ショートパケットをホストから受信完了後、
対応するEPx OCSのOUT_BUF_STS1とOUT_BUF_STS0フラグは、“002”から“112”に自動的に更
新されます。
OUT FIFOから受信したデータを全て読み出した後、CLR_OUT_BUF_RDYビットを“1”にセット
することなく、OUT_BUF_STS1とOUT_BUF_STS0フラグは、“112”から“002”に自動的に更新さ
れます。

○ダブルバッファモード時
バッファサイズ(EPxOFCのBUF_SIZで指定したバイト数の2倍)のデータ、又は、ショートパケッ
トをホストから受信完了後、対応するEPxOCSのOUT_BUF_STS1とOUT_BUF_STS0フラグは以下の
ように更新されます。
・OUT FIFOにダブルバッファのうち1バッファ目に受信データが書き込まれており、2 バッファ目
にデータを受信できる状態の時、OUT_BUF_STS1とOUT_BUF_STS1フラグは、“002”から“102”
に更新されます。
・OUT FIFOに2バッファ分のデータを受信した時、OUT_BUF_STS1とOUT_BUF_STS1フラグは、
“102”から“112”に更新されます。

データをOUT FIFOから読み出し終了後、CLR_OUT_BUF_RDYビットを“1”にセットすることな
く、OUT_BUF_STS1とOUT_BUF_STS0フラグは、次のように更新されます。
・OUT FIFOにもう1バッファデータが存在する時、OUT_BUF_STS1とOUT_BUF_STS1フラグは、
“112”から“102”に更新されます。
・OUT FIFOにデータが存在しない時、OUT_BUF_STS1とOUT_BUF_STS1フラグは、“102”から
“002”に更新されます。

エンドポイントOUT FIFOフラッシュ
ソフトウエアフラッシュすると、USB FCUはOUT FIFO内の全データを読み出したように動作しま
す。OUT_BUF_STS1フラグが“1”の時のみ（OUT FIFOに受信データが1、又は2パケット存在する
ことを示す）、FLUSHビットを“1”にセットしてください。OUT FIFOに1パケットのみ存在する場
合、１回フラッシュするとOUT FIFOが空になります。OUT FIFOに2バッファデータ存在する場合、
１回のフラッシュで、OUT FIFO内の古い方のバッファデータが破棄されます。OUT FIFOをフラッシュ
することにより、対応するEPx OUT CSRのOUT_BUF_STS1とOUT_BUF_STS0フラグは以下のように
更新されます。

表1.13.2.　エンドポイント1～4 OUT FIFOの状態

   OUT_BUF_STS1   OUT_BUF_STS0 シングルバッファ ダブルバッファ

(OUT FIFO サイズはBUF_SIZ(*1)で指定)　(OUT FIFOサイズ=

BUF_SIZ(*1)で指定したバイト数×2)

0 0 データなし データなし

1バッファ分空きあり 2バッファ分空きあり

0 1 無効 無効

1 0 無効 1データあり
1データ分空きあり

1 1 1データあり 2データあり
OUT FIFO空きなし OUT FIFO空きなし

*1.　EPxOFC, bit 6～9
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トグルの初期化
トグルの初期化は、バルク転送、又はインタラプト転送において必要となります。
送信(IN)エンドポイントのデータトグルシーケンスビットを初期化(次のデータパケットをDATA0にセッ
ト)したい場合、TOGGLE_INITビット(EPxICSのビット5)を“1” にセットしてください。このビットは
自動的に“0” にクリアされます。
受信(OUT)エンドポイントのデータトグルシーケンスビットを初期化(次のデータパケットをDATA0に
セット)したい場合、TOGGLE_INITビット(EPxOCSのビット9)を“1” にセットしてください。このビッ
トは自動的に“0” にクリアされます。

USB割り込み
USB割り込みには、USBエンドポイント0割り込み、USB機能割り込み、USBリセット割り込み、USB
サスペンド割り込み、USBレジューム割り込み及びUSB SOF(スタート・オブ・フレーム)割り込みがあ
ります。

●USBエンドポイント0割り込み
USBエンドポイント0割り込み制御レジスタ(EP0IC: 004616番地)で割り込み優先レベルを設定してく
ださい。以下のいずれかの要因により、EP0ICの割り込み要求ビットが“1” にセットされ、USBエ
ンドポイント0割り込みが発生します。
・データ受信完了
・データ送信完了
・EP0CSレジスタのDATA_ENDフラグが“0” にクリアされた時
・EP0CSレジスタのSETUP_ENDフラグが“1”にセットされた時 (「USB機能の注意事項」を参照)

●USB機能割り込み
USB機能割り込みは、データのフロー制御に使用する割り込みです。データの送受信終了、オーバ
ラン/アンダーラン発生時に割り込み要求が発生します。エンドポイントx IN割り込み、エンドポイン
トx OUT割り込み、エラー割り込みがあります。
USB機能割り込みを使用する場合は、USBIEの対応するビットを“1”に、またUSB機能割り込み
制御レジスタ(USBFIC: 005D16番地)で割り込み優先レベルを設定してください。
エンドポイントx(x=1～4) IN割り込みは、USBISのUSBエンドポイントx IN割り込みステータスフ
ラグ(INTST0,2,4,6)が“1”のとき、割り込み要求が発生します。USBエンドポイントx IN割り込みス
テータスフラグは、次のいずれかの場合に“1”にセットされます。
・USBエンドポイント許可レジスタ(USBEPEN: 028E16番地)の対応するビットが“1”にセットされ
た時（エンドポイントが禁止状態から、許可された時）
・1データ送信完了時
・IN FIFOに1、又は2パケットデータが存在する時、ハードウエアのオートフラッシュが実行された
か、叉はEPxICSのFLUSHビットに“1”をセットした時
・コントロールRead転送の最後のデータステージでACKが破損した場合 (「USB機能の注意事項」
を参照)

エンドポイントx(x=1～4) OUT割り込みは、USBISのUSBエンドポイントx OUT割り込みステータ
スフラグ(INTST3,5,7,9)が“1”のとき、割り込み要求が発生します。USBエンドポイントx OUT割り
込みステータスフラグは、次の場合に“1”にセットされます。
・1データ受信完了
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エラー割り込みは、USBISのエラー割り込みステータスフラグ(INTST8)が“1”のとき、割り込み
要求が発生します。INTST8は、以下のいずれかの場合に“1”にセットされます。
・EP0CSのFORCE_STALLフラグが“1”
・EP0CSのSETUP_ENDフラグが“1”
・USBエンドポイントx IN制御/ステータスレジスタ(EPxICS：029E16, 02A416, 02AA16, 02B016番地)
のUNDER_RUNフラグが“1”
・EPxOCSのOVER_RUNフラグが“1”
・USBエンドポイントx OUT制御/ステータスレジスタ(EPxOCS: 02B616, 02BE16, 02C616, 02CE16番地)
のFORCE_STALLフラグが“1”
・USBエンドポイントx OUT制御/ステータスレジスタ(EPxOCS: 02B616, 02BE16, 02C616, 02CE16番地)
のDATA_ERRフラグが“1”

○エンドポイント0割り込み要因のマスク機能
USBエンドポイント0制御/ステータスレジスタのDATA_END_MASKビットを設定することにより、
DATA_ENDフラグのクリアをエンドポイント0割り込み要因とするか、しないかを制御できます。
リセット時、DATA_ENDフラグのクリアをマスクします（DATA_ENDフラグのクリアは、エンド
ポイント0割り込み要因にはなりません）。

●USBリセット割り込み
USBリセット割り込みは、USBファンクション制御ユニットがホストCPUからのリセット信号を検
出(少なくともD+/D-ラインにSE0を2.5μs間検出)したときに発生する割り込みです。USBリセット割
り込みを使用する場合は、USBリセット割り込み制御レジスタ(RSTIC: 005A16番地)で割り込み優先レ
ベルを設定してください。
USBリセット割り込みが発生すると、すべてのUSB内部レジスタはリセット時の状態になります。
通信を再開するには、各エンドポイントの初期設定が必要です。

●USBサスペンド割り込み
USBサスペンド割り込みは、D+/D-ライン上に3ms間アクティビティが検出されなかった場合に、USB
パワー制御レジスタ(USBPM: 028216番地)のサスペンドステータスフラグがセットされ、同時にUSB
サスペンド割り込みが発生します。USBサスペンド割り込みを使用する場合は、USBサスペンド割り
込み制御レジスタ( SUSPIC: 005616番地)で割り込み優先レベルを設定してください。

●USBレジューム割り込み
ホストCPUからのレジューム信号(サスペンド検出状態でD+/D-ライン上にアクティビティ)を検出し
た場合に、USBレジューム割り込み制御レジスタ(RSMIC: 005816番地)のレジューム割り込み要求ビッ
トが“1”になり、USBレジューム割り込みが発生します。USBレジューム割り込みを使用する場合
は、RSMICで割り込み優先レベルを設定してください。

●USB SOF割り込み
アイソクロナス転送時に使用します。SOFパケット受信時、割り込み要求が発生します。USB SOF
割り込みを使用する場合は、USB SOF割り込み制御レジスタ(SOFIC: 005B16番地)で割り込み優先レ
ベルを設定してください。

_______

アイソクロナス転送時、USB制御レジスタ(USBC: 000C16番地)のUSB SOFポート選択ビットを“1”
_______

にすることにより、P92をSOF出力端子として使用できます(P92を出力に設定してください)。ホスト
からSOF信号を受信するたびに、約166ns(USBクロック12MHZの2周期)の間、“L”をP92から出力し
ます。
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○Artificial SOF機能
ホストPCからのSOFパケットが何らかの要因で破壊され、前のフレーム開始から1ms経過しても
有効なSOFパケットを受信しなかった場合に、擬似SOF受信動作を行います(USB SOF割り込み要求
も発生します)。これにより、SOF パケットが何らかの要因で破壊された場合も次のSOFパケットを
待つことなく、新しいフレームを形成することが可能です。擬似SOF受信動作は、有効なSOFパケッ
トを2回受信した後、1回機能します。Artificial SOF機能を許可するためにはUSB ISO制御レジスタ
(USBISOC: 028C16番地)のArtificial SOF許可ビットを“1”にセットしてください。

サスペンド/レジューム機能
ホストCPUからサスペンド信号を受信すると(D+/D-ライン上に3ms間アクティビティがない場合)、M30245
グループは、USBパワー制御レジスタ(USMPM: 028216番地)のサスペンドステータスフラグ(SUSPEND)
を“1”にセットし、同時にUSBサスペンド割り込みを発生させます。

USBサスペンド時、ストップモードに移行させ、サスペンドモードからの復帰割り込み待ちとなりま
す。ここで変更した処理はサスペンドモードからの復帰割り込み処理が終了してから、必要に応じて元
に戻してください(割り込み許可フラグを“0”にして多重割り込みを禁止し、使用する割り込みの優先
レベルを元に戻す。プロテクトレジスタのビットセット等)。
サスペンドモードからの復帰は、USBレジューム割り込みで行います。サスペンドモード中にホスト
CPUからレジューム信号を受信すると(サスペンド検出状態でD+/D-ライン上にアクティビティを検出し
た場合)、USBレジューム割り込み要求が発生します。USBレジューム割り込み以外の処理(リモートウエ
イクアップ)で復帰する場合は、復帰に使用する割り込みの割り込み制御レジスタを設定してください。
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USB関連SFR
USBエンドポイントx(x=0～4) IN FIFOデータレジスタ(EPxI)とUSBエンドポイントx(x=0～4) OUT FIFO
データレジスタ(EPxO)、USB制御レジスタ(USBC)、USB接続/非接続レジスタ(USBAD)以外のすべてのUSB
関連レジスタ(16ビットのレジスタ）は、ワードアクセス、バイトアクセスが可能です。EPxI、EPxOに
ワードアクセスした場合、下位バイトのみアクセスされます。8ビットレジスタのUSBC、USBADにはバ
イトアクセスのみ可能です。
ソフトウエアリセット後、すべてのUSB関連レジスタの内容は保持されます。

図1.13.2にUSB制御レジスタを示します。USB機能を使用する場合、USBクロック許可ビットを“1”
にセットしてから、USB許可ビットを“1”にしてください。このレジスタは、USBリセット信号の影響
を受けません。USB許可後(USBC7=“1”)、他のUSBレジスタを操作する場合は最低187.5ns (BCLKの3
サイクル)の遅延が必要です。

シンボル アドレス リセット時
 USBC 000C16番地 0016

USB制御レジスタ

USBC5

USBC7

ビット名 機　　能ビットシンボル WR

○○

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

○○

○○

○○
0 : USBブロック禁止(注2)
1 : USBブロック許可

0 : 48MHzのクロック供給禁止
1 : 48MHzのクロック供給許可USBクロック許可ビット

USB許可ビット(注1)

0 0

予約ビット 必ず“0”を設定してください

0

USBC6 USB SOFポート選択ビット
0 : SOF出力禁止(注1)
1 : SOF出力許可

注1.　入出力ポートP92として使用時。
注2.　USB許可ビット=“0”の時、USB内部レジスタはデフォルト状態時の値を保持します。

0 0

図1.13.2.　USB制御レジスタの構成



USB機能

Rev.2.00    2006.10.03    page 89 of 279
RJJ03B0006-0200

M30245グループ

図1.13.3にUSB接続/非接続レジスタを示します。この機能はUSBケーブルを物理的に切断することな
く、USB通信規格におけるUSBホストからの接続/非接続を制御するものです。
Vbus検出許可ビットについては「Vbus検出」の項をご参照ください。

USB接続/非接続レジスタ

接続/非接続選択ビット

0 : 入出力ポートP90
1 : P90をD+への3.3V電源供給端子と　 
して使用する。

ビット名 機　　能ビットシンボル WR

○○

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

○○

○○

P90_SECOND　 

ATTACH/
DETACH

ポートP90制御ビット

0 0 0 00

予約ビット 必ず“0”を設定してください

0 : 非接続
1 : 接続

シンボル アドレス リセット時
 USBAD 001F16番地 0016

VBDT Vbus検出許可ビット
0 : 禁止
1 : 許可

○○

図1.13.3.　USB接続/非接続レジスタの構成

図1.13.4にUSBアドレスレジスタを示します。ホストコンピュータから割り当てられた7ビットのUSB
ファンクション制御ユニットの自己アドレスを保持します。リセット時、デバイスが未構成状態では、
このレジスタの値は“0016” です。
USBブロックを禁止(USB制御レジスタのビット7を“0” )にしたときも、このレジスタは“0” にな
ります。USBアドレスレジスタの書き換えは、次の手順で行ってください。

●デバイスがデフォルトステート(USBアドレスレジスタ値が“0”)の場合
(1)　ホストよりSET_ADDRESSリクエスト受信時、USBアドレスレジスタに新しい自己アドレスデー
　タを格納してください。
(2)　SET_ADDRESSリクエストのステータスフェーズが完了すると、(1)で書き込んだアドレスに書
　きかわります。ステータスフェーズが正常に終了しない場合、アドレスは書きかわりません。
●デバイスがアドレスステート(USBアドレスレジスタ値が“0”以外)の場合
(1)　ホストよりSET_ADDRESSリクエスト受信時、SET_ADDRESSリクエストのステータスフェー
　ズが完了するのを確認します。
(2)　USBアドレスレジスタに新しい自己アドレスデータを格納します。

b0

000000000
シンボル アドレス リセット時 
USBA 028016 000016

ホストCPUから割り当てられた7ビット�
のUSBアドレスを格納します。�

ビット名� 機　　能� WR

○�○�

○�○�

FUNAD6～0 プログラマブル機能アドレス�

予約ビット� 必ず“0”を設定してください�

ビットシンボル�

USBアドレスレジスタ�

(b8)�
 b0

(b15)�
   b7 b7

図1.13.4.　USB機能アドレスレジスタの構成
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図1.13.5にUSBパワー制御レジスタを示します。USBファンクション制御ユニットの電源制御に使用し
ます。

b0

000000000
シンボル アドレス リセット時 
USBPM 028216 000016

ビット名� 機　　能� WR

×�
�

○�

○�○�

予約ビット� 必ず“0”を設定してください�

ビットシンボル�

USBパワー制御レジスタ�

SUSPEND　 0 : 下記以外�
1 : サスペンド信号を検出(注1)

サスペンドステータスフラグ�

0 : リモートウエイクアップ信号を�
　送信終了�
1 : リモートウエイクアップ信号を�
　　送信(注3)

USBリモートウエイクアップ�

00000

WAKEUP　 

○�○�

(注2)

注1.　WAKEUP=“1”、又はレジューム信号受信時、“0”にクリされます。�
注2.　書き込み時は“0”にしてください。�
注3.　SUSPENDが“1”の時、このビットを“1”にしてください(1ms～15msの間“1”を�
　　　保持してください)。�

(b8)�
 b0

(b15)�
   b7 b7

図1.13.5.　USBパワー制御レジスタの構成
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図1.13.6にUSB機能割り込みステータスレジスタを示します。
各USB機能割り込み要求が発生すると、対応するビットが“1”にセットされます。USB機能割り込み
クリアレジスタの対応するビットに“1”を設定することにより、“1”にセットされた各割り込みステー
タスフラグを“0”クリアできます。
INTST0, INTST2, INTST4, INTST6は、以下の場合、“1”にセットされます。
・エンドポイントが禁止状態から、許可されたとき
・1バッファデータの送信が成功とき
・IN FIFOにバッファデータが存在するとき、AUTO FLUSH、又はFLUSHビット(EPxICSのビット6)の
“1”セットによりバッファフラッシュが実行されたとき

INTST1, INTST3, INTST5, INTST7は、以下の場合、“1”にセットされます。
・1データの受信が成功したとき

INTST8は各エンドポイントでエラーが発生したかどうか示します。
以下の場合、“1”にセットされます。
・エンドポイント0のEP0CSR4(FORCE_STALL)フラグが“1”にセットされたとき
・エンドポイント0のEP0CSR5(SETUP_END)フラグが“1”にセットされたとき
・エンドポイント1～4 IN のINXCSR2(UNDER_RUN)フラグが“1”にセットされたとき
・エンドポイント1～4 OUTのOUTxCSR2(OVER_RUN)フラグが“1”にセットされたとき
・エンドポイント1～4 OUTのOUTxCSR3(FORCE_STALL)フラグが“1”にセットされたとき
・エンドポイント1～4 OUTのOUTxCSR4(DATA_ERR)フラグが“1”にセットされたとき

図1.13.6.　USB機能割り込みステータスレジスタの構成

b7 b0

0000000
シンボル アドレス リセット時 
USBIS 028416 000016

ビット名� 機　　能� WR

×�○�

予約ビット�

ビットシンボル�

USB機能割り込みステータスレジスタ（注1)

INTST0　 0 : 割り込み要求なし�
1 : 割り込み要求発生�

エンドポイント1 IN�
割り込みステータスフラグ�

○�

(b8)�
 b0

(b15)�
   b7

INTST1　 エンドポイント1 OUT�
割り込みステータスフラグ�

INTST2　 エンドポイント2 IN�
割り込みステータスフラグ�

INTST3　 エンドポイント2 OUT�
割り込みステータスフラグ�

INTST4　 エンドポイント3 IN�
割り込みステータスフラグ�

INTST5　 エンドポイント3 OUT�
割り込みステータスフラグ�

INTST6　 エンドポイント4 IN�
割り込みステータスフラグ�

INTST7　 エンドポイント4 OUT�
割り込みステータスフラグ�

INTST8　 エラー割り込みステータスフラグ�

×�

注1．読み出し専用レジスタです。�

読み出し時、“0”です。�



USB機能

Rev.2.00    2006.10.03    page 92 of 279
RJJ03B0006-0200

M30245グループ

図1.13.7にUSB機能割り込みクリアレジスタを示します。
割り込みステータスクリアフラグに“1”をセットすることにより、USBISの対応するUSB機能割り込
みステータスフラグがクリアされます。

図1.13.7.　USB機能割り込みクリアレジスタの構成

b7 b0

0000000
シンボル アドレス リセット時 
USBIC 028616 000016

ビット名� 機　　能� WR

○�×�

予約ビット� 必ず“0”を設定してください�

ビットシンボル�

USB機能割り込みクリアレジスタ（注1)

INTCL0　 0 : �
1 : 割り込みステータスフラグを�
　クリア�

エンドポイント1 IN�
割り込みステータスクリアフラグ�

○�

注1.　書き込み専用レジスタです。�

(b8)�
 b0

(b15)�
   b7

INTCL1　 エンドポイント1 OUT�
割り込みステータスクリアフラグ�

INTCL2　 エンドポイント2 IN�
割り込みステータスクリアフラグ�

INTCL3　 エンドポイント2 OUT�
割り込みステータスクリアフラグ�

INTCL4　 エンドポイント3 IN�
割り込みステータスクリアフラグ�

INTCL5　 エンドポイント3 OUT�
割り込みステータスクリアフラグ�

INTCL6　 エンドポイント4 IN�
割り込みステータスクリアフラグ�

INTCL7　 エンドポイント4 OUT�
割り込みステータスクリアフラグ�

INTCL8　 エラー割り込みステータスクリアフラグ�

×�



USB機能

Rev.2.00    2006.10.03    page 93 of 279
RJJ03B0006-0200

M30245グループ

図1.13.8にUSB機能割り込み許可レジスタを示します。USB機能割り込みを許可するためのレジスタで
す。“0”のとき、対応するUSB機能割り込みは発生しません。

図1.13.9にUSBフレームナンバーレジスタを示します。ホストコンピュータから受け取るSOFトークン
のフレームナンバーを格納する11ビットのレジスタです。

b7 b0

0000000
シンボル アドレス リセット時 
USBIE 028816 01FF16

ビット名� 機　　能� WR

○�

予約ビット� 必ず“0”を設定してください�

ビットシンボル�

USB機能割り込み許可レジスタ�

INTEN0　 0 : 割り込み禁止�
1 : 割り込み許可�

エンドポイント1 IN�
割り込み許可ビット�

○�○�

(b8)�
 b0

(b15)�
   b7

INTEN1　 エンドポイント1 OUT�
割り込み許可ビット�

INTEN2　 エンドポイント2 IN�
割り込み許可ビット�

INTEN3　 エンドポイント2 OUT�
割り込み許可ビット�

INTEN4　 エンドポイント3 IN�
割り込み許可ビット�

INTEN5　 エンドポイント3 OUT�
割り込み許可ビット�

INTEN6　 エンドポイント4 IN�
割り込み許可ビット�

INTEN7　 エンドポイント4 OUT�
割り込み許可ビット�

INTEN8　 エラー割り込み許可ビット�

○�

b0

00000
シンボル アドレス リセット時 
USBFN 028A16 000016

ビット名� 機　　能� WR

×�
�

○�

予約ビット� 読み出し時、“0”です。�
�

ビットシンボル�

USBフレームナンバーレジスタ（注1)

FN0～FN10 SOFトークンの11ビットの�
フレームナンバーが格納されます。�

SOFフレームナンバービット�

○�

(b8)�
 b0

(b15)�
   b7 b7

×�
�

注1．読み出し専用レジスタです。�

図1.13.9.　USBフレームナンバーレジスタの構成

図1.13.8.　USB機能割り込み許可レジスタの構成
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b7 b0

0000000
シンボル アドレス リセット時 
USBISOC 028C16 000016

ビット名 機　　能 WR

○○

予約ビット 必ず“0”を設定してください

ビットシンボル

USB ISO制御レジスタ

AUTO_FL 0 : 自動FIFOフラッシュ禁止
1 : 自動FIFOフラッシュ許可

AUTO_FLUSHビット

○○

注1.　読み出し時、常に“0”です。

(b8)
 b0

(b15)
   b7

ISO_UPD　 ISO_UPDATEビット

ART_SOF_ENA Artificial SOF許可ビット

ART_SOF_SET　 Artificial SOFステータスフラグ

CLR_ART_SOF Artificial SOFステータスクリアビット
(注1)

0000

0 : ISOアップデイト禁止
1 : ISOアップデイト許可

0 : Arithficial SOF禁止
1 : Arithficial SOF許可

0 : Arithficial SOF受信なし
1 : Arithficial SOF受信

0 : 動作なし
1 :Arithficial SOFステータスフラグを
　クリア

○○

○○

×○

○○

図1.13.10.　USB ISO制御レジスタの構成

図1.13.11にUSBエンドポイント許可レジスタを示します。
エンドポイント1～4において、使用するエンドポイントIN/OUT FIFOを許可します。エンドポイント
0は常に許可されており、ソフトウエアで禁止にすることはできません。リセット時、すべてのエンドポ
イントは禁止されています。

b7 b0

0000000
シンボル アドレス リセット時 
USBEPEN 028E16 000016

ビット名� 機　　能� WR

○�

予約ビット� 必ず“0”を設定してください�

ビットシンボル�

USBエンドポイント許可レジスタ�

EP1_OUT� 0 : 禁止�
1 : 許可�

エンドポイント1 OUT FIFO許可�

○�○�

(b8)�
 b0

(b15)�
   b7

EP1_IN　 エンドポイント1 IN FIFO許可�

○�

0

EP2_OUT� エンドポイント2 OUT FIFO許可�

EP2_IN　 エンドポイント2 IN FIFO許可�

EP3_OUT� エンドポイント3 OUT FIFO許可�

EP3_IN　 エンドポイント3 IN FIFO許可�

EP4_OUT エンドポイント4 OUT FIFO許可�

EP4_IN　 エンドポイント4 IN FIFO許可�

0 : 禁止�
1 : 許可�

○�○�

○�0 : 禁止�
1 : 許可� ○�

0 : 禁止�
1 : 許可�

○�○�

○�0 : 禁止�
1 : 許可� ○�

0 : 禁止�
1 : 許可�

○�○�

○�
0 : 禁止�
1 : 許可� ○�

0 : 禁止�
1 : 許可�

○�○�

図1.13.11.　USBエンドポイント許可レジスタの構成

図1.13.10にUSB ISO制御レジスタを示します。
エンドポイント1～4のアイソクロナス転送を制御し、各種ステータス情報を示します。
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図1.13.12にUSB DMAx(x=0～3)要求レジスタを示します。
DMAx(x=0～3)要因選択レジスタ(03B816, 03BA16,03B016,03B216番地)でUSBx(x=0～3)を選択した場合の
USBエンドポイントx(x=1～4) IN/OUT書き込み/読み出し要求を選択します。このレジスタで選択した割
り込みが発生すると、DMA転送が開始されます。これらのビットは、1ビットのみセットしてください。
同時に複数のビットがセットされた場合、要求は無効となります。

b7 b0

000000

シンボル アドレス リセット時 
USBDMAx�
(x=0～3)

029016, 029216, �
029416, 029616,

000016

ビット名� 機　　能� WR

○�

予約ビット� 必ず“0”を設定して�
ください。�

ビットシンボル�

USB DMAx(x=0～3)要求レジスタ�

エンドポイント1 OUT FIFO読み出し要求選択ビット�

○�○�

(b8)�
 b0

(b15)�
   b7

エンドポイント1 IN FIFO書き込み要求選択ビット�

○�

エンドポイント2 OUT FIFO読み出し要求選択ビット�

エンドポイント2 IN FIFO書き込み要求選択ビット�

エンドポイント3 OUT FIFO読み出し要求選択ビット�

エンドポイント3 IN FIFO書き込み要求選択ビット�

エンドポイント4 OUT FIFO読み出し要求選択ビット�

エンドポイント4 IN FIFO書き込み要求選択ビット�

○�○�

○�○�

○�○�

○�○�

○�○�

○�○�

○�○�

DMAxR1

DMAxR2

DMAxR3

DMAxR4

DMAxR6

DMAxR7

DMAxR8

DMAxR9

0 : 選択しない�
1 : 選択する�

0 : 選択しない�
1 : 選択する�

0 : 選択しない�
1 : 選択する�

0 : 選択しない�
1 : 選択する�

0 : 選択しない�
1 : 選択する�

0 : 選択しない�
1 : 選択する�

0 : 選択しない�
1 : 選択する�

0 : 選択しない�
1 : 選択する�

○�○�

○�○�

00

予約ビット�

予約ビット�

必ず“0”を設定して�
ください。�

必ず“0”を設定して�
ください。�

図1.13.12.　USB DMAx(x=0～3)要求レジスタの構成
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図1.11 13にUSBエンドポイント0制御/ステータスレジスタを示します。

b7 b0

00

シンボル アドレス リセット時 
EP0CS 029816 200016

ビット名� 機　　能� WR

○�

予約ビット� 必ず“0”を設定してください。�

ビットシンボル�

USBエンドポイント0制御/ステータスレジスタ�

EP0CSR0 0 : データパケット読み出し終了�
1 : データパケット受信終了�

CLR_OUT_BUF_RDYビット�

○�○�

(b8)�
 b0

(b15)�
   b7

IN_BUF_RDYフラグ�

×�

SET_IN_BUF_RDYビット�

SETUPフラグ�

CLR_SETUPビット�

DATA_ENDフラグ�

SEND_STALLビット�

FORCE_STALLフラグ�

○�

○�

○�

○�

○�

○�

○�○�

EP0CSR1

EP0CSR2

EP0CSR3

EP0CSR4

EP0CSR5

EP0CSR6

EP0CSR7

EP0CSR8

EP0CSR9

OUT_BUF_RDYフラグ�

SETUP_ENDフラグ�

0 : SETUPパケットデータを受信していない�
1 : SETUPパケットデータを受信�

0 : 下記以外�
1 : FIFOから最後のデータ読み出し/�
　FIFOへ最後のデータ書き込み終了�

0 : 下記以外�
1 : プロトコル違反検出�

0 : 下記以外�
1 : データ位相中に設定したサイズの�
　データ転送前に制御が終了�
0 : 動作なし�
1 : OUT_BUF_RDYフラグをクリアする�

0 : 動作なし�
1 : IN_BUF_RDYフラグを“1”にする�

0 : 動作なし�
1 : SETUPフラグをクリアする�

0 : 動作なし�
1 : DATA_ENDフラグを“1”にする�

○�○�

○�○�

○�○�

SET_DATA_ENDビット�

EP0CSR10 0 : 動作なし�
1 : FORCE_STALLフラグをクリアする�

○�○�CLR_FORCE_STALLビット�

EP0CSR11 0 : 動作なし�
1 : SETUP_ENDフラグをクリアする�

○�○�CLR_SETUP_ENDビット�

EP0CSR12
0 : 下記以外�
1 : STALLハンドシェイク信号を送信� ○�○�

DATA_END_MASKビット�EP0CSR13 0 : DATA_ENDフラグのクリアは�
　エンドポイント0割り込み要因になる�
1 : DATA_ENDフラグのクリアは�
　エンドポイント0割り込み要因にならない�

0 : データパケット送信終了�
1 : データパケット書き込み終了� ×�

×�

×�

×�

×�

(注1)

○�

(注1)

(注1)

(注1)

(注1)

(注1)

注1．読み出し時、常に“0”です。�

図1.13.13.　USBエンドポイント0制御/ステータスレジスタの構成
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図1.13.14にUSBエンドポイント0 最大パケットサイズレジスタを示します。
エンドポイント0 IN/OUTの最大パケットサイズを設定します。エンドポイント0の初期値は8バイトで
す。ホストCPUからGET_DESCRIPTORリクエスト実行時、このレジスタの値を変更してください。

図1.13.15にUSBエンドポイント0 OUT書き込みカウントレジスタを示します。
エンドポイントエンドポイント0 OUT FIFOに書き込まれた1バッファデータのバイト数を保持するレ
ジスタです。USBファンクション制御ユニットはホストCPUからのデータパケット受信完了時、このレ
ジスタの値を設定します。 1バッファデータ受信完了したら、このレジスタを読み出し、OUT FIFOから読
み出すデータのバイト数を決定してください。このレジスタの値は、OUT FIFOからデータを読み出して
もデクリメントされません。EP0CSRのCLR_OUT_BUF_RDYビットを“1”にセットすると、このレジス
タの値は“0”にクリアされます。

b0

00000
シンボル アドレス リセット時 
EP0MP 029A16 000816

ビット名� 機　　能� WR

○�

予約ビット� 必ず“0”を設定してください�
�

ビットシンボル�

USBエンドポイント0最大パケットサイズレジスタ�

EP0MP0～6 エンドポイント0 IN/OUTの最大パケット�
サイズ(n)を設定してください�

エンドポイント0�
最大パケットサイズ�

○�○�

(b8)�
 b0

(b15)�
   b7 b7

00

○�

00

図1.13.14.　USBエンドポイント0 最大パケットサイズレジスタの構成

b0

00000
シンボル アドレス リセット時 
EP0WC 029C16 000016

ビット名� 機　　能� WR

×�
�

○�

予約ビット� 書き込み時“0”をセットしてください�

ビットシンボル�

USBエンドポイント0 OUT書き込みカウントレジスタ�

EP0WC0�
～EP0WC7

エンドポイント0 OUT FIFO内のデータ�
のバイト数が格納されます�

エンドポイント0 OUT FIFO�
書き込み数�

○�○�

(b8)�
 b0

(b15)�
   b7 b7

000

図1.13.15.　USBエンドポイント0 OUT書き込みカウントレジスタの構成
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図1.13.16にUSBエンドポイントx IN制御/ステータスレジスタを示します。

b7 b0

00

シンボル アドレス リセット時 
EPxICS�
(x=1～4)

029E16, 02A416,�
02AA16,02B016番地�

000316

ビット名� 機　　能� WR

○�

予約ビット� 必ず“0”を設定してください。�

ビットシンボル�

USBエンドポイントx IN制御/ステータスレジスタ�

INxCSR0 EPx IN FIFOの状態を示します。�
b1  b0�
 0　0 : IN FIFOにデータなし�
 0　1 : シングルバッファ時：無効�
　　　 ダブルバッファ時：1データ存在�
 1　0 : シングルバッファ時：無効�
　　　 ダブルバッファ時：無効�
 1　1 : シングルバッファ時：1データ存在�
　　　 ダブルバッファ時：2データ存在�

CLR_UNDER_RUNビット�

○�○�

(b8)�
 b0

(b15)�
   b7

IN_BUF_STS1フラグ�

×�

SET_IN_BUF_RDYビット�

FLUSHビット�

SEND_STALLビット�

UNDER_RUNフラグ�

○�

○�

○�

○�○�

INxCSR1

INxCSR2

INxCSR3

INxCSR4

INxCSR5

INxCSR6

INxCSR7

INxCSR8

INxCSR9

IN_BUF_STS0フラグ�

0 : FIFOアンダーラン発生なし�
1 : FIFOアンダーラン発生�

0 : 動作なし�
1 : IN FIFOへデータ書き込み完了、�
　 INxCSR0,INxCSR1を更新する�

0 : 動作なし�
1 : UNDER_RUNフラグをクリアする�

0 : 動作なし�
1 : 次のデータPIDをDATA0に初期化する�

0 : 動作なし�
1 : IN FIFOの1データを破棄する�

0 : 下記以外�
1 : rate feedbackインタラプト転送の�
　エンドポイントに設定�

○�○�

○�○�

INTPTビット�

INxCSR10

0 : 下記以外�
1 : アイソクロナス転送のエンドポイントに設定�

○�○�ISOビット�

0 : 下記以外�
1 : STALLハンドシェイク信号を送信�

○�○�

AUTO_SETビット�
0 : AUTO_SETを禁止する�
1 : AUTO_SETを許可する� ○�○�

TOGGLE_INITビット�

×�

×�

(注1)

○�

(注1)

(注1)

注1．読み出し時、常に“0”です。�

00 0

○�○�
(注1)

図1.13.16.　USBエンドポイントx IN制御/ステータスレジスタの構成

図1.13.17にUSBエンドポイントx(x=1～4) IN最大パケットサイズレジスタを示します。
エンドポイントx(x=1～4) INの最大パケットサイズを示します。初期値は0バイトです。

b0

00000
シンボル アドレス リセット時 
EPxIMP�
(x=1～4)

02A016, 02A616, �
02AC16, 02B216,番地�

000016

ビット名� 機　　能� WR

○�

予約ビット� 必ず“0”を設定してください�
�

ビットシンボル�

USBエンドポイントx IN最大パケットサイズレジスタ�

IMAXP0～9 エンドポイントx INの最大パケット�
サイズ(n)を設定してください�

エンドポイントx IN�
最大パケットサイズ�

○�○�

(b8)�
 b0

(b15)�
   b7 b7

0

○�

図1.13.17　USBエンドポイントx(x=1～4) IN最大パケットサイズレジスタの構成
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図1.13.18にUSBエンドポイントx(x=1～4) IN FIFOコンフィグレーションレジスタを示します。
○BUF_NUM
エンドポイントx(x=1～4) IN FIFOの開始位置を設定します。64バイト単位とし、例えば、320バイ
ト目からIN FIFOを配置したい場合、設定値は“0001012”となります。

○BUF_SIZ
エンドポイントx(x=1～4) IN FIFOの1バッファサイズを設定します。64バイト単位とし、例えば、
256バイトの場合、設定値は“00112”となります。ダブルバッファモード時に有効なIN FIFOサイ
ズは、BUF_SIZで指定したバイト数の2倍です。

○DBL_BUF
IN FIFOに2バッファデータ書き込めるようにするとき、ダブルバッファモード許可ビットを“1”
にしてください。ダブルバッファモード時、有効なIN FIFOは、BUF_SIZで指定したバイト数の２
倍となります。他のエンドポイントのFIFO開始位置の設定時にはご注意ください。

○CONTINUE
連続転送モード許可時、このビットを“1”にしてください。

このレジスタを設定する際、以下にご注意ください。
・IN FIFO開始位置＋IN FIFOサイズが3072バイトを超えないようにしてください。
・各エンドポイントのFIFOが互いに重ならないように配置してください。

b7 b0

00

シンボル アドレス リセット時 
EPxIFC�
(x=1～4)

02A216, 02A816,�
02AE16,02B416番地�

000016

ビット名� 機　　能� WR

○�

予約ビット� 必ず“0”を設定してください。�

ビットシンボル�

USBエンドポイントx IN FIFOコンフィグレーションレジスタ�

BUF_NUM EPx IN FIFOの開始位置を選択します。�
（64バイト単位）�
000000：IN FIFO開始位置=0�
000001：IN FIFO開始位置=64�
000010：IN FIFO開始位置=128�
...........�
101111：IN FIFO開始位置=3008�
　　　　(開始位置として設定可能な最大値)

(b8)�
 b0

(b15)�
   b7

IN FIFOバッファサイズ�

連続転送モード�
許可ビット�

ダブルバッファモード�
許可ビット�

○�

○�BUF_SIZ

DBL_BUF

CONTINUE

IN FIFO開始位置�

0 : ダブルバッファ禁止�
1 : ダブルバッファ許可�

0 : 連続転送禁止�
1 : 連続転送許可�

○�○�

注1．バルク転送時のみ有効です。�

00

○�○�

○�

○�

○�EPx IN FIFOのバッファサイズを選択します。�
（64バイト単位）�
0000：IN FIFOバッファサイズ=64�
0001：IN FIFOバッファサイズ=128�
0010：IN FIFOバッファサイズ=192�
...........�
1111：IN FIFOバッファサイズ=1024�
　　　(最大バッファサイズ)

（注1)

図1.13.18　USBエンドポイントx(x=1～4) IN FIFOコンフィグレーションレジスタの構成
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図1.13.19にUSBエンドポイントx(x=1～4)OUT制御/ステータスレジスタを示します。

b7 b0

00

シンボル アドレス リセット時 
EPxOCS
(x=1～4)

02B616, 02BE16,
02C616,02CE16番地

000016

ビット名 機　　能 WR

○

予約ビット 必ず“0”を設定してください。

ビットシンボル

USBエンドポイントx OUT制御/ステータスレジスタ

OUTxCSR0 EPx OUT FIFOの状態を示します。
b1  b0
 0　0 : OUT FIFOにデータなし
 0　1 : シングルバッファ時：無効
　　　 ダブルバッファ時：無効
 1　0 : シングルバッファ時：無効
　　　 ダブルバッファ時：1データ存在
 1　1 : シングルバッファ時：1データ存在
　　　 ダブルバッファ時：2データ存在

DATA_ERRフラグ

○○

(b8)
 b0

(b15)
   b7

OUT_BUF_STS1フラグ

×

FORCE_STALLフラグ

FLUSHビット

SEND_STALLビット

OVER_RUNフラグ

○

○

○

○○

OUTxCSR1

OUTxCSR2

OUTxCSR3

OUTxCSR4

OUTxCSR5

OUTxCSR6

OUTxCSR7

OUTxCSR11

OUTxCSR12

OUT_BUF_STS0フラグ

0 : FIFOオーバラン発生なし
1 : FIFOオーバラン発生

0 : 下記以外
1 : プロトコル違反を検出

0 : エラーなし
1 : CRCエラー、ビットスタッフィングエラー
　を検出

0 : 動作なし
1 : OUT FIFOの1データを破棄する

0 : 動作なし
1：OUT FIFOからデータ読み出し完了
　（OUTxCSR0, OUTxCSR1更新）

○○

CLR_OUT_BUF_RDYビット

OUTxCSR13

0 : 下記以外
1 : アイソクロナス転送のエンドポイントに設定

○○ISOビット

0 : 下記以外
1 : STALLハンドシェイク信号を送信

○○

AUTO_CLRビット
0 : AUTO_CLRを禁止する
1 : AUTO_CLRを許可する ○○

TOGGLE_INITビット

×

×

(注1)

(注1)

注1．このビットに書き込んでも、読み出し時、常に“0”です。

○

CLR_DATA_ERRビットOUTxCSR8

OUTxCSR9

OUTxCSR10

0 : 下記以外
1 : トグルシーケンスビットを初期化

CLR_OVER_RUNビット

CLR_FORCE_STALLビット

×

×

0 : 動作なし
1：OVER_RUNフラグをクリア

0 : 動作なし
1：FORCE_STALLフラグをクリア

0 : 動作なし
1：DATA_ERRフラグをクリア

○○
(注1)

○○
(注1)

○○
(注1)

○○
(注1)

図1.13.19.　USBエンドポイントx(x=1～4)OUT制御/ステータスレジスタの構成
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図1.13.20にUSBエンドポイントx(1～4) OUTの最大パケットサイズレジスタを示します。初期値は0バ
イトです。
ホストCPUよりエンドポイントを設定するリクエスト（SET_DESCRIPTOR,      SET_CONFIGURATION,
SET_INTERFACEなど）を受信した等の理由によりエンドポイントを初期化する場合、このレジスタへ
書き込んでエンドポイントx OUTの最大パケットサイズ値を変更します。使用する転送タイプで規定さ
れているパケットサイズ値を設定してください。

図1.13.21にUSBエンドポイントx(x=1～4)OUT書き込みカウントレジスタを示します。
このレジスタはエンドポイントx(x=1～4)OUT FIFOに書き込まれた1バッファデータのバイト数を保持
する11ビットのレジスタです。USB FCUはホストCPUからの1バッファデータ受信完了時、このレジス
タの値を設定します。1バッファデータ受信完了したら、このレジスタを読み出し、OUT FIFOから読み
出すバイト数を決定してください。USBエンドポイントx OUT FIFOデータレジスタからデータを読み出
しても、このレジスタの値はデクリメントされません。
CLR_OUT_BUF_RDYビットを“1”にセットした場合、又はAUTO_CLR機能時（AUTO_CLRビットに
“1”をセット）、OUT FIFOから受信1バッファデータを読み出した後、このレジスタはクリアされます。
ダブルバッファモードにおいてOUT FIFOに2バッファデータがある場合は、このレジスタを読み出す
と最初に受信したバッファの受信データ数が格納されています。1バッファデータをOUT FIFOから読み
出した後にCLR_OUT_BUF_RDYビットを“1”にセットした時点で、このレジスタの値は後に受信した
バッファのデータ数に更新されます。

b0

00000
シンボル アドレス リセット時 
EPxOMP�
(x=1～4)

02B816, 02C016, �
02C816, 02D016,番地�

000016

ビット名� 機　　能� WR

○�

予約ビット� 必ず“0”を設定してください�
�

ビットシンボル�

USBエンドポイントx OUT最大パケットサイズレジスタ�

OMAXP0～9 エンドポイントx OUTの最大パケット�
サイズ(n)を設定してください�

エンドポイントx OUT�
最大パケットサイズ�

○�○�

(b8)�
 b0

(b15)�
   b7 b7

0

○�

図1.13.20.　USBエンドポイントx(1～4) OUTの最大パケットサイズレジスタの構成

b0

00000

ビット名� 機　　能� WR

○�

予約ビット� 必ず“0”を設定してください�
�

ビットシンボル�

WCNT0～10
エンドポイントx OUT FIFO内の受信1バッファ�
データのバイト数をが格納されます。�

エンドポイントx OUT�
FIFO書き込み数�

○�○�

(b8)�
 b0

(b15)�
   b7 b7

×�

シンボル アドレス リセット時 
000016

USBエンドポイントx OUT書き込みカウントレジスタ�

EPxWC�
(x=1～4)

02BA16, 02C216, �
02CA16, 02D216,番地�

図1.13.21.　USBエンドポイントx(x=1～4)OUT書き込みカウントレジスタの構成
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図1.13.22にUSBエンドポイントx(x=1～4) OUT FIFOコンフィグレーションレジスタを示します。
○BUF_NUM
エンドポイントx(x=1～4) OUT FIFOの開始位置を設定します。64バイト単位とし、例えば、320バ
イト目からOUT FIFOを配置したい場合、設定値は“0001012”となります。

○BUF_SIZ
エンドポイントx(x=1～4) OUT FIFOの1バッファサイズを設定します。64バイト単位とし、例えば、
256バイトの場合、設定値は“00112”となります。ダブルバッファモード時に有効なOUT FIFOサ
イズは、BUF_SIZで指定したバイト数の2倍です。

○DBL_BUF
このビットに“1”をセットすると、対応するエンドポイントのOUT FIFOがダブルバッファモード
となります。ダブルバッファ時、有効なOUT FIFOは、BUF_SIZで指定した2倍のバイト数となりま
す。他のエンドポイントのFIFO開始位置の設定時にはご注意ください。

○CONTINUE
連続受信許可時、このビットを“1”にしてください。

以下に注意してください。
・OUT FIFO開始位置＋OUT FIFOサイズが3072バイトを超えないようにしてください。
・各エンドポイントのFIFOが互いに重ならないように配置してください。

b7 b0

00

シンボル アドレス リセット時 
EPxOFC�
(x=1～4)

02BC16, 02C416,�
02CC16,02D416番地�

000016

ビット名� 機　　能� WR

○�

予約ビット� 必ず“0”を設定してください。�

ビットシンボル�

USBエンドポイントx OUT FIFOコンフィグレーションレジスタ�

BUF_NUM EPx OUT FIFOの開始位置を選択します。�
（64バイト単位）�
000000：OUT FIFO開始位置=0�
000001：OUT FIFO開始位置=64�
000010：OUT FIFO開始位置=128�
...........�
101111：OUT FIFO開始位置=3008�
　(開始位置として設定可能な最大値)

(b8)�
 b0

(b15)�
   b7

OUT FIFOバッファサイズ�

連続転送モード�
許可ビット�

ダブルバッファモード�
許可ビット�

○�

○�BUF_SIZ

DBL_BUF

CONTINUE

OUT FIFO開始位置�

0 : ダブルバッファ禁止�
1 : ダブルバッファ許可�

0 : 連続転送禁止�
1 : 連続転送許可�

○�○�

注1．バルク転送時のみ有効です。�

00

○�○�

○�

○�

○�EPx OUT FIFOのバッファサイズを選択します。�
（64バイト単位）�
0000：OUT FIFOバッファサイズ=64�
0001：OUT FIFOバッファサイズ=128�
0010：OUT FIFOバッファサイズ=192�
...........�
1111：OUT FIFOバッファサイズ=1024�
　　　(最大バッファサイズ)

（注1)

図1.13.22.　USBエンドポイントx(x=1～4) OUT FIFOコンフィグレーションレジスタの構成
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図1.13.23にUSBエンドポイントx IN FIFOデータレジスタを示します。
USBの送信(IN)FIFOデータレジスタです。ホストへ送信時、このレジスタに送信データを書き込みま
す。

図1.13.24にUSBエンドポイントx OUT FIFOデータレジスタを示します。
USBの受信(OUT)FIFOデータレジスタです。ホストからデータを受信後、このレジスタからデータを
読み出します。

b0 シンボル アドレス リセット時 
EPxI
(x=0～4)

02E016, 02E416,  02E816,
02EC16, 02F016番地

不定

ビット名 機　　能 WR

×

ビットシンボル

USBエンドポイントx IN FIFOデータレジスタ

DATA_0
～DATA_15

エンドポイントx  IN FIFOです。
送信データをこのレジスタに書き込みます。

USBエンドポイントx
IN FIFOデータ

(b8)
 b0

(b15)
   b7 b7

○

注1．読み出し時、不定です。
注2．2バイトデータ、又は下位8ビット(b0～b7)へ1バイトデータを書き込んでください。
　　上位8ビット(b8～b15)へ1バイトデータを書き込まないでください。

b0 シンボル アドレス リセット時 
EPxO
(x=0～4)

02E216, 02E616,  02EA16,
02EE16, 02F216番地

不定

ビット名 機　　能 WR

×

ビットシンボル

USBエンドポイントx OUT FIFOデータレジスタ

DATA_0
～DATA_15

エンドポイントx OUT FIFOです。
受信データをこのレジスタから読み出します。

USBエンドポイントx
OUT FIFOデータ

(b8)
 b0

(b15)
   b7 b7

○

注1．このレジスタへ書き込むとシステムエラーが発生します。
注2．2バイトデータ、又は下位8ビット(b0～b7)から1バイトデータを読み出してください。
　　上位8ビット(b8～b15)から1バイトデータを読み出さないでください。

図1.13.23.　USBエンドポイントx IN FIFOデータレジスタの構成

図1.13.24.　USBエンドポイントx OUT FIFOデータレジスタの構成
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Vbus検出
デバイスの電源供給方法には、次の2通りあります。
○セルフパワー
電池などの外部電源から電源供給します。ホストPCの電源ON/OFF時のモニタリングが必要です。

○バスパワー
USB Vbusにより、ホストPCから電源供給します。ホストPCがすでに電源ON状態であれば、USB経
由で電源が供給されるため、Vbus検出機能は必要ありません。

USBセルフパワー動作時、電池などの消耗を抑えるため、デバイスがホストPC に接続されVbus から
電力供給できるときのみバスパワーに切り替えたい場合、Vbus検出機能を使用します。Vbus検出機能を
使用するためには、ハードウエア設定としてVbusDTCT端子の処理、ソフトウエアでVbus検出割り込み
の設定が必要です。VbusDTCT端子は、Vbus検出機能用の端子です。セルフパワー動作時、USBコネク
タのVbusラインをVbusDTCT端子に接続します。Vbus検出機能の許可/禁止は、USB接続/非接続レジスタ
のVbus検出許可ビット(001F16番地のビット7)を“1”に設定してください。また、Vbus検出割り込み制
御レジスタ(VBDIC: 005C16番地)で割り込み優先レベルを設定してください。ホストPCの電源ON/OFF時
に関わらず、Vbus検出割り込みは発生します。Vbus検出割り込みが発生したら、P91のポートレジスタ
値を読みだし、電源ON/OFFを検出してください。
図1.13.25にセルフパワー動作時の接続例、図1.13.26 にVbus関連レジスタを示します。

VbusDTCT

D+

D-

Vss

Vbus

D+

D-

GND

Vcc

UVcc

Vcc

M30245

 To USB circuitry

注．必要な外部接続部品は示していません。

図1.13.25.　セルフパワー動作時の接続例
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001F16 USB接続/非接続レジスタ(USBAD)

005C16 USB Vbus検出割り込み制御レジスタ(VBDIC)

03F116 ポートP9(P9)

図1.13.26.　Vbus関連レジスタ

図1.13.27.　Vbus検出割り込みのタイミング

スタートアップ時、誤ったVbus検出割り込みの受信を避けるために、Vbus検出割り込みを許可する前
にVbus検出を許可する必要があります。以下の手順でVbus検出許可します。
1. Vbus検出許可ビット(001F16番地のビット7)を“1”に設定し、Vbus検出を許可します。
2. Vbus検出割り込み要求ビット(005C16番地のビット3)を“0”に設定し、Vbus検出割り込み要求を
クリアします。
3. Vbus検出割り込み優先レベル(005C16番地のビット0～2)を“0002”より大きな値に設定し、Vbus
検出割り込みを許可します。

図1.13.27にVbus検出割り込みのタイミングを示します。

VbusDTCT

Vbus検出
許可ビット

Vbus検出割り込み
要求ビット

5V

0V

"1"

"0"

"1"

"0"

Vbus検出割り込み要求が認められた時、自動的にクリアされます。
叉は、ソフトウエアでクリアできます。

4V

1V

注1.  Vbusを検出してから1ms以内にVbus検出割り込み要求ビットが“1”にセットされます。
注2.  VbusDTCT端子が“H”レベルの状態でVbus検出許可ビットを“1”にすると、500μs以内にVbus検出割り込み要求ビットが“1”にセットされます。
注3.  VbusDTCT端子に有効な“H”レベルを50μs以上入力してください。

注1 注2 注1
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DMAC
CPUを使わずにデータを転送することのできるDMAC(ダイレクト・メモリ・アクセス・コントローラ)
を4チャネル内蔵しています。DMACはCPUと同じデータバスを使用しています。DMACのバス使用権はCPU
よりも高く、サイクルスチール方式を採用しています。そのため、DMA転送の要求信号が発生してから1
ワード(16ビット)、又は1バイト(8ビット)のデータ転送を完了するまでの動作を高速に行える特長がありま
す。図1.14.1にDMACのブロック図を、表1.14.1にDMACの仕様を、図1.14.2～図1.14.4にDMACで使用する
レジスタの構成を示します。

DMAラッチ上位 DMAラッチ下位

AA
AA

DMA0ソースポインタSAR0(20)

AA
AA

DMA0ディスティネーションポインタDAR0(20)

AA
AA

DMA0順方向アドレスポインタ(20)(注1)

AA
AA

A
A
AA

AA
A

AA
AAAA

AAAA
AAAA

AA
AA
A
A
A
A

AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAアドレスバスAA AA

DMA1ディスティネーションポインタDAR1(20) AA
AA

DMA1ソースポインタSAR1(20)

AADMA1順方向アドレスポインタ(20)(注1)A
A

AA A

A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A

A
A
A
A
A
A

DMA0転送カウンタリロードレジスタTCR0(16) A
DMA0転送カウンタTCR0(16) A
DMA1転送カウンタリロードレジスタTCR1(16)

A
A

DMA1転送カウンタTCR1(16)

A
A

A
A
A
A

AAAA

AA
AA
A
A
A
A

A

A
A

(002916番地,002816番地)

(003916番地,003816番地)

(002216番地～002016番地)

(002616番地～002416番地)

(003216番地～003016番地)

(003616番地～003416番地)

注1.　ポインタはDMA要求でインクリメントされます。

AA
AAデータバス下位

データバス上位

DMA2転送カウンタリロードレジスタTCR2(16)

A
A

DMA2転送カウンタTCR2(16)

A
DMA3転送カウンタリロードレジスタTCR3(16) A
DMA3転送カウンタTCR3(16) A

AA
AA
AA

AAAA
A
A
A
A (018916番地,018816番地)

(019916番地,019816番地)

AA
AA

DMA2ソースポインタSAR2(20)

AA
AA

DMA2ディスティネーションポインタDAR2(20)

AA
AA

DMA2順方向アドレスポインタ(20)(注1)

AA
AA

AA
AA
AAAA

AAAA
AAAAA

AA
AA
A
A
AA
AA

DMA3ディスティネーションポインタDAR3(20) AA
AA

DMA3ソースポインタSAR3(20)

AADMA3順方向アドレスポインタ(20)(注1)A
A

AA A

(018216番地～018016番地)

(018616番地～018416番地)

(019216番地～019016番地)

(019616番地～019416番地)

AAAA

A
A
A
A
A
A

図1.14.1.  DMACブロック図

DMA転送の要求信号には、ソフトウエアDMA要求ビットへの書き込み信号や、割り込み要求信号を流
用しています。しかし、DMA転送は、割り込み許可フラグ(Iフラグ)や割り込み優先レベルなどの影響を受
けません。また、各割り込みに影響を与えません。
DMACがアクティブ状態(DMA許可ビットが“1”の状態)であれば、DMA転送の要求信号が発生するご
とに、データ転送が開始されます。ただし、DMA転送サイクルよりもDMA転送の要求信号が発生するサ
イクルが早い場合、転送要求回数と転送回数が一致しない場合があります。詳細についてはDMA要求ビッ
トの説明を参照してください。
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項　　目 仕　　様
チャネル数 4チャネル(サイクルスチール方式 )
転送空間 ●1Mバイトの任意の空間から固定アドレス

●固定アドレスから1Mバイトの任意の空間
●固定アドレスから固定アドレス　
　(ただしDMA関係のレジスタはアクセス不可:

002016番地～003F16、018016番地～019F16番地)
最大転送バイト数 128Kバイト(16ビット転送時)、64Kバイト(8ビット転送時)
DMA要求要因(注1)

_________ _________ ________

●INT0, INT1, INT2端子の立ち下がりエッジ、叉は両エッジ
●タイマA0～タイマA4割り込み要求
●UART0送信および受信割り込み要求
●UART1送信および受信割り込み要求
●UART2送信および受信割り込み要求
●UART3送信および受信割り込み要求
●A/D変換割り込み要求
●USB機能割り込み要求
●ソフトウエアトリガ
●DMAトリガ
●シリアルサウンドインタフェース0送信および受信割り込み要求　
●シリアルサウンドインタフェース1送信および受信割り込み要求　　

チャネル優先順位 優先順位の高い順に、DMA0, DMA1, DMA2, DMA3
転送単位 8ビット/16ビット
転送アドレス方向 順方向/固定(転送元、転送先同時に順方向の指定はできません)
転送モード ●単転送モード

　転送カウンタがアンダフローした後、DMA許可ビットが“0”になり
　 　DMACはアクティブでない状態になる

●リピート転送モード
　転送カウンタがアンダフローした後、転送カウンタリロードレジスタ
　の値が転送カウンタにリロードされる
　DMA許可ビットに“0”を書き込まない限りDMACはアクティブ状態

DMA割り込み要求発生タイミング 転送カウンタのアンダフロー時
アクティブ状態 DMA許可ビットが“1”のときDMACはアクティブ状態

DMACがアクティブ状態のとき、DMA転送の要求信号が発生するごと
にデータ転送が開始される

アクティブでない状態 ●DMA許可ビットが“0”のときDMACはアクティブでない状態
●単転送モードで転送カウンタがアンダフローした後

順方向アドレスポインタ、 アクティブ状態にした直後のデータ転送開始時に、ソースポインタ、
転送カウンタのリロード 又はディスティネーションポインタインタのうち、順方向に指定されタ
イミング た方のポインタの値を順方向アドレスポインタへ、転送カウンタリロー

ドレジスタの値を転送カウンタへリロード
レジスタの書き込み 順方向に指定したレジスタは、常時書き込み可能

固定に指定したレジスタは、DMA許可ビットが“0”のとき書き込み可能
レジスタの読み出し 常時読み出し可能

ただし、DMA許可ビットが“1”の場合、順方向に指定したレジスタを
読み出すと、順方向アドレスポインタの値が読み出される

表1.14.1.  DMAC仕様

注1.　DMA転送は、各割り込みに影響を与えません。また、DMA転送は割り込み許可フラグ(Iフラグ)や割
り込み優先レベルなどの影響を受けません。
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図1.14.2. DMACレジスタ構成(1)

機　能 (注2)

DMA0要因選択レジスタ（注1)

ビット名ビット
シンボル

シンボル アドレス 　　　　　　　　リセット時
DM0SL 03B816番地    0016 

R W

DSEL0
DMA要求要因
選択ビット

0 0 0 0 0：DMA禁止
0 0 0 0 1：INT0(立ち下がりエッジ）
0 0 0 1 0：INT0(両エッジ）
0 0 0 1 1：USB0
0 0 1 0 0：タイマA0
0 0 1 0 1：タイマA1
0 0 1 1 0：タイマA2
0 0 1 1 1：タイマA3
0 1 0 0 0：タイマA4
0 1 0 0 1：UART0受信/ACK/SSI0受信
0 1 0 1 0：UART1受信/ACK/SSI1受信
0 1 0 1 1：UART2受信/ACK
0 1 1 0 0：UART3受信/ACK
0 1 1 0 1：UART0送信/NACK/SSI0送信
0 1 1 1 0：UART1送信/NACK/SSI1送信
0 1 1 1 1：UART2送信/NACK
1 0 0 0 0：UART3送信/NACK
1 0 0 0 1：A/D変換
1 0 0 1 0：使用禁止(注3)
1 0 0 1 1：DMA1
1 0 1 0 0：DMA2
1 0 1 0 1：DMA3
1 0 1 1 0：使用禁止(注3)
1 0 1 1 1：使用禁止(注3)
1 1  x x x：使用禁止(注3)

b4 b3 b2 b1b0

DSEL1

DSEL2

DSEL3

DSEL4

－－何も配置されていません。
書き込み時は、“0”を書き込んでください。読み出し時、その値は“0”です。

DSR
ソフトウエアDMA
要求ビット

ソフトウエアトリガ選択時は、このビットに
“1 ”を書き込むことでDMA要求が発生する

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

注1．ソフトウエアは常に許可されています。
注2．SSI＝シリアルサウンドインタフェース
注3．この値を設定しないでください。

機　能 (注2)

DMA1要因選択レジスタ（注1)

ビット名ビット
シンボル

シンボル アドレス 　　　　　　　　リセット時
DM1SL 03BA16番地    0016 

R W

DSEL0
DMA要求要因
選択ビット

0 0 0 0 0：DMA禁止
0 0 0 0 1：INT1(立ち下がりエッジ）
0 0 0 1 0：INT1(両エッジ）
0 0 0 1 1：USB1
0 0 1 0 0：タイマA0
0 0 1 0 1：タイマA1
0 0 1 1 0：タイマA2
0 0 1 1 1：タイマA3
0 1 0 0 0：タイマA4
0 1 0 0 1：UART0受信/ACK/SSI0受信
0 1 0 1 0：UART1受信/ACK/SSI1受信
0 1 0 1 1：UART2受信/ACK
0 1 1 0 0：UART3受信/ACK
0 1 1 0 1：UART0送信/NACK/SSI0送信
0 1 1 1 0：UART1送信/NACK/SSI1送信
0 1 1 1 1：UART2送信/NACK
1 0 0 0 0：UART3送信/NACK
1 0 0 0 1：A/D変換
1 0 0 1 0：DMA0
1 0 0 1 1：使用禁止(注3)
1 0 1 0 0：DMA2
1 0 1 0 1：DMA3
1 0 1 1 0：使用禁止(注3)
1 0 1 1 1：使用禁止(注3)
1 1  x x x：使用禁止(注3)

b4 b3 b2 b1b0

DSEL1

DSEL2

DSEL3

DSEL4

－－何も配置されていません。
書き込み時は、“0”を書き込んでください。読み出し時、その値は“0”です。

DSR
ソフトウエアDMA
要求ビット

ソフトウエアトリガ選択時は、このビットに
“1 ”を書き込むことでDMA要求が発生する

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

注1．ソフトウエアは常に許可されています。
注2．SSI＝シリアルサウンドインタフェース
注3．この値を設定しないでください。
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図1.14.3.  DMACレジスタ構成(2)

機　能 (注2)

DMA2要因選択レジスタ（注1)

ビット名ビット
シンボル

シンボル アドレス 　　　　　　　　リセット時
DM2SL 03B016番地    0016 

R W

DSEL0
DMA要求要因
選択ビット

0 0 0 0 0：DMA禁止
0 0 0 0 1：INT2(立ち下がりエッジ）
0 0 0 1 0：INT2(両エッジ）
0 0 0 1 1：USB2
0 0 1 0 0：タイマA0
0 0 1 0 1：タイマA1
0 0 1 1 0：タイマA2
0 0 1 1 1：タイマA3
0 1 0 0 0：タイマA4
0 1 0 0 1：UART0受信/ACK/SSI0受信
0 1 0 1 0：UART1受信/ACK/SSI1受信
0 1 0 1 1：UART2受信/ACK
0 1 1 0 0：UART3受信/ACK
0 1 1 0 1：UART0送信/NACK/SSI0送信
0 1 1 1 0：UART1送信/NACK/SSI1送信
0 1 1 1 1：UART2送信/NACK
1 0 0 0 0：UART3送信/NACK
1 0 0 0 1：A/D変換
1 0 0 1 0：DMA0
1 0 0 1 1：DMA1
1 0 1 0 0：使用禁止(注3)
1 0 1 0 1：DMA3
1 0 1 1 0：使用禁止(注3)
1 0 1 1 1：使用禁止(注3)
1 1  x x x：使用禁止(注3)

b4 b3 b2 b1b0

DSEL1

DSEL2

DSEL3

DSEL4

－－何も配置されていません。
書き込み時は、“0”を書き込んでください。読み出し時、その値は“0”です。

DSR
ソフトウエアDMA
要求ビット

ソフトウエアトリガ選択時は、このビットに
“1 ”を書き込むことでDMA要求が発生する

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

注1．ソフトウエアは常に許可されています。
注2．SSI＝シリアルサウンドインタフェース
注3．この値を設定しないでください。

機　能 (注2)

DMA3要因選択レジスタ（注1)

ビット名ビット
シンボル

シンボル アドレス 　　　　　　　　リセット時
DM3SL 03B216番地    0016 

R W

DSEL0
DMA要求要因
選択ビット

0 0 0 0 0：DMA禁止
0 0 0 0 1：INT0(立ち下がりエッジ）
0 0 0 1 0：INT0(両エッジ）
0 0 0 1 1：USB3
0 0 1 0 0：タイマA0
0 0 1 0 1：タイマA1
0 0 1 1 0：タイマA2
0 0 1 1 1：タイマA3
0 1 0 0 0：タイマA4
0 1 0 0 1：UART0受信/ACK/SSI0受信
0 1 0 1 0：UART1受信/ACK/SSI1受信
0 1 0 1 1：UART2受信/ACK
0 1 1 0 0：UART3受信/ACK
0 1 1 0 1：UART0送信/NACK/SSI0送信
0 1 1 1 0：UART1送信/NACK/SSI1送信
0 1 1 1 1：UART2送信/NACK
1 0 0 0 0：UART3送信/NACK
1 0 0 0 1：A/D変換
1 0 0 1 0：DMA0
1 0 0 1 1：DMA1
1 0 1 0 0：DMA2
1 0 1 0 1：使用禁止(注3)
1 0 1 1 0：使用禁止(注3)
1 0 1 1 1：使用禁止(注3)
1 1  x x x：使用禁止(注3)

b4 b3 b2 b1b0

DSEL1

DSEL2

DSEL3

DSEL4

－－何も配置されていません。
書き込み時は、“0”を書き込んでください。読み出し時、その値は“0”です。

DSR
ソフトウエアDMA
要求ビット

ソフトウエアトリガ選択時は、このビットに
“1 ”を書き込むことでDMA要求が発生する

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

注1．ソフトウエアは常に許可されています。
注2．SSI＝シリアルサウンドインタフェース
注3．この値を設定しないでください。
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図1.14.4.  DMACレジスタ構成(3)

b7 b0 b7 b0
(b8)(b15)

機　　能 R W

●転送カウンタ
　転送回数-1の値を設定してください

シンボル アドレス リセット時
TCR0  002916番地, 002816番地 不定
TCR1  003916番地, 003816番地 不定
TCR2  018916番地, 018816番地 不定
TCR3  019916番地, 019816番地 不定

DMAi転送カウンタ(i=0～3)

○○

転送回数指定

000016～FFFF16

b7
(b23)

b3 b0 b7 b0 b7 b0
(b8)(b15)(b16)(b19)

機　　能 R W

●ソースポインタ
　転送元アドレスを格納

シンボル アドレス リセット時
SAR0 002216番地 ～002016番地 不定
SAR1 003216番地 ～003016番地 不定
SAR2 018216番地 ～018016番地 不定
SAR3 019216番地 ～019016番地 不定

DMAiソースポインタ(i=0～3)

○○

転送番地指定領域

0000016～FFFFF16

何も配置されていない。
書き込む場合、“0”を書き込んでください。読み出した場合、その値は“0”。

－－

シンボル アドレス リセット時
DAR0 002616番地 ～ 002416番地 不定
DAR1 003616番地 ～ 003416番地 不定
DAR2 018616番地 ～ 018416番地 不定
DAR3 019616番地 ～ 019416番地 不定

b3 b0 b7 b0 b7 b0
(b8)(b15)(b16)(b19)

機　　能 R W

●ディスティネーションポインタ
　転送先アドレスを格納

DMAiディスティネーションポインタ(i=0～3)

○○

転送番地指定領域

0000016～FFFFF16

b7
(b23)

何も配置されていない。
書き込む場合、“0”を書き込んでください。読み出した場合、その値は“0”。

－－

DMAi制御レジスタ (i=0～3)
シンボル　　　　　アドレス   リセット時
DMiCON(i=0～3) 　002C16, 003C16, 018C16, 019C16番地 00000X002 

ビット名 機　　能ビットシンボル WR

○○

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

転送単位ビット数選択ビット 0 : 16ビット
1 : 8ビット

DMBIT 

○○

○○

○○

ビットシンボル ビット名 機　　能 R W

DMASL

DMAS

DMAE

－

リピート転送モード選択ビット 0 : 単転送
1 : リピート転送

DMA要求ビット(注1) 0 : 要求なし
1 : 要求あり

0 : 禁止
1 : 許可

0 : 固定
1 : 順方向

DMA許可ビット

転送元アドレス方向
 選択ビット(注3)

転送先アドレス方向
 選択ビット(注3)

0 : 固定
1 : 順方向

○○

○○

DSD

DAD

何も配置されていない。
書き込む場合、“0”を書き込んでください。読み出した場合、その値は“0”。

注1.　DMA要求をクリアするには“0”を書き込むことで行えます。　
注2.　“0”だけ書き込み可。
注3.　転送元アドレス方向選択ビット、転送先アドレス選択ビットは、同時に　　　
　　　“1”にしないでください。

－

(注2)
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(1)　転送サイクル
転送サイクルは、メモリ、又はSFR領域に対するデータの読み出し(ソースリード)のバスサイクル、お
よび書き込み(ディスティネーションライト)のバスサイクルで構成しています。読み出し、および書き
込みのバスサイクル回数は、転送元 / 転送先アドレスおよびソフトウエアウエイトの影響を受けます。
また、メモリ拡張モードとマイクロプロセッサモード時は、BYTE 端子のレベルの影響も受けます。さ
らに、ソフトウエアウエイトの影響により、バスサイクル自体が長くなります。

■転送元/転送先アドレスの影響
転送単位、データバス幅が共に16ビット幅で、転送元/転送先アドレスが奇数番地から始まる場合、
ソースリードサイクル/ディスティネーションライトサイクルは、偶数番地から始まる場合に比べて
1バスサイクル増えます。

■BYTE 端子の影響
メモリ拡張モードとマイクロプロセッサモード時は、8 ビットデータバス(BYTE 端子が“H ”)で
16ビットのデータ転送を行う場合、8 ビットのデータを2 回転送します。そのためバスサイクルは、
データの読み出しに2 バスサイクル、書き込みに2 バスサイクル必要とします。また、DMAC が内部
領域(内部ROM 、内部RAM 、SFR)をアクセスする場合においても、CPU が内部領域をアクセスする
場合と異なり、BYTE 端子で選択したデータ幅でアクセスします。

■ソフトウエアウエイトの影響
ソフトウエアウエイトが入るメモリ領域およびSFR 領域をアクセスする場合、ソフトウエアウエイ
トの分だけ1 バスサイクルに要するBCLK を基準としたサイクル数が増えます。

図1.14.5にソースリードについての転送サイクル例を示します。この図では、ディスティネーションラ
イトサイクルを便宜上1サイクルとし、ソースリードについての条件別サイクル数を示しています。実際
は、ソースリードサイクルと同様にディスティネーションライトサイクルも各条件の影響を受け、転送
サイクルが変化します。転送サイクルを計算する場合、ディスティネーションライトサイクルおよびソー
スリードサイクルに各条件を適用してください。例えば②の転送単位が16ビット幅で8ビットバス使用時
では、ソースリードサイクルとディスティネーションライトサイクルは、それぞれに2バスサイクル必要
となります。
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図1.14.5.  ソースリードについての転送サイクル例

BCLK

アドレス
バス

RD信号

WR信号

データ
バス

CPU使用

CPU使用 CPU使用

CPU使用ソース

ソース

ディスティ
ネーション

ディスティ
ネーション

ダミーサイ
クル

ダミーサイ
クル

①　転送単位が8ビット幅のとき
　　転送単位が16ビット幅でソースアドレスが偶数番地のとき

BCLK

アドレス
バス

RD信号

WR信号

データ
バス

CPU使用

CPU使用 CPU使用

CPU使用ソース

ソース

ディスティ
ネーション

ディスティ
ネーション

ダミーサイ
クル

ダミーサイ
クル

ソース+1

ソース+1

④　②の条件でソースリードに1ウエイトが入ったとき
　（転送単位が16 ビットバス幅で8 ビットバス使用時は、ディスティネーションサイクルは2 バスサイクルになります)

注1.　ディスティネーションについても各条件で、ソースと同じタイミングの変化があります。

BCLK

アドレス
バス

RD信号

WR信号

データ
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CPU使用

CPU使用 CPU使用

CPU使用ソース
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ネーション

ダミーサイ
クル

ダミーサイ
クル

ソース+1

ソース+1

②　転送単位が16ビット幅でソースアドレスが奇数番地のとき
　　転 送単位が16 ビット幅で8 ビットバス使用時(この場合、ディスティネーションサイクルも2 バスサイクルになります
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WR信号

データ
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CPU使用ソース

ソース

ディスティ
ネーション

ディスティ
ネーション

ダミーサイ
クル

ダミーサイ
クル

③　①の条件でソースリードに1ウエイトが入ったとき
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表1.14.2.  DMAC転送サイクル数

(2)　DMACの転送サイクル数
DMACの転送サイクル数は下記のとおり計算することができます。
転送の読み出しアドレス、書き込みアドレスは偶数、奇数のいずれの組み合わせも可能です。表1.14.2
にDMAC転送サイクル数を示します。

1転送単位の転送サイクル数 = 読み出しサイクル数 × j + 書き込みサイクル数 × k　

シングルチップモード メモリ拡張モード
　  転送単位 バス幅 アクセス番地 プロセッサモード

読み出し 書き込み 読み出し 書き込み
サイクル数 サイクル数 サイクル数 サイクル数

16ビット 偶　数 1 1 1 1
8ビット転送 (BYTE=“L”) 奇　数 1 1 1 1
(DMBIT=“1”) 8ビット 偶　数 － － 1 1

(BYTE=“H”) 奇　数 － － 1 1
16ビット 偶　数 1 1 1 1

16ビット転送 (BYTE=“L”) 奇　数 2 2 2 2
(DMBIT=“0”) 8ビット 偶　数 － － 2 2

(BYTE=“H”) 奇　数 － － 2 2

 係数 j,k

j

k

1

1

2

2

ウェイト
なし

1

2

1ウェイト

2

2

2ウェイト

3

3

3ウェイト

4

4

ウェイトあり(注1)

外部領域内部領域

内部ROM, RAM SFR

注1.　チップセレクト拡張レジスタ(CSE)の設定値に依存します。
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DMA許可ビット
DMA許可ビットを“1”にすることにより、DMACはアクティブ状態となります。アクティブ状態に
した直後のデータ転送開始時に、DMACは以下の動作を行います。
(1)　ソースポインタ、又はディスティネーションポインタのうち順方向に指定された方のポインタ
の値を順方向アドレスポインタへリロードする

(2)　転送カウンタリロードレジスタの値を転送カウンタへリロードする

したがって、アクティブ状態においてDMA許可ビットに“1”を上書きすると、上記動作を行います
ので、DMACはその時点で再度、初期状態から動作します。

DMA要求ビット
DMACは、各チャネルごとにDMA要求要因からあらかじめ選択した要因をトリガとして、DMA転送
の要求信号を発生させることができます。
DMA要求要因には、以下の要因があります。
・内蔵している周辺機能の割り込み要求信号を流用した要因、およびプログラムによるソフトウエア
DMA要因(内部要因)
・外部の割り込み信号からの入力を利用した外部要因
DMA要求要因の選択については、DMAi要因選択レジスタの説明を参照してください。
DMA要求ビットは、DMACの状態に関係なく(DMA許可ビットが“1”でも“0”でも関係なく)、DMA
転送の要求信号が発生すると“1”になります。また、データ転送が開始される直前に“0”になります。
さらに、プログラムで“0”にすることはできますが“1”にすることはできません。
DMA要求要因選択ビットを変更することでDMA要求ビットは“1”になる場合があります。したがっ
て、DMA要求要因選択ビットを変更した後は、必ずDMA要求ビットを“0”にしてください。
DMA要求ビットは、DMA転送の要求信号が発生すると“1”になり、データ転送が開始される直前に
“0”になります。DMACがアクティブ状態であれば、すぐにデータ転送が開始されるので、プログラム
でDMA要求ビットを読み出しても、ほとんどの場合“0”が読み出されます。DMACがアクティブ状態
であることを判断するには、DMA許可ビットを読み出してください。　
次に、DMA要求ビットが変化するタイミングについて説明します。

(1)　内部要因
ソフトウエアトリガによるDMA要求要因を除いて、内部要因によってDMA要求ビットが“1”にな
るタイミングは、各要因の割り込み制御レジスタの割り込み要求ビットが“1”になるタイミングと
同じです。
内部要因によってDMA要求ビットが“0”になるタイミングは、データ転送が開始される直前です。
DMA転送要因としてUSB0/USB1/USB2/USB3を選択する場合、以下の手順で各レジスタをセットアッ
プしてください。
①DMA禁止(DMAi制御レジスタのビット3を“0” )
②DMA要求要因にUSB0/USB1/USB2/USB3を選択(DMAi要因選択レジスタのビット4～0に“000112”)
③DMAiソースポインタの設定
④DMAiディスティネーションポインタの設定
⑤DMAi転送カウンタの設定
⑥DMA許可(DMAi制御レジスタのビット3を“1” )
⑦USB DMAx要求レジスタの設定(029016,029216, 029416,029616番地)
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図1.14.6.　外部要因によるDMA転送例

(3)　チャネルの優先順位とDMA転送タイミング
DMA転送の要求信号が同一サンプリングに入った場合(同一サンプリングサイクルとは、BCLKの
立ち下がりエッジから次の立ち下がりエッジの一周期の間です)、各チャネルのDMA要求ビットは同
時に“1”になります。このとき各チャネルがアクティブ状態であれば、DMA0が優先してデータ転
送を開始します。DMA0がDMA転送を終了するとCPUにバス権をゆずります。CPUが1回のバスアク
セスを終了すると、次にDMA1がデータ転送を開始し、DMA転送終了後、CPUにバス権を返します。
DMAの優先順位は、次の通りです。

DMA0 > DMA1 > DMA2 > DMA3DMA0 > DMA1 > DMA2 > DMA3DMA0 > DMA1 > DMA2 > DMA3DMA0 > DMA1 > DMA2 > DMA3DMA0 > DMA1 > DMA2 > DMA3
外部要因によるDMA0、DMA1要求が同時に発生した場合のDMA転送の動作例を図58に示します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

(2)　外部要因
________

INTi端子(DMACチャネルによりiは異なります)からの入力エッジによって発生するDMA要求要因で
________

す。DMA要求要因選択ビットで外部要因としてINTi端子を選択すると、これらの端子からの入力が
DMA転送の要求信号になります。
外部要因選択時にDMA要求ビットが“1”になるタイミングは、DMA要求要因選択ビットで指定さ

________

れた機能に応じた信号エッジに同期します(例えば、各INTi端子の入力信号の立ち下がりエッジに同
期します)。
外部要因選択時にDMA要求ビットが“0”になるタイミングは、内部要因選択時と同様に、データ
転送が開始される直前です。

BCLK

AAAA
AAAA

DMA0

AAAA
AAAA

DMA1

DMA0
要求ビット

DMA1
要求ビット

AAAAAAA
A
A AAAAAAACPU

INT0

INT1

バス権
獲得

外部要因によるDMA転送の要求信号が同時に入り、
DMA転送が最短サイクルで実行した場合の例



タイマA

Rev.2.00    2006.10.03    page 116 of 279
RJJ03B0006-0200

M30245グループ

・タイマモード
・ワンショットモード
・PWMモード

・タイマモード
・ワンショットモード
・PWMモード

・タイマモード
・ワンショットモード
・PWMモード

・タイマモード
・ワンショットモード
・PWMモード

・タイマモード
・ワンショットモード
・PWMモード

・イベントカウンタモード

・イベントカウンタモード

・イベントカウンタモード

・イベントカウンタモード

・イベントカウンタモード

TA0IN

TA1IN

TA2IN

TA3IN

TA4IN

タイマA0

タイマA1

タイマA2

タイマA3

タイマA4

f1 f8 f32 fC32

タイマA0割り込み

タイマA1割り込み

タイマA2割り込み

タイマA3割り込み

タイマA4割り込み

ノイズ
フィルタ

ノイズ
フィルタ

ノイズ
フィルタ

ノイズ
フィルタ

ノイズ
フィルタ

1/8

f1

f8

f32
(n = 0～15　ただし、
n=0の場合は分周なし)

XIN 1/32 fC32XCIN

時計用プリスケーラリセット
フラグ(038116番地のビット7)
への“1”書き込み

リセット

時計用プリスケーラ

1/4

カウントソース
プリスケーラレジスタ

タイマA
タイマAは、16ビットタイマを5本内蔵しています。すべてのタイマは、それぞれ独立して動作しま
す。
図1.15.1にタイマAの構成を示します。

図1.15.1. タイマA構成
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タイマAは、次の4種類のモードを持ち、イベントカウンタモードを除いて、タイマA0～A4は同一の機
能を持ちます。各モードは、タイマAiモードレジスタ(i=0～4)のビット0とビット1で選択できます。
・タイマモード 内部カウントソースをカウントするモード
・イベントカウンタモード 外部からのパルス、又はタイマのオーバフローをカウントするモード
・ワンショットタイマモード カウント値が“000016”になるとカウントが止まるモード
・パルス幅変調(PWM)モード 任意のパルス幅を連続して出力するモード
図1.15.2にタイマAのブロック図を、図1.15.3～図1.15.5にタイマA関連のレジスタを示します。

カウント開始フラグ

(038016番地)

アップカウント / ダウンカウント

 TAi 番地 TAj TAk
タイマA0   038716　038616  タイマA4 タイマA1
タイマA1   038916　038816  タイマA0 タイマA2
タイマA2   038B16　038A16 タイマA1 タイマA3
タイマA3   038D16　038C16 タイマA2 タイマA4
タイマA4   038F16　038E16 タイマA3 タイマA0

イベントカウンタモード
以外では常にダウンカウント

リロードレジスタ(16)

カウンタ (16)

下位8ビット

AAAA
上位8ビット

Aクロック源選択

・タイマ（ゲート機能）

・タイマ
・ワンショット
・パルス幅変調

f1
f8
f32

外部トリガ

TAiIN
(i=0～4)

・イベントカウンタ

fc32

クロック選択

TAjオーバフロー
(j = i － 1　ただしi = 0のときj = 4)

パルス出力

トグルフリップフロップ

TAiOUT
(i=0～4)

データバス下位

データバス上位

A
A

アップダウンフラグ

ダウンカウント

(038416番地)

TAkオーバフロー
(k = i ＋ 1　ただしi = 4のときk = 0)

 カウンタ(16)
極性切り替え

図1.15.2.  タイマAブロック図
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機能

タイマAiレジスタ (i=0～4)(注1)

設定範囲モード

シンボル アドレス 　　　　　　　　　　　リセット時
TAi(i=0～4) 038716,038616、038916,038816、038B16,038A16、　　　不定
 038D16,038C16、038F16,038E16番地

R W

タイマモード

注1．読み出し、および書き込みは16ビット単位で実行してください。
注2．外部入力パルス、又はタイマのオーバフローをカウント。 
注3．このレジスタへの書き込みは、MOV命令を使用してください。
注4．設定値をnとすると、PWMの周期・PWMパルスの"H"幅は以下のとおりです。
         PWMの周期：(216-1) / fi
         PWMパルスの"H"幅：n / fi
注5．上位アドレスの設定値をn、下位アドレスの設定値をmとすると、PWMの周期・PWMパルスの"H"幅は以下の
         とおりです。
         PWMの周期：(28-1)×(m+1) / fi
         PWMパルスの"H"幅：(m+1)n / fi
注6．タイマAiレジスタに“000016”を設定した場合、カウンタは動作せず、タイマAi割り込み要求は発生しません。
         また、パルス出力ありを選択した場合、TAiOUT端子からパルスは出力されません。
注7．タイマAiレジスタに“000016”を設定した場合、パルス幅変調器は動作せず、TAiOUT端子の出力レベルは
       “L”のままで、タイマAi割り込み要求も発生しません。また、8ビットパルス幅変調器として動作しているとき、
         タイマAiレジスタの上位8ビットに“0016”を設定した場合も同様です。

イベントカウンタ
モード

ワンショットタイマ
モード

パルス幅変調モード 
(16ビットPWM)

パルス幅変調モード 
(8ビットPWM)

000016～FFFF16

000016～FFFF16

000016～FFFF16

000016～FFFE16

0016～FE16 
(上位アドレス、
下位アドレスとも)

(注3)

(注3)

(注3)

16ビットパルス幅変調器
(PWMパルス幅の"H"幅を設定)

16ビットカウンタ (分周比を設定)

16ビットカウンタ (分周比を設定)

16ビットカウンタ
(ワンショット幅を設定)

下位8ビット：8ビットプリスケーラ
　　　　　　 (PWMの周期を設定)
上位8ビット：8ビットパルス幅変調器
　　　　　　 (PWMパルスの"H"幅を設定)

(注2)

(注5,7)

(注4,7)

(注6)

b15
(b7)

b8
(b0) b7 b0

TA1TGL

TA1TGH

TA2TGL

TA2TGH

TA3TGL

TA3TGH

TA4TGL

TA4TGH

機　能

注1．対応するポート方向レジスタは"0"にしてください。

トリガ選択レジスタ

ビット名ビット
シンボル

シンボル アドレス リセット時
TRGSR 038316番地 0016 

R W

タイマA4イベント/ 
トリガ選択ビット

タイマA2イベント/
トリガ選択ビット

タイマA3イベント/
トリガ選択ビット

タイマA1イベント/ 
トリガ選択ビット

(注1)

(注1)

(注1)

(注1)

b1 b0

0 0：TA1IN端子の入力を選択
0 1：無効
1 0：TA0のオーバフローを選択
1 1：TA2のオーバフローを選択

b3 b2

0 0：TA2IN端子の入力を選択
0 1：無効
1 0：TA1のオーバフローを選択
1 1：TA3のオーバフローを選択

b5 b4

0 0：TA3IN端子の入力を選択
0 1：無効
1 0：TA2のオーバフローを選択
1 1：TA4のオーバフローを選択

b7 b6

0 0：TA4IN端子の入力を選択
0 1：無効
1 0：TA3のオーバフローを選択
1 1：TA0のオーバフローを選択

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

図1.15.3.  タイマA関連レジスタ(1)
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タイマAiモードレジスタ

シンボル アドレス リセット時 
TAiMR(i=0～4) 039616～039A16番地 0016 

ビット名 機　　能ビットシンボル WR

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

0 0 : タイマモード
0 1 : イベントカウンタモード
1 0 : ワンショットタイマモード
1 1 : パルス幅変調(PWM)モード

b1 b0 

TCK1

MR3 

MR2

MR1

TMOD1

MR0

TMOD0

TCK0

動作モードによって機能が異なる

カウントソース選択ビット
(動作モードによって機能が異なる)

動作モード選択ビット ○

○

○

○

○○

○○
○○

○○

○○

○○

0：カウント停止
1：カウント開始

TA0S

TA1S

TA2S

タイマA0カウント
開始フラグ

タイマA1カウント
開始フラグ

タイマA2カウント
開始フラグ

タイマA3カウント
開始フラグ

タイマA4カウント
開始フラグ

TA3S

TA4S

機　能

カウント開始フラグ

0：カウント停止
1：カウント開始

0：カウント停止
1：カウント開始

0：カウント停止
1：カウント開始

0：カウント停止
1：カウント開始

ビット名ビット
シンボル

シンボル アドレス リセット時
TABSR 038016番地 XXX0000016 

R W

何も配置されていない。
書き込む場合、“0”を書き込んでください。読み出した場合、その値は不定。

－－

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

CPSR

機　能

時計用プリスケーラリセットフラグ

ビット名ビット
シンボル

シンボル アドレス リセット時
CPSRF 038116番地 0XXXXXXX2 

R W

時計用プリスケーラ
リセットフラグ

何も配置されていない。書き込む場合､"0"を書き込んでください。
読み出した場合、その値は不定。

0: 何もおこらない
1:プリスケーラリセット(読み出し時は"0")

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

図1.15.4.  タイマA関連レジスタ(2)
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0：ダウンカウント
1：アップカウント

TA0UD

TA1UD

TA2UD

タイマA0アップ
ダウンフラグ

タイマA1アップ
ダウンフラグ

タイマA2アップ
ダウンフラグ

タイマA3アップ
ダウンフラグ

タイマA4アップ
ダウンフラグ

タイマA2
二相パルス信号処理
機能選択ビット
タイマA3
二相パルス信号処理
機能選択ビット
タイマA4
二相パルス信号処理
機能選択ビット

TA3UD

TA4UD

TA2P

TA3P

TA4P

機　能

アップダウンフラグ(注1)

0：ダウンカウント
1：アップカウント

0：ダウンカウント
1：アップカウント

0：ダウンカウント
1：アップカウント

0：二相パルス信号処理機能禁止
1：二相パルス信号処理機能許可

0：二相パルス信号処理機能禁止
1：二相パルス信号処理機能許可

0：二相パルス信号処理機能禁止
1：二相パルス信号処理機能許可

0：ダウンカウント
1：アップカウント

ビット名ビット
シンボル

シンボル アドレス リセット時
UDF 038416番地 0016 

R W

(注2)

(注2)

(注2)

(注2)

(注2)

(注3)

(注3)

(注3)

注1．このレジスタへの書き込みはMOV命令を使用してください。
注2．アップ/ダウン切替要因にアップダウンフラグの内容を選択すると有効になります。
注3．二相パルス信号処理機能を使用しない場合は"0"を設定してください。

－

－

－

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

0：何もしない
1：タイマスタート

TA0OS

TA1OS

TA2OS

タイマA0ワンショット
開始フラグ

タイマA1ワンショット
開始フラグ

タイマA2ワンショット
開始フラグ

タイマA3ワンショット
開始フラグ

タイマA4ワンショット
開始フラグ

タイマA0イベント/
トリガ選択ビット

TA3OS

TA4OS

TA0TGL

TA0TGH

機　能

ワンショット開始フラグ

0：何もしない
1：タイマスタート

0：何もしない
1：タイマスタート

0：何もしない
1：タイマスタート

0 0：TA0IN端子の入力
0 1：無効
1 0：TA4のオーバフロー
1 1：TA1のオーバフロー

0：何もしない
1：タイマスタート

ビット名ビット
シンボル

シンボル アドレス リセット時
ONSF 038216番地 0016 

R W

(注1)

(注1)

(注1)

(注1)

(注1)

(注2、3)

注1．読み出し時の値は"0"。
注2．対応するポート方向レジスタは"0"にしてください。
注3．ワンショットタイマモードで外部トリガ入力によるカウント開始はできません。

b7 b6

予約ビット 必ず“0”を設定してください。

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

0

図1.15.5.  タイマA関連レジスタ(3)



タイマA

Rev.2.00    2006.10.03    page 121 of 279
RJJ03B0006-0200

M30245グループ

(1)　タイマモード
内部で生成されたカウントソースをカウントするモードです(表1.15.1)。図1.15.6にタイマモード時の
タイマAiモードレジスタの構成を示します。

表1.15.1.  タイマモードの仕様

項　　目 仕　　様
カウントソース f1, f8, f32, fC32
カウント動作 ●ダウンカウント

●アンダフロー時リロードレジスタの内容をリロードしてカウントを継続
分周比 1/(n+1) n:設定値
カウント開始条件 カウント開始フラグへの“1”書き込み
カウント停止条件 カウント開始フラグへの“0”書き込み
割り込み要求発生タイミング アンダフロー時
TAiIN端子機能 プログラマブル入出力ポート、又はゲート入力
TAiOUT端子機能 プログラマブル入出力ポート、又はパルス出力
タイマの読み出し タイマAiレジスタを読み出すと、カウント値が読み出される
タイマの書き込み ●カウント停止中

　タイマAiレジスタに書き込むと、リロードレジスタおよびカウンタの両方に書き込まれる
●カウント中
　タイマAiレジスタに書き込むとリロードレジスタにだけ書き込まれる(次のリロード時に転送)

選択機能 ●ゲート機能
　TAiIN端子の入力信号によってカウント開始、停止が可能
●パルス出力機能
　アンダフローするごとにTAiOUT端子の極性が反転

図1.15.6.  タイマモード時のタイマAiモードレジスタの構成

注1.　“0”、又は“1”いずれでも可。
注2.　対応するポート方向レジスタは“0”にしてください。

タイマAiモードレジスタ
シンボル アドレス リセット時 
TAiMR(i=0～4) 039616～039A16番地 0016 

ビット名 機　　能ビットシンボル WR

○○

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

動作モード選択ビット
0 0 : タイマモード
b1 b0 

TMOD1  

TMOD0 

MR0 パルス出力機能選択ビット 0 : パルス出力なし
　　(TAiOUT端子は通常のポート端子)
1 : パルス出力あり
　　(TAiOUT端子はパルス出力端子)

ゲート機能選択ビット
0 X(注1): ゲート機能なし
　　     (TAiIN端子は通常のポート端子)
1 0    :  TAiIN端子が“L”レベルの期間
           だけカウントを行う(注2)
1 1    :  TAiIN端子が“H”レベルの期間
           だけカウントを行う(注2)

b4 b3

MR2

MR1

MR3 0 : タイマモードでは必ず“0”に固定

0 0 : f1
0 1 : f8
1 0 : f32
1 1 : fC32

b7 b6 

TCK1

TCK0 カウントソース選択ビット

○○

○○

○○

○○

○○

○○

○○

0 00
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(2)　イベントカウンタモード
外部信号、又は内部タイマのオーバフローをカウントするモードです。タイマA0、A1は、一相の外部
信号をカウントできます。タイマA2、A3、A4は、一相の外部信号と二相の外部信号をカウントできま
す。一相の外部信号をカウントする場合の仕様を表1.15.2に、二相の外部信号をカウントする場合の仕様
を表1.15.3に、タイマAiモードレジスタの構成を図1.15.7に示します。

項　　目 仕　　様
カウントソース ●TAiIN端子に入力された外部信号(ソフトウエアにて有効エッジを選択可能)

●TAjのオーバフロー
カウント動作 ●アップカウント、又はダウンカウントを、外部信号、又はソフトウエアで選択可能

●オーバフロー、又はアンダフロー時は、リロードレジスタの内容をリロードしてカウントを継続(注1)
分周比 ●アップカウント時　1/(FFFF16－n+1)

●ダウンカウント時　1/(n+1) n:設定値
カウント開始条件 カウント開始フラグへの“1”書き込み
カウント停止条件 カウント開始フラグへの“0”書き込み
割り込み要求発生タイミング オーバフロー時、およびアンダフロー時
TAiIN端子機能 プログラマブル入出力ポート、又はカウントソース入力
TAiOUT端子機能 プログラマブル入出力ポート、パルス出力、又はアップカウント/ダウンカウント切り替え入力
タイマの読み出し タイマAiレジスタを読み出すと、カウント値が読み出される
タイマの書き込み ●カウント停止中

　タイマAiレジスタに書き込むと、リロードレジスタおよびカウンタの両方に書き込まれる
●カウント中
　タイマAiレジスタに書き込むとリロードレジスタにだけ書き込まれる(次のリロード時に転送)

選択機能 ●フリーランカウント機能
　オーバフロー、又はアンダフローが発生してもリロードレジスタからリロードしない
●パルス出力機能
　オーバフロー、又はアンダフローするごとにTAiOUT端子の極性が反転

注1.　フリーラン機能選択時は除きます。

表1.15.2.  イベントカウンタモードの仕様（二相パルス信号を使用しない場合）
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項　　目 仕　　様
カウントソース ●TAiIN､TAiOUT端子に入力された二相パルス信号
カウント動作 ●アップカウント、又はダウンカウントを、二相パルス信号によって切り替え可

●オーバフロー、又はアンダフロー時は、リロードレジスタの内容をリロードしてカウントを継続(注1)
分周比 ●アップカウント時　1/(FFFF16－n+1)

●ダウンカウント時　1/(n+1) n:設定値
カウント開始条件 カウント開始フラグへの“1”書き込み
カウント停止条件 カウント開始フラグへの“0”書き込み
割り込み要求発生タイミング オーバフロー時、およびアンダフロー時
TAiIN端子機能 二相パルス入力
TAiOUT端子機能 二相パルス入力
タイマの読み出し タイマA2、A3、A4レジスタを読み出すと、カウント値が読み出される
タイマの書き込み ●カウント停止中

　タイマA2、A3、A4レジスタに書き込むと、リロードレジスタおよびカウンタの両方に書き込まれる
●カウント中
　タイマA2、A3、A4レジスタに書き込むとリロードレジスタにだけ書き込まれる(次のリロード時に転送)

選択機能(注2) ●通常処理動作（タイマA2,A3)
TAiOUT端子の入力信号が“H”レベルの期間TAiIN端子の立ち上がりをアップ
カ ウントし、立ち下がりをダウンカウントします。

●4逓倍処理動作（タイマA3,A4)
TAiOUT端子の入力信号が“H”レベルの期間にTAiIN端子が立ち上がる位相関係の
場合、TAiOUT、TAiIN端子の立ち上がり、立ち下がりをアップカウントします。
TAiOUT端子の入力信号が“H”レベルの期間にTAiIN端子が立ち下がる位相関係の
場合、TAiOUT、TAiIN端子の立ち上がり、立ち下がりをダウンカウントします。

注1．フリーラン機能選択時は除く。
注2．タイマA3 だけ選択できます。タイマA2 は通常処理動作に、タイマA4 は4 逓倍処理動作に固定です。

表1.15.3.  イベントカウンタモードの仕様（二相パルス信号を使用する場合）

TAiOUT

ｱｯﾌﾟ
ｶｳﾝﾄ

ｱｯﾌﾟ
ｶｳﾝﾄ

ｱｯﾌﾟ
ｶｳﾝﾄ

ﾀﾞｳﾝ
ｶｳﾝﾄ

ﾀﾞｳﾝ
ｶｳﾝﾄ

ﾀﾞｳﾝ
ｶｳﾝﾄ

TAiIN
(i=2,3)

TAiOUT

TAiIN
(i=3,4)

すべてのｴｯｼﾞをｱｯﾌﾟｶｳﾝﾄ

すべてのｴｯｼﾞをｱｯﾌﾟｶｳﾝﾄ

すべてのｴｯｼﾞをﾀﾞｳﾝｶｳﾝﾄ

すべてのｴｯｼﾞをﾀﾞｳﾝｶｳﾝﾄ
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機　能�
（二相パルス信号処理を使用しない）�

機　能�
（二相パルス信号処理を使用する）�

タイマAiモードレジスタ (i=0～4)(イベントカウンタモード)

�

ビット名�ビット�
シンボル�

シンボル アドレス 　　　　　　　　　リセット時�
TAiMR(i=0～4) 039616、039716、039816、039916、039A16番地 00000X002 
�

R W

�
0 1：イベントカウンタモード�

b1 b0動作モード�
選択ビット�

注1．イベントカウンタモードではカウントソースをタイマAiイベント/トリガ選択ビット(038216,038316番地)で選択。�
注2．外部信号カウント時のみ有効。�
注3．対応するポート方向レジスタは"0"にしてください。�
         TA i OUT端子の入力信号が"L"の時はダウンカウント、 "H"の時はアップカウントを行います。�
注4．このビットはタイマA3モードレジスタにおいて有効。�
         タイマA0,A1モードレジスタでは、"0"、又は"1"のいずれでも可。�
         タイマA2モードレジスタでは通常処理動作に、タイマA4モードレジスタでは4逓倍処理動作に固定です。�

カウント極性�
選択ビット� (注2)

アップ/ダウン切替�
要因選択ビット�

カウント動作タイプ�
選択ビット�

二相パルス処理動作�
選択ビット�(注4)

(注1)

(注3)

0：通常処理動作�
1：4逓倍処理動作�

0：リロードタイプ�
1：フリーランタイプ�

イベントカウンタモードでは、"0"を設定してください。�

0：外部信号の立ち�
　  下がりをカウント�
1：外部信号の立ち�
      上がりをカウント�

0：アップダウン�
     フラグの内容�
1：TA i OUT端子の�
     入力内容�

�
"0"を設定して�
ください。�
�
�
"1"を設定して�
ください。�
�

"0"を設定しください�

TMOD0

TMOD1

MR1

MR2

MR3

TCK1

TCK0

パルス出力機能�
選択ビット�

MR0

10

0：パルス出力なし�
　(TAiOUT端子は通常の�
　ポート端子)�
1：パルス出力あり�
　(TAiOUT端子はパルス�
　出力端子) (注3)�
�

�
"0"を設定して�
ください。�
�

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

図1.15.7.　イベントカウンタモード時のタイマAiモードレジスタの構成
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(3)　ワンショットタイマモード
1度だけタイマを動作するモードです(表1.15.4)。トリガが発生するとその時点から任意の期間、タイ
マが動作します。図1.15.8にワンショットタイマモード時のタイマAiモードレジスタの構成を示します。

表1.15.4.  ワンショットタイマモードの仕様

項　　目 仕　　様
カウントソース f1, f8, f32, fC32
カウント動作 ●ダウンカウント

●カウントの値が000016になるタイミングでリロードしてカウントを停止
●カウント中にトリガが発生した場合、リロードしてカウントを継続

分周比 1/n n:設定値
カウント開始条件 ●外部トリガ入力

●タイマのオーバフロー
●ワンショット開始フラグへの“1”書き込み

カウント停止条件 ●カウントの値が000016になりリロードした後
●カウント開始フラグへの“0”書き込み

割り込み要求発生タイミング カウントの値が000016になるタイミング
TAiIN端子機能 プログラマブル入出力ポート、又はトリガ入力
TAiOUT端子機能 プログラマブル入出力ポート、又はパルス出力
タイマの読み出し タイマAiレジスタを読み出すと、不定値が読み出される
タイマの書き込み ●カウント停止中

　タイマAiレジスタに書き込むと、リロードレジスタおよびカウンタの両方に書き込まれる
●カウント中
　タイマAiレジスタに書き込むとリロードレジスタにだけ書き込まれる(次のリロード時に転送)

タイマAiモードレジスタ (i=0～4)
シンボル アドレス  リセット時
TAiMR(i=0～4) 039616～039A16番地  00000X002

ビット名 機　　能ビットシンボル WR

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

動作モード選択ビット
1 0 : ワンショットタイマモード
b1 b0 

TMOD1

TMOD0

MR0 パルス出力機能選択ビット 0 : パルス出力なし
　　(TAiOUT端子は通常のポート端子)
1 : パルス出力あり
　　(TAiOUT端子はパルス出力端子)

MR2

MR1

MR3 0 : ワンショットタイマモードでは必ず“0”に固定

0 0 : f1
0 1 : f8
1 0 : f32
1 1 : fC32

b7 b6 

TCK1

TCK0 カウントソース選択ビット

○○

○○

○○

○○

○○

○○

1 00

0 : ワンショット開始フラグが有効
1 : イベント/トリガ選択レジスタ
  　　　により選択　

トリガ選択ビット

外部トリガ選択ビット(注1) 0 : TAiIN端子の入力信号の立ち下がり(注2)
1 : TAiIN端子の入力信号の立ち上がり(注2)

注1．イベント/トリガ選択ビット(038216,038316番地)でTAiIN端子を選択したときだけ有効。
注2．対応するポート方向レジスタは“0”にしてください。

○

○○

○

図1.15.8.  ワンショットタイマモード時のタイマAiモードレジスタの構成
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(4)　パルス幅変調(PWM)モード
任意の幅のパルスを連続して出力するモードです(表1.15.5)。このモードでは、カウンタは、16ビット
パルス幅変調器、8ビットパルス幅変調器のいずれかのパルス幅変調器として動作します。図1.15.9にパ
ルス幅変調モード時のタイマAiモードレジスタの構成、図1.15.10に16ビットパルス幅変調器の動作例、
および図1.15.11に8ビットパルス幅変調器の動作例を示します。

表1.15.5.  パルス幅変調モードの仕様

項　　目 仕　　様
カウントソース f1,f8,f32,fC32
カウント動作 ●ダウンカウント(8ビット、又は16ビットパルス幅変調器として動作)

●PWMパルスの立ち上がりでリロードしてカウントを継続
●カウント中にトリガが発生した場合、カウントに影響しない

16ビットPWM ●“H”レベル幅 n / fi n:設定値
●周期 (216－1) / fi固定

8ビットPWM ●“H”レベル幅 n×(m+1) / fi n:タイマAiレジスタの上位アドレスの設定値
●周期　 (28－1)×(m+1) / fi m:タイマAiレジスタの下位アドレスの設定値

カウント開始条件 ●外部トリガ入力
●タイマのオーバフロー
●カウント開始フラグへの“1”書き込み

カウント停止条件 ●カウント開始フラグへの“0”書き込み
割り込み要求発生タイミング PWMパルスの立ち下がり時
TAiIN端子機能 プログラマブル入出力ポート、又はトリガ入力
TAiOUT端子機能 パルス出力
タイマの読み出し タイマAiレジスタを読み出すと、不定値が読み出される
タイマの書き込み ●カウント停止中

　タイマAiレジスタに書き込むと、リロードレジスタおよびカウンタの両方に書き込まれる
●カウント中
　タイマAiレジスタに書き込むとリロードレジスタにだけ書き込まれる(次のリロード時に転送)

タイマAiモードレジスタ (i=0～4)
シンボル アドレス  リセット時
TAiMR(i=0～4) 039616～039A16番地  00000X0016

ビット名 機　　能ビットシンボル WR
○○

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

動作モード選択ビット
1 1 : PWMモード
b1 b0 

TMOD1

TMOD0

MR0

MR2

MR1

MR3

0 0 : f1
0 1 : f8
1 0 : f32
1 1 : fC32

b7 b6 

TCK1

TCK0 カウントソース選択ビット

○○

○○

○○

○○

○○

○○

○○

1 11

1 : PWMモードでは必ず“1”に固定

16/8ビットPWMモード
　　　　　　　選択ビット

0 : 16ビットパルス幅変調器として動作
1 : 8ビットパルス幅変調器として動作

 

トリガ選択ビット

外部トリガ選択ビット(注1) 0 : TAiIN端子の入力信号の立ち下がり(注2)
1 : TAiIN端子の入力信号の立ち上がり(注2)

0 : カウント開始フラグが有効
1 : イベント/トリガ選択レジスタ
  　　　により選択　

注1．イベント/トリガ選択ビット(038216,038316番地)でTAiIN端子を選択したときだけ有効。
　　   タイマのオーバフロー選択時は、“1”でも“0”でも可。
注2．対応するポート方向レジスタは“0”にしてください。

図1.15.9.  パルス幅変調モード時のタイマAiモードレジスタの構成
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(2   –1) / fi 16

カウントソース 

TAiIN端子の入力信
号

TAiOUT端子からの
PWMパルス出力

リロードレジスタ=000316、外部トリガ(TAiIN端子の入力信号の立ち上がり)選択時

この信号ではトリガは発生しない

“H”

“H”

“L”

“L”

タイマAi割り込み
要求ビット

“1”

“0”

割り込み要求の受付、又はソフトウエアによって“0”にする
fi：カウントソースの周波数
　（f1,f8,f32,fC32）

注1.　n=000016～FFFE16。

n / fi 

カウントソース(注1)

TAiIN端子の入力信号

8ビットプリスケーラの
アンダフロー信号(注2)

TAiOUT端子からの
   PWMパルス出力

“H”

“H”

“H”

“L”

“L”

“L”

“1”

“0”

タイマAi割り込み 
          要求ビット

割り込み要求の受付、又はソフトウエアによって“0”にするfi：カウントソースの周波数
（f1,f8,f32,fC32）

注1.　8ビットプリスケーラはカウントソースをカウントします。
注2.　8ビットパルス幅変調器は8ビットプリスケーラのアンダフロー信号をカウントします。
注3.　m=0016～FE16，n=0016～FE16。

AAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAA

リロードレジスタの上位８ビット ＝ 0216、
リロードレジスタの下位８ビット ＝ 0216、
外部トリガ(TAiIN端子の入力信号の立ち下がり)選択時

((2  – 1)×(m + 1)) / fi 

(n×(m + 1))/ fi

(m+1) / fi 

8

図1.15.11.  8ビットパルス幅変調器の動作例

図1.15.10.  16ビットパルス幅変調器の動作例
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シリアルI/O
シリアルI/Oは、UART0～UART3の4チャネルで構成しています。
UART0～UART3はそれぞれ専用の転送クロック発生用タイマを持ち、独立して動作します。
図1.16.1にUARTi(i=0～3)のブロック図を示します。
UARTi(i=0～3)は、クロック同期形シリアルI/Oモード、クロック非同期形シリアルI/Oモード(UARTモー
ド)の2種類のモードを持ちます。クロック同期形シリアルI/Oとして使用するか、クロック非同期形シリア
ルI/Oとして使用するかは、シリアルI/Oモード選択ビット(03A816、036816、033816、032816番地のビット0
～ビット2)の内容で選択します。TxD端子とRxD端子のレベルが異なれば割り込み要求が発生するバス衝
突検出機能を持っています。
図1.16.2～図1.16.7に、UARTi関連のレジスタを示します。

シリアルI/O
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図1.16.1.  UARTi(i=0～3)ブロック図

SP SP PAR

2SP

1SP

ｸﾛｯｸ非同期形

ｸﾛｯｸ非同期形
(7ビット)
ｸﾛｯｸ非同期形
(8ビット)

ｸﾛｯｸ非同期形(7ビット)

ｸﾛｯｸ非同期形
(9ビット)

ｸﾛｯｸ同期形

ｸﾛｯｸ同期形

データバス下位

TxDi

UARTi送信レジスタ

PAR許可

PAR禁止

D8 D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0

SP：ストップビット
PAR：パリティビット

UARTi
送信バッファ
レジスタ

ｸﾛｯｸ非同期形
(8ビット)
ｸﾛｯｸ非同期形
(9ビット)

ｸﾛｯｸ同期形

UARTi
受信バッファ
レジスタ

UARTi受信レジスタ

2SP

1SP

PAR許可

PAR禁止

ｸﾛｯｸ非同期形

ｸﾛｯｸ非同期形
(7ビット)
ｸﾛｯｸ非同期形
(8ビット) ｸﾛｯｸ非同期形(7ビット)

ｸﾛｯｸ非同期形
(9ビット)

ｸﾛｯｸ同期形

ｸﾛｯｸ同期形

ｸﾛｯｸ同期形

RxDi

ｸﾛｯｸ非同期形
(8ビット)
ｸﾛｯｸ非同期形
(9ビット)

03AF16番地
03AE16番地
036F16番地
036E16番地
033F16番地
033E16番地
032F16番地
032E16番地

03AB16番地
03AA16番地
036B16番地
036A16番地
033B16番地
033A16番地
032B16番地
032A16番地

データバス上位

D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0D80 0 0 0 0 0 0

SP SP PAR

“0”

反転あり

反転なし

エラー信号
出力回路

TxDデータ
反転回路

RxDデータ
反転回路

エラー信号出力許可

エラー信号出力禁止

反転あり

反転なし

論理反転回路 ＋ MSB/LSB変換回路

論理反転回路 ＋ MSB/LSB変換回路

ni：UARTi 転送速度レジスタ（BRGi）に設定した値
注1.UART2 はN チャネルオープンドレイン出力です。CMOS 出力は設定できません。

RxDi

受信制御回路

送信制御回路
1 / (ni+1)

1/16

1/16

1/2

転送速度レジスタ

ｸﾛｯｸ同期形（内部ｸﾛｯｸ選択時）

ｸﾛｯｸ非同期形受信

ｸﾛｯｸ同期形

ｸﾛｯｸ非同期形送信

ｸﾛｯｸ同期形

　ｸﾛｯｸ同期形
（内部ｸﾛｯｸ選択時）

ｸﾛｯｸ同期形
（外部ｸﾛｯｸ選択時）

受信
ｸﾛｯｸ

送信
ｸﾛｯｸ

CLKi

クロック源選択

CTSi / RTSi

ｆ1

ｆ8

ｆ32

内部

外部

Vcc

RTSi

CTSi

TxDi

送受信部

CLK極性
切替回路

CTS/RTS禁止

CTS/RTS禁止
CTS/RTS選択

RxD極性切替回路 TxD極性
切替回路

(注1)

シリアルI/O
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図1.16.2.  UARTi関連のレジスタ (1)

UARTi受信バッファレジスタ(i = 0～3)

ビット名ビット
シンボル R W

注1．アービトレーションロスト検出フラグは、“0”のみ書き込みできます。
注2．bit15～bit12はシリアルI/Oモード選択ビット(03A816,036816,033B16,032816番地のbit2～bit0)を“0002”にしたとき、
        又は受信許可ビットを“0”にしたとき“0”になります (bit15は、bit14～bit12がすべて“0”になると“0”になります)。
         また、bit14,bit13はUARTi受信バッファレジスタの下位バイト(03AE16,036E16,033E16,032E16番地)を読み出した
         ときも、“0”になります。

受信データ 受信データ

ABT

OER

FER

SUM

機　能
(クロック同期形シリアルI/Oモード)

PER

何も配置されていない。書き込む場合、"0"を書き込んでください。
読み出した場合、その値は"0"。

機　能
(クロック非同期形シリアルI/Oモード)

オーバランエラー
フラグ (注2)

アービトレーション
ロスト検出フラグ (注1)

フレーミングエラー
フラグ (注2)

パリティエラー
フラグ (注2)

(注2)
エラーサムフラグ

受信データ(9bit目)

0：未検出(勝)
1：検出(負)

0：オーバランエラーなし
1：オーバランエラー発生

無効

無効

0：オーバランエラーなし
1：オーバランエラー発生

0：フレーミングエラーなし
1：フレーミングエラー発生

0：パリティエラーなし
1：パリティエラー発生

0：エラーなし
1：エラー発生

無効

無効

シンボル アドレス リセット時
U0RB 03AF16, 03AE16番地 不定
U1RB 036F16, 036E16番地 不定
U2RB 033F16, 033E16番地 不定
U3RB 032F16, 032E16番地 不定

×

×

×

×

×

×

b7 b0
b15
(b7)

b8
(b0)

UARTi送信バッファレジスタ(i=0～3) (注1)

シンボル アドレス リセット時
U0TB 03AB16, 03AA16番地 不定
U1TB 036B16, 036A16番地 不定
U2TB 033B16, 033A16番地 不定
U3TB 032B16, 032A16番地 不定

R W
機　能

(クロック同期形シリアルI/Oモード)

送信データ 送信データ

何も配置されていない。書き込む場合、“0”を書き込んでください。
読み出した場合、その値は不定。

機　能
(クロック非同期形シリアルI/Oモード)

送信データ(9bit目）

注1．このレジスタの書き込みはMOV命令を使用してください。 

×

×

b7 b0
b15
(b7)

b8
(b0)

ビット
シンボル

シリアルI/O
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図1.16.3.  UARTi関連のレジスタ (2)

UARTi転送速度レジスタ (i=0～3)（注1,2)
b7 b0  シンボル アドレス リセット時

 U0BRG 03A916番地 不定
 U1BRG 036916番地 不定
  U2BRG 033916番地 不定
 U3BRG 032916番地 不定

機　　能

設定値を nとすると、BRGiはカウントソースをn+1分周する 0016～FF16

設定可能値 WR

○

注1 ．このレジスタの書き込みはMOV 命令を使用してください。
注2 ．送受信停止中に値を書き込んでください。

－

UARTi 送受信モードレジスタ (i=0～3)

シンボル アドレス リセット時�   U0MR 03
A816番地 0016
   U1MR 036816番地 0016
   U2MR 033816番地 0016
   U3MR 032816番地 0016

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

ビット名
ビット
シンボル

WR

0 0 0 : シリアルI/Oは無効
0 0 1 : シリアルI/Oモード
0 1 0 : I2Cモード

上記以外の値は設定しない
でください。

b2 b1 b0 

CKDIR

SMD1

SMD0 シリアルI/Oモード選択ビット
       (注3) ○

○

○

○

○○

○○

SMD2

内/外部クロック選択ビット

STPS

PRY
○○

PRYE

IOPOL

パリティ許可ビット ○○

○○

0 : 内部クロック
1 : 外部クロック(注1)

ストップビット長選択ビット

パリティ奇/偶選択ビット

TxD,RxD 入出力極性
切り替えビット (注2)

0 : 1ストップビット
1 : 2ストップビット

0 : パリティ禁止
1 : パリティ許可

○○

0 0 0 : シリアルI/Oは無効
1 0 0 : 転送データ長7ビット
1 0 1 : 転送データ長8ビット
1 1 0 : 転送データ長9ビット

上記以外の値は設定しないで
ください。

b2 b1 b0 

無効 

ビット6が“1”のとき有効、
0 : 奇数パリティ
1 : 偶数パリティ

無効 

無効 

機能
(ｸﾛｯｸ非同期形ｼﾘｱﾙI/Oﾓｰﾄﾞ時)

機能
(ｸﾛｯｸ同期形ｼﾘｱﾙI/Oﾓｰﾄﾞ時)

0 : 内部クロック
1 : 外部クロック(注1)

注1.　 I2Cバスインタフェースモード選択時、対応するポート(SCLi)のポート方向レジスタを“0”、     
          またはポート方向レジスタを“1”でポートデータレジスタを“1”にしてください。その他の 
          シリアルI/Oモード選択時、対応するポート(CLKi)のポート方向レジスタを“0”にしてくださ
          い。
注2.　通常“0”を設定してください。
注3.　受信する場合、RXDi 端子に対応するポート方向レジスタは“0”にしてください。

0 : 反転なし
1 : 反転あり

シリアルI/O
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図1.16.4.  UARTi関連のレジスタ (3)
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機　能
(クロック同期形シリアルI/Oモード)

機　能
(クロック非同期形シリアルI/Oモード)

UARTi送受信制御レジスタ1 (i=0～3)

ビット名ビット
シンボル

シンボル アドレス 　　　　　　　　　　リセット時
UiC1(i=0～3) 03AD16、036D16、033D16、032D16番地 　     0216 

R W

RI

UiIRS

UiRRM

UiLCH

TE

RE

TI

送信許可ビット

送信バッファ
空フラグ

受信許可ビット

受信完了フラグ

エラー信号出力
許可ビット

UiERE

UARTi 送信
割り込み要因
選択ビット

UARTi 連続受信
モード許可ビット

データ論理
選択ビット

0：送信禁止
1：送信許可

0：送信バッファレジスタにデータあり
1：送信バッファレジスタにデータなし

0：受信禁止
1：受信許可

0：受信バッファレジスタにデータなし
1：受信バッファレジスタにデータあり

0：送信バッファ空(TI="1")
1：送信完了(TXEPT="1")

"0"を設定してください
0：連続受信モード禁止
1：連続受信モード許可

0：反転なし
1：反転あり

エラー信号出力許可ビット
0：出力しない
1：出力する

"0"を設定してください。 
読み出した場合、その
値は不定。

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

注1．エラー信号出力を許可しない場合は、UiMRレジスタを設定した後に　
         UiEREビットを"0"にしてください。

(注1)

シリアルI/O
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図1.16.5.  UARTi関連のレジスタ (4)

シリアルI/O

機　能
(クロック同期形シリアルI/Oモード)

機　能
(クロック非同期形シリアルI/Oモード)

UARTi特殊モードレジスタ1 (i=0～3)

ビット名ビット
シンボル

シンボル アドレス 　　　　　リセット時
UiSMR(i=0～3) 03A716、036716、033716、032716番地 　0016 

R W

LSYN

ABSCS

ACSE

SSS

IICM

BBS

ABC

0：通常モード
1：I2Cモード

I2Cモード
選択ビット

アービトレーション
ロスト検出
フラグ制御

バスビジーフラグ

SCLL同期出力
許可ビット

バス衝突検出
サンプリング
クロック選択ビット
送信許可ビット
自動クリア機能
選択ビット

送信開始条件
選択ビット

0：ビット毎に更新
1：バイト毎に更新

0：ストップコンディション検出
1：スタートコンディション検出

0：禁止
1：許可

"0"を設定してください

"0"を設定してください

"0"を設定してください

"0"を設定してください

"0"を設定してください

"0"を設定してください

"0"を設定してください

0：通常
1：RxDiの立ち下がり

0：自動クリア機能なし
1：バス衝突発生時
      自動クリア

0：転送クロックの立ち上がり
1：タイマAiのアンダフロー   

(注1)

(注2)

注1．"0"だけ書き込み可。
注2．UART0ではタイマA3のアンダフロー信号、UART1ではタイマA4のアンダフロー信号、
         UART2ではタイマA0のアンダフロー信号。UART3ではタイマA3のアンダフロー信号。
注3．I2Cモード以外では、このビットを"1"にしないでください。

何も配置されていない。書き込む場合は"0"を書き込んでください。
読み出し時、その値は不定です。

(注3)

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

機　能

UARTi特殊モードレジスタ2 (i=0～3)

ビット名ビット
シンボル

シンボル アドレス 　　　　　　　　　リセット時
UiSMR2(i=0～3) 03A616、036616、033616、032616番地  0016 

R W

ALS

SWC2

IICM2

CSC クロック同期化ビット

I2Cモード
選択ビット2

0：NACK/ACK割り込み(DMAの要因：ACK)
      受信クロックの最終ビットの立ち上がりで
      受信バッファに転送
      受信クロックの最終ビットの立ち上がりで
      受信割り込み発生
1：UART送信/受信割り込み(DMAの要因：UART受信)
      受信クロックの最終ビットの立ち下がりで
      受信バッファに転送
      受信クロックの最終ビットの立ち下がりで
      受信割り込み発生

0：禁止
1：許可

0：禁止
1：許可

0：UARTi クロック
1：0 出力

SWC

SDA出力停止ビット

0：禁止
1：許可

STC
0：禁止
1：許可

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

SDHI SDA出力禁止ビット
0：許可
1：禁止 (ハイインピーダンス)

何も配置されていない。書き込む場合は"0"を書き込んでください。
読み出し時、その値は不定です。

SCLウエイト
出力ビット（注1）

SCLウエイト
出力ビット2（注1）

UARTi初期化ビット
 （注1）

注1．SCLiが外部クロック時は使用できません。
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図1.16.6.  UARTi関連のレジスタ (5)

機　能　

UARTi特殊モードレジスタ3 (i=0～3)

ビット名ビット
シンボル

シンボル アドレス 　　　　　　　　　リセット時
UiSMR3(i=0～3) 03A516、036516、033516、032516番地  0016 

R W

NODC

ERR

DL0

DL1

注1．SSを設定する場合，CTS/RTS禁止ビット(UARTi送受信制御レジスタ0のビット4)を"1"に設定してCTS/RTS機
         能を禁止してください。
注2．"0"のみ書き込み可能。
注3．本ビットはI2CインタフェースとしてUARTiを使用する際、SDAi(TxDi)出力にディジタル的に遅延を発生させる
         ものです。それ以外の場合は、必ず"0002"に設定してください。
注4．遅延量はSCLi端子、SDAi端子の負荷により変化します。
　　  外部クロックを選択した場合、+100ns程度遅延が大きくなります。

SSE

DINC

CKPH

DL2

(注2)

SS端子機能
許可ビット

クロック位相
設定ビット

シリアル入力端子
設定ビット

クロック出力選択ビット

障害エラーフラグ

SDAi(TxDi)ディジタル
遅延値設定ビット

(注1)
0：SS機能禁止
1：SS機能許可

0：クロック遅れなし
1：クロック遅れあり

0：TxDi,RxDiを選択(マスタモード)
1：STxDi,SRxDiを選択(スレーブモード)

0：CLKiはCMOS出力
1：CLKiはNチャネルオープンドレイン出力

0：障害エラーなし
1：障害エラーあり

0 0 0：遅延なし
0 0 1：BRGカウントソースの1～2サイクル
0 1 0：BRGカウントソースの2～3サイクル
0 1 1：BRGカウントソースの3～4サイクル
1 0 0：BRGカウントソースの4～5サイクル
1 0 1：BRGカウントソースの5～6サイクル
1 1 0：BRGカウントソースの6～7サイクル
1 1 1：BRGカウントソースの7～8サイクル

b7 b6 b5

(注3) (注4)

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

シリアルI/O
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IFSR0

IFSR1

IFSR2

INT0割り込み極性
選択ビット

INT1割り込み極性
選択ビット

INT2割り込み極性
選択ビット

機　能

外部割り込み要因選択レジスタ

0：片エッジ
1：両エッジ

0：片エッジ
1：両エッジ

0：片エッジ
1：両エッジ

バス衝突割り込み要因
選択ビット0

IFSR6

0：UART0のバス衝突/スタートストップ
     検出/障害エラー検出要因選択
1：UART2のバス衝突/スタートストップ
     検出/障害エラー検出要因選択

IFSR7

0：UART1のバス衝突/スタートストップ
     検出/障害エラー検出要因選択
1：UART3のバス衝突/スタートストップ
     検出/障害エラー検出要因選択

ビット名ビット
シンボル

シンボル アドレス リセット時
IFSR 035F16番地 0016 

R W

バス衝突割り込み要因
選択ビット1

何も配置されていません。
書き込み時は“0”を書き込んでください。読み出し時、不定です。

－－

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

図1.16.7.  UARTi関連のレジスタ (6)

シリアルI/O

機　能

UARTi特殊モードレジスタ4 (i=0～3)

ビット名ビット
シンボル

シンボル アドレス 　　　　　　　　　リセット時
UiSMR4(i=0～3) 03A416、036416、033416、032416番地  0016 

R W

STSPSEL

ACKD

ACKC

SCLHI

注1．スタートコンディションが生成された場合、自動的に"0"になります。

STAREQ

STPREQ

RSTAREQ

スタートコンディション
生成ビット

ストップコンディション
生成ビット

ACKデータビット

ACKデータ出力
許可ビット

SCL出力停止
許可ビット

リスタートコンディション
生成ビット

SCL,SDA出力
選択ビット

(注1)

(注1)

(注1)

0：クリア
1：スタート

0：クリア
1：スタート

0：クリア
1：スタート

0：従来ブロック
1：スタート/ストップコンディション生成ブロック

0：ACK
1：NACK

0：SI/Oデータ出力
1：ACKD出力

0：禁止
1：許可

SWC9 SCLウエイト
出力ビット3     (注2)

0：SCL"L"ホールド禁止
1：SCL"L"ホールド許可

注2．SCLiが外部クロック時は使用できません。

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0



Rev.2.00    2006.10.03    page 136 of 279
RJJ03B0006-0200

M30245グループ

表1.17.1.  クロック同期形シリアルI/Oモードの仕様(1)

項　　目 　　　仕　　様
転送データフォーマット ●転送データ長　8ビット
転送クロック ●内部クロック選択時(03A816､036816､033816､032816番地のビット3=“0”)：

fi/2(m+1) (注1)　fi=f1,f8,f32
●外部クロック選択時(03A816､036816､033816､032816番地のビット3=“1”)：
CLKi端子からの入力

送信制御/受信制御
_______ _______ _______ _______

●CTS機能/RTS機能/CTS, RTS機能無効  選択
送信開始条件 ●送信開始には、以下の条件が必要です。

　・送信許可ビット(03AD16､036D16､033D16､032D16番地のビット0)=“1”
　・送信バッファ空フラグ(03AD16､036D16､033D16､032D16番地のビット1)=“0”

_______ _______

　・CTS機能選択時、CTS端子の入力が“L”レベル
●更に、外部クロック選択時には次の条件も必要です。
　・CLKi極性選択ビット(03AC16､036C16､033C16､032C16番地のビット6)=“0”：

CLKi端子の入力が“H” 　
　・CLKi極性選択ビット(03AC16､036C16､033C16､032C16番地のビット6)=“1”：

CLKi端子の入力が“L”
受信開始条件 ●受信開始には、以下の条件が必要です。

　・受信許可ビット(03AD16､036D16､033D16､032D16番地のビット2)=“1”
　・送信許可ビット(03AD16､036D16､033D16､032D16番地のビット0)=“1”
　・送信バッファ空フラグ(03AD16､036D16､033D16､032D16番地のビット1)=“0”
●更に、外部クロック選択時には次の条件も必要です。
　・CLKi極性選択ビット(03AC16､036C16､033C16､032C16番地のビット6)=“0”：
CLKi端子の入力が“H” 　

　・CLKi極性選択ビット(03AC16､036C16､033C16､032C16番地のビット6)=“1”：
CLKi端子の入力が“L”

割り込み要求発生タイミング ●送信時：次の条件のいずれかを選択できます。
　・送信割り込み要因選択ビット(03AD16､036D16､033D16､032D16番地のビット4)=“0”：
　　UARTi送信バッファレジスタからUARTi送信レジスタへデータ転送完了時
　・送信割り込み要因選択ビット(03AD16､036D16､033D16､032D16番地のビット4)=“1”：　
　　UARTi送信レジスタからデータ送信完了時
●受信時
　・UARTi受信レジスタから、UARTi受信バッファレジスタへデータ転送完了時

エラー検出 ●オーバランエラー(注2)
　UARTi受信バッファレジスタの内容を読み出す前に次のデータ受信を開始し、次のデー
　タの７ビット目を受信すると発生

(1)　クロック同期形シリアルI/Oモード
クロック同期形シリアルI/Oモードは、転送クロックを用いて送受信を行うモードです。表1.17.1、表
1.17.2にクロック同期形シリアルI/Oモードの仕様を、図1.17.1にUARTi送受信モードレジスタの構成を示
します。

注1.　m はUART転送速度レジスタに設定した0016～FF16の値です。
注2.　オーバランエラーが発生した場合は、UARTi受信バッファには次のデータが書き込まれます。またUARTi

受信割り込み要求ビットは“1”になりません。

クロック同期形シリアルI/O
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表1.17.2.  クロック同期形シリアルI/Oモードの仕様(2)

項　　目 仕　　様
選択機能 ●CLK極性選択

　送信データ出力/入力タイミングが、転送クロックの立ち上がりか立ち下がりかを選択可
●LSBファースト/MSBファースト 選択
　ビット0から送信/受信するか、又はビット7から送信/受信するかを選択可
●連続受信モード選択
　受信バッファレジスタを読み出す動作により、同時に受信許可状態になる。
●シリアルデータ論理切り替え
　送信バッファレジスタへの書き込み、受信バッファレジスタからの読み出し
　の際、データを反転させるか選択可
●TXD、RXD入出力極性切り替え
　TxD端子出力およびRXD端子入力を反転する機能です。入出力するデータのレ
　ベルがすべて反転します。

表1.17.3に、クロック同期形シリアルI/Oモード時の入出力端子の機能を示します。UARTiの動作モー
ド選択後、転送開始までは、TXDi端子は“H”レベルを出力します(N チャネルオープンドレイン出力選
択時はフローティング状態)。

表1.17.3.   クロック同期形シリアルI/Oモード時の入出力端子の機能

端子名 機　　能 選択方法

TxDi
(P63,P67,P70,P74)

シリアルデータ出力

シリアルデータ入力

転送クロック出力

転送クロック入力

CTS入力

プログラマブル入出力ポート

(受信だけを行うときはダミーデータを出力)

RxDi
(P62,P66,P71,P75)

CLKi
(P61,P65,P72,P76)

内/外部クロック選択ビット(03A816､036816､033816､032816番地のビット3)=“0”

CTS/RTS禁止ビット(03AC16､036C16､033C16､032C16番地のビット4)=“0”
CTS/RTS機能選択ビット(03AC16､036C16､033C16､032C16番地のビット2)=“0”
ポートP60､P64､P73､P77の方向レジスタ(03EE16番地のビット0､ビット4、
     03EF16番地のビット3､ビット7)=“0”

内/外部クロック選択ビット(03A816､036816､033816､032816番地のビット3)=“1”
ポートP61､P65､P72､P76の方向レジスタ(03EE16番地のビット1､ビット5、
     03EF16番地のビット2､ビット6)=“0”

CTS/RTS禁止ビット(03AC16､036C16､033C16､032C16番地のビット4)=“0”
CTS/RTS機能選択ビット(03AC16､036C16､033C16､032C16番地のビット2)=“1”

ポートP62､P66､P71､P75の方向レジスタ(03EE16番地のビット2､ビット6、
03EF16番地のビット1､ビット5)=“0”(送信だけを行うときは入力ポートと
して使用可)

CTS/RTS禁止ビット(03AC16､036C16､033C16､032C16番地のビット4)=“1”

RTS出力

CTSi/RTSi
(P60,P64,P73,P77)

クロック同期形シリアルI/O
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図1.17.1.  クロック同期形シリアルI/Oモード時の送信／受信タイミング例

●送信タイミング例(内部クロック選択時)

●受信タイミング例(外部クロック選択時)

UARTi 送信バッファレジスタにダミーデータを設定
送信許可ビット

(TE)

送信バッファ
空フラグ(TI)

CLKi

RxDi

受信完了フラグ
(RI)

RTSi
“H”

“L”

“0”

“1”

“0”

“1”

“0”

“1”

受信許可ビット
(RE)“0”

“1”

受信データの取り込み

上記タイミング図は次の設定条件の場合です。
　●外部クロック選択
　●RTS 機能選択
　●CLK極性選択ビット =“0”

fEXT：外部クロックの周波数

データ受信前のCLKi端子の入力が“H”レベルのときに、
以下の条件が揃うようにしてください。
　●送信許可ビット→“1”
　●受信許可ビット→“1”
　●UARTi送信バッファレジスタへのダミーデータの書き込み

UARTi 受信レジスタ→UARTi 受信バッファレジスタ

受信割り込み要求
ビット(IR) “0”

“1”

割り込み要求の受付、又はソフトウエアで“0”にする　

D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7 D0 D1 D2 D3 D4 D5

(  )内はビットシンボルです。

D6

オーバランフラグ
  (OER) “0”

“1”

受信完了してもRTSはアサートされず、
受信バッファレジスタの読み出しでアサートされる

UARTi 受信バッファレジスタの読み出し

UARTi 送信レジスタ→UARTi 送信バッファレジスタ

1 / fEXT

D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7 D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7 D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7

Tc

TCLK 

送信許可ビットが“０”のため停止

UARTi 送信バッファレジスタにデータを設定

UARTi 送信レジスタ← UARTi 送信バッファレジスタ

 Tc=TCLK = 2(m+1) / fi 
　　fi：BRGiのカウントソースの周波数(f1, f8, f32)
　　m：BRGiに設定した値

転送クロック

送信許可ビット
(TE)

送信バッファ
空フラグ(TI)

CLKi

TxDi

送信レジスタ
空フラグ
(TXEPT)

“H”

“L”

“0”
“1”

“0”

“1”

“0”

“1”

CTSi

上記タイミング図は次の設定条件の場合です。
　●内部クロック選択
　●CTS機能選択
　●CLK極性選択ビット =“0”
　●送信割り込み要因選択ビット =“0”

送信割り込み要求
ビット(IR) “0”

“1”

割り込み要求の受付、又はソフトウエアで“0 ”にする

CTSiが“H”のため停止

(  )内はビットシンボルです。

クロック同期形シリアルI/O
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■極性選択機能
図1.17.2に示すように、CLK極性選択ビット(03AC16、036C16、033C16、032C16番地のビット6)によっ
て転送クロックの極性を選択できます。

●CLK極性選択ビット = “1”のとき

注2.　転送を行っていないときの
　　   CLKi端子のレベルは“L”です。D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7

D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7

D0

D0

TXDi

RXDi

CLKi

●CLK極性選択ビット = “0”のとき

注1.　転送を行っていないときの
　　   CLKi端子のレベルは“H”です。D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7D0

D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7D0

TXDi

RXDi

CLKi

図1.17.2.  転送クロックの極性

■LSBファースト/MSBファースト選択機能
図1.17.3に示すように、転送フォーマット選択ビット(03AC16、036C16、033C16、032C16番地のビッ
ト7)の内容が“0”のとき転送フォーマットはLSBファースト、“1”のとき転送フォーマットはMSB
ファーストになります。

LSBファースト

●転送フォーマット選択ビット = “0”のとき

D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7D0

D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7D0

TXDi

RXDi

CLKi

●転送フォーマット選択ビット = “1”のとき

D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0D7

D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0D7

TXDi

RXDi

CLKi

MSBファースト

注1.　CLK極性選択ビット=“0”の設定の場合です。

図1.17.3.  転送フォーマット

クロック同期形シリアルI/O
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■連続受信モード
連続受信モード許可ビット(03AD16、036D16、033D16、032D16番地のビット5)を“1”に設定するこ
とによって、連続受信モードになります。連続受信モードでは、送信バッファレジスタにダミーデー
タを再設定する必要がなく、受信バッファレジスタを読み出すことで受信許可状態になります。

■シリアルデータ論理切り替え機能
データ論理選択ビット(03AD16、036D16、033D16、032D16番地のビット6)の内容が“1”のとき、送
信バッファレジスタへの書き込み、および受信バッファレジスタからの読み出しの際、データを反転
させます。図1.17.4にシリアルデータ論理切り替えのタイミング例を示します。

図1.17.4.  シリアルデータ論理切り替えのタイミング例

D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7

D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7

転送クロック

TxDi
(反転なし)

TxDi
(反転あり)

“H”

“L”

“H”

“L”

“H”

“L”

●LSBファーストの場合

■TXD、RXD入出力極性切り替え機能
TXD端子出力およびRXD端子入力を反転する機能です。入出力するデータのレベルがすべて(スター
トビット、ストップビット、パリティビットを含む)反転します。通常使用時は、“0”(反転なし)に
設定してください。

クロック同期形シリアルI/O
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項　　目 仕　　様
転送データフォーマット ●キャラクタビット(転送データ) 7ビット/8ビット/9ビット 選択可

●スタートビット 1ビット
●パリティビット 奇数/偶数/無 選択可
●ストップビット 1ビット/2ビット 選択可

転送クロック ●内部クロック選択時(03A816､036816､033816､032816番地のビット3=“0”)：
　fi/16(m+1) (注1)　fi=f1,f8,f32
●外部クロック選択時(03A816､036816､033816､032816番地のビット3=“1”)：
　 fEXT/16(m+1) (注1)(注2)

送信制御/受信制御
_______ _______ _______ _______

●CTS機能/RTS機能/CTS,RTS機能無効  選択
送信開始条件 ●送信開始には、以下の条件が必要です。

・送信許可ビット(03A�16､036D16､033D16､032D16番地のビット0)=“1”
・送信バッファ空フラグ(03AD16､036D16､033D16､032D16番地のビット1)=“0”

_______ _______

・CTS機能選択時、CTS端子の入力が“L”レベル
受信開始条件 ●受信開始には、以下の条件が必要です。

・受信許可ビット(03AD16､036D16､033D16､032D16番地のビット2)=“1”
・スタートビットの検出

割り込み要求発生タイミング ●送信時：次の条件のいずれかを選択できます
・送信割り込み要因選択ビット(03AD16､036D16､033D16､032D16番地のビット4)=“0”：
　UARTi送信バッファレジスタからUARTi送信レジスタへデータ転送完了時
・送信割り込み要因選択ビット(03AD16､036D16､033D16､032D16番地のビット4)=“1”：
　UARTi送信レジスタからデータ送信完了時

●受信時
・UARTi受信レジスタから、UARTi受信バッファレジスタへデータ転送完了時

エラー検出 ●オーバランエラー(注3)
　UARTi受信バッファレジスタの内容を読み出す前に次のデータ受信を開始し、次のデー
　タの最終ストップビットの１つ前のビットを受信すると発生
●フレーミングエラー
　設定した個数のストップビットが検出されなかったときに発生
●パリティエラー
　パリティ許可時にパリティビットとキャラクタビット中の“1”の個数が設定
　した個数でなかったときに発生
●エラーサムフラグ
　 オーバランエラー、フレーミングエラー、パリティエラーのうちいずれかが
　発生した場合“1”になります

(2)　クロック非同期形シリアルI/O(UART)モード
クロック非同期形シリアルI/Oモードは、任意の転送速度、転送データフォーマットを設定して送受信
を行うモードです。表1.18.1、表1.18.2にクロック非同期形シリアルI/Oモードの仕様を、図1.18.1、図1.18.2
にUARTモード時の送信/受信タイミング例を示します。

表1.18.1.  クロック非同期形シリアルI/Oモードの仕様(1)

注1.　m はUART転送速度レジスタに設定した0016～FF16の値です。
注2.　fEXTはCLKi端子(i=0, 1, 2, 3)からの入力です。
注3.　オーバランエラーが発生した場合は、UARTi受信バッファは不定になります。
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表1.18.2.  クロック非同期形シリアルI/Oモードの仕様(2)

項　　目 仕　　様
選択機能 ●LSBファースト/MSBファースト 選択

　ビット0から送信/受信するか、又はビット7から送信/受信するかを選択可
 ●シリアルデータ論理切り替え
　転送するデータの論理値を反転する機能です。スタートビット、およびストッ
プビットは反転しません。
●TXD、RXD入出力極性切り替え
TXD端子出力およびRXD端子入力を反転する機能です。入出力するデータの

レベルがすべて反転します。

表1.18.3に、クロック非同期形シリアルI/Oモード時の入出力端子の機能を示します。なお、UARTiの
動作モード選択後、転送開始までは、TXDi端子は“H”レベルを出力します（N チャネルオープンドレ
イン出力選択時はフローティング状態）。

表1.18.3. クロック非同期形シリアルI/Oモード時の入出力端子の機能
端子名 機　　能 選択方法

TxDi
(P63､P67､P70､P74)

シリアルデータ出力

シリアルデータ入力

プログラマブル入出力

転送クロック入力

CTS入力

プログラマブル入出力ポート

RxDi
(P62､P66､P71､P75)

CLKi
(P61､P65､P72､P76)

内/外部クロック選択ビット(03A816､036816､033816､032816番地のビット3)=“0”

CTS/RTS禁止ビット(03AC16､036C16､033C16､032C16番地のビット4)=“0”
CTS/RTS機能選択ビット(03AC16､036C16､033C16､032C16番地のビット2)=“0”
ポートP60､P64､P73､P77の方向レジスタ(03EE16番地のビット0､ビット4、
03EF16番地のビット3､ビット7)=“0”

内/外部クロック選択ビット(03A816､036816､033816､032816番地のビット3)=“1”
ポートP61､P65､P72､P76の方向レジスタ(03EE16番地のビット1､ビット5、
03EF16番地のビット2､ビット6)=“0”

CTS/RTS禁止ビット(03AC16､036C16､033C16､032C16番地のビット4)=“0”
CTS/RTS機能選択ビット(03AC16､036C16､033C16､032C16番地のビット2)=“1”

CTS/RTS禁止ビット(03AC16､036C16､033C16､032C16番地のビット4)=“1”

RTS出力

CTSi/RTSi
(P60､P64､P73､P77)

ポートP62､P66､P71､P75の方向レジスタ(03EE16番地のビット2､ビット6、
03EF16番地のビット1)=“0”(送信だけを行うときは入力ポートとして使用可)
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●転送データ長8ビット時の送信タイミング例(パリティ許可、1ストップビット)

●転送データ長9ビット時の送信タイミング例(パリティ禁止、2ストップビット)

図1.18.1.  UART モード時の送信タイミング例

送信許可ビット
(TE)

送信バッファ
空フラグ(TI)

TxDi

送信レジスタ
空フラグ
(TXEPT)

“0”

“1”

“0”

“1”

“0”

“1”

上記タイミング図は次の設定条件の場合です。
　●転送データ長9ビット
　●パリティ禁止
　●2ストップビット
　●CTS 機能禁止
　●送信割り込み要因選択ビット=“0”

転送クロック

Tc

Tc = 16(m+1) / fi 、又は 16(m+1) / fEXT
　　　　　　fi：BRGiのカウントソースの周波数（f1,f8,f32）
　　　  fEXT：BRGiのカウントソースの周波数（外部クロック）
　　　　   m：BRGiに設定した値

送信割り込み要求
ビット(IR) “0”

“1”

割り込み要求の受付、又はソフトウエアで“0”にする

(  )内はビットシンボルです。

スタート
ビット

D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7ST D8 D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7ST D8 D0 D1STSPSP

ストップ
ビット

SP

UARTi 送信バッファレジスタにデータを設定

SP

UARTi 送信レジスタ←UARTi 送信バッファレジスタ

ストップ
ビット

送信許可ビット
(TE)

送信バッファ
空フラグ(TI)

送信レジスタ
空フラグ
(TXEPT)

D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7ST P

スタート
ビット

パリティ
ビット

TxDi

CTSi

上記タイミング図は次の設定条件の場合です。
　●転送データ長8ビット
　●パリティ許可
　●1ストップビット
　●CTS 機能選択
　●送信割り込み要因選択ビット=“1”

“0”

“1”

“0”

“1”

“L”

“H”

“0”

“1”

Tc = 16(m+1) / fi 、又は 16(m+1) / fEXT
　　　　　fi：BRGiのカウントソースの周波数（f1,f8,f32）
　　　　fEXT：BRGiのカウントソースの周波数（外部クロック）
　　　　　m：BRGiに設定した値

送信割り込み要求
ビット(IR) “0”

“1”

割り込み要求の受付、又はソフトウエアで“0”にする

D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7ST P SP D0 D1ST

(  )内はビットシンボルです。

Tc

転送クロック

SP

送信許可ビットが　“０”のため停止ストップ
ビット

UARTi 送信バッファレジスタにデータを設定

UARTi 送信レジスタ←UARTi 送信バッファレジスタ

ストップビット確認時CTS“H”なので、いったん転送クロック停止

CTS“L”確認後ただちに送信を行うため、クロック再開
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●転送データ長8ビット時の受信タイミング例(パリティ禁止、1ストップビット)

図1.18.2.  UART モード時の受信タイミング例

D0 D1 D7スタートビット

スタートビットの立ち下がりで
転送クロックが発生し受信開始

“L”レベルで
あることを検査 受信データの取り込み

BRGiの
カウントソース

受信許可ビット

RxDi

転送クロック

受信完了フラグ

RTSi

ストップビット

“1”

“0”

“0”

“1”

“H”

“L”

上記タイミング図は次の設定条件の場合です。
　●転送データ長8ビット
　●パリティ禁止
　●1ストップビット
　●RTS機能選択

受信割り込み
要求ビット“0”

“1”

割り込み要求の受付、又はソフトウエアで“0”にする

UARTi受信レジスタ→UARTi受信バッファレジスタ

受信バッファレジスタの読み出しにより“L”になる

■LSBファースト/MSBファースト選択機能
図1.18.3に示すように、転送フォーマット選択ビット(03AC16、036C16、033C16、032C16番地のビッ
ト7)で転送フォーマットが選択できます。この機能は転送データ長8ビットのときに有効です。

図1.18.3.  転送フォーマット

ST：スタートビット
P  ：パリティビット　
SP：ストップビット

D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7 P SPST

SPST

転送クロック

TxDi

RxDi

“H”

“L”

“H”

“L”

“H”

“L”

(1) 転送フォーマット選択ビット = 0(LSBファースト)のとき

D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7 P

D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0 P SPST

SPST

転送クロック

TxDi

RxDi

“H”

“L”

“H”

“L”

“H”

“L”

(2) 転送フォーマット選択ビット = 1(MSBファースト)のとき

PD7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0

注1．UiC0 レジスタのCKPOL ビット=0(転送クロックの立ち下がりで送信データ出力、
　　 立ち上がりで受信デ ータの入力)、UiC1 レジスタのUiLCH ビット=0(反転なし)、
　　 UiMR レジスタのSTPS ビット=0(1 ストップビット)、UiMR レジスタのPRYE ビット=1
　　 (パリティ許可)の場合です。
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■TXD、RXD入出力極性切り替え機能
TXD端子出力およびRXD端子入力を反転する機能です。入出力するデータのレベルがすべて(スター
トビット、ストップビット、パリティビットを含む)反転します。通常使用時は、“0”(反転なし)に
設定してください。

■バス衝突検出機能
TXD端子の出力レベルとRXD端子の入力レベルを転送クロックの立ち上がりでサンプリングし、値
が異なる場合、割り込み要求が発生します。図1.18.5にバス衝突検出タイミング例(UARTモード時)を
示します。

図1.18.5.  バス衝突検出タイミング例(UARTモード時)

ST：スタートビット
SP：ストップビット

ST

ST

SP

SP

転送クロック

TxDi

RxDi

バス衝突検出
割り込み要求信号

“H”

“L”

“H”

“L”

“H”

“L”

“1”

“0”

バス衝突検出
割り込み要求ビット

“1”

“0”

■シリアルデータ論理切り替え機能
データ論理選択ビット(03AD16, 036D16 033D16 032D16番地のビット6)の内容が“1”のとき、送信バッ
ファレジスタへの書き込み、および受信バッファレジスタからの読み出しの際、データを反転するこ
とができます。図1.18.4に、シリアルデータ論理切り替え機能のタイミング例を示します。

図1.18.4.  シリアルデータ論理切り替え機能のタイミング例

ST：スタートビット
P  ：パリティビット　
SP：ストップビット

D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7 P SPST

SPST D3 D4 D5 D6 D7 PD0 D1 D2

転送クロック

TxDi
(反転なし)

TxDi
(反転あり)

“H”

“L”

“H”

“L”

“H”

“L”

●LSBファースト、パリティ許可、1ストップビットの場合
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(3)　クロック非同期形シリアルI/Oモード(SIMインタフェース対応)
SIMインタフェースは、メモリカード等とインタフェースするための機能で、クロック非同期形シリ
アルI/Oモードに一部設定を追加することで実現できます。表1.18.4、表1.18.5にクロック非同期形シリア
ルI/Oモード(SIMインタフェース対応)の仕様を示します。

項　　目 仕　　様
転送データフォーマット ●転送データ　8ビットUARTモード

　　　　　　(03A816, 036816, 033816, 032816番地のビット2～ビット0=“1012”)
●1ストップビット(03A816, 036816, 033816, 032816番地のビット4=“0”)
●ダイレクトフォーマットの場合
　　- パリティを偶数パリティに設定
　　　(03A816, 036816, 033816, 032816番地のビット5=“1”、ビット6=“1”)
　　- データ論理をダイレクトに設定
　　　(03AD16, 036D16, 033D16, 032D16番地のビット6=“0”)
　　- 転送フォーマットをLSBに設定
　　　(03AC16, 036C16, 033C16, 032C16番地のビット7=“0”)
●インバースフォーマットの場合
　　- パリティを奇数パリティに設定
　　　(03A816, 036816, 033816, 032816番地のビット5=“0”、ビット6=“1”)
　　- データ論理をインバースに設定
　　　(03AD16, 036D16, 033D16, 032D16番地のビット6=“1”)
　　- 転送フォーマットをMSBに設定
　　　(03AC16, 036C16, 033C16, 032C16番地のビット7=“1”)

転送クロック ●内部クロック(03A816, 036816, 033816, 032816番地のビット3=“0”)：
　fi/16(m+1) (注1)　fi=f1,f8,f32
●外部クロック(03A816, 036816, 033816, 032816番地のビット3=“1”)：
　fEXT/16(m+1) (注1, 3)

送信制御/受信制御
_______ _______

●CTS,RTS機能禁止に設定 (03AC16, 036C16, 033C16, 032C16番地のビット4=“1”)
その他設定項目 ●送信割り込み要因を送信完了に設定

　(03AD16, 036D16, 033D16, 032D16番地のビット4=“1”)

●UART0,1,3のTxD端子をNチャネルオープンドレイン出力に設定

　(03AC16, 036C16, 032C16番地のビット5=“1”)

送信開始条件 ●送信開始には、以下の条件が必要です。
・送信許可ビット(03AD16, 036D16, 033D16, 032D16番地のビット0=“1”)
・送信バッファ空フラグ(03AD16, 036D16, 033D16, 032D16番地のビット1=“0”)

受信開始条件 ●受信開始には、以下の条件が必要です。
・受信許可ビット(03AD16, 036D16, 033D16, 032D16番地のビット2)=“1”
・スタートビットの検出

表1.18.4.  クロック非同期形シリアルI/Oモードの仕様(SIMインタフェース対応)

注1.　m はUART転送速度レジスタに設定した0016～FF16の値です。
注2.　fEXTはCLKi端子(i=0, 1, 2, 3)からの入力です。
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項　　目 仕　　様
割り込み要求発生タイミング ●送信時

UART0～UART3送信レジスタからデータ転送完了時
(03AD16, 036D16, 033D16, 032D16番地のビット4=“1”)

●受信時
・UART0～UART3受信レジスタから、UART0～UART3受信バッファレジスタへデータ
　転送完了時

エラー検出 ●オーバランエラー(クロック非同期形シリアルI/Oの仕様を参照してください)
●フレーミングエラー(クロック非同期形シリアルI/Oの仕様を参照してください)
●パリティエラー(クロック非同期形シリアルI/Oの仕様を参照してください)
　- 受信側は、パリティエラー検出時、パリティエラー信号出力機能(03AD16, 036D16,
　 033D16, 032D16番地のビット7=“1”)によりTXDi端子から“L”レベルを出力
　- 送信側は、送信割り込み発生時、RXDi端子入力レベルによりパリティエラーを検知
●エラーサムフラグ(クロック非同期形シリアルI/Oの仕様を参照してください)

表1.18.5.  クロック非同期形シリアルI/Oモードの仕様その2(SIMインタフェース対応)
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送信許可ビット
(TE)

送信バッファ
空フラグ (TI)

送信レジスタ
空フラグ 
(TXEPT)

D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7ST P

スタート
ビット

パリティ
ビット

上記タイミング図は次の設定条件の場合です。
　●パリティ許可
　●1ストップビット
　●送信割り込み要因選択ビット=“1”

“0”

“1”

“0”

“1”

“0”

“1”

Tc = 16(n+1) / fi 、又は16(n+1) / fEXT
　　　　　fi：BRGiのカウントソースの周波数（f1,f8,f32）
　　　　　fEXT：BRGiのカウントソースの周波数（外部クロック）
　　　　　n：BRGiに設定した値

送信割り込み要求
ビット (IR) “0”

“1”

割り込み要求の受付、又はソフトウエアで“0”にする

D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7ST P SP

(  )内はビットシンボルです。

Tc

転送クロック

SP

ストップ
ビット

パリティエラーが発生したため
TxDiより“L”レベルが返ってくる

割り込みルーチン
でレベルを検知

割り込みルーチン
でレベルを検知

D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7ST P D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7ST P SPSP

TXDi (注2)

RXDi (注2)

信号線レベル
(注2)

UARTi送信レジスタ←UARTi送信バッファレジスタ

(1)　送信許可　

(2)　送信開始　

(3)　ストップビット確認　

UARTi送信バッファレジスタにデータを設定

(4)　送信開始　

(5)　パリティエラー
　　 処理

(注1)

受信許可ビット
(RE)

受信完了フラグ
(RI)

D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7ST P

スタート
ビット

パリティ
ビット

TXDi (注1)

上記タイミング図は次の設定条件の場合です。
　●パリティ許可
　●1ストップビット
　●送信割り込み要因選択ビット=“1”

“0”

“1”

“0”

“1”

Tc = 16(n+1) / fi 、又は16(n+1) / fEXT
　　　　　fi：BRGiのカウントソースの周波数（f1,f8,f32）
　　　　　fEXT：BRGiのカウントソースの周波数（外部クロック）
　　　　　n：BRGiに設定した値

受信割り込み要求
ビット(IR) “0”

“1”

割り込み要求の受付、又はソフトウエアで“0”にする

D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7ST P SP

(  )内はビットシンボルです。

Tc

転送クロック

パリティエラーが発生したためTxDi
より“L”レベルを出力する

RXDi (注1)

受信バッファの読み込み
受信バッファの読み込み

D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7ST P信号線レベル
(注1)

D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7ST P SP

(1)　受信許可

(2)　受信開始

(3)　受信完了

(4)　データの読み出し

ストップ
ビット

SP

(5)　パリティエラー発生

SP

注1.　TXDiとRXDiは結線図で示したとおり、ワイヤードORで結ばれます。そのため、本来ならばTXDiとRXDiは同じ信号になる
 べきですが、出力信号がわかりにくくなるため、出力信号を別々に示します。また、TXDiとRXDiをつないだ信号のレベルは
 信号線レベルとして示します。

注1.　上記タイミングにおいて、送信バッファに値を書き込んだ後、BRGのオーバフロータイミングで送信が開始されます。
注2.　TXDiとRXDiは結線図で示したとおり、ワイヤードORで結ばれます。そのため、本来ならばTXDiとRXDiは同じ信号になる
 べきですが、出力信号がわかりにくくなるため、出力信号を別々に示します。また、TXDiとRXDiをつないだ信号のレベルは
 信号線レベルとして示します。

図1.18.6.  UART モード(SIMインタフェース対応)の送受信タイミング例
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■パリティエラー信号出力機能
エラー信号出力許可ビット(03AD16, 036D16 033D16 032D16番地のビット7)の内容が“1”のとき、パ
リティエラー検出時にTXDi端子から“L”レベルを出力することができます。この機能に連動して、
送信完了割り込みの発生タイミングがパリティエラー信号検出タイミングに変化します。図1.18.7に
パリティエラー信号出力タイミングを示します。

図1.18.7.  パリティエラー信号出力タイミング

ST：スタートビット
P  ：パリティビット　
SP：ストップビット

D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7 P SPST

Hi-Z

転送クロック

RxDi

TxDi

受信完了フラグ

“H”

“L”

“H”

“L”

“H”

“L”

“1”

“0”

●LSBファーストの場合

■ダイレクトフォーマット／インバースフォーマット
接続するSIMカードによって、ダイレクトフォーマット／インバースフォーマットを切り替えるこ
とができます。ダイレクトフォーマットを選択するとD0のデータがTXDiから出力されます。インバー
スフォーマットを選択するとD7のデータが反転してTXDiから出力されます。
図1.18.8にSIMインタフェースフォーマットを示します。

図1.18.8. SIM インタフェースフォーマット

P：パリティビット　

D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7 P

転送クロック

TxDi

(ダイレクト)

TxDi

(インバース)
D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0 P
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図1.18.9にSIMインタフェースの接続例を示します。TxDiとRxDiを接続してください。

マイクロコンピュータ�

SI�Mカ�ード�

Tx�D�i�

Rx�D�i�

(注)

注．TxD端子をNチャネルオープンドレイン出力に設定し、�
　　プルアップ抵抗を接続してください�

図1.18.9.  SIM インタフェース接続例
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I2Cバスインタフェースモード
I2Cバスインタフェースモード(簡易I2Cバス)は、UART0～UART3がもつ機能です。
I2Cモード選択ビット(03A716、036716、033716、032716番地のビット0)に“1”を設定すると、I2Cバス
(簡易I2Cバス)インタフェース回路が有効になります。
I2C バスをスレーブモードで使用する場合、SCLi 端子は対応するポート方向レジスタを入力に設定す
るか、または出力に設定して“1”を出力してください。またUART0,1,3ではデータ出力選択ビット(03AC16、
036C16、032C16番地のビット5)でNチャネルオープンドレイン出力を選択してください(UART2はNチャ
ネルオープンドレイン出力に固定です)。
クロック同期型シリアルI/Oモード、クロック非同期型シリアルI/Oモードで使用する場合、I2Cモード
選択ビットを必ず“0”に設定してください。

表1.19.1.　I2Cモード時の各機能
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図1.19.1.　I2Cモード機能ブロック図(UARTi :i=0～3)

図1.19.1は、I2Cバスインタフェース機能のブロック図です。
I2Cバスインタフェース関連の制御ビットについて記述します。

●UARTi特殊モードレジスタ1 : UiSMR (03A716、036716、033716、032716番地)

ビット0：I2Cモード選択ビット (IICM)
このビットを“1”にすると、ポートの機能がそれぞれデータ送受信端子SDAi、クロック入
出力端子SCLi、ポートとなります。SDAi送信出力にはディレイ回路が付加されますので、SCLi
が十分“L”になった後、SDAi出力が変化します。外部クロックを使用しない場合（マスタモー
ド）、ポート(SCLi)は、ポート方向レジスタの内容にかかわらず、端子のレベルが読み出せる
ようになります。SDAi送信出力の初期値は、このモードではポートに設定した値になります。
さらに、バス衝突検出割り込み、UARTi送信割り込み、UARTi受信割り込みの各割り込み要因
がそれぞれスタート/ストップコンディション検出割り込み、アクノリッジ未検出割り込み、ア
クノリッジ検出割り込みに変わります。

I2Cバスインタフェースモード

遅延回路

送信レジスタ

SCLi

受信レジスタ

CLK
制御

内部クロック

UARTi

外部クロック

アービト
レーション

スタート
コンディション
検出

ストップ
コンディション
検出

ポートレジスタ
(注1)

立ち下がり
検出

D

T
Q

D
T
Q

D

T
Q

NACK

ACK

UARTi

UARTi

UARTi

R

UARTi送信、NACK 
割り込み要求

UARTi受信、
ACK 割り込み要求、
DMAi要求

9ビット目

IICM=1かつ
IICM2=0

S

R
Q

バス
ビジー
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IICM=0または
IICM2=1

SWC2

SDHI

DMAi要求
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この図は、UiMRレジスタのSMD2～SMD0ビット=0102、UiSMRレジスタのIICMビット=1の場合です。

IICM : UiSMRレジスタのビット
IICM2, SWC, ALS, SWC2, SDHI : UiSMR2レジスタのビット
STSPSEL, ACKD, ACKC : UiSMR4レジスタのビット
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注1.　IICM ビットが“1”の場合、マスタモードでは、PD6_2 、PD6_6 、PD7_1 、PD7_5 ビットが“1”（出力モード）であっても     
         端子が読めます。
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ノイズ
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スタートコンディション検出割り込みとは、 SCLi端子 が“H”の状態でSDAi端子の立ち下
がりが発生したことを検出して発生する割り込みです。ストップコンディション検出割り込み
とは、 SCLi端子が“H”の状態でSDAi端子の立ち上がりが発生したことを検出して発生する
割り込みです。
アクノリッジ未検出割り込みとは、送信クロックの9発目の立ち上がり時にSDAi端子のレベ
ルが“H”のままであることを検出して発生する割り込みです。
アクノリッジ検出割り込みとは、送信クロックの9発目の立ち上がり時にSDAi端子のレベル
が“L”になっていることを検出して発生する割り込みです。また、DMAi要求要因にUARTi受
信を選択することでアクノリッジ検出によってDMA転送を起動することができます。

ビット1：アービトレーションロスト検出フラグ制御ビット (ABC)
アービトレーションとはSCLiの立ち上がりのタイミングで送信データとSDAi端子データの不
一致を検出するものです。この検出フラグはUARTi受信バッファレジスタのビット11に配置さ
れており、不一致を検出すると“1”になります。このフラグの更新を各ビットごとに行うか
バイトごとに行うかをアービトレーションロスト検出フラグ制御ビットで選択します。このビッ
トを“1”にすることで、バイトごとに設定され、不一致が検出された場合、9発目のクロック
の立ち下がりでアービトレーションロスト検出フラグが“1”になります。なお、バイトごと
に更新を行う場合は、1バイト目のアクノリッジ検出完了後、次の1バイトの転送を開始する前
に、必ずアービトレーションロスト検出フラグの判定とクリア(“0”書き込み)を行ってくださ
い。

ビット2：バスビジーフラグ (BBS)
スタートコンディション検出で“1”にセットされ、ストップコンディション検出で“0”に
リセットされます。

ビット3：SCLi　L同期出力許可ビット (LSYN)
このビットを“1”にすると、SCLi端子のレベルが“L”になるのに同期してポートのデータ
レジスタが“0”になります。

ビット4～6：I2Cバスインタフェースモードには関連しません。IEモードの項を参照してください。

I2Cバスインタフェースモード
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●UARTi特殊モードレジスタ2 : UiSMR2 (03A616、036616、033616、032616番地)

ビット0：I2Cモード選択ビット2 (IICM2)
I2Cモード選択ビットが“1”のとき、このビットにより変更される各制御を表1.19.2に示しま
す。スタートコンディションおよびストップコンディション検出のタイミング特性を図1.19.2
に示します。

ビット1：クロック同期化ビット (CSC)
このビットを“1”にすると、内部SCL=“H”時、SCLi端子に立ち下がりエッジがあれば内
部SCL=“L”とし、ボーレートジェネレータの値をリロードしてL区間のカウントを開始しま
す。また、SCLi端子=“L”時、内部SCLが“L”から“H”に変化すればボーレートジェネレー
タのカウントを停止し、SCLi端子=“H”になればカウントを再開します。この機能によりUARTi
の送受信クロックは、内部SCLとSCLi端子の信号をANDしたものになります。この機能はUARTi
の1発目の立ち下がりクロックの時点よりクロックの半周期前から、9ビット目の立ち上がりま
での期間で動作します。この機能を使用する場合、転送クロックは内部クロックを選択してく
ださい。

ビット2：SCLウエイト出力ビット (SWC)
このビットを“1”にすると、クロックの9ビット目の立ち下がりでSCLi端子は“L”出力固
定になります。このビットを“0”にすると“L”出力固定は解除されます。SCLが外部クロッ
クの時はこのビットを使用できません。

ビット3：SDA出力停止ビット (ALS)
このビットを“1”にすると、アービトレーションロストが発生し、アービトレーションロ
スト検出フラグが“1”になった場合、同時にSDAi端子がハイインピーダンス状態になります。

ビット4：UARTi初期化ビット (STC)
このビットを“1”にし、スタートコンディションを検出すると以下のように動作します。
　1. 送信シフトレジスタは初期化され、送信レジスタの内容が送信シフトレジスタに転送さ
　　れます。これにより、次に入力されたクロックを1ビット目として送信が開始されます。
　ただし、UARTi出力値は、クロックが入って1ビット目のデータが出力されるまでの間は
　　変化せず、スタートコンディションを検出した時点の値のままです。
2. 受信シフトレジスタは初期化され、次に入力されたクロックを1ビット目として受信が開
　　始されます。
3. SCLウエイト出力ビットが“1”になります。これにより、クロックの9ビット目の立ち下
　　がりでSCLi端子が“L”になります。

なお、この機能を使用しUARTiの送受信を開始した場合、送信バッファ空フラグの内容は変
化しません。また、この機能を使用する場合、転送クロックは外部クロックを選択してくださ
い。SCLが外部クロックの時はこのビットを使用できません。

ビット5：SCLウエイト出力ビット2 (SWC2)
シリアルI/O指定時にこのビットを“1”にすると、UARTi動作中でもSCLi端子から強制的に
“L”を出力できます。このビットを“0”にすると、SCLi端子からの“L”出力は解除され、
UARTiクロックが入出力されます。SCLが外部クロックの時はこのビットを使用できません。

ビット6：SDA出力禁止ビット (SDHI)
このビットを“1”にすると、SDAi端子が強制的にハイインピーダンス状態になります。な
お、このビットの書き替えはUARTiの転送クロックの立ち上がりのタイミングでは行わないで
ください。アービトレーションロスト検出フラグがセットされる場合があります。

I2Cバスインタフェースモード
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図1.19.2.　スタート/ストップコンディション検出タイミング特性

3～6サイクル < セットアップ時間(注1)
3～6サイクル < ホールド時間(注1)

注1.　サイクル数はメインクロック入力発振周波数f(XIN)のサイクル数を示します。

セットアップ時間 ホールド時間

SCL

SDA
(スタートコンディション)

SDA
(ストップコンディション)

●UARTi特殊モードレジスタ3 : UiSMR3 (03A516、036516、033516、032516番地)
ビット0：I2Cバスインタフェースモードには関連しません。

シリアルインタフェース特殊機能（SPIモード）の項を参照してください。

ビット1：クロック位相設定ビット (CKPH)
UARTi特殊モードレジスタ1のビット0（I2Cモード選択ビット）及びUARTi特殊モードレジ

       スタ2のビット0（I2Cモード選択ビット2）がともに“1”のとき、このビットにより変更され
       る各制御を表1.19.3及び図1.19.3に示します。

ビット2：I2Cバスインタフェースモードには関連しません。
シリアルインタフェース特殊機能（SPIモード）の項を参照してください。

ビット3：I2Cバスインタフェースモードには関連しません。

ビット4：I2Cバスインタフェースモードには関連しません。
シリアルインタフェース特殊機能（SPIモード）の項を参照してください。

ビット5～７：SDAiディジタル遅延値設定ビット (DL0～DL2)
このビットの設定により、SDAiの出力を遅延なし、又はBRGカウントソースの2サイクル

   ～8サイクルの遅延を設定できます。

1 割り込み番号13, 15, 17, 19の要因 アクノリッジ未検出 (NACK) UARTi送信(最終ビットのクロック
の立ち上がり)

2 割り込み番号2, 8, 10, 21の要因 アクノリッジ検出 (ACK) UARTi受信(最終ビットのクロック
の立ち下がり)

3 DMA要因 アクノリッジ検出 (ACK) UARTi受信(最終ビットのクロック
の立ち下がり)

4 UART受信シフトレジスタから受信
バッファへのデータ転送タイミング

受信クロックの最終ビットの
立ち上がり

受信クロックの最終ビットの
立ち下がり

5 UART受信/ACK割り込み要求発生
タイミング

受信クロックの最終ビットの
立ち上がり

受信クロックの最終ビットの
立ち下がり

機能 IICM2 = 0 IICM2 = 1

表1.19.2.    I2C モード選択ビット2 によって変更される各機能

I2Cバスインタフェースモード



Rev.2.00    2006.10.03    page 156 of 279
RJJ03B0006-0200

M30245グループ

図1.19.3.　クロック位相設定ビットによって変更される各機能

●UARTi特殊モードレジスタ4 : UiSMR4 (03A416, 036416, 033416, 032416番地)
ビット0：スタートコンディション生成ビット (STAREQ)

UARTi特殊モードレジスタ4のビット3（SCL、SDA出力選択ビット）が“1”のとき、この
ビットを“1”にするとスタートコンディションを生成します。

ビット1：リスタートコンディション生成ビット (RSTAREQ)
UARTi特殊モードレジスタ4のビット3（SCL、SDA出力選択ビット）が“1”のとき、この
ビットを“1”にするとリスタートコンディションを生成します。

ビット２：ストップコンディション生成ビット (STPREQ)
UARTi特殊モードレジスタ4のビット3（SCL，SDA出力選択ビット）が“1”のとき、この
ビットを“1”にするとストップコンディションを生成します。

ビット3：SCL，SDA出力選択ビット (STSPSEL)
このビットにより変更される各制御を表1.21.4及び図1.21.4に示します。

ビット4：ACKデータビット (ACKD)
UARTi特殊モードレジスタ4のビット3（SCL、SDA出力選択ビット）が“0”でUARTi特殊
モードレジスタ4のビット5（ACKデータ出力許可ビット）が“1”のとき、このビットに設定
された値がSDAi端子より出力されます。

●CKPH= "1" (IICM=1, IICM2=1)のとき

●CKPH= "0" (IICM=1, IICM2=1)のとき

(内部クロック選択　9ビット長転送　MSBファースト)

D6 D5 D4 D3 D2 D1 D8D7SDA

SCL

D0

受信割り込み　　送信割り込み

受信バッファへの転送

(内部クロック選択　9ビット長転送　MSBファースト)

D6 D5 D4 D3 D2 D1 D8D7SDA

SCL

D0

受信割り込み　　 送信割り込み

受信バッファへの転送

機   能

SCL初期値、終了値 

送信割り込み要因

UART受信シフトレジスタから受信
バッファレジスタへの転送回数 

CKPH=0, IICM=1, IICM2=1

初期値“H”、終了値“H”

9ビット目の立ち上がり

9ビット目の立ち下がり 

CKPH=1, IICM=1, IICM2=1

初期値“L”、終了値“L”

10ビット目の立ち下がり

9ビット目の立ち下がりと 
9ビット目の立ち上がりの2回

表1.19.3.　クロック位相設定ビットによって変更される各機能

I2Cバスインタフェースモード
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ビット5：ACKデータ出力許可ビット (ACKC)
UARTi特殊モードレジスタ4のビット3（SCL、SDA出力選択ビット）が“0”のとき、このビッ
トを“1”にするとUARTi特殊モードレジスタ4のビット4（ACKデータビット）に設定された
値を、SDAi端子より出力することが許可されます。

ビット6：SCL出力停止ビット (SCLHI)
このビットを“1”にすると、ストップコンディション検出時にSCLi出力を停止します(ハイ
インピーダンス状態とします)。

ビット7：SCLウエイト出力ビット3 (SWC9)
このビットを“1”にすると、クロックの10ビット目の立ち下がりでSCLi端子は“L”出力固
定になります。このビットを“0”にすると“L”出力固定は解除されます。SCLが外部クロッ
クの時はこのビットを使用できません。

表1.19.4.　SCL、SDA出力選択ビットによって変更される各機能

図1.19.4.　SCL、SDA出力選択ビットによって変更される各機能

機能

SCL,SDA出力   

スタート/ストップコンディ
ション割り込み要因 

STSPSEL=0

SI/O制御回路の出力   
 

スタート/ストップコンディション
検出 

STSPSEL=1

スタート/ストップコンディション
制御回路の出力 

スタート/ストップコンディション
生成終了 

1 

2 

I2Cバスインタフェースモード

SDA

スタートコンディション
検出割り込み

ストップコンディション
検出割り込み

●マスタ時 (CKDIR=0, STSPSEL=1)

SCL

STAREQ=1
STPREQ=1

STSPSEL=0 STSPSEL=1 STSPSEL=0 STSPSEL=0STSPSEL=1
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シリアルインタフェース特殊機能 (SPIモード)
SPIモード関連の制御ビットに関して記述します。

●UARTi特殊モードレジスタ3 : UiSMR3 (03A516、036516、033516、032516番地)
_____

ビット0：SS端子機能許可ビット (SSE)
このビットを“1”にするとスレーブ出力が許可されます。

ビット1：クロック位相設定ビット (CKPH)
転送クロックの位相を選択するビットです。クロック位相設定機能を参照してください。

ビット2：シリアル入力端子設定ビット (DINC)
______

SSi入力端子機能として、マスタモードかスレーブモードを選択するビットです。

ビット4：障害エラーフラグ (ERR)
障害エラーを検出すると、このビットが“1”にセットされます。

ビット3, 5～7：SPIモードには関連しません。
______

UARTiは、SSi入力端子を用いたシリアルバスの通信制御を、行うことができます(図1.19.5)。転送ク
ロックを出力するマスタは、転送クロックを入力するスレーブに対しデータを転送します。このとき、

______

データがバス上で衝突しないように、マスタは他のスレーブ/マスタに対しSSi入力端子を用いて出力端
子をフローティングにします。
______

SSi入力端子機能は、マスタ/スレーブで次の通りになります。

●STxDi、SRxDi選択(スレーブモード)の場合 (DINC=1)
______

SSi入力端子に“H”が入力されると、STxDi、SRxDiの各端子は、ハイインピーダンスになり、ク
______

ロックの入力は無視されます。SSi入力端子に“L”が入力されると、クロックの入力が有効となり、
シリアル通信が可能になります。(i = 0～3)

●TxDi、RxDi選択(マスタモード)の場合 (DINC=0)
______ ______

マルチマスタのシステムの場合、SSi端子入力を使用します。SSi入力端子が“H”の場合、送信権
______

を持っていることを示し、シリアル通信が可能となります。SSi入力端子に“L”が入力されると、
別にマスタが存在していることを示し、TxDi、RxDi、CLKiの各端子は、ハイインピーダンスになり、
さらに障害エラー割り込み要求ビットが“1”になります。通信中に障害エラーが発生しても、通信
の動作は停止しません。通信を停止する場合、UARTi送受信モードレジスタ(0A6816、036816、033816、
032816番地)のビット0、1、2に“0”を設定してください。(i = 0～3)

図1.19.5.　SS入力端子を用いたシリアルバスの通信制御例

P13

P12

IC1

P77(SS3)

P74(TxD3)

P76(CLK3)

P75(RxD3)

IC2

P77(SS3)

IC3

M30245 (マスタ) M30245 (スレーブ)

M30245(スレーブ)

P74(TxD3)

P76(CLK3)

P75(RxD3)

P77(SS3)

P74(TxD3)

P76(CLK3)

P75(RxD3)

シリアルインタフェース特殊機能 (SPIモード)
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マスタのSS入力

データ出力
タイミング

データ入力
タイミング

D0 D1 D2 D3 D4 D6 D7D5

"H"

"L"

クロック出力
(CKPOL=0, CKPH=0)

"H"

"L"

クロック出力
(CKPOL=1, CKPH=0)

"H"

"L"

クロック出力
(CKPOL=0, CKPH=1)

"H"

"L"

クロック出力
(CKPOL=1, CKPH=1)

"H"

"L"

"H"

"L"

クロック位相設定機能
UARTi特殊モードレジスタ3(03A516、036516、033516、032516番地)(i = 0～3)のビット1と、UARTi送
受信制御レジスタ0(036C16、02EC16、033C16、032C16、02FC16番地)(i = 0～3)のビット6によって転送ク
ロックの相と極性の4つの組み合わせを選択できます。
UARTi送受信制御レジスタ0(i = 0～3)のビット6によって転送クロックの極性を切り替えられ、UARTi
特殊モードレジスタ3(i = 0～3)のビット1によって転送クロックの相を切り替えられます。
転送クロックの極性と相は、転送を行うマスタとスレーブで同じにする必要があります。

●マスタ(内部クロック)の場合 (DINC=0)
図1.19.6に送受信のタイミングを示します。　

●スレーブ（外部クロック）の場合 (DINC=1)
　・UARTi特殊モードレジスタ3(i = 0～3)のビット1(CKPH)が“0”の場合

______ ______

SSi入力端子が“H”の時、出力データはハイインピーダンスです。SSi入力端子が“L”でシ
リアル転送を開始する条件が揃いますが、出力は不定です。その後、クロックに同期してシリ
アル転送を行います。図1.19.7にタイミングを示します。

　・UARTi特殊モードレジスタ3(i = 0～3)のビット1(CKPH)が“1”の場合
______ ______

SSi入力端子が“H”の時、出力データはハイインピーダンスです。SSi端子が“L”で最初の
データが出力します。その後、クロックに同期してシリアル転送を行います。図1.19.8にタイ
ミングを示します。

図1.19.6.　マスタ(内部クロック)の場合の送受信のタイミング

シリアルインタフェース特殊機能 (SPIモード)
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ハイインピー
ダンス

SS入力

クロック入力
(CKPOL=0, CKPH=0)

クロック入力
(CKPOL=1, CKPH=0)

データ出力
タイミング (注1)

データ入力
タイミング

“H”

“L”

“H”

“L”

“H”

“L”

“H”

“L” ハイインピー
ダンス

D0 D1 D2 D3 D4 D6 D7D5不定

注1.　UART2(P70, P71)の出力はNチャネルオープンドレイン出力です。
 外部でプルアップする必要があります。

ハイインピー
ダンス

SS入力

クロック入力
(CKPOL=0, CKPH=1)

クロック入力
(CKPOL=1, CKPH=1)

データ出力
タイミング (注1)

データ入力
タイミング

D0 D1 D2 D3 D6 D7D4 D5

“H”
“L”

“H”
“L”

“H”
“L”

“H”
“L” ハイインピー

ダンス

注1.　UART2(P70, P71)の出力はNチャネルオープンドレイン出力です。
 外部でプルアップする必要があります。

図1.19.7.　スレーブ(外部クロック)の場合の送受信のタイミング(CKPH=0)

図1.19.8.　スレーブ(外部クロック)の場合の送受信のタイミング(CKPH=1)

シリアルインタフェース特殊機能 (SPIモード)
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IEモード
IEモード関連の制御ビットについて記述します。

●UARTi特殊モードレジスタ1 : UiSMR (03A716、036716、033716、032716番地)

ビット0～3：IEモードには関連しません。

ビット4：バス衝突検出サンプリングクロック選択ビット (ABSCS)
バス衝突検出割り込みとはRxDiとTxDiのレベルが一致していないときに割り込みを発生しま
す。このビットが“0”の場合、転送クロックの立ち上がりに同期して不一致を検出します。
このビットが“1”の場合、タイマAj (UART0ではタイマA3、UART1ではタイマA4、UART2で
はタイマA0、UART3ではタイマA3のアンダフローのタイミングで検出します。RxDi端子をTAjIN
端子に接続し、タイマAj  (ワンショットモード) を起動してください。その動作を図1.19.9に示
します。

ビット5：送信許可ビット自動クリア機能選択ビット (ACSE)
このビットを“1”にすることによって、バス衝突検出割り込み要求ビットが“1”(不一致検
出)のとき、送信許可ビットを自動的に“0”にリセットします。

ビット6：送信開始条件選択ビット (SSS)
このビットを“1”にすることで、RxDi端子の立ち下がりに同期して、TxDi送信を開始しま
す。

IEモード
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 (1) UiSMRレジスタのABSCSビット（バス衝突検出サンプリングクロック選択） 

ABSCS=0の場合、転送クロックの立ち上がりで判定

タイマAj

ABSCS=1の場合、タイマAj (ワンショットタイマモード) のアンダフロー時に判定。

  (2) UiSMRレジスタのACSEビット（送信許可ビット自動クリア) 

  (3) UiSMRレジスタのSSSビット（送信開始条件選択） 

TxDi

CLKi

TxDi

バス衝突検出
割り込み要求
　　　ビット

UiC1レジスタの
TEビット(送信許可ビット)

送信条件成立

(i=0～3）

転送クロック

TxDi

RxDi

ST D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7 D8 SP

TAjIN  へトリガ入力

TxDi

RxDi

ST D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7 D8 SP
転送クロック

ACSEビット=1(バス衝突発生時
自動クリア)の場合、UiBCNIC
レジスタのIRビットが“1”
(不一致検出)のとき、TEビット
が“0”(送信禁止) になる

SSS=0の場合、送信許可条件成立後、転送クロックの1サイクル後から送信開始

転送クロック

ST D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7 D8 SP

SSS=1の場合、RXDiの立ち上がり(注1)で送信開始

RxDi

ST D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7 D8 SP

(注2)

注1.　IOPOL=0の場合、RXDiの立ち下がり。IOPOL=1の場合、RXDiの立ち上がり。
注2.　送信条件は、RXDの立ち下がり(注1)前に成立している必要があります。

この図は、IOPOL=1(反転あり)の場合です。 

タイマAj : UART0の場合タイマA3。UART1の場合タイマA4。UART2の場合タイマA0。UART3の場合タイマA3。

図1.19.9　バス衝突検出機能関連ビットの機能
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シリアルサウンドインタフェース (SSI)
シリアルサウンドインタフェース (SSI)は、デジタルオーディオデータ転送のためのシリアルデータイ
ンタフェースです。M30245のSSIは、標準のオーディオインタフェースと互換性があり、独自の機能も追
加しています。
M30245のSSIは、以下の4本のバスを持っています。
 ・ データクロック　(SCK)
 ・ チャネルクロック(WS)
 ・ データ出力 (XMT)
 ・ データ入力 (RX)

例えば、基本的な2チャネル(左1chと右1ch)のステレオオーディオシステムから多チャネルオーディオシ
ステムに至るまで、4本のバスでデータを送信できます。
基本的なSSIシステムは2つのSSIと、SCKとWSを供給するマスターコントローラを持っています。コン
トロール信号(SCKとWS)を供給するSSIはマスターとして動作し、外部からコントロール信号の供給を受
けるSSIはスレーブとして動作します。M30245のSSIはスレーブとしてのみ動作させることができます。
図1.20.1は、SSIのシステム、及びコントロール信号と入出力データの関係を示します(6チャネルオーディ
オシステム)。

図1.20.1.  SSI システム図 (6チャネルオーディオシステム)

MSBMSB LSBLSB MSB MSB MSB MSB MSB MSBLSBLSB LSBLSBLSB

CH6 CH1 CH2 CH3 CH4 CH5 CH6 CH1

SCK

WS

XMT

RX

SCK

WS

RX

XMT

WS

SCK

シリアルサウンドインタフェース
マスター

M30245
シリアルサウンドインタフェース
スレーブ（注1)

注1．M30245のSSI は、スレーブとして動作します。
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表1.20.1 にSSI の仕様を示します。

表1.20.1.  SSI の仕様

チャネルデータ幅 16ビット/24ビット/32ビット
転送クロック 外部クロック（SCK端子からの入力）
送信開始条件 SSインタフェース許可ビット（SSIEN ; 0310h, 0370h番地のビット0）=“1”

送信許可ビット（XMTEN ; 0310h, 0370h番地のビット1）=“1”
受信開始条件 SSインタフェース許可ビット（SSIEN ; 0310h, 0370h番地のビット0）=“1”

受信許可ビット（RXEN ; 0310h, 0370h番地のビット2）=“1”
割り込み要求 送信時（送信許可ビット =“1”)
　発生タイミング (1)データバッファからシフトレジスタにデータが転送され、データバッファに

　送信すべきデータがなくなったとき
 （データバッファからシフトレジスタへのデータ転送はWSエッジごとに発生）
(2)データバッファに送信データが書き込まれるが、設定されたデータ幅に達し
　ないとき
受信時（受信許可ビット =“1”)
(1)シフトレジスタからデータバッファに受信データが転送され、設定された
　データ幅のデータが揃ったとき
 （シフトレジスタからデータバッファへのデータ転送はWSエッジごとに発生）
(2)データバッファから受信データが読み出されるが、データバッファに受信
　データが残っているとき
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SSIデータフォーマット
SSIのデータ送受信は、WSのエッジごとにチャネルデータを切り替えて行われます。WSの“H”/“L”
期間内のSCKの数が、チャネルデータ幅になります。チャネルデータ幅は、チャネル幅選択ビット0、
1(SSIiMR0のビット4、5)により16ビット、24ビット、又は32ビットを選択できます。設定されたチャネ
ルデータ幅を超過する場合、データ受信は次のWSエッジまでデータ受信を停止します。また、データ
送信は次のWSエッジまで“0”を送信します。SCKの数がチャネルデータ幅に達しない場合、データ送
受信は、直ちに次のチャネルデータの転送に切り替わります。
SSIの内部構成を図1.20.2に示します。

MCUバス

データ
インタフェース

左バッファ 右バッファ

16-32ビット 16-32ビット

シフトレジスタ

Rate
Feedback
カウンタ

Rate
Feedback
レジスタ

XMT

SCK

RX

WSエッジごとにシフトレジスタにロード

Load

DMAトリガ

割り込み回数/WS周期

MCU書き込み幅
Byte

4
6
8

Word
2
3
4

チャネル幅(bit)

16
24
32

格
納

SCK WS

シフトレジスタ

WSエッジごとにバッファに格納

左バッファ 右バッファ

DMAトリガ

MCUバス

データ
インタフェース

割り込み
ジェネレータ

割り込み
ジェネレータ

図1.20.2.  SSI の内部構成
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M30245のSSIは以下の特徴があり、SSIモードレジスタ0、1の設定により各機能を選択できます。
・データ送信とデータ受信の端子が分かれていることにより、同一のSCKとWSの信号に同期して、デー
タの送信と受信を同時に行うことができます。
・データ送受信及びWSをSCKの立ち上がり/立ち下がりエッジに同期させることができます。SSIモー
ドレジスタ1のSCK極性選択ビットで選択できます。
　図1.20.3にSCKに同期したデータ送受信とWSを示します。
・データ送受信は、WSの立ち上がり/立ち下がりエッジに同期させることができます。SSIモードレジ
スタ1のWS極性選択ビットで選択できます。図1.20.4にWSに同期したデータ送受信を示します。
・チャネルデータの切り替えタイミングに2つのモードがあります。SSIモードレジスタ1のWS遅延選
択ビットに“0”を設定するとWS遅延モード、“1”を設定すると通常WSモードになります。
　　- 通常WSモード：
　　　　チャネルデータ切り替えタイミングを基準にして、WSがSCKの１周期前に変化するモードです
　　　　(WSが変化してから、SCKの１周期後にチャネルデータが切り替わります)。
　　- WS遅延モード：
　　　　 チャネルデータ切り替えとWSの変化が同期します。
　図1.20.5に通常WSモードとWS遅延モードのタイミングを示します。
・チャネルデータ切り替えタイミング、及び送受信データバッファへのすべての各データバッファバ
イトのアクセスで割り込みが発生します。
・32、24及び16ビットのチャネルデータ幅の送受信が可能です。SSIモードレジスタ0のチャネル幅選
択ビットで選択します。
・MSB又はLSBからのデータ送受信が可能です。データ受信はSSIモードレジスタ0の受信フォーマッ
ト選択ビット0で、データ送信はSSIモードレジスタ1の送信フォーマット選択ビットでそれぞれ選択
できます。“0”を設定するとLSBファースト、“1”を設定するとMSBファーストになります。
・データ受信時、WSの“H”/“L”期間のSCKの数が、設定されたチャネルデータ幅未満の場合、デー
タはMSB justified、又はLSB justifiedのどちらかでデータを保持できます。
　図1.20.6に受信時のMSB justified / LSB justifiedの場合のデータフォーマット例を示します。
・USBインタフェースと共に使用するとき、USB 1フレームごとのWS、又はSCKの数をカウントでき
るレートフィードバック機能を使用できます。

図1.20.3.  SCK に同期したデータ送受信とWS

Data

SCK

WS

Data

WS

○ SCKの立ち上がりに同期する場合 (SCKP=1)

○ SCKの立ち下がりに同期する場合 (SCKP=0)
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図1.20.4.  WS に同期したデータ送受信

Data

SCK

LSB MSB MSB-1 MSBLSB

右チャネル�

WS
(通常時)

WS
(遅延時)

(Note)

右チャネル�左チャネル�

注1．WSの立ち下がりエッジに同期してデータを送信する例です。�

図1.20.5.  通常WSモードとWS遅延モードのタイミング

SCK

WS

○ ケース1：WSが“L”の間にXMTEM/RXENが“H”になる場合

チャネル0

WSの立ち下がりに同期

XMTEN/RXEN

XMT/RX
WSP = 0

XMT/RX
WSP = 1

SCK

WS

WSの立ち上がりに同期

○ ケース2：WSが“H”の間にXMTEM/RXENが“H”になる場合

WSの立ち下がりに同期

WSの立ち上がりに同期

注1．外部からのSCK入力がアクティブであることを確認後、送信許可ビット: XMTEN(SSIiMR0のビット1)、
　　  受信許可RXEN(SSIiMR0のビット2)を“1”に設定し、送信／受信を許可してください。
注2．WSパルス幅(min)は、常にSCKの3周期以上に設定してください。

チャネル1

チャネル0 チャネル1 チャネル2

チャネル0 チャネル1 チャネル2

チャネル0 チャネル1

XMTEN/RXEN

XMT/RX
WSP = 0

XMT/RX
WSP = 1
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SCK

WS

データバッファ
MSBファースト
MSB justified

データバッファ
MSBファースト
LSB justified

SCK

WS

212223 5 4 23

19 18 17 16 4 3 2 1 0

4 0 0 0 0

4 3 2 1 0

8 7 6 5 4

0 0 0 0 0

4 3 2 1 0

4 3 2 1 0

4 3 2 1 0

0 1 2 18 19 0

 SRXD
(MSBファースト)

SRXD
(LSBファースト)

データバッファ
LSBファースト
MSB justified

データバッファ
LSBファースト
LSB justified

チャネル幅が24ビットの場合の例です(SSIiMR0のビット4,5で設定)。

ケース1：MSBファーストデータ受信(注)

ケース2：LSBファーストデータ受信(注)

23 22 21 20

19 18 17 1623 22 21 20

23 22 21 200 0 0 0

19 18 17 16

17 16 15 14 13 12

23 22 21 20

19 18

19 18 17 1623 22 21 20

0 0 0 0 19 18 17 16

注1．これらの例は、SCKの数が設定したチャネルデータ幅未満のとき、受信設定が受信データに与える影響を示します。
　　  WSの立ち下がりエッジに同期してデータを送信する例です。

19 18 17 1623 22 21 20

図1.20.6.  受信時のMSB justified / LSB justified の場合のデータフォーマット例
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SSIはシリアルデータ通信システムです。パラレルデータ(MCUバス)からシリアルデータへの変換はシ
フトレジスタとバッファレジスタで行われます。
図1.20.7にSSIアーキテクチャの各構成要素の関連レジスタを示します。全二重送受信のための個別の
32ビットシフトレジスタを持ちます。各シフトレジスタは、チャネル幅選択ビットを設定することによ
り32、24又は16ビットにすることが可能です。シフトレジスタは、WSエッジごとにデータバッファか
らデータを読み出し(又は、受信データ用シフトレジスタからデータバッファへのデータ書き込み)ます。

SSIにはレートフィードバック機能があります。USBを使用しているとき、データ転送レートの確認に
使用できます。レートフィードバック機能はWS、又はSCKをカウントソースとする16ビットのカウン
タとカウント値を格納する16ビットのレジスタで構成されます。USBコアが生成するSOF信号の立ち下
がりエッジごとに、カウント値がレジスタに格納されます。カウンタもSOF信号によってリセットされ
ます。SOF信号はUSB通信で使用されるUSBフレーム周期信号です(1ms)。詳細はUSBの節を参照してく
ださい。レジスタから読み出した値は直前のUSBフレームからのカウンタ値です。

図1.20.7、図1.20.8にSSI関連レジスタを示します。

図1.20.7.　SSI 関連レジスタ(1)

機能 R   W

SSインタフェースx RFレジスタ

b7
(b8)(b15)
b0

O    X

b7 b0
シンボル
SSIxRF (x= 0,1)

アドレス リセット時

Rate feedbackカウンタ値

R   W

b7
(b8)(b15)
b0 b7 b0 SSIxTXB (x = 0,1) 031516, 031416

037516, 037416

O    O

R   W

b7
(b8)(b15)
b0 b7 b0 SSIxRXB (x = 0,1)

O    O

000016

000016

SSインタフェースx 送信バッファレジスタ

SSインタフェースx 受信バッファレジスタ

機能

シンボル アドレス リセット時

機能

シンボル アドレス リセット時

送信データ(注1)

注1．バイトアクセスの場合は031416、037416番地に対してのみデータを書き込んでください。
　　  (031516、037516番地に対してアクセスしないでください。）

受信データ(注1)

注1．バイトアクセスの場合は031616、037616番地からデータを読み出してください。
　　  (031716、037716番地に対してアクセスしないでください。）

031716, 031616

037716, 037616

031916, 031816

037916, 037816
000016
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SSインタフェースx モードレジスタ0

SSIxMR0 (x = 0,1) 0016

SSIEN

XMTEN

RXEN

RFBEN

CWID0

CWID1

RFMT0

RFMT1

受信許可ビット�

Rate feedbackカウンタ許可ビット�

チャネル幅選択ビット1
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O      O
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Rate feedbackカウンタソース�

SCK極性選択ビット�

WS極性選択ビット�

WS遅延選択ビット�

0 : SCK
1 : WS

0 : 立ち下がりエッジ�
1 : 立ち上がりエッジ�

0 : WS遅延あり�
1 : WS遅延なし�

R    W

b7 b0b6 b5 b4 b3 b2 b1

O      O
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0

送信フォーマット選択ビット�

予約ビット� 常に“0”を設定して�
ください。�

常に“0”を設定して�
ください。�予約ビット�

0 : 立ち下がりエッジ�
1 : 立ち上がりエッジ�

O      O

0 : LSBファースト�
1 : MSBファースト�

031016, 037016

0016031116, 037116

図1.20.8.　SSI 関連レジスタ(2)
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データパス
SSIのデータ配置は、USBオーディオデバイスクラス仕様書のデータフォーマットに合わせて設計され
ています。
表1.20.2に、24ビット(L23―L0、及びR23―R0)ステレオデータ転送時のUSB FIFOデータ配置を示しま
す。また、表1.20.3にSSIバッファデータを示します。

表1.20.2.　USB FIFO のデータ配置

FIFOアドレス FIFOデータ Commnent
(エンドポイント開始アドレスからのオフセット）
0 L7～L0 サンプル0
1 L15～L8
2 L23～L16
3 R7～R0
4 R15～R8
5 R23～R16
6 L7～L0 サンプル1
7 L15～L8
8 L23～L16
9 R7～R0
10 R15～R8
11 R23～R16
. . .     . . .      . . .

. . . L7～L0 サンプルn

. . .     . . .      . . .

左バッファ    右バッファ
　　    バイト2 バイト1  バイト0        バイト2     バイト1          バイト0

　      L23～L16 L15～L8 L7～L0       R23～R16     R15～R8 R7～R0

表1.20.3.　SSI バッファデータ



シリアルサウンドインタフェース

Rev.2.00    2006.10.03    page 172 of 279
RJJ03B0006-0200

M30245グループ

USB FIFOはワードアクセスで読み出され、ワードアクセスで送信バッファに書き込まれます。
表1.20.4にUSB FIFOシーケンス動作を示します。DBはMCUデータバスです。
データは最下位バイト(LSByte)から最上位バイト(MSByte)の順でまず最初に左バッファから書き込ま
れます。ワード書き込みの場合、最初に下位データバス(DB7-DB0)、次に上位データバス(D15-DB8)の順
で書き込まれます。受信バッファ読み出しの場合も同様の処理を行います。
バイトアクセスにおいては、データはMSByteファーストでバスに置かれます。
ワードアクセスで読み出す場合、下位データバス(DB7-DB0)から先に扱われます。

SSIの注意事項
・SSI動作時にウエイトモードに移行する際は、SSI動作を停止してください。また、ウエイトモードか
らの復帰時、SSIを初期化してください。
・フラッシュメモリ版ではSSIデータの受信側デバイスにて、下記のタイミングでSSIデータをラッチし
てください。
- SCKP=0 (SCK極性：立下りエッジ) を選択した場合：SCKの立上りエッジからBCLKの3サイクル以内
- SCKP=1 (SCK極性：立上りエッジ) を選択した場合：SCKの立下りエッジからBCLKの3サイクル以内

表1.20.4.　USB FIFO シーケンス動作

左バッファ 右バッファ
操作 　　バイト2　　　バイト1　　　バイト0 　  バイト2         バイト1         バイト0

     (L23～L16) (L15～L8)    (L7～L0)      (R23～R16)      (R15～R8)         (R7～R0)
1ワードデータ書き込み　　 DB15～DB8    DB7～DB0
2ワード目データ書き込み    DB7～DB0        DB15～DB8
3ワード目データ書き込み       DB15～DB8    DB7～DB0
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図1.20.9.　32/24/16 ビット幅のDMA要求タイミング (送信時)
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図1.20.10.　32/24/16 ビット幅のDMA要求タイミング (受信時)
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A/D変換器
容量結合増幅器で構成され、10ビットの逐次比較変換方式のA/D変換器を1回路内蔵しています。アナロ
グ信号入力端子は、P100～P107と共用していますのでA/D変換を行う端子に対応する方向レジスタは入力
に設定してください。A‐ D 変換した結果は、選択した端子に対応したA‐ D レジスタに格納されます。
表1.21.1にA/D変換器の性能を、図1.21.1にA/D変換器のブロック図を、図1.21.2、図11.19.3にA/D変換器
関連のレジスタを示します。

表1.21.1.  A/D 変換器の性能

項　目 性　能
A/D変換方式 逐次比較変換方式(容量結合増幅器)
アナログ入力電圧 (注1) 0V～AVCC(VCC)
動作クロックφAD (注2)　  fAD/fADの2分周/fADの3分周/fADの4分周  fAD=f(XIN)
分解能 8/10ビット選択可能
動作モード 単発モード/繰り返しモード/単掃引モード/繰り返し掃引モード0

/繰り返し掃引モード1
アナログ入力端子 8本(AN0～AN7)
A/D変換開始条件 ●ソフトウエアトリガ

　A/D変換開始フラグを“1”にするとA/D変換を開始
●外部トリガ(再トリガ可能)

　 　A/D変換開始フラグを“1”にし、かつADTRG/P93入力が“H”から“L”の
　変化でA/D変換を開始 (注3)

1端子あたりの変換速度 ●サンプル&ホールドなし
　分解能8ビットの場合49φADサイクル
　分解能10ビットの場合59φADサイクル
●サンプル&ホールドあり
　分解能8ビットの場合28φADサイクル
　分解能10ビットの場合33φADサイクル

注1．サンプル&ホールド機能の有無に依存しません。
注2．f(XIN)が10MHZ を超える場合は周波数選択ビット(ADCON0のビット7とADCON1のビット4)により
　分周し、φAD の周波数を10MHZ 以下にしてください。
　サンプル&ホールド機能なしのときφAD の周波数は250kHZ 以上にしてください。
　サンプル&ホールド機能ありのときφAD の周波数は1MHZ 以上にしてください。
注3．ポートの方向レジスタは入力に設定してください。
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AD0レジスタ0

AD0レジスタ1

AD0レジスタ2

AD0レジスタ3

AD0レジスタ4

AD0レジスタ5

AD0レジスタ6

AD0レジスタ7

デ
コ
ー
ダ�

(03C116、03C016番地)

(03C316、03C216番地)

(03C516、03C416番地)

(03C716、03C616番地)

(03C916、03C816番地)

(03CB16、03CA16番地)�
�
(03CD16、03CC16番地)

(03CF16、03CE16番地)

000
AN0

001
AN1

010
AN2

011
AN3

100
AN4

AN5
101

110
AN6

111
AN7

逐次変換レジスタ�

ラダー抵抗�

AD0制御レジスタ0�
(03D616番地)�

�

AD0制御レジスタ1�
(03D716番地)

1/3

1/21/2
0

1

0

1

0

1

AD0CON0 : CSK0
AD0CON1 : CSK1

fAD

φAD

比較器�

AD0CON0 :�
CH2, CH1, CH0

P10

fAD

fAD/3

fAD/2

fAD/4

図1.21.1.  A/D 変換器のブロック図
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AD制御レジスタ0(注1)

シンボル アドレス リセット時
ADCON0 03D616番地 0016 

ビット名 機　　能ビットシンボル WR

○○

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

アナログ入力端子選択ビット
 0 0 0 : AN0を選択
 0 0 1 : AN1を選択
 0 1 0 : AN2を選択
 0 1 1 : AN3を選択
 1 0 0 : AN4を選択
 1 0 1 : AN5を選択
 1 1 0 : AN6を選択
 1 1 1 : AN7を選択

CH0　 

○○

○○

○○

○○

○○

ビットシンボル ビット名 機　　能 R W

CH1

CH2

A/D動作モード選択ビット0  0 0 : 単発モード
 0 1 : 繰り返しモード
 1 0 : 単掃引モード
 1 1 : 繰り返し掃引モード0 
　　  繰り返し掃引モード1

MD0

MD1

トリガ選択ビット  0 : ソフトウエアトリガ
 1 : ADTRGによるトリガ

TRG

ADST A/D変換開始フラグ  0 : A/D変換停止
 1 : A/D変換開始

周波数選択ビット0  0 : fAD/3叉はfAD/4を選択
 1 : fAD叉はfAD/2を選択

CKS0

○○

○○

AD制御レジスタ1(注1)

シンボル アドレス リセット時
ADCON1 03D716番地 0016 

ビット名 機　　能ビットシンボル WR

○○

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

A/D掃引端子選択ビット

SCAN0

○○

○○

○○

○○

○○

SCAN1

MD2

BITS 8/10ビットモード選択ビット  0 : 8ビットモード
 1 : 10ビットモード

VCUT Vref接続ビット

ー

A/D動作モード選択ビット1
 0 : 繰り返し掃引モード1以外
 1 : 繰り返し掃引モード1

 0 : Vref未接続
 1 : Vref接続

b2 b1 b0

b4 b3

  0 0 : AN0, AN1(2端子)
  0 1 : AN0～ AN3(4端子)
  1 0 : AN0～ AN5(6端子)
  1 1 : AN0～ AN7(8端子)

単掃引、繰り返し掃引モード0選択時
b1 b0

  0 0 : AN0(1端子)
  0 1 : AN0, AN1(2端子)
  1 0 : AN0～ AN2(3端子)
  1 1 : AN0～ AN3(4端子)

繰り返し掃引モード1選択時 (MD2=1)
b1 b0

注1．A/D変換中にAD制御レジスタ0の内容を書き替えた場合、変換結果は
 不定となります。
注2．A/D動作モードを変更した場合には、あらためてアナログ入力端子の
 設定を行う必要があります。
注3．このビットは、単掃引モード・繰り返し掃引モード0,1 では無効です。
注4．外部トリガ選択のときは、外部トリガ要因選択ビットで外部トリガ要因を
　　選択した後、このビットを"1"にしてく ださい。
注5．f(XIN)が10MHz を超える場合は、分周によりφAD の周波数を10MHz 以下
　　にしてください。

注1．A/D変換中にAD制御レジスタの内容を書き替えた場合、変換結果は
　　   不定となります。
注2．このビットは単発モード・繰り返しモードでは無効です。
注3 ．f(XIN)が10MHz を超える場合は、分周によりφAD の周波数を10MHz 
　　以下にしてください。

周波数選択ビット1  0 : fAD/2、又は fAD/4を選択
 1 : fAD/1、又は fAD/3を選択

CKS1

何も配置されていません。書き込み時、“0”を設定してください。
読み出し時、不定です。

0 0

(注2)

(注2,3)

(注4)

(注5)

ー

図1.21.2.  A/D 変換器関連レジスタ(1)
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図1.21.3.  A/D 変換器関連レジスタ(2)

機能

ADレジスタ i(i=0～7)
シンボル アドレス 　　　　　　　　　　　　　リセット時
ADi(i=0～2) 03C116,03C016、03C316,03C216、03C516,03C416番地 不定
ADi(i=3～5) 03C716,03C616、03C916,03C816、03CB16,03CA16番地 不定
ADi(i=6,7) 03CD16,03CC16、03CF16,03CE16番地   不定 

R W

A/D変換結果の下位8ビット

何も配置されていない。書き込む場合､"0"を書き込んでください。
読み出した場合、その値は不定。

10ビットモード時
8ビットモード時

：A/D変換結果の上位2ビット
：読み出した場合、その値は不定

×

×

b7 b0
b15
(b7)

b8
(b0)

機　能�

AD制御レジスタ2  (注1)

ビット名�ビット�
シンボル�

シンボル アドレス リセット時�
ADCON2 03D416番地 X00X0XX02 �
�

R W

SMP

注1．A/D変換中にこのレジスタの内容を書き替えた場合、変換結果は不定になります。�

A/D変換方式�
選択ビット�

0：サンプル＆ホールドなし�
1：サンプル＆ホールドあり�

何も配置されていません。書き込み時、"0"を設定してください。�
読み出し時、その値は不定です。�

�

予約ビット� 必ず"0"を設定してください�

予約ビット� 必ず"0"を設定してください�

何も配置されていません。書き込み時、"0"を設定してください。�
読み出し時、その値は不定です。�

何も配置されていません。書き込み時、"0"を設定してください。�
読み出し時、その値は不定です。�

ー�ー�

ー�ー�

ー�ー�

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

000
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(1)　単発モード
アナログ入力端子選択ビットで選択した1本の端子を1回A/D変換するモードです。表1.21.2に単発モー
ドの仕様を示します。

表1.21.2.  単発モードの仕様

項　　目 仕　　様
機能 アナログ入力端子選択ビットで選択した1本の端子を1回A/D変換する
開始条件 A/D変換開始フラグへの“1”書き込み、外部トリガ
停止条件 ●A/D変換終了(A/D変換開始フラグは“0”になる。ただし外部トリガ選択時は除く)

●A/D変換開始フラグへの“0”書き込み
割り込み要求発生タイミング A/D変換終了時
入力端子 　　　　　　 AN0～AN7より1端子を選択
A/D変換値の読み出し 選択した端子に対応したADレジスタの読み出し

(2)　繰り返しモード

アナログ入力端子選択ビットで選択した1本の端子を繰り返しA/D変換するモードです。表1.21.3に
繰り返しモードの仕様を示します。

表1.21.3.  繰り返しモードの仕様

項　　目 仕　　様
機能 アナログ入力端子選択ビットで選択した1本の端子を繰り返しA/D変換する
開始条件 A/D変換開始フラグへの“1”書き込み、外部トリガ
停止条件 A/D変換開始フラグへの“0”書き込み
割り込み要求発生タイミング 発生しない
入力端子 　　　　　　　AN0～AN7より1端子を選択
A/D変換値の読み出し 選択した端子に対応したADレジスタの読み出し（常時読み出し可能）

(3)　単掃引モード
A/D掃引端子選択ビットで選択した端子を1回ずつA/D変換するモードです。表1.21.4に単掃引モー
ドの仕様を示します。

表1.21.4.  単掃引モードの仕様

項　　目 仕　　様
機能 A/D掃引端子選択ビットで選択した端子を1回ずつA/D変換する
開始条件 A/D変換開始フラグへの“1”書き込み、外部トリガ
停止条件 ●A/D変換終了(A/D変換開始フラグは“0”になる。ただし外部トリガ選択時は除く)

●A/D変換開始フラグへの“0”書き込み
割り込み要求発生タイミング A/D変換終了時
入力端子 　　　　　 AN0,AN1(2端子)、AN0～AN3(4端子)、AN0～AN5(6端子)、AN0～AN7(8端子)
A/D変換値の読み出し 選択した端子に対応したADレジスタの読み出し



A/D変換器

Rev.2.00    2006.10.03    page 180 of 279
RJJ03B0006-0200

M30245グループ

(4)　繰り返し掃引モード0
A/D掃引端子選択ビットで選択した端子を繰り返しA/D変換するモードです。表1.21.5に繰り返し掃引
モード0の仕様を示します。

表1.21.5.  繰り返し掃引モード0の仕様

項　　目 仕　　様
機能 A/D掃引端子選択ビットで選択した端子を繰り返しA/D変換する
開始条件 A/D変換開始フラグへの“1”書き込み
停止条件 A/D変換開始フラグへの“0”書き込み
割り込み要求発生タイミング 発生しない
入力端子 　　　　　　　AN0, AN1(2端子)、AN0～AN3(4端子)、AN0～AN5(6端子)、AN0～AN7(8端子)
A/D変換値の読み出し 選択した端子に対応したADレジスタの読み出し(常時読み出し可能)

(5)　繰り返し掃引モード1
A/D掃引端子選択ビットで選択した端子に重点をおいて全端子を繰り返しA/D変換するモードです。表
1.21.6に繰り返し掃引モード1の仕様を示します。

表1.21.6.　 繰り返し掃引モード1の仕様

項　　目 仕　　様
機能 A/D掃引端子選択ビットで選択した端子に重点をおいて全端子を繰り返しA/D変換する

例 : AN0を選択した場合 AN0→AN1→AN0→AN2→AN0→AN3 ･･･ となる
開始条件 A/D変換開始フラグへの“1”書き込み
停止条件 A/D変換開始フラグへの“0”書き込み
割り込み要求発生タイミング 発生しない
入力端子 　　　　　　 重点的に行う端子 AN0(1端子)、AN0, AN1(2端子)、AN0～AN2(3端子)、

AN0～AN3(4端子)
A/D変換値の読み出し 選択した端子に対応したADレジスタの読み出し(常時読み出し可能)
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機能
■分解能選択機能

A/D制御レジスタ1 の8/10 ビットモード選択ビット(03D716番地のビット3)
変換精度を10 ビットに設定した場合は、下位8 ビットが偶数番地に、上位2 ビットが奇数番地に格納
され、8 ビットに設定した場合は、下位8 ビットだけが偶数番地に格納されます。

■サンプル&ホールド
AD制御レジスタ2(03D416番地)のビット0 の内容を“1 ”にすることによって、サンプル＆ホールドを
選択できます。サンプル＆ホールドを選択したときは1 端子あたりの変換速度も向上し、分解能8 ビッ
トの場合28 φADサイクル、分解能10 ビットの場合33 φADサイクルです。サンプル＆ホールドは、す
べての動作モードに対して有効です。ただし、いずれの動作モードにおいても、サンプル＆ホールドの
有無を選択してからA/D 変換を開始してください。

■消費電流低減機能
VREF 接続ビット(03D716番地のビット5)によりA/D変換器を使用しないとき、A/D変換器の抵抗ラダー
と基準電圧入力端子(VREF)を切り離すことができます。切り離すことにより、VREF 端子から抵抗ラダー
に電流が流れなくなり、消費電力を少なくすることができます。A/D変換器を使用する場合は、VREFを
接続してからA/D変換をスタートしてください。
A/D変換開始フラグとVREF接続ビットは、同時に"1"を書き込まないでください。

注意事項
(1) AD制御レジスタ0の各ビット(ビット6を除く)、AD制御レジスタ1の各ビット、およびAD制御レジス
タ2のビット0に対する書き込みは、A/D変換停止時(トリガ発生前)に行ってください。特にVREF接続
ビットを“0”から“1”にしたときは、1μs以上経過した後にA/D変換を開始してください。
(2) A/D動作モードを変更する場合は、アナログ入力端子を再選択してください。
(3) 単発モード、又は単掃引モードで使用する場合
　A/D変換が完了したことを確認してから、対象となるADレジスタを読み出してください。A/D変換の
完了はA/D変換割り込み要求ビットで判定できます。
(4) 繰り返しモード、繰り返し掃引モード0、又は繰り返し掃引モード1で使用する場合
　CPUの内部クロックは、メインクロックを分周せずに使用してください。
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CRC演算回路
CRC(Cyclic Redundancy Check)演算回路は、データブロックの誤り検出を行います。CRCコードの生成
にはCRC-CCITT(X16+X12+X5+1)、叉はCRC-16(X16+X15+X2+1)の生成多項式を使用します。
CRCコードは、8ビット単位の任意のデータ長のブロックに対し生成される16ビットのコードです。CRC
コードは、CRCデータレジスタ(CRCD)に初期値を設定した後、1バイトのデータをCRCインプットレジス
タ(CRCIN)に転送するごとに、CRCデータレジスタに設定されます。1バイトのデータに対するCRCコード
の生成は2マシンサイクルで終了します。
図1.22.1にCRCのブロック図、図1.22.2にCRCの関連レジスタを示します。また、図1.22.3にCRC-CCITT
使用の場合のCRC演算回路の演算例を示します。

SFRアクセス監視機能：
CRC演算回路は、SFRへの書き込み・SFRからの読み出しを監視し、CRC自動演算を実行する機能(SFR
アクセス監視機能）を内蔵しています。SFRに書き込まれた、又は、SFRから読み出されたデータに対し
てCRC演算を実行するために、改めてCRCインプットレジスタにデータを設定する必要がありません。
対象となるSFRはUSB関連レジスタ、UART関連レジスタ及びSSインタフェース関連レジスタです。例え
ば、UART送信バッファレジスタへの書き込みやUART受信バッファレジスタからの読み出しを監視する
場合に便利です。
SFRへの書き込み/SFRからの読み出しを監視するためには、対象になるSFRアドレスをSFR監視アドレ
スレジスタ(CRCSARのビット0～9)に設定します。書き込み監視許可ビット（CRCSARのビット15）で対
象SFRへの書き込みの監視を、読み出し監視許可ビット（CRCSARのビット14）で対象SFRの読み出しの
監視を許可します。
書き込み監視許可ビットに“1”を設定している場合、CPU、又はDMAによって監視対象SFRへの書き
込みが実行されると、CRC演算回路は対象SFRに書き込まれたデータをCRCインプットレジスタに格納
し、CRC演算を実行します。同様に、読み出し監視許可ビットに“1”を設定している場合、CPU、又は
DMAによって監視対象SFRからデータが読み出されると、CRC演算回路は対象SFRから読み出したデー
タをCRCインプットレジスタに格納し、CRC演算を実行します。
CRC演算回路は1回につき1バイトのCRC演算を実行します。したがって、監視対象SFRがワード単位
でアクセスされた場合、CRCインプットレジスタには1バイトデータのみが格納されます。

図1.22.1.  CRC ブロック図　

下位8ビット� 上位8ビット�

データバス上位�

データバス下位�

CRCデータレジスタ(16)

CRCインプット�
レジスタ(8)

CRCコード生成回路�
x16 + x12 + x5 + 1 又は� x16 + x15 + x2 + 1

(03BD16, 03BC16番地)

(03BE16番地)

アドレスバス�

許可�

監視許可�

SFRアクセス�
監視ブロック�

監視対象SFR

= ?
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図1.22.2.   CRC 関連レジスタ

シンボル アドレス リセット時  
CRCD 03BD16、03BC16番地 不定

b7 b0 b7 b0
(b15) (b8)

CRCデータレジスタ

WR

CRC演算結果出力用レジスタ

機　　能 設定可能値

000016～FFFF16 ○○

シンボル アドレス リセット時  
CRCIN 03BE16番地 不定

b7 b0

 CRCインプットレジスタ

WR

 データ入力用レジスタ

機　　能 設定可能値

○○0016～FF16

R   W

_   _

O   OCRCPS

CRCMS O   O

_     _

O   O

b7 b0
(b8)(b15)

b7 b0

CRCSR

O   O

b7 b0

CRCSW

R   W

CRCSAR9-0 O   O

CRCモードレジスタ

シンボル   アドレス リセット時
CRCMR 03B616番地                             0XXXXXX02

CRC多項式選択ビット 0：X16+X12+X5+1(CRC-CCITT)
1：X16+X15+X2+1(CRC-16)

機　能ビット名ビット
シンボル

何も配置されていません。
書き込み時は“0”を書き込んでください。読み出し時、“0”です。

CRCモード選択ビット 0：LSBファーストモード
1：MSBファーストモード

SFR監視アドレスレジスタ

シンボル        アドレス 　　　　リセット時
CRCSAR  03B516, 03B416番地       00XXXX??  ????????2

SFR監視アドレスビット

0：禁止
1：許可

機　能ビット名ビットシンボル

何も配置されていません。
書き込み時は“0”を書き込んでください。読み出し時、不定です。

読み出し監視許可ビット

0：禁止
1：許可

書き込み監視許可ビット

監視対象SFRアドレスを設定(注)

注．監視対象となるSFRはUSB、UART及びSSインタフェース関連レジスタだけです。
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b15 b0

(1)　000016の設定 CRCデータレジスタ　CRCD
 【03BD16, 03BC16】

b0b7

b15 b0

(2)　0116の設定 CRCインプットレジスタ　CRCIN
 【03BE16】

2サイクル
CRC演算終了後

CRCデータレジスタ　CRCD
 【03BD16, 03BC16】

118916

CRCコードが格納される

b0b7

b15 b0

(3)　2316の設定 CRCインプットレジスタ　CRCIN
 【03BE16】

CRC演算終了後

CRCデータレジスタ　CRCD
 【03BD16, 03BC16】

0A4116

CRCコードが格納される

　0116をLSBファーストで送信した場合のコードは(1000 0000)です。したがって、生成多項式 X   + X   + X   + 1 での
CRCコードは、(1000 0000)X   を(1 0001 0000 0010 0001)でモジュロ2の演算で除算を行った剰余になります。

　したがってCRC符号は(1001 0001 1000 1000) となります。LSBファーストなので16進数表記では、118916に相当します。
　M30245内蔵のCRC演算回路でMSBファースト時のCRC演算が必要な場合は、入力値のビットをLSB側とMSＢ側を入れ替え
てCRC演算を実行してください。そして、CRCデータに格納された結果もMSBとLSBを入れ替えてご使用ください。

1216 5

16

1 0001 0000 0010 0001 1000  0000  0000  0000  0000  0000
1000  1000  0001  0000  1
          1000  0001  0000  1000  0
          1000  1000  0001  0000  1
                    1001  0001  1000  1000

1000  1000

LSB
MSB

LSB MSB

9 8 1 1

モジュロ2の演算とは...
次の法則に基づいた演算
です。

0 + 0 = 0
0 + 1 = 1
1 + 0 = 1
1 + 1 = 0
     -1 = 1

図1.22.3. CRC 演算回路の演算例（CRC-CCITT使用時）
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プログラマブル入出力ポート
プログラマブル入出力ポートは、P0～P10(P85, P91, P94～P97は除く)の82本あります。各ポートの入出力
は、方向レジスタによって1ポートごとに設定できます。また、4ポートごとに、プルアップ抵抗の有無を
設定できます。P85は入力専用でプルアップ抵抗は内蔵していません。
プログラマブル入出力ポートの構成を、図1.23.1,～図1.23.3に、端子の構成を、図1.23.4に示します。
各端子は、プログラマブル入出力ポートと内蔵周辺装置の入出力として機能します。
内蔵周辺装置の入力端子として使用する場合は、各端子の方向レジスタを入力モードに設定してくださ
い。内蔵周辺装置の出力端子として使用する場合は、方向レジスタの内容に関係なく内蔵周辺装置の出力
となります。内蔵周辺装置の設定方法は、各機能説明を参照してください。

(1)　P7駆動能力選択レジスタ

P7駆動能力選択レジスタの構成を図1.23.5に示します。
このレジスタは電流の駆動能力について、標準駆動・高駆動を選択できます。P7は、対応するビット
のNチャネルトランジスタの駆動能力を増加させることにより、LEDの直接駆動が可能です。

(2)　ポート制御レジスタ
ポート制御レジスタの構成を、図1.23.6 に示します。
ポートP1 の読み出しに対して、ポート制御レジスタのビット0 の値によって、以下の様になります
0 :ポートP1が入力ポートのとき、端子の入力レベルを読み出す。
　出力ポートのとき、ポートP1 レジスタの内容を読み出す。
1 :ポートP1が入力ポート/出力ポートにかかわらず、ポートP1 レジスタの内容を読み出す。
ポート制御レジスタは、マイクロプロセッサモード、メモリ拡張モード時で外部バス幅8 ビット時に
有効です。

(3)　方向レジスタ
方向レジスタの構成を、図1.23.7に示します。
プログラマブル入出力ポートの方向を選択するためのレジスタです。このレジスタの各ビットは、そ
れぞれ端子1本ずつに対応しています。
注1.　P85の方向レジスタのビットは存在しません。

(4)　ポートレジスタ
ポートレジスタの構成を、図1.23.8に示します。
外部とのデータ入出力は、ポートレジスタへの書き込みおよび読み出しによって行います。ポートレ
ジスタは、出力データを保持するポートラッチ、および端子の状態を読み込む回路で構成されています。
ポートレジスタの各ビットは、それぞれ端子1本ずつに対応しています。

(5)　プルアップ制御レジスタ
プルアップ制御レジスタの構成を、図1.23.9に示します。
プルアップ制御レジスタによって、4ポートごとに、プルアップ抵抗の有無を設定できます。プルアッ
プ抵抗ありに設定したポートは、方向レジスタを入力に設定したときにだけプルアップ抵抗が接続され
ます。
ただし、メモリ拡張モード、マイクロプロセッサモード時は、P0 ～P3 、P40 ～P43 、P5 はプルアッ
プ制御レジスタは無効です。
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P10～P12

ポートP1制御ビット

データバス

方向レジスタ

ポートラッチ

プルアップ選択

(注1)

注1.　  は寄生ダイオードです。
 各ポートへの印加電圧はVCCを越えないようにしてください。

データバス

方向レジスタ

ポートラッチ

P00～P07 

プルアップ選択

(注1)

データバス

方向レジスタ

ポートラッチ

P20～P27, P30～P37, 
P40～P47, P50～P54, P56 

プルアップ選択

(注1)

P13～P17

データバス

方向レジスタ

ポートラッチ

プルアップ選択

(注1)

ANDフラッシュメモリ制御

ANDフラッシュメモリポート許可ビット

ANDフラッシュメモリ制御回路

ポートP1制御ビット

図1.23.1.  プログラマブル入出力ポートの構成(1)
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図1.23.2.  プログラマブル入出力ポートの構成(2)

P57, P60～P67, 
P80, P81

プルアップ選択

データバス

方向レジスタ

ポートラッチ
出力

“1”

各周辺機能への入力

(注1)

P82～P84

データバス

方向レジスタ

ポートラッチ

プルアップ選択

各周辺機能への入力

(注1)

P55, P93

データバス

方向レジスタ

ポートラッチ

プルアップ選択

各周辺機能への入力

(注1)

P70、P71

各周辺機能への入力

データバス

方向レジスタ

ポートラッチ
出力

“1”

(注2)

P7駆動能力制御レジスタ

注1.　  は寄生ダイオードです。
 各ポートへの印加電圧はVCCを越えないようにしてください。

注2.　  は寄生ダイオードです。
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注1.　  は寄生ダイオードです。
 各ポートへの印加電圧はVCCを越えないようにしてください。

注2.　  は寄生ダイオードです。

P72～P77

データバス

方向レジスタ

ポートラッチ

プルアップ選択

出力

“1”

(注1)

P7駆動能力制御レジスタ

各周辺機能への入力

P92

データバス

方向レジスタ

ポートラッチ

プルアップ選択

出力

“1
”

(注1)

P90

データバス

方向レジスタ

ポートラッチ

プルアップ選択

P90-second
ATTACH

UVcc

(注1)

P85 データバス

NMI割り込み入力 (注1)

図1.23.3.  プログラマブル入出力ポートの構成(3)
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BYTE

BYTE信号入力

(注1)

注1.　  は寄生ダイオードです。
 各端子への印加電圧はVCCを越えないようにしてください。
注2.　マスクROM版にのみVCC側の寄生ダイオードが付加されています。
 各端子への印加電圧はVCCを越えないようにしてください。

CNVSS

CNVSS信号入力

(注1)

RESET

RESET信号入力

(注1)

(注2)

(注2)

図1.23.4.  端子の構成
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P7駆動能力選択レジスタ

シンボル アドレス リセット時
P7DR 03FA16番地 0016

ビット名 機　　能ビットシンボル WR

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

P7DR1 P71 LED駆動能力

P7DR2 P72 LED駆動能力

P7DR3 P73 LED駆動能力

P7DR4 P74 LED駆動能力

P7DR5 P75 LED駆動能力

P7DR6 P76 LED駆動能力

P7DR7 P77 LED駆動能力

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

対応するビットのNチャネル駆動能
力を増加する。
　0 : 標準駆動
　1 : 高駆動

P7DR0 P70 LED駆動能力

図1.23.5.　P7駆動能力選択レジスタ

図1.23.6.　ポート制御レジスタ

ポート制御レジスタ

 シンボル アドレス リセット時
 PCR 03FF16番地 0016

ビット名 機　　能ビットシンボル WR

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

ポートP1制御ビット ○ ○

0：入力ポートのとき、端子の入力
 レベルを読み出す
 出力ポートのとき、ポートP1
 レジスタの内容を読み出す
1：入力ポート/出力ポートにかかわ
 らず、ポートP1レジスタの内容
 を読み出す

何も配置されていない。
書き込む場合、“0”を書き込んでください。読み出した場合、その値は“0”。

○ ○OECTRL

PCR0

ANDフラッシュOE制御ビット 0：データリードモード許可
1：出力禁止

○ ○WECTRL ANDフラッシュWE制御ビット 0：入力禁止
1：コマンド・アドレスモード許可

○ ○AFPE
ANDフラッシュメモリポート
許可ビット

0：入出力ポート
1：ANDフラッシュメモリポート
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図1.23.7.　方向レジスタの構成

ポートPi方向レジスタ（注1)
 シンボル アドレス リセット時
PDi(i=0～7,10) 03E216,03E316,03E616,03E716,03EA16, 0016
 03EB16,03EE16,03EF16,03F616番地 

ビット名 機　　能ビットシンボル WR

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

○ ○PDi_0 ポートPi0方向レジスタ

PDi_1 ポートPi1方向レジスタ

PDi_2 ポートPi2方向レジスタ

PDi_3 ポートPi3方向レジスタ

PDi_4 ポートPi4方向レジスタ

PDi_5 ポートPi5方向レジスタ

PDi_6 ポートPi6方向レジスタ

PDi_7 ポートPi7方向レジスタ

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

0：入力モード
   （入力ポートとして機能）
1：出力モード
   （出力ポートとして機能）

(i=0～7,10)
    

ポートP8方向レジスタ
シンボル アドレス リセット時
PD8 03F216番地 00X000002

ビット名 機　　能ビットシンボル WR

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

○ ○PD8_0 ポートP80方向レジスタ

PD8_1 ポートP81方向レジスタ

PD8_2 ポートP82方向レジスタ

PD8_3 ポートP83方向レジスタ

PD8_4 ポートP84方向レジスタ

何も配置されていない。
書き込む場合、“0”を書き込んでください。読み出した場合、その値は不定。

PD8_6 ポートP86方向レジスタ

PD8_7 ポートP87方向レジスタ

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

－ －

○ ○

○ ○

0：入力モード
   （入力ポートとして機能）
1：出力モード
   （出力ポートとして機能）
     

0：入力モード
   （入力ポートとして機能）
1：出力モード
   （出力ポートとして機能）
     

注1．メモリ拡張モード、マイクロプロセッサモードでは、A0～A19, D0～D15, CS0～CS3,RD,
　　WRL/WR, WRH/BHE, ALE, RDY, HOLD, HLDA, BCLK端子の対応するポートPi方向レジスタ
　の内容は変更できません。

ポートP9方向レジスタ

シンボル アドレス リセット時
PD9 03F316番地 XXXX00X02

ビット名 機　　能ビットシンボル WR

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

○ ○
PD9_0 ポートP90方向レジスタ

PD9_3 ポートP93方向レジスタ

PD9_2 ポートP92方向レジスタ

何も配置されていない。
書き込む場合、“0”を書き込んでください。読み出した場合、その値は不定。

○ ○

－ －

○ ○

0：入力モード（入力ポートとして機能）
1：出力モード(出力ポートとして機能）

0：入力モード（入力ポートとして機能）
1：出力モード(出力ポートとして機能）

－ －何も配置されていない。
書き込む場合、“0”を書き込んでください。読み出した場合、その値は不定。
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ポートPiレジスタ（注1)
シンボル アドレス リセット時
Pi(i=0～7,10) 03E016,03E116,03E416,03E516,03E816, 不定
　 03E91603EC16,03ED16,03F416番地 

ビット名 機　　能ビットシンボル WR

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

Pi_0 ポートPi0レジスタ

Pi_1 ポートPi1レジスタ

Pi_2 ポートPi2レジスタ

Pi_3 ポートPi3レジスタ

Pi_4 ポートPi4レジスタ

Pi_5 ポートPi5レジスタ

Pi_6 ポートPi6レジスタ

Pi_7 ポートPi7レジスタ

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

対応するビットの読み出し、および
書き込みで対応する端子のデータ入
出力を行う
0：“L”レベル
1：“H”レベル（注2)

(i=0～7,10)

ポートP8レジスタ

シンボル アドレス リセット時
 P8 03F016番地 不定

ビット名 機　　能ビットシンボル WR

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

P8_0 ポートP80レジスタ

P8_1 ポートP81レジスタ

P8_2 ポートP82レジスタ

P8_3 ポートP83レジスタ

P8_4 ポートP84レジスタ

P8_5 ポートP85レジスタ

P8_6 ポートP86レジスタ

P8_7 ポートP87レジスタ

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ×

○ ○

○ ○

対応するビットの読み出し、および書
き込み(ただしP85は除く)で対応する
端子のデータ入出力を行う
0：“L”レベル
1：“H”レベル
　

注1．メモリ拡張モード、マイクロプロセッサモードでは、A0～A19, D0～D15, CS0～CS3,RD,
　　WRL/WR, WRH/BHE, ALE, RDY, HOLD, HLDA, BCLK端子の対応するポートPiレジスタの
　　内容は変更できません。
注2.　P70、P71はNチャネルオープンドレインポートのため、ハイインピーダンスとなります。

ポートP9レジスタ

シンボル アドレス リセット時
 P9 03F116番地 不定

ビット名 機　　能ビットシンボル WR

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

P9_0 ポートP90レジスタ

VBDS Vbus検出状態ビット

P9_2 ポートP92レジスタ

P9_3 ポートP93レジスタ

○ ○

○ ○

○ ×

○ ○

0：“L”レベル
1：“H”レベル

0：“L”レベル
1：“H”レベル
0：“L”レベル
1：“H”レベル

0：Vbusから電源供給なし
1：Vbusから電源供給（注1)

何も配置されていない。
書き込む場合、“0”を書き込んでください。読み出した場合、その値は不定。 － －

注1．このビットは入出力ポートには使用できません。
　　Vbus検出禁止時、このビットを読み出すと“0”です。

図1.23.8.　ポートレジスタの構成
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プルアップ制御レジスタ0（注1)

シンボル アドレス リセット時
PUR0 03FC16番地 0016

ビット名 機　　能ビットシンボル WR

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

PU00 P00～P03のプルアップ

PU01 P04～P07のプルアップ

PU02 P10～P13のプルアップ

PU03 P14～P17のプルアップ

PU04 P20～P23のプルアップ

PU05 P24～P27のプルアップ

PU06 P30～P33のプルアップ

PU07 P34～P37のプルアップ

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

対応するポートのプルアップの設定
を行う
　0 : プルアップなし
　1 : プルアップあり

プルアップ制御レジスタ2

シンボル アドレス リセット時
PUR2 03FE16番地 0016

ビット名 機　　能ビットシンボル WR

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

PU20 P80～P83のプルアップ

PU21 P84～P87のプルアップ
 (ただしP85は除く)

PU22 P90～P93のプルアップ
 (ただしP91は除く)

PU24 P100～P103のプルアップ

PU25 P104～P107のプルアップ

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

何も配置されていない。
書き込む場合、“0”を書き込んでください。読み出した場合、その値は“0”。 － －

－ －

対応するポートのプルアップの設定
を行う
　0 : プルアップなし
　1 : プルアップあり

プルアップ制御レジスタ1

シンボル アドレス リセット時
PUR1 03FD16番地 0016 (注2)

ビット名 機　　能ビットシンボル WR

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

PU10 P40～P43のプルアップ（注3)

PU11 P44～P47のプルアップ

PU12 P50～P53のプルアップ (注3)

PU13 P54～P57のプルアップ

PU14 P60～P63のプルアップ

PU15 P64～P67のプルアップ

PU16 P72～P73のプルアップ (注1)

PU17 P74～P77のプルアップ

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

対応するポートのプルアップの設定
を行う
　0 : プルアップなし
　1 : プルアップあり

注1.　P70、P71はNチャネルオープンドレインポートのため、プルアップはありません。
注2.　以下の場合、リセット時0216になります（PU11が“1”になります）。
　　　・ハードウエアリセットでCNVss端子にVccレベルを印加している時
　　　・ソフトウエアリセットで、リセット前のプロセッサモードレジスタ0(000416番地)
　　　　のビット1,0の値が“102”、“112”である時
注3．メモリ拡張モード、又はマイクロプロセッサモード時は、このレジスタの内容を
　　変更できますが、プルアップ抵抗は接続されません。

注1．メモリ拡張モード、又はマイクロプロセッサモード時は、このレジスタの内容を変更で
　　きますが、プルアップ抵抗は接続されません。

対応するポートのプルアップの設定
を行う
　0 : プルアップなし
　1 : プルアップあり

何も配置されていない。
書き込む場合、“0”を書き込んでください。読み出した場合、その値は“0”。

図1.23.9.　プルアップ制御レジスタの構成　
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表1.23.1.　シングルチップモード時の未使用端子処理例

端　子　名� 処　理　内　容�

ポートP0～P10
(P85は除く)

XOUT   (注1)

AVSS, VREF, BYTE

NMI

・入力モードに設定し、端子ごとに抵抗を介してVcc、又はVSSに接続�
　(プルダウン)するか、又は出力モードに設定し、端子を開放(注1,注2,注3)

・開放�

・VSSに接続�

UVCC, AVCC ・VCCに接続�

USB D+,USB D- ・開放�

注1.　XIN端子に外部クロックを入力しているとき。�
注2.　出力モードに設定し、開放する場合、リセットからソフトウエアによってポートを出力モードに切り替えるまでは、�
　　ポートは入力モードになっています。そのため、端子の電圧レベルが不定となり、ポートが入力モードになっている�
　　期間、電源電流が増加する場合があります。また、ノイズやノイズによって引き起こされる暴走などによって、方向�
　　レジスタの内容が変化する場合を考慮し、ソフトウエアで定期的に方向レジスタの内容を再設定した方がプログラム�
　　の信頼性が高くなります。�
注3.　ポートP70、P71を出力モードに設定する場合は“L ”を出力してください。�
　　ポートP70、P71はN チャネルオープンドレイン出力です。�

・抵抗を介してVCCに接続(プルアップ)

・開放�

・開放�

LPF

VbusDTCT

表1.23.2.　メモリ拡張モード時の未使用端子処理例

端　子　名 処　理　内　容

ポートP6～P10 (P85は除く) 入力モードに設定し、端子ごとに抵抗を介してVSS、叉はVCCに接続(プ
ルダウン)するか、又は出力モードに設定し、端子を開放 (注2, 注3, 注4)

開放BHE (注5), ALE (注5), HLDA (注5), 
XOUT (注1), BCLK

UVCC, AVCC VCCに接続

抵抗を介してVCCに接続 (プルアップ)HOLD, RDY, NMI

P45/CS1～P47/CS3 ポートを入力モードに設定し、CS1～CS3出力許可ビットを“0”に設
定し、抵抗を介してVCCに接続 (プルアップ)

注1. 　XIN端子に外部クロックを入力しているとき
注2. 　出力モードに設定し、開放する場合、リセットからソフトウエアによってポートを出力モードに切り替える
 までは、ポートは入力モードになっています。そのため、端子の電圧レベルが不定となり、ポートが入力モード
 になっている期間、電源電流が増加する場合があります。また、ノイズやノイズによって引き起こされる暴走な
 どによって、方向レジスタの内容が変化する場合を考慮し、ソフトウエアで定期的に方向レジスタの内容を再設
 定した方がプログラムの信頼性が高くなります。
注3. 　未使用端子の処理は、マイクロコンピュータの端子からできるだけ短い配線(2cm 以内)で処理してください。
注4. 　ポートP70 、P71 を出力モードに設定する場合は“L ”を出力してください。
 ポートP70 、P71 はN チャネルオープンドレイン出力です。
注5. 　CNVSS端子にVSSレベルを印加している場合、リセットからソフトウエアによってプロセッサモードを切り替
 えるまでは、これらの端子は入力ポートになっています。そのため、端子の電圧レベルが不安定となり、これら
 の端子が入力ポートになっている期間、電源電流が増加する場合があります。
注6. 　VbusDTCT端子は内部でプルダウンされています。

USB D+, USB D- 開放

VSSに接続AVSS, VREF

VbusDTCT  (注6) 開放

開放LPF
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ポートP0～P10
(P85は除く)

NMI

XOUT

UVCC, AVCC

BYTE

AVSS

VREF

マイクロコンピュータ

VCC

VSS

シングルチップモード時

ポートP6～P10
(P85は除く)

NMI

XOUT

UVCC, AVCC
AVSS
VREF

開放

マイクロコンピュータ

VCC

VSS

メモリ拡張モード時
マイクロプロセッサモード時

HOLD

RDY

ALE

BCLK(注1)

BHE
HLDA

開放

(入力モード)
･
･

(入力モード)

(出力モード) 開放

(入力モード)
･
･

(入力モード)

(出力モード) 開放

･
･

･
･

ポートP45/CS1

～P47/CS3

注1.　BCLK出力禁止ビット(000416番地のビット7)を“1”にした場合、抵抗を介してVCCに接続(プルアップ)してください。　

USB D+, USB D- 開放

LPF 開放

開放USB D+, USB D-

LPF 開放

開放VbusDTCT

開放VbusDTCT

VCC

図1.23.10.　未使用端子の処理例
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ANDフラッシュメモリ制御回路
ANDフラッシュメモリ制御回路はM30245と接続するANDフラッシュメモリの制御に使用する機能で、
シングルチップモードのみで有効です。ANDフラッシュメモリ制御回路は、ICEではエミュレートできま
せん。図1.24.1にポート制御レジスタの構成を示します。ANDフラッシュメモリポート許可ビット(03FF16
番地のビット3)を"1"に設定することにより、ポートP00～P07、ポートP10～P12がANDフラッシュメモリ制
御端子として機能します。

(1) AND_DATA(7:0) (ANDフラッシュメモリデータバス)
ANDフラッシュメモリとの間でデータの入出力を行う端子です。ANDフラッシュメモリデータバスはポー
トP00～P07と兼用です。データ入力時はポートP0方向レジスタ(03E216番地のビット0～ビット7)を"0"に、
データ出力時は"1"にしてください。

_______________

(2) AND_OE
この機能はポートP12と兼用です。ANDフラッシュOE制御ビット(03FF16番地のビット1)を"1"にすると、
AND_DATAの読み出しで"L"パルスが発生します。ANDフラッシュOE制御ビット(03FF16番地のビット1)
を"0"にすると"L"レベルを出力します。

________________

(3) AND_WE
この機能はポートP11と兼用です。ANDフラッシュWE制御ビット(03FF16番地のビット2)を"1"にすると、
AND_DATAへの書き込みで"L"パルスが発生します。ANDフラッシュWE制御ビット(03FF16番地のビッ
ト2)を"0"にすると"H"レベルを出力します。

(3) AND_SC

この機能はポートP10と兼用です。ANDフラッシュOE制御ビット(03FF16番地のビット1)を"1"、ANDフ
ラッシュWE制御ビット(03FF16番地のビット2)を"0"にすると、AND_DATAへの書き込みで"H"パルスが
発生します。
ANDフラッシュOE制御ビット(03FF16番地のビット1)を"0"、ANDフラッシュWE制御ビット(03FF16番
地のビット2)を"1"にすると、AND_DATAの読み出しで"H"パルスが発生します。
ANDフラッシュOE制御ビット(03FF16番地のビット1)を"1"、ANDフラッシュWE制御ビット(03FF16番
地のビット2)を"1"にすると、"L"レベルを出力します。

各制御端子の動作を表1.24.1に示します。

WECTL, OECTL

00

01

10

11

_______________

AND_OE

AND_DATA読み出しで"L"パルス

"L"出力

AND_DATA読み出しで"L"パルス

_______________

AND_WE

使用禁止

"H"出力

AND_DATA書き込みで"L"パルス

AND_DATA書き込みで"L"パルス

AND_SC

AND_DATA書き込みで"H"パルス

AND_DATA読み出しで"H"パルス

"L"出力

表1.24.1.　

ANDフラッシュメモリ制御回路
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図1.24.1.　ポート制御レジスタ

ポート制御レジスタ

 シンボル アドレス リセット時
 PCR 03FF16番地 0016

ビット名 機　　能ビットシンボル WR

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

ポートP1制御ビット ○ ○

0：入力ポートのとき、端子の入力
 レベルを読み出す
 出力ポートのとき、ポートP1
 レジスタの内容を読み出す
1：入力ポート/出力ポートにかかわ
 らず、ポートP1レジスタの内容
 を読み出す

何も配置されていない。
書き込む場合、“0”を書き込んでください。読み出した場合、その値は不定。

○ ○OECTRL

PCR0

ANDフラッシュOE制御ビット 0：データリードモード許可
1：出力禁止

○ ○WECTRL ANDフラッシュWE制御ビット 0：入力禁止
1：コマンド・アドレスモード許可

○ ○AFPE
ANDフラッシュメモリポート
許可ビット

0：入出力ポート
1：ANDフラッシュメモリポート

図1.24.2.　ANDフラッシュメモリとの接続例

P0 (AND_DATA)

P10 (AND_SC)

P11 (AND_WE)

P12 (AND_OE)

P13 (GP I/O)

P14 (GP I/O)

P17 (GP I/O)

P16 (GP I/O)

DQ(0:7)

SC

WE

OE

CE

CDE

R/B

RES

M30245 HN29V25611A

ANDフラッシュメモリ制御回路
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表1.24.2．絶対最大定格

動作周囲温度

項    　　目 単位

入力電圧
USB回路電源電圧

電源電圧

出力電圧VO

-0.3～Vcc+0.3

Pd 消費電力

保存温度

Topr=25 ℃

-0.3～4.0

定　  格  　値

V

V

V

℃

条　件

VI

UVcc

Vcc

Tstg
Topr

記　号

℃

mW

-65～150

300
-20～ 85 

RESET,VREF, XIN, CNVSS, BYTE
P00～P07, P10～P17, P20～P27, P30～P37, 
P40～P47, P50～P57, P60～P67, P72～P77, 
P80～P87, P90, P92, P93, P100～P107, D+, D-

-0.3～4.0 V

VCC=AVCC＝UVCC

-0.3～4.0

P70, P71

XOUT, P00～P07, P10～P17, P20～P27, P30～P37, 
P40～P47, P50～P57, P60～P67, P72～P77, 
P80～P84, P86, P87, P90, P92, P93, P100～P107, 
D+, D-
P70, P71

-0.3～Vcc+0.3 V

-0.3～4.0 V

アナログ電源電圧 VAVcc -0.3～4.0VCC=AVCC＝UVCC

VCC=AVCC＝UVCC

-0.3～5.50 VVbusDTCT

表1.24.3．推奨動作条件(指定のない場合は、VCC=3.0V～3.6V, Topr= -20℃～85℃  )

3.0 3.6

標　準 最　大 単位項    　　目

Vcc 3.3電源電圧

記　号 最　小
規　  格  　値

アナログ電源電圧 VccAVcc

V
V0

0アナログ電源電圧

電源電圧

VIH

IOH (avg)
"H"平均出力電流

mA

mA

Vss

AVss

0.8Vcc

V

V

V

V

Vcc

0.2Vcc

0.2Vcc

"L "入力電圧

IOH (peak)
"H"尖頭出力電流

"H"入力電圧

－5.0

－10.0
P00～P07, P10～P17, P20～P27, P30～P37,
P40～P47, P50～P57, P60～P67, P72～P77,
P80～P84, P86, P87, P90, P92, P93, P100～P107

P00～P07, P10～P17, P20～P27, P30～P37, P40～P47, P50～P57,
P60～P67, P72～P77, P80～P87, P90, P92, P93, P100～P107, 
ＸIN, RESET, CNVSS, BYTE

"L "尖頭出力電流
10.0

5.0

mA

f (XIN) メインクロック入力発振周波数

"L "平均出力電流

IOL (peak)

mAIOL (avg)

f (XcIN) サブクロック発振周波数 kHz5032.768

V

P00～P07, P10～P17, P20～P27, P30～P37,
P40～P47, P50～P57, P60～P67, P72～P77,

P00～P07, P10～P17, P20～P27, P30～P37,
P40～P47, P50～P57, P60～P67, P72～P77,

P00～P07, P10～P17, P20～P27, P30～P37,
P40～P47, P50～P57, P60～P67, P72～P77,

P70, P71 0.8Vcc 4.0 V

VIL

MHz16

P00～P07, P10～P17, P20～P27, P30～P37, P40～P47, P50～P57,
P60～P67, P72～P77, P80～P87, P90, P92, P93, P100～P107, 
ＸIN, RESET, CNVSS, BYTE
P70, P71 

P80～P84, P86, P87, P90, P92, P93, P100～P107

P80～P84, P86, P87, P90, P92, P93, P100～P107

P80～P84, P86, P87, P90, P92, P93, P100～P107

USB電源電圧UVcc
V

3.0 3.63.3

D+, D- 2.0 V

VbusDTCT 4.0 V5.25

D+, D- V

VbusDTCT V1.0

0.8

(注3)

電気的特性

注1.　平均出力電流は100msの期間内での平均値です。
注2.　ポートP0,P1,P2,P86,P87,P9,P10のIOL(peak)とIOH(peak)の合計は80mA以下、ポートP3, P4, P5, P6, P7, P80

～P84のIOL(peak)の合計は80mA以下、ポートP3, P4, P5, P6, P72～P77, P80～P84のIOH(peak)の合計は80mA
以下にしてください。

注3.　USB機能を使用する場合は、f(XIN)を4MHZ以上にしてください。

電気的特性
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表1.24.4．電気的特性(指定のない場合は、VCC=3.0V～3.6V,VSS=0V,Topr= -20℃～85℃, f(XIN) =16MHZ

記　号
規　格　値
標　準

単位測　定　条　件
最　小 最　大

項　　目

VRAM RAM保持電圧

Icc 電源電流

クロック停止時 V

方形波、分周なし、USB未使用時 mAシングルチップモード時、出力
端子は開放、その他の端子は
VSS

f(XIN)=16MHz

RfXIN

RfXCIN

 Topr=25℃

クロック停止時
USBサスペンド状態
マスクROM

f(XCIN)＝32kHzウエイト時(注1)

μA

方形波
f(XCIN)=32kHz

μA

方形波、分周なし、USB使用時 mA
f(XIN)=16MHz

μA

VOH

VOL

"H"出力電圧

 ヒステリシス

"H"入力電流IIH

"L"入力電流I IL

VT+-VT-

RESET

帰還抵抗 XIN

RPULLUP プルアップ抵抗

V

V

2.5
IOH= -1mA

0.2 1.0 V

0.2 1.8 V

4 μAVI= VCC

1.0 MΩ

50.0 kΩVI= 0V 30.0 167.0

P00～P07, P10～P17, P20～P27,
P30～P37, P40～P47, P50～P57, 
P60～P62, P64～P66,P70～P77, 
P80～P84, P86, P87, P90, P92, P93, 
P100～P107

"L"出力電圧

HOLD, RDY, TA0IN～TA4IN,
INT0～INT2, ADTRG, 

KI0～KI7,RxD0～RxD3, SCL, SDA

P00～P07, P10～P17, P20～P27,
P30～P37, P40～P47, P50～P57, 
P60～P67, P70～P77, P80～P87,
P90, P92, P93, P100～P107,
XIN, RESET, CNVss, BYTE

P00～P07, P10～P17, P20～P27,
P30～P37, P40～P47, P50～P57, 
P60～P67, P70～P77, P80～P87,
P90, P92, P93, P100～P107,XIN, 
RESET, CNVss, BYTE, VbusDTCT

VI= 0V

P00～P07, P10～P17, P20～P27,
P30～P37, P40～P47, P50～P57, 
P60～P67, P70～P77, P80～P84,
P86, P87, P90, P92, P93, P100～P107

-4 μA

帰還抵抗 XCIN 10 MΩ

CTS0～CTS3, CLK0, CLK1, 
TA2OUT～TA4OUT, NMI,

μA

2.0

XOUT HIGHPOWER
LOWPOWER

XCOUT
HIGHPOWER
LOWPOWER

IOH= -0.1mA

IOH= -50μA
2.5
2.5

V

V

V

IOL= 1mA

XOUT HIGHPOWER
LOWPOWER

XCOUT

IOL= 0.1mA
IOL= 50μA

0.5
0.5

VHIGHPOWER
LOWPOWER

0.5

P63, P67 IOH= -10mA V2.0

IOH= -1μA

IOH= -0.5μA
2.5
2.5

P00～P07, P10～P17, P20～P27,
P30～P37, P40～P47, P50～P57, 
P60～P62, P64～P66, P70～P77, 
P80～P84, P86, P87, P90, P92, P93, 
P100～P107

P63, P67, 
P70～P77 (P7 Highドライブ時)

VIOL= 10mA 0.8

IOL= 1μA

IOL= 0.5μA
0.5

0.5

VbusDTCT 1.0 V

VbusDTCT 50 μA

 Topr=45℃

16

25

30

12

43

235

420

クロック停止時
USBサスペンド状態
フラッシュメモリ

 Topr=25℃

μA

μA

 Topr=45℃

95

190

注1.　fC32にてタイマ1本を動作させている状態です。

電気的特性
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表1.24.5．USB電気的特性(指定のない場合は、VCC=3.0V～3.6V, VSS=0V,Topr= -20 ℃～85℃)

記　号

VOH

VOL

D+,D-

D+,D-

項　　目
規　格　値
標　準

単位測　定　条　件

V

最　小 最　大

2.2IOH/IOL=+/-18.3mA、UVCC=3.00V、Rx=33Ω

V0.8

lsusp サスペンド電流 USBサスペンド状態、内部クロック停止時 μA

3.6

0IOH/IOL=+/-18.3mA、UVCC=3.00V、Rx=33Ω

μA

フラッシュ
メモリ版

マスク
ROM版

Topr=25℃

Topr=45℃

235

420

95

190

μA

μA

Topr=25℃

Topr=45℃

表1.24.6．A/D変換特性  (指定のない場合は、VCC=AVCC=VREF=3.3V, VSS=AVSS=0V, Topr=25℃, f(XIN =16MHZ)
規　格　値

最　小 標　準最　大

–

–

分解能
絶対精度

Bits

LSB

VREF =VCC

±4

10

記　号 項　目 測　定　条　件 単位

RLADDER

tCONV
ラダー抵抗
変換時間(10bit)

基準電圧

アナログ入力電圧

kΩ

μs

V
VIA

VREF

V0 VCC

変換時間(8bit) μstCONV
tSAMP サンプリング時間 0.3 μs

サンプル&ホールド機能なし(10ビット)

サンプル&ホールド機能あり(10ビット) LSB±4

サンプル&ホールド機能なし(8ビット) ±2 LSB

VREF =VCC

VREF =VCC

VREF =VCC

VREF =VCC

VREF =VCC

VREF =VCC

VCC

2.8
3.3

サンプル&ホールド機能あり(8ビット) ±2 LSBVREF =VCC

10 40

注1.　f(XIN)が10MHZを超える場合はfADを分周し、AD動作クロック周波数（φAD）が10MHz以下になるようにしてく
ださい。

表1.24.7．フラッシュメモリの電気的特性  (指定のない場合は、VCC=3.3±0.3V, Topr=0 ℃～60℃)

ページプログラム時間
ブロックイレーズ時間
イレーズ全アンロックブロック時間
ロックビットプログラム時間

規　格　値

ms
ms
ms
ms

項  　　目
標　準 最　大

単位

120
600

600 X n (注1)
120

最　小

8
50

50 X n (注1)
8

注1.　nはイレーズするブロック数です。

電気的特性
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タイミング必要条件　(指定のない場合は、VCC=3.3V, VSS=0V, Topr= -20℃～85℃)

表1.24.8．外部クロック入力

表1.24.9．メモリ拡張およびマイクロプロセッサモード

注1.　tac1 = tcyc/2 - 60ns
注2.　tac2 = (m+0.5)×tcyc - 60ns
　　   tcyc = 1/f(BCLK)×109 (ns)
　　   m = ウエイト数(1～3)

最　大

外部クロック立ち上がり時間 nstr

最　小

外部クロック入力サイクル時間
外部クロック入力 "H"パルス幅

外部クロック入力 "L" パルス幅

外部クロック立ち下がり時間

ns
ns
ns

ns

tc
tw(H)
tw(L)

tf

項　　目記　号 単位
規　格　値

最　小

データ入力セットアップ時間
ns

tsu(DB-RD)

tsu(RDY-BCLK )

項　　目記　号 単位
最　大

規　格　値

RDY入力セットアップ時間

ns
データ入力ホールド時間

ns
th(RD-DB)

th(BCLK -RDY)
ns

RDY入力ホールド時間

HOLD入力セットアップ時間

ns
tsu(HOLD-BCLK )

HOLD入力ホールド時間th(BCLK-HOLD )

データ入力アクセス時間 nstac1(RD-DB) （ウエイトなし）

（ウエイトあり） ns

ns
tac2(RD-DB) データ入力アクセス時間

62.5
29.5

29.5

10
10

(注1)

(注2)
50

40

105
0
0

0

電気的特性
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表1.24.10．タイマA入力(イベントカウンタモードのカウント入力)

表1.24.12．タイマA入力(ワンショットタイマモードの外部トリガ入力)

表1.24.11．タイマA入力(タイマモードのゲーティング入力)

表1.24.13．タイマA入力(パルス幅変調モードの外部トリガ入力)

表1.24.14．タイマA入力(イベントカウンタモードのアップダウン入力)

規　格　値
最　大

nsTAiIN入力 "L " パルス幅tw(TAL)

最　小
ns

ns

単位

規　格　値

最　大最　小
ns

ns
ns

単位

規　格　値
最　大最　小

ns

ns
ns

単位

規　格　値
最　大最　小

ns

ns

単位

規　格　値
最　大最　小

ns

ns
ns

単位

ns
ns

TAiIN入力 "H" パルス幅tw(TAH)

項　　目記　号

TAiIN入力サイクル時間

TAiIN入力 "H" パルス幅
TAiIN入力 "L " パルス幅

tc(TA)

tw(TAH)
tw(TAL)

記　号 項　　目

TAiIN入力サイクル時間

TAiIN入力 "H" パルス幅
TAiIN入力 "L " パルス幅

tc(TA)

tw(TAH)
tw(TAL)

記　号 項　　目

tw(TAH)

tw(TAL)

記　号 項　　目

TAiIN入力 "H" パルス幅

TAiIN入力 "L " パルス幅

記　号 項　　目

tc(TA) TAiIN入力サイクル時間

TAiOUT入力サイクル時間

TAiOUT入力 "H" パルス幅
TAiOUT入力 "L " パルス幅
TAiOUT入力セットアップ時間
TAiOUT入力ホールド時間 

tc(UP)

tw(UPH)
tw(UPL)
tsu(UP-TIN)
th(TIN-UP)

(注)

100

50
40

200

100
100

100
100

2000
1000
1000

400
400

(注)
(注)

タイミング必要条件　(指定のない場合は、VCC=3.3V, VSS=0V, Topr= -20℃～85℃)

注.　TAINのパルス幅は、選択したカウントソース周期より大きくしてください。

電気的特性
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_______

表1.24.17．外部割り込みINTi入力

表1.24.16．シリアルI/O

表1.24.15．A/Dトリガ入力

タイミング必要条件　(指定のない場合は、VCC=3.3V, VSS=0V, Topr= -20℃～85℃)

表1.24.18．Vbus検出割り込み

記　号 項　　目

ADTRG入力サイクル時間 (トリガ可能最小)tc(AD)
tw(ADL)

規　格　値

最　小 最　大
単位

ns
ns125

1000

記　号 項　　目

CLKi入力"L"パルス幅

tc(CK)

tw(CKH)
tw(CKL)

規　格　値

最　小 最　大
単位

ns
ns
ns60

60
160

RxDi入力セットアップ時間
RxDi入力ホールド時間

tsu(D-C)
th(C-D)

ADTRG入力"L"パルス幅

CLKi入力"H"パルス幅
CLKi入力サイクル時間

記　号 項　　目

INTi入力"L"パルス幅

tw(INH)

tw(INL)

規　格　値

最　小 最　大
単位

ns
ns250

250INTi入力"H"パルス幅

60
20

ns
ns

記　号 項　　目
規　格　値

標　準 単位測　定　条　件
最　小 最　大

50 μs割り込みパルス幅tw(INT) VbusDTCT割り込み

表1.24.19．シリアルサウンドインタフェース

電気的特性

SCKi 入力サイクル時間
SCKi 入力“H”パルス幅
SCKi 入力“L”パルス幅　　
SCKP=0  SCKi 立ち上がりエッジからWSエッジまでの時間
SCKP=1  SCKi 立ち下がりエッジからWSエッジまでの時間
SCKP=0  WSエッジからSCKi 立ち上がりエッジまでの時間
SCKP=1  WSエッジからSCKi 立ち下がりエッジまでの時間
RXi 入力セットアップ時間
RXi 入力ホールド時間

tc (SCK)
tw (SCKH)
tw (SCKL)
t1 (SCK-WS)

t2 (WS-SCK)

tsu (RX-SCK)
th (SCK-RX)

規　格　値

ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns

項  　　目
標 準 最 大

記　　号 単位
最 小

62.5
29.5
29.5
10
10
10
10
10
10

_______________

AND_DATA 入力ホールド時間 (AND_OE基準)

AND_DATA 入力ホールド時間 (AND_SC基準)
_______________

AND_DATA 入力セットアップ時間 (AND_OE基準)

AND_DATA 入力セットアップ時間 (AND_SC基準)

th (OE-D)

th2 (SC-D)

tsu (D-OE)

tsu (D-SC)

規　格　値

ns

ns

ns

ns

項  　　目
最 大

記　　号 単位
最 小

0

0

50

43

表1.24.20．ANDフラッシュメモリ制御回路
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スイッチング特性 (指定のない場合は、VCC=3.3V, VSS=0V, Topr=－20℃～85℃)

表1.24.21．メモリ拡張モードおよびマイクロプロセッサモード

注1.　BCLKの周波数に応じて次の計算式で算出されます。
PM16 = 0 の場合：td(DB-WR) =  (m-0.5)×tcyc - 40ns
PM16 = 1 の場合：td(DB-WR) =  m×tcyc - 40ns
m = 1 (ウエイトなし)、m=1 (1ウエイト)、m=2 (2ウエイト)、m=3 (3ウエイト)
tcyc = 1/f(BCLK)×109 (ns)

注2.　次の計算式で算出されます。
th(WR-DB) = tcyc/2

注3.　次の計算式で算出されます。
th(WR-CS) = tcyc/2

図1.24.3．ポートP0～P10の測定回路

P6

P7

P8

P10

P9

P0

P1

P2
P3

P4

P5

30pF

0

表1.24.22．シリアルI/O

TXDi 出力遅延時間 　　   外部クロック選択時
  内部クロック選択時

TXDi 出力ホールド時間
CLKi 出力立上り時間   内部クロック選択時
CLKi 出力立下り時間   内部クロック選択時

td(C-Q)

th(C-Q)
tr(CK)
tf(CK)

規　格　値

ns
ns
ns
ns
ns

項  　　目
最　小 最　大

記　　号 単位

80
30

7
7

記　号
規　格　値

測　定　 条　件
最　大最　小項　　目 単位

td(BCLK-AD) アドレス出力遅延時間 ns
th(BCLK-AD) アドレス出力保持時間（BCLK基準）

th(BCLK-CS) チップセレクト出力保持時間（BCLK基準）

ns

ns
td(BCLK-ALE) ALE信号出力遅延時間
th(BCLK-ALE) ALE信号出力保持時間

ns
ns

図1.24.3

VIL=0.2VCC,
VIH=0.8VCC,
VOH=VOL=0.5VCC

td(BCLK-CS) チップセレクト出力遅延時間 ns

th(RD-AD) アドレス出力保持時間（RD基準） ns
th(WR-AD) アドレス出力保持時間（WR基準） ns

0
0
0

0

0

td(BCLK-RD)
th(BCLK-RD)

RD信号出力遅延時間
RD信号出力保持時間

ns
ns

td(BCLK-WR)

th(BCLK-WR)

WR信号出力遅延時間
WR信号出力保持時間

ns
ns

td(BCLK-DB) データ出力遅延時間（BCLK基準） ns
th(BCLK-DB) データ出力保持時間（BCLK基準） ns
td(DB-WR) データ出力遅延時間（WR基準）
th(WR-DB) データ出力保持時間（WR基準）(注2)

ns
ns

0

0

0

(注1)
(注2)
(注3) nsth(WR-CS) チップセレクト出力保持時間（WR基準）

nsHLDA出力遅延時間td(BCLK-HLDA )

30

30

30

30

30

40

40

電気的特性



Rev.2.00    2006.10.03    page 205 of 279
RJJ03B0006-0200

M30245グループ

表1.24.23．シリアルサウンドインタフェース

表1.24.24．ANDフラッシュメモリ制御回路

AND_SC 出力遅延時間 (AND_DATA基準)
_______________

AND_WE 出力遅延時間 (AND_DATA基準)

AND_DATA 出力ホールド時間 (AND_SC基準)
_______________

AND_DATA 出力ホールド時間 (AND_WE基準)
_______________

AND_OE "L"パルス幅

AND_SC "H"パルス幅 (書き込み時)

AND_SC "H"パルス幅 (読み出し時)
_______________

AND_WE "L"パルス幅

td (D-SC)

td (D-WE)

th1 (SC-D)

th (WE-D)

tw (OEL)

tw1 (SCH)

tw2 (SCH)

tw (WEL)

規　格　値

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

項  　　目
最 大

記　　号 単位

(注1)

最 小

(注2)

(注3)

(注4)

(注5)

(注6)

(注7)

(注8)

注1.　td(D-SC) = 0.5 tcyc－15［ns］
注2.　td(D-WE) = 1.5 tcyc－43［ns］
注3.　th1(SC-D) = 1.5 tcyc－30［ns］
注4.　th(WE-D) = 0.5 tcyc［ns］
注5.　tw(OEL) = 1.5 tcyc－10［ns］
注6.　tw1(SCH) = tcyc－15［ns］
注7.　tw2(SCH) = 1.5 tcyc－10［ns］
注8.　tw(WEL) = tcyc－15［ns］

電気的特性

XMTi 出力遅延時間（WS基準）
XMTi 出力遅延時間（SCKi基準）

td (WS-XMT)

td (SCK-XMT)

規　格　値

ns
ns

項  　　目
最　小 最　大

記　　号 単位

20
20
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tsu(D-C)

TAiIN入力

TAiOUT入力

イベントカウンタモード時

ADTRG入力

CLKi

TxDi

RxDi

tc(TA)

tw(TAH)

tw(TAL)

tc(UP)

tw(UPH)

tw(UPL)

tc(AD)

tw(ADL)

tc(CK)

tw(CKH)

tw(CKL)

tw(INL)

tw(INH)
INTi入力

td(C-Q) th(C-D)

th(C-Q)

th(TIN-UP) tsu(UP-TIN)

TAiIN入力
(立ち下がりカウント選択時)

TAiIN入力
(立ち上がりカウント選択時)

TAiOUT入力
(アップダウン入力)

tr(CK) tf(CK)

図1.24.4. タイミング図(1)

タイミング
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図1.24.5. タイミング図(2)

タイミング

シリアルサウンドインタフェース (SSI) タイミング 
 (SCKP=0, SCK立ち下がりエッジがWSのエッジよりも早い場合)

SCKi

tC(SCK)

RXi

tW(SCKH) tW(SCKL)

WSi

t2(WS-SCK)t1(SCK-WS)

XMTi

td(WS-XMT)

tsu(RX-SCK) th(SCK-RX)

シリアルサウンドインタフェース (SSI)  タイミング 
 (SCKP=0, SCK立ち下がりエッジがWSのエッジよりも遅い場合)

SCKi

tC(SCK)

RXi

tW(SCKH) tW(SCKL)

WSi

t2(WS-SCK)t1(SCK-WS)

XMTi

td(SCK-XMT)

tsu(RX-SCK) th(SCK-RX)
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図1.24.6. タイミング図(3)

タイミング

シリアルサウンドインタフェース (SSI)  タイミング 
(SCKP=1, SCK立ち上がりエッジがWSのエッジよりも早い場合)

SCKi

tC(SCK)

RXi

tW(SCKL) tW(SCKH)

WSi

t2(WS-SCK)t1(SCK-WS)

XMTi

td(WS-XMT)

tsu(RX-SCK) th(SCK-RX)

シリアルサウンドインタフェース (SSI)  タイミング 
 (SCKP=1, SCK立ち上がりエッジがWSのエッジよりも遅い場合)

SCKi

tC(SCK)

RXi

tW(SCKL) tW(SCKH)

WSi

t2(WS-SCK)t1(SCK-WS)

XMTi

td(SCK-XMT)

tsu(RX-SCK) th(SCK-RX)
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図1.24.7. タイミング図(4)

‘Hi-Z’

読み出しサイクル

BCLK

ADi 03E0h (P0)

AND_WE (P11)

AND_OE (P12)

AND_SC (P10)

tW(OEL)

‘H’

‘L’ 

OECTL=1, WECTL=1 ステータスリード

OECTL=1, WECTL=0 読み出し動作なし

OECTL=0, WECTL=1 データ読み出し

AND_DATA (P0) 

AND_WE (P11)

AND_OE (P12)

AND_SC (P10) tW2(SCH)

‘Hi-Z’

‘H’

‘L’ 

tsu(D-OE)

th(OE-D)

tsu(D-SC)

th2(SC-D)

ANDフラッシュメモリ制御回路タイミング

読み出し時

AND_DATA (P0) 

タイミング
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図1.24.8. タイミング図(5)

書き込みサイクル

BCLK

ADi 03E0h (P0)

AND_DATA (P0) 

AND_WE (P11)

AND_OE (P12)

AND_SC (P10)

tW(WEL)

‘Hi-Z’

‘H’

‘L’ 

OECTL=1, WECTL=1 コマンド/アドレス書き込み

OECTL=1, WECTL=0 プログラム

AND_DATA (P0) 

AND_WE (P11)

AND_OE (P12)

AND_SC (P10) tW1(SCH)

‘Hi-Z’

‘H’

‘H’

td(D-WE)

ANDフラッシュメモリ制御回路タイミング

書き込み時

OECTL=0, WECTL=1 書き込み動作なし

OECTL=0, WECTL=0 使用禁止

th1(SC-D)

th(WE-D)

td(D-SC)

タイミング
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図1.24.9. タイミング図(6)

メモリ拡張モード、およびマイクロプロセッサモード

(ウエイトありの場合のみ有効)

BCLK

HOLD 入力

HLDA 出力

P0, P1, P2, 
P3, P4, 
P50～P52

(ウエイトあり、なし共通)

注1.　BYTE端子の入力レベル、プロセッサモードレジスタ0のポートP40～P43機能選択ビット(PM06)に
 かかわらず上記ピンはすべてハイインピーダンス状態になります。

RDY 入力

tsu(RDY－BCLK) th(BCLK－RDY)

th(BCLK－HOLD)tsu(HOLD－BCLK)

RD

BCLK

td(BCLK－HLDA)td(BCLK－HLDA)

Hi－Z

WR, WRL, WRH

タイミング
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図1.24.10. タイミング図(7)

BCLK

CSi

td(BCLK-CS)

ADi

ALE

RD

th(BCLK-RD)

th(BCLK-AD)

th(BCLK-CS)

Hi-ZDB

th(RD-DB)

th(RD-AD)
BHE

tcyc

読み出しタイミング

BCLK

CSi

td(BCLK-CS)

ADi

td(BCLK-AD)

ALE

th(BCLK-ALE)

WR,WRL,
WRH(PM16=0)

th(BCLK-WR)

th(BCLK-CS)

DBi
(PM16=0)

td(BCLK-DB)

td(DB-WR) th(WR-DB)

BHE
th(WR-AD)

th(WR-CS)tcyc

書き込みタイミング

td(BCLK-AD)
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th(BCLK-WR)td(BCLK-WR)

メモリ拡張モードおよびマイクロプロセッサモード(ウエイトなしの場合)
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図1.24.11. タイミング図(8)
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読み出し時
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td(BCLK-RD)

th(RD-AD)

tac2(RD-DB)

メモリ拡張モード、およびマイクロプロセッサモード
(1ウエイト、外部メモリ領域をアクセスした場合)
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書き込みタイミング
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項　　目 性　　　　能
電源電圧 3.00～3.60V
プログラム/イレーズ電圧 3.00～3.60V
フラッシュメモリの動作モード 3モード

(1) CPU書き換えモード
　(中央演算処理装置(CPU)を用いてフラッシュメモリを操作する)
(2) パラレル入出力モード
　(外部のライタを用いてフラッシュメモリの操作を行う)  (注1)
(3) 標準シリアル入出力モード
　(外部のライタを用いてフラッシュメモリの操作を行う)  (注1)

消去ブロック分割 ユーザROM領域 図1.25.1を参照してください。
ブートROM領域 1分割(8Kバイト)(注2)

プログラム方式 ページ単位(256バイト)
イレーズ方式 一括消去/ブロック消去
プログラム/イレーズ制御方式 ソフトウエアコマンドによるプログラム/イレーズ制御
プロテクト方式 ロックビットによるブロック単位のプロテクト
コマンド数 8コマンド
プログラム/イレーズ回数 100回
データ保持 10年間

ROMコードプロテクト パラレル入出力モード/標準シリアル入出力モード対応

注1．パラレル入出力モード、標準シリアル入出力モードは、M30245グループ（フラッシュメモリ版)を
　　サポートしている専用の外部装置（フラッシュライタ）をご使用ください。
注2．ブートROM領域には出荷時に標準シリアル入出力モードの制御プログラムが格納されています。
　　この領域は、パラレル入出力モードでのみ消去、書き込みが可能です。

表1.25.1.　 M30245(フラッシュメモリ版)の性能概要

性能概要
表1.25.1にM30245(フラッシュメモリ版)の性能概要を示します。
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フラッシュメモリ
M30245FC(フラッシュメモリ版)は、3.3V単一電源での書き換えが可能なフラッシュメモリを内蔵してい
ます。このフラッシュメモリに対して、リード、プログラム、イレーズなどの操作を行うために、ライタ
を用いてフラッシュメモリの操作を行うパラレル入出力モード、標準シリアル入出力モードおよび、中央
演算処理装置(CPU)でフラッシュメモリを操作する CPU書き換えモードの3種類を用意しています。
図1.25.1に示すようにフラッシュメモリは、いくつかのブロックに分かれており、各ブロックごとにイ
レーズを行うことができます。これらの各ブロックは、イレーズ、プログラム実行の有効／無効を選択す
るロックビットを持っており、ブロックごとのデータ保護が可能です。
また、内蔵するフラッシュメモリには、通常のマイコン動作の制御プログラムを格納するユーザROM領
域に加えて、CPU書き換えモードおよび標準シリアル入出力モードでの書き換え制御プログラムを格納す
るためのブートROM領域があります。このブートROM領域には、出荷時に標準シリアル入出力モードの
制御プログラムが書き込まれますが、ユーザ側で、システムに適合した書き換え制御プログラムを書き込
むことも可能です。このブートROM領域は、パラレル入出力モードでのみ書き換えが可能です。

図1.25.1.　内蔵フラッシュメモリのブロック図

E000016 ブロック4：64Kバイト

F000016
ブロック3：32Kバイト

F800016
ブロック2：8Kバイト

FA00016
ブロック1：8Kバイト

ブロック0：16Kバイト
FC00016

ユーザROM領域

8Kバイト
FE00016

FFFFF16 FFFFF16
ブートROM領域

注1.　ブートROM領域はパラレル入出力モードのみ
 書き換え可能です。(ブートROM領域外のアクセスは禁止)
注2.　ブロックを指定する場合、ブロック内の最大アドレスで
 かつ、偶数アドレスを使用してください。
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CPU書き換えモード
CPU書き換えモードは、中央演算処理装置(CPU)の制御により、内蔵フラッシュメモリに対する操作(リー
ド、プログラム、イレーズなど)を行うモードです。
CPU書き換えモードでは、図1.25.1に示すユーザROM領域のみの書き換えが可能で、ブートROM領域の
書き換えはできません。プログラム、ブロックイレーズのコマンドは、ユーザROM領域の各ブロック領域
のみに対して行ってください。
CPU書き換えモードの制御プログラムは、ユーザROM領域、ブートROM領域のどちらに格納しておい
ても構いません。CPU書き換えモードでは、CPUからのフラッシュメモリの読み出しが行えませんので、
書き換え制御プログラムは、内蔵フラッシュメモリ以外のメモリに転送して実行させる必要があります。

マイコンモードとブートモード

CPU書き換えモードの制御プログラムは、あらかじめパラレル入出力モード でユーザROM領域、又は
ブートROM領域に書き込んでおく必要があります。(ブートROM領域に書き込みを行った場合には、 標
準シリアル入出力モードは 使用できなくなります。)
ブートROM領域は、図1.25.1に示すとおりです。
CNVSS端子を“L”としてリセットを解除した場合には、通常のマイコンモードとなり、CPUはユーザ
ROM領域の制御プログラムを使用して動作します。
P55端子を“L”、CNVSS端子を“H”、P50端子を“H”としてリセットを解除した場合には、ブート
ROM領域の制御プログラムで動作を開始します。このモードをブートモードと呼びます。ブートROM領
域上の制御プログラムでも、ユーザROM領域の書き換えを行うことができます。

ブロックアドレス
ブロックアドレスとは、各ブロックの最大の偶数アドレスです。このアドレスは、ブロックイレーズ
コマンド、ロックビットプログラムコマンド、リードロックステータスコマンドで使用します。
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機能概要(CPU書き換えモード)
CPU書き換えモードは、CPUがソフトウエアコマンドを発行することにより、内蔵フラッシュメモリ
に対し、イレーズ、プログラム、リード等を行うモードです。この操作は、内蔵RAM等の内蔵フラッシュ
メモリ以外のメモリで実行する必要があります。

CPU書き換えモード選択ビット(02F716番地のビット1)に“1”を書き込むことによりCPU書き換えモー
ドになり、ソフトウエアコマンドの受け付けが可能になります。
CPU書き換えモードでは、ソフトウエアコマンド、データ等は全て16ビット単位で偶数アドレス(バイ
トアドレスのアドレスA0は“0”)へライト、リードしてください。8ビット単位のソフトウエアコマンド
は、必ず偶数アドレスにのみライトしてください。奇数番地では無効になります。
プログラム、イレーズ動作の制御はソフトウエアコマンドで行います。プログラム、又はイレーズの
正常/エラー終了等の状態はステータスレジスタを読み出すことでチェックできます。

図1.26.1にフラッシュメモリ制御レジスタ0、図1.26.2にCPU書き換えモードの設定/解除フローチャー
トを示します。必ずこのフローチャートに従って操作してください。

フラッシュメモリ制御レジスタ0のビット0は、フラッシュメモリの動作状況を示す読み出し専用のRY/
_____

BYステータスフラグです。プログラム、イレーズ動作中には“0”、これ以外のときには“1”となりま
す。

ビット1はCPU書き換えモード選択ビットです。このビットに“1”を設定することにより、CPU書き
換えモードになり、 ソフトウエアコマンドの受け付けが可能になります。CPU書き換えモードでは、CPU
が内蔵フラッシュメモリを直接アクセスすることができなくなります。したがって、ビット1への書き込

________

みは内蔵フラッシュメモリ以外の領域で行ってください。また、NMI端子が“H”の状態で行ってくだ
さい。このビットを“1”に設定するためには、“0”書き込みと“1”書き込みを連続して行う必要があ
ります。“0”に設定するためには、“0”書き込みだけで行えます。

ビット2はロックビット無効選択ビットで、このビットを“1”にすることにより、ロックビットデー
タによる消去、書き込みプロテクト(ブロックロック)を無効にすることができます。ロックビット無効
選択ビットは、ロックビットの機能を無効にするだけであり、ロックビットデータの値を変えるわけで
はありません。ただし、このビットを“1”にした状態でイレーズを実行した場合には、“0”(ロック状
態)であったロックビットデータは、消去終了後“1”(非ロック状態)にセットされます。このビットを“1”
に設定するためには、“0”書き込みと“1”書き込みを連続して行う必要があります。このビットの操
作は、CPU書き換えモード選択ビットが“1”の状態でのみ可能です。

ビット3は、内蔵フラッシュメモリの制御回路をリセットするためのフラッシュメモリリセットビット
です。CPU書き換えモードの終了時、およびフラッシュメモリのアクセスが異常になった場合に使用し
ます。CPU書き換えモード選択ビットが“1”の状態で、このビットに“1”を書き込むと、リセットし
ます。リセットを解除するためには、“0”を書き込む必要があります。

ビット5はユーザROM領域選択ビットで、ブートモード時のみ有効です。ブートモードで、このビッ
トに“1”を設定すると、アクセスする領域がブートROM領域からユーザROM領域に切り替わります。
ブートモードで CPU書き換えモードを使用する場合にはこのビットを“1”に設定してください。なお、
ユーザROM領域で立ち上げた場合、このビットは無効です。ブートモードであれば、このビットの機能
はCPU書き換えモードにかかわらず有効です。このビット5の書き換えは、内蔵フラッシュメモリ以外の
領域で行ってください。
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注1.　“1”を設定するためには、このビット1への "0"書き込み → “1”書き込みを連続して行う
 必要があります。この手順でないと、“1”にできません。また、割り込み、DMA転送が入ら
 ないようにしてください。
　　　このビットへの書き込みは、内蔵フラッシュメモリ以外の領域で行ってください。
　　　また、NMI端子が“H”の状態で行ってください。このビットはリードアレイモードにして
 から“0”にしてください。
注2.　“1”を設定するためには、CPU書き換えモード選択ビットが“1”の状態で、このビット2
 への“0”書き込み → “1”書き込みを連続して行う必要があります。この手順でないと、“1”
 にできません。また、割り込み、DMA転送が入らないようにしてください。
注3.　CPU書き換えモード選択ビットが“1”のときのみ有効です。“1”設定(リセット)後、続いて
 “0”設定してください。
注4.　このビットへの書き込みは、内蔵フラッシュメモリ以外の領域で行ってください。

フラッシュメモリ制御レジスタ0
 シンボル アドレス リセット時  
 FMR0 02F716番地 XX0000012 

ビット名 機　　能ビットシンボル WR

×○

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

RY/BYステータスフラグFMR00

○○

ビットシンボル ビット名 機　　能 R W

0 : ビジー (書き込み、消去実行中)
1 : レディ

CPU書き換えモード選択
ビット (注1)

0 : 通常モード 
     (ソフトウエアコマンド無効)
1 : CPU書き換えモード 
     (ソフトウエアコマンド受け付け可能)

FMR01

0 : ブートROM領域アクセス
1 : ユーザROM領域アクセス

ロックビット無効選択
ビット (注2)

0 : ロックビットデータによる
     ブロックロック有効
1 : ロックビットデータによる
     ブロックロック無効

フラッシュメモリリセット
ビット (注3)

0 : 通常動作
1 :リセット

ユーザROM領域選択
ビット (注4)
(ブートモード時のみ有効)

FMR02

FMR03

FMR05

○○

○○

○○

○○

0

必ず“0”を設定してください予約ビット　 

何も配置されていない。
書き込む場合、“0”を書き込んでください。読み出した場合、その値は不定。

－ －

図1.26.1.　フラッシュメモリ制御レジスタ0の構成
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図1.26.2.　CPU書き換えモードの設定/解除フローチャート

スタート

シングルチップモード、又は
メモリ拡張モード、又は
ブートモード

プロセッサモードレジスタ設定 (注1)

転送したRAM上の制御プログラムへジャンプ
(以下の動作はこのRAM上の制御プログラムで実行)

CPU書き換えモード制御プログラムを
内蔵RAMに転送

注1.　 CPU書き換えモード中は、メインクロック分周比選択ビット(000616番地のビット6、
           000716番地のビット6、7)によって、BCLKを6.25MHz以下に設定してください。
注2.　CPU書き換えモード選択ビットを“1”にする場合、このビットへの“0”書き込み→
 “1”書き込みを連続して行う必要があります。この手順でないと、“1”にできません。
 また、割り込み、DMA転送が入らないようにしてください。
 このビットへの書き込みは、内蔵フラッシュメモリ以外の領域で行ってください。また、
　　　NMI端子が“H”の状態で行ってください。
注3.　イレーズ、プログラムが完了し、CPU書き換えモードを解除する前には、必ず
　　　リードアレイコマンド、又はフラッシュメモリリセットを行ってください。
注4.　“1”のままでもよいが、この場合は、ユーザROM領域アクセスとなります。

終了

リードアレイコマンド実行、又はフラッシュメモリ
リセットビット設定によるリセット実行
(“1”書き込み→“0”書き込み) (注3)

ソフトウエアコマンドを用いて
イレーズ、プログラム等の操作実行
(必要に応じてロックビット無効選択ビット設定)

(ブートモードのみ)
ユーザROM領域選択ビットに“0”書き込み (注4)

CPU書き換えモード選択ビットに“0”書き込み

(ブートモードのみ)
ユーザROM領域選択ビットに“1”を設定

CPU書き換えモード選択ビット=“1”を設定
(“0”書き込み→“1”書き込み)(注2)

*1

*1

ROM上でのプログラム RAM上でのプログラム
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CPU書き換えモードの注意事項
CPU書き換えモードを使用してフラッシュメモリを書き換える場合、以下の注意事項があります。

(1)動作速度　
CPU書き換えモード中は、メインクロック分周比選択ビット(000616番地のビット6、000716番地の
ビット6、7)によって、BCLKを6.25MHZ以下に設定してください。

(2)使用禁止命令
CPU書き換えモード中、以下の命令はフラッシュメモリ内部のデータを参照するため使用できません。
UND命令、INTO命令、JMPS命令、JSRS命令、BRK命令

(3)使用禁止割り込み
CPU書き換えモード中、アドレス一致割り込みはフラッシュメモリ内部のデータを参照するため使
用できません。可変ベクタテーブルにベクタを持つ割り込みは、ベクタをRAM領域に移すことで使

________

用することができます。NMI割り込み、監視タイマ割り込みは、各割り込み発生時に強制的にフラッ
シュメモリ制御レジスタ0が初期化され、通常モードに戻る(FMR01=“0”)ので使用できます。ただ
し、固定ベクタテーブルに各割り込みの飛び先番地が設定されており、割り込みプログラムが存在す

________

ることが必要です。NMI割り込み、監視タイマ割り込み発生時は、書き換え動作が中止されるので、
再度、CPU書き換えモード選択ビットを“1”に設定し、消去/プログラムの動作が必要です。

(4)リセット
常に受け付けます。

(5)アクセス方法
CPU書き換えモード選択ビット、ロックビット無効選択ビットを“1”に設定する場合は、“0”書
き込み→“1”書き込みを連続して行う必要があります。この手順でないと、“1”にできません。ま
た、割り込み、DMA転送が入らないようにしてください。
CPU書き換えモード選択ビットへの書き込みは、内蔵フラッシュメモリ以外の領域で行ってくださ

________

い。また、NMI端子が“H”の状態で行ってください。

(6)アクセス禁止
CPU書き換えモード選択ビット、ユーザROM領域選択ビットへの書き込みは、内蔵フラッシュメモ
リ以外の領域で行ってください。

(7)ユーザROM領域の書き換え
CPU書き換えモードを使用し、フラッシュ書き換えプログラムが格納されているブロックを書き換
えている最中に電源が落ちたとき、そのブロックの書き換えが正常でない場合があり、その後フラッ
シュメモリの書き換えができなくなる可能性があります。したがって、このブロックの書き換えは、
標準シリアル入出力モード、又はパラレル入出力モードを使用することを推奨します。

(8)ロックビット対応
CPU書き換えモードを使用する場合、ロックコマンドの設定および解除に対応したブートプログラ
ムにしてください。
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ソフトウエアコマンド
表1.26.1にソフトウエアコマンドの一覧表を示します。
CPU書き換えモード選択ビットに“1”を設定した後、ソフトウエアコマンドをライトすることにより、
イレーズ、プログラム等を指定します。なお、ソフトウエアコマンドの入力時、上位バイト(D8～D15)は
無視されます。
以下に各ソフトウエアコマンドの内容を説明します。

コマンド

ページプログラム

クリアステータスレジスタ

リードアレイ
リードステータスレジスタ

X
X

X

X(注3)

第1バスサイクル 第2バスサイクル 第3バスサイクル

FF16
7016

5016

4116

ライト
ライト

ライト

ライト

X SRDリード

ライト

ロックビットプログラム X 7716ライト BA D016ライト
イレーズ全アンロックブロック X A716ライト X D016ライト

WA1 WD1ライト

(注2)

WA0 (注3) WD0 (注3)

ブロックイレーズ X 2016ライト D016ライト BA (注4)

リードロックビットステータス X 7116ライト BA D6リード (注5)

モード アドレス モード アドレス モード アドレス
データ
(D0～D7)

データ
(D0～D7)

データ
(D0～D7)

(注6)

注1.　ソフトウエアコマンド入力時には上位バイト(D8～D15)のデータは無視されます。
注2.　SRD=ステータスレジスタデータ
注3.　WA=ライトアドレス, WD=ライトデータ
 WAとWDは 0016 からFE16(バイトアドレス。ただし、偶数アドレス) へ順番に設定されなければなりません。ページサイズは
 256バイトです。
注4.　BA=ブロックアドレス(各ブロックの最大のアドレスを入力してください。ただし、偶数アドレス)
注5.　D6 はブロックロックステータスに対応します。D6="1": 非ブロックロック、D6="0": ブロックロック
注6.　XはユーザROM領域内の任意のアドレス(ただし、偶数アドレス)

表1.26.1. 　ソフトウエアコマンド一覧表(CPU書き換えモード)

リードアレイコマンド(FF16)
第1バスサイクルでコマンドコード“FF16”をライトするとリードアレイモードになります。次の
バスサイクル以降で読み出しを行う偶数アドレスを入力すると、指定したアドレスの内容が16ビット
単位でデータバス(D0～D15)へ読み出されます。
リードアレイモードは、他のコマンドがライトされるまで保持されます。

リードステータスレジスタコマンド(7016)
第1バスサイクルでコマンドコード“7016”をライトすると、第2バスサイクルのリードでステータ
スレジスタの内容がデータバス(D0～D7)へ読み出されます。
ステータスレジスタは、次の節で説明します。

クリアステータスレジスタコマンド(5016)
ステータスレジスタのエラー終了を示すビット(SR3～5)がセットされた後、これらをクリアするた
めのコマンドです。第1バスサイクルでコマンドコード“5016”をライトします。
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ページプログラムコマンド(4116)
ページプログラムによって256バイト単位で高速プログラミングが可能です。第1バスサイクルでコ
マンドコード“4116”をライトすると、ページプログラム動作を開始します。第2バスサイクルから
第129バスサイクルまでライトデータを16ビット単位で順次ライトします。この時アドレスA0～A7は
“0016”から“FE16”まで2ずつインクリメントする必要があります。データロードが完了すると自
動書き込み(データのプログラムとベリファイ)動作を開始します。
自動書き込みの終了は、ステータスレジスタのリード、又はフラッシュメモリ制御レジスタ0のリー
ドによって確認できます。自動書き込み開始とともに自動的にリードステータスレジスタモードとな
り、ステータスレジスタの内容を読み出すことができます。ステータスレジスタのビット7(SR7)は自
動書き込みの開始とともに“0”となり、終了とともに“1”に戻ります。この場合のリードステータ
スレジスタモードは、次にリードアレイコマンド(FF16)、又はリードロックビットステータスコマン
ド(7116)をライトするまで、又は、フラッシュメモリリセットビットでリセットをかけるまで継続さ
れます。

_____

フラッシュメモリ制御レジスタ0のRY/BYステータスフラグはステータスレジスタのビット7と同じ
く、自動書き込み期間中は“0”、終了後は“1”となります。
自動書き込み終了後、ステータスレジスタを読み出すことにより自動書き込みの結果を知ることが
できます。詳しくはステータスレジスタの節を参照してください。
図1.26.3にページプログラムプログラムフローチャート例を示します。
なお、各ブロックはロックビットにより、書き込みをプロテクトすることが可能です。詳しくは、
データ保護機能の節を参照してください。
既にプログラムされたページに対する追加書き込みは禁止します。

n＝FE16

スタート

ライト4116

n＝0

ライト
アドレスn, データn

フルステータスチェック

ページプログラム
完了

n＝n＋2

NO

YES

RY/BYステータス
フラグ＝1?

NO

YES

図1.26.3.　ページプログラムフローチャート
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ブロックイレーズコマンド(2016/D016)
第1バスサイクルでコマンドコード“2016”、続く第2バスサイクルで確認コマンドコード“D016”
をブロックのブロックアドレスにライトすると指定されたブロックに対し、自動消去(イレーズとイ
レーズベリファイ)を開始します。
自動消去の終了は、ステータスレジスタのリード、又はフラッシュメモリ制御レジスタ0のリード
によって確認できます。自動消去開始とともに自動的にリードステータスレジスタモードとなり、ス
テータスレジスタの内容を読み出すことができます。ステータスレジスタのビット7(SR7)は自動消去
の開始とともに“0”となり、終了とともに“ 1”に戻ります。この場合のリードステータスレジス
タモードは、次にリードアレイコマンド(FF16)、又はリードロックビットステータスコマンド(7116)を
ライトするまで、又はフラッシュメモリリセットビットでリセットをかけるまで継続されます。

_____

フラッシュメモリ制御レジスタ0のRY/BYステータスフラグは、ステータスレジスタのビット7と同
じく、自動消去期間中は“0”、終了後は“1”となります。
自動消去終了後、ステータスレジスタを読み出すことにより、自動消去の結果を知ることができま
す。詳しくはステータスレジスタの節を参照してください。
図1.26.4にブロックイレーズのフローチャート例を示します。
なお、各ブロックはロックビットにより、消去をプロテクトすることが可能です。詳しくは、デー
タ保護機能の節を参照してください。

ライト2016

ライトD016
ブロックアドレス

RY/BYステータス
フラグ＝1?

フルステータスチェック(注1)

ブロック消去完了

NO

YES

スタート

イレーズエラー
エラー

注1. 図1.26.7を参照してください。

図1.26.4.　ブロックイレーズフローチャート
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イレーズ全アンロックブロックコマンド(A716/D016)
第1バスサイクルでコマンドコード“A716”、続く第2バスサイクルで確認コマンドコード“D016”
をライトすると全ブロックに対し、連続的にブロックイレーズを行います。
イレーズ全アンロックブロックコマンドの終了も、ブロックイレーズと同様にステータスレジスタ
のリード、又はフラッシュメモリ制御レジスタ0のリードによって確認することができます。また、
自動消去の結果もステータスレジスタの読み出しにより知ることができます。
フラッシュメモリ制御レジスタ0のロックビット無効選択ビットが“1”の場合は、ロックビットの
状態に関係なく全ブロックがイレーズされます。一方、ロックビット無効選択ビットが“0”の場合
には、ロックビットの機能が有効となり、非ロック状態(ロックビットデータが“1”)のブロックのみ
イレーズされます。

ロックビットプログラムコマンド(7716/D016)
第1バスサイクルでコマンドコード“7716”、続く第2バスサイクルで確認コマンド“D016”をブロッ
クのブロックアドレスにライトすると指定されたブロックのロックビットに“0”(ロック状態)を書き
込みます。
図1.26.5にロックビットプログラムのフローチャート例を示します。ロックビットの状態(ロックビッ
トデータ)は、リードロックビットステータスコマンドで読み出すことができます。
ロックビットプログラムの終了は、ページプログラムと同様にステータスレジスタのリード、又は
フラッシュメモリ制御レジスタ0のリードによって確認することができます。
なお、ロックビットの機能、リセット方法等については、データ保護機能の節を参照してください。

ライト7716

ライトD016
ブロックアドレス

SR4＝0?
NO

ロックビットプログラム
完了

ロックビットプログラム
エラー

YES

スタート

RY/BYステータス
フラグ＝1?

NO

YES

図1.26.5.　ロックビットプログラムフローチャート
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リードロックビットステータスコマンド(7116)
第1バスサイクルでコマンドコード“7116”をライトした後、次の第2バスサイクルでブロックのブ
ロックアドレスをリードすると指定されたブロックのロックビットの状態がデータバス(D6)へ読み出
されます。
図1.26.6にリードロックビットプログラムのフローチャート例を示します。

非ブロックロック状態

ライト7116

D6＝0?

ブロックロック状態

NO

YES

ブロックアドレス

スタート

(注1)

注1. データバスのビット6です。

図1.26.6.　リードロックビットステータスフローチャート
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データ保護機能(ブロックロック)
図1.25.1に示す各々のブロックは、消去/書き込みに対するプロテクト(ブロックロック)を指定する不揮
発性のロックビットを持っています。ロックビットへの“0”(ロック状態)書き込みはロックビットプロ
グラムコマンドで行います。また、各ブロックのロックビットはリードロックビットステータスコマン
ドで読み出すことができます。
ブロックロックの有効、無効はロックビットの状態とフラッシュメモリ制御レジスタ0のロックビット
無効選択ビットの状態で決まります。
(1)　ロックビット無効選択ビットが“0”の場合、ロックビット状態(ロックビットデータ)により、指
定ブロックのロック/非ロックが設定できます。 ロックビットデータが“0”のブロックはロック状
態になり消去/書き込みが禁止されます。一方、ロックビットデータが“1”のブロックは非ロック
状態となり消去/書き込みが可能です。

(2)　ロックビット無効選択ビットが“1”の場合には、ロックビットデータによらず、全ブロックが
非ロック状 態になり消去/書き込みが可能になります。このとき、“0”(ロック状態)であったロッ
クビットデータは、消去終了後“1”(非ロック状態)にセットされ、ロックビットによるロックが解
除されます。

ステータスレジスタ

ステータスレジスタは、フラッシュメモリの動作状態やイレーズ、プログラムの正常/エラー終了等の
状態を示すレジスタで、リードステータスレジスタコマンド(7016)をライトしたとき読み出すことができ
ます。ステータスレジスタを表1.26.2に示します。
また、ステータスレジスタはクリアステータスレジスタコマンド(5016)をライトしたときクリアされます。
リセット解除後、ステータスレジスタは、“8016”になります。
各ビットを以下に説明します。

ライトステートマシン(WSM)ステータス(SR7)
電源投入後、ライトステートマシン(WSM)ステータスは“1”にセットされています。
ライトステートマシン(WSM)ステータスはデバイスの動作状況を知らせるものです。自動書き込み
や自動消去の動作中は“0”にセットされますが、これらの動作終了とともに“1”にセットされます。

イレーズステータス(SR5)
イレーズステータスはオートイレーズの動作状況を知らせるもので、消去エラーが発生すると“1”
にセットされます。
イレーズステータスはクリアされると“0”になります。
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SRDの
各ビット

SR4 (bit4)

SR5 (bit5)

SR7 (bit7)

SR6 (bit6)

ステータス名
定義

SR1 (bit1)

SR2 (bit2)
SR3 (bit3)

SR0 (bit0)

“1” “0”

プログラムステータス

イレーズステータス

ライトステートマシン(WSM)ステータス

リザーブ

リザーブ

リザーブ
ブロックステータスアフタプログラム

リザーブ

レディ ビジー

エラー終了

エラー終了

エラー終了

正常終了

正常終了

正常終了

－

－

－
－

－

－
－

－

プログラムステータス(SR4)
プログラムステータスは自動書き込みの動作状況を知らせるもので、書き込みエラーが発生すると
“1”にセットされます。
プログラムステータスはクリアされると“0”になります。
消去コマンドエラー時(自動ブロック消去コマンド(2016)が入力された後に確認コマンド(D016)以外
のコマンドが入力されたとき発生)には、プログラムステータスとイレーズステータス(SR5)の両方が
“1”にセットされます。
プログラムステータスやイレーズステータスが“1”にセットされている状態では、リードアレイ
コマンド、リードステータスレジスタコマンド、クリアステータスレジスタコマンド以外のコマンド
は受け付けません。

また、以下のときにはSR4、SR5の両方が“1”にセットされます(コマンドシーケンスエラー)。
(1)　規定コマンドが正しく入力されなかった場合。
(2)　ロックビットプログラム(7716/D016)、ブロックイレーズ(2016/D016)、イレーズ全アンロックブ
ロック(A716/D016)の第2バスサイクルのデータにD016、又はFF16以外のデータを入力した場合。
ただし、FF16を入力すると、リードアレイになるとともに第1バスサイクルでセットアップした
コマンドはキャンセルされます。

ブロックステータスアフタプログラム(SR3)
ブロックステータスアフタプログラムはページ書き込み完了時、過剰書き込み(メモリセルがデプ
レッション状態になる現象で、正しくデータが読み出せなくなる。)が発生した場合に“1”にセット
されます。すなわち、書き込みが正常終了したとき、ステータスレジスタは“8016”を出力し、書き
込みがフェイルしたときは“9016”を出力、そして、過剰書き込みが発生したときに“8816”が出力
されます。

表1.26.2.　ステータスレジスタの各ビットの定義
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フルステータスチェック
フルステータスチェックを行うことにより、イレーズ、プログラムの実行結果を知ることができます。
図1.26.7にフルステータスチェックフロチャートおよび各エラー発生時の対処方法を示します。

図1.26.7.　フルステータスチェックフロチャートおよび各エラー発生時の対処方法

ステータスレジスタリード

SR4=1
and

SR5=1
?

NO

コマンドシーケンス
エラー

YES

SR5=0?

YES

ブロックイレーズ
エラー

NO

SR4=0?

YES

プログラムエラー
(ページ、ロックビット)

NO

SR3=0?

YES

プログラムエラー
(ブロック)

NO

終了
(ブロックイレーズ、プログラム)

クリアステータスレジスタコマンド (5016) を実行し、ステータスレジスタ
をクリアしてください。コマンドが正しく入力されているか確認の上、
もう一度動作させてみてください。

万一ブロックイレーズエラーが起こった場合、そのブロックは使用する
ことはできません。

ロックがかかっていませんか? リードロックビットステータスコマンド
(7116) を実行して確かめてください。ロック解除後、同様に書き込みを
実行してください。それでもエラーが出る場合、そのページを使用する
ことはできません。

エラーの発生したブロックを消去した後、再度書き込みを実行してみて
ください。それでも同様のエラーが出る場合はそのブロックは使用する
ことはできません。

注1.　SR5～SR3のいずれかが“1”にセットされている状態では、ページプログラム、ブロックイレーズ、
 イレーズ全アンロックブロック、ロックビットプログラムの各コマンドは受け付けません。これらの
 コマンド実行前にクリアステータスレジスタコマンド (5016) を実行してください。
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パラレル入出力モード
パラレル入出力モードは、内蔵フラッシュメモリに対する操作(リード、プログラム、イレーズなど)
に必要なソフトウエアコマンド、アドレス、データをパラレルに入出力するモードです。
M30245FC(フラッシュメモリ版)をサポートしている専用ライタを使用してください。使用方法の詳細
は各ライタメーカの取り扱い説明書を参照してください。

ユーザROM領域とブートROM領域

パラレル入出力モードでは、図1.25.1に示すユーザROM領域およびブートROM領域の書き換えを行う
ことができます。フラッシュメモリの操作方法は両領域とも同じです。
プログラム、ブロックイレーズはユーザROM領域のみを対象としてください。
ブートROM領域は、8Kバイトで、パラレル入出力モードでは、 0FE00016～0FFFFF16 番地に配置され
ています。プログラム、ブロックイレーズは必ずこの範囲内に対してのみ行ってください(この範囲外へ
のアクセスは禁止)。
ブートROM領域のイレーズブロックは8Kバイト単位の1ブロックのみです。ブートROM領域は、弊社
からの出荷時に標準シリアル入出力モードの制御ソフトウエアが書き込まれます。したがって、標準シ
リアル入出力モードで使用される場合には、ブートROM領域の書き込みは必要ありません。

ROM コードプロテクト機能
ROM コードプロテクトは、パラレル入出力モード使用時、ROM コードプロテクト制御番地(0FFFFF16
番地)によって、内蔵フラッシュメモリの内容を読み出すことや変更することを禁止する機能です。
ROM コードプロテクト制御番地(0FFFFF16 番地)の構成を図1.27.1 に示します。(この番地は、ユーザ
ROM 領域に存在します。)
2 ビットで構成されるROM コードプロテクトビット内どちらか一方に“0 ”を設定すると、ROM コー
ドプロテクトが設定され、内蔵フラッシュメモリの内容を読み出すことや変更することを禁止しま
す。ROM コードプロテクトには2 レベルがあり、レベル2 を選択すると出荷検査用LSI テスタ等によ
る読み出しも不可能になります。レベル1 とレベル2 共に選択した場合、レベル2 が選択されます。
ROM コードプロテクト解除ビットの2 ビットに“00 ”を設定すると、ROM コードプロテクトが解
除となり、内蔵フラッシュメモリの内容を読み出すことや変更することが可能になります。一度ROM
コードプロテクトを設定すると、パラレル入出力モードでは、ROM コードプロテクト解除ビットの
内容を変更できません。ROM コードプロテクト解除ビットの内容は、シリアル入出力モード等他の
モードで書き換えてください。
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注1. ROMコードプロテクトを設定すると、パラレル入出力モードでの内蔵フラッシュ
 メモリの読み出しや内容の変更を禁止します．
注2. ROMコードプロテクト・レベル2を設定すると、出荷検査用LSIテスタ等での、
 ROMコード読み出しも禁止します．
注3. ROMコードプロテクト解除ビットでは、ROMコードプロテクト・レベル1、
 およびROMコードプロテクト・レベル2を解除できます．
 但し、パラレル入出力モードでは変更できないため、シリアル入出力モード等で
 変更する必要があります．

ROMコードプロテクト制御レジスタ

 シンボル アドレス 出荷時の値
 ROMCP 0FFFFF16番地 FF16

ビット名 機　　能ビットシンボル

ROMCP1 

ROMCP2

ROMCR ROMコードプロテクト
解除ビット
(注3)

予約ビット 必ず“1”を設定してください

ROMコードプロテクト
レベル2設定ビット
(注1)(注2)

 b3 b2

 0 0 : プロテクト有効
 0 1 : プロテクト有効
 1 0 : プロテクト有効
 1 1 : プロテクト無効

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

ROMコードプロテクト
レベル1設定ビット
(注1)

 b5 b4

 0 0 : プロテクト解除
 0 1 : プロテクト設定ビット有効
 1 0 : プロテクト設定ビット有効
 1 1 : プロテクト設定ビット有効

 b7 b6

 0 0 : プロテクト有効
 0 1 : プロテクト有効
 1  0 : プロテクト有効
 1  1 : プロテクト無効

1 1

図1.27.1.　ROMコードプロテクト制御レジスタの構成
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端子の機能説明(フラッシュメモリ標準シリアル入出力モード)
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図1.28.1.　標準シリアル入出力モード時の端子結線図
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標準シリアル入出力モード
標準シリアル入出力モードは、内蔵フラッシュメモリに対する操作(リード、プログラム、イレーズな
ど)に必要なソフトウエアコマンド、アドレス、データをシリアルに入出力するモードです。標準シリア
ル入出力モードには、
・クロック同期形の標準シリアル入出力モード1
・クロック非同期形の標準シリアル入出力モード2
があり、どちらも専用の外部装置を使用します。

標準シリアル入出力モードは、パラレル入出力モードと異なり、CPUがフラッシュメモリの書き換え
(CPU書き換えモード使用)と書き換えデータのシリアル入力等の制御を行います。標準シリアル入出力モー

_____ __________

ドは、P50(CE)端子を“H”、P55(EPM)端子を“L”、CNVSS端子を“H”として、リセットを解除するこ
とで起動します。(通常のマイコンモードでは、CNVSS端子は“L”に設定してください。)　
この制御プログラムは弊社からの出荷時にブートROM領域に書き込まれています。したがって、パラレ
ル入出力モードでブートROM領域を書き換えた場合には、標準シリアル入出力モードは使用できなくなり
ますのでご注意ください。図1.28.1に標準シリアル入出力モード時の端子結線図を示します。シリアルデー
タの入出力は、UART1を使って行い、8ビット単位でシリアル転送します。リセット解除時のCLK1端子に
よって、モード1(クロック同期形)/モード2(クロック非同期形)を切り替えます。

標準シリアル入出力モード1(クロック同期形)を使用する場合は、CLK1端子を“H”にしてリセットを
解除します。UART1の端子CLK1、RXD1、TXD1、RTS1(BUSY)の4本を使用します。CLK1端子は転送クロッ
クの入力端子で、外部からの転送クロックを入力します。TXD1端子は CMOS出力です。RTS1(BUSY)端
子は、受信準備が完了すれば“L”となり、受信動作を開始すれば“H”を出力します。

標準シリアル入出力モード2(クロック非同期形)を使用する場合は、CLK1端子を“L”にしてリセット
を解除します。UART1の端子RXD1、TXD1の2本を使用します。

標準シリアル入出力モードでは、図1.25.1に示すユーザROM領域のみ書き換え可能で、ブートROM領
域は書き換えできません。
標準シリアル入出力モードには、7バイトのIDコードを持っています。フラッシュメモリの内容がブラ
ンクでない場合、IDコードの内容が一致しなければ外部装置(ライタ)から送られてくるコマンドを受け
付けません。
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標準シリアル入出力モード1(クロック同期形)機能概要
標準シリアル入出力モード1では、4線式クロック同期形のシリアルI/O(UART1)を用いて外部装置(シ
リアルライタ等)との間でソフトウエアコマンド、アドレス、データ等の入出力を行います。P65(CLK1)
端子を“H”にしてリセットを解除すると標準シリアル入出力モード1になります。
受信時には、ソフトウエアコマンド、アドレスおよびプログラムデータは、CLK1端子に入力する
転送クロック立ち上がりに同期して、RXD1端子から内部に取り込みます。送信時には、リードデー
タおよびステータスは、転送クロックの立ち下がりに同期して、TXD1端子から外部に出力します。
TXD1端子は、CMOS出力です。転送は8ビット単位、LSBファーストで行います。
送信、受信中およびイレーズ、プログラム実行中等のビジー期間中には、RTS1(BUSY)端子が“H”
となります。したがって、次の転送は、必ずRTS1(BUSY)端子が“L”となった後に開始してください。
また、メモリ内のデータ、ステータスレジスタ等はソフトウエアコマンド入力後のリードで読み出
すことができます。フラッシュメモリの動作状態、プログラムやイレーズの正常／エラー終了等の状
態はステータスレジスタを読み出すことでチェックできます。以下、ソフトウエアコマンド、ステー
タスレジスタ等について説明します。
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ソフトウエアコマンド
表1.28.1にソフトウエアコマンドの一覧表を示します。標準シリアル入出力モード1では、RXD1端
子からソフトウエアコマンドを転送することにより、イレーズ、プログラム、リード等の制御を行い
ます。
以下に各ソフトウエアコマンドの内容を説明します

表1.28.1.　ソフトウエアコマンド一覧表(標準シリアル入出力モード1)

制御コマンド名 1ﾊﾞｲﾄ目
の転送 2ﾊﾞｲﾄ目 3ﾊﾞｲﾄ目 4ﾊﾞｲﾄ目 ～5ﾊﾞｲﾄ目 6ﾊﾞｲﾄ目

ﾍﾟｰｼﾞﾘｰﾄﾞ

ﾍﾟｰｼﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

ﾌﾞﾛｯｸｲﾚｰｽﾞ

ｲﾚｰｽﾞ全ｱﾝﾛｯｸﾌﾞﾛｯｸ

ﾘｰﾄﾞｽﾃｰﾀｽﾚｼﾞｽﾀ

ｸﾘｱｽﾃｰﾀｽﾚｼﾞｽﾀ

ﾘｰﾄﾞﾛｯｸﾋﾞｯﾄｽﾃｰﾀｽ

ﾛｯｸﾋﾞｯﾄﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

ﾛｯｸﾋﾞｯﾄ有効

ﾛｯｸﾋﾞｯﾄ無効

IDﾁｪｯｸ機能

ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ機能

ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ情報出力機能

ﾌﾞｰﾄROM領域出力機能

リードチェックデータ

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

FF16

4116

2016

A716

7016

5016

7116

7716

7A16

7516

F516

FA16

FB16

FC16

FD16

～ID7

～必要回数

ﾛｯｸﾋﾞｯﾄﾃﾞｰﾀ
出力

ﾊﾞｰｼﾞｮﾝﾃﾞｰﾀ
出力

注1. 網掛けは、フラッシュメモリ内蔵マイコン→外部装置への転送

 それ以外は、外部装置→フラッシュメモリ内蔵マイコンへの転送。

注2. SRDはステータスレジスタデータ。SRD1はステータスレジスタデータ１。

注3. ブランク品に対しては全コマンドの受け付け可。

アドレス
（中位）

アドレス
（上位）

アドレス
（中位）

アドレス
（上位）

アドレス
（中位）

アドレス
（上位）

D016

D016

データ出力 データ出力 データ出力

データ入力 データ入力 データ入力

SRD出力

アドレス
（中位）

アドレス
（上位）

アドレス
（中位）

アドレス
（上位） D016

サイズ
（下位）

サイズ
（上位）

データ入力

アドレス
（中位）

アドレス
（上位）

アドレス
（下位）

IDサイズ ID1

～259ﾊﾞｲﾄ目
データ出力

～259ﾊﾞｲﾄ目
データ入力

アドレス
（中位）

アドレス
（上位）

データ出力 データ出力 データ出力 ～259ﾊﾞｲﾄ目
データ出力

SRD1出力

ID照合未

チェック
サム

受付不可

受付不可

受付不可

受付不可

受付可

受付不可

受付不可

受付不可

受付不可

受付不可

受付可

受付不可

受付可

受付不可

受付不可

ﾊﾞｰｼﾞｮﾝﾃﾞｰﾀ
出力

ﾊﾞｰｼﾞｮﾝﾃﾞｰﾀ
出力

ﾊﾞｰｼﾞｮﾝﾃﾞｰﾀ
出力

ﾊﾞｰｼﾞｮﾝﾃﾞｰﾀ
出力

～9ﾊﾞｲﾄ目
ﾊﾞｰｼﾞｮﾝﾃﾞｰﾀ出力

ﾁｪｯｸﾃﾞｰﾀ
（下位）

ﾁｪｯｸﾃﾞｰﾀ
（上位）
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ページリードコマンド
フラッシュメモリの指定したページ(256バイト)を1バイトずつ順番に読み出します。以下の手順
でページリードコマンドを実行してください。
(1)　1バイト目の転送でコマンドコード“FF16”を転送します。
(2)　2バイト目、3バイト目の転送でそれぞれアドレスA8～A15、アドレスA16～A23を転送します。
(3)　4バイト目以降に、クロックの立ち下がりに同期してアドレスA8～A23で指定したページ(256
バイト)のデータ(D0～D7)を最小のアドレスから順番に出力します。

FF16 A8～A15 A16～A23

data0 data255

CLK1

RxD1

TxD1

RTS1(BUSY)

(M30245受信データ)

(M30245送信データ)

図1.28.3.　ページリードコマンド時のタイミング

リードステータスレジスタコマンド
ステータス情報を読み出します。1バイト目の転送でコマンドコード“7016”を転送すると、2バ
イト目の転送でステータスレジスタ(SRD)、3バイト目の転送でステータスレジスタ1(SRD1)の内容
を出力します。

7016

SRD出力 SRD1出力

CLK1

RxD1

TxD1

RTS1(BUSY)

(M30245受信データ)

(M30245送信データ)

図1.28.4.　リードステータスレジスタコマンド時のタイミング
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ページプログラムコマンド
フラッシュメモリの指定したページ(256バイト)を1バイトずつ順番に書き込みます。以下の手順
でページプログラムコマンドを実行してください。
(1)　1バイト目の転送でコマンドコード“4116”を転送します。
(2)　2バイト目、3バイト目の転送でそれぞれ、アドレスA8～A15、アドレスA16～A23を転送します。
(3)　4バイト目以降、ライトデータ(D0～D7)を指定したページの最小のアドレスから順番に256バ
イト入力すると、自動的に指定したページに対し書き込み動作を開始します。

次の256バイトの受信準備が完了すればRTS1(BUSY)信号が“H”から“L”に変化します。ステー
タスレジスタを読み出すことにより、ページプログラムの結果を知ることができます。詳しくはス
テータスレジスタの節を参照してください。
なお、各ブロックはロックビットにより、書き込みをプロテクトすることが可能です。詳しくは、
データ保護機能の節を参照してください。既にプログラムされたページには、再度プログラムを行
うことはできません。

4116 A8～A15 A16～A23 data0 data255

CLK1

RxD1

TxD1

RTS1(BUSY)

(M30245受信データ)

(M30245送信データ)

図1.28.6.　ページプログラムコマンド時のタイミング

クリアステータスレジスタコマンド
ステータスレジスタのエラー終了を示すビット(SR3～5)がセットされた後、これらをクリアする
ためのコマンドです。1バイト目の転送でコマンドコード“5016”を転送すると、上記のビットをク
リアします。クリアステータスレジスタが終了すると、RTS1(BUSY)信号は“H”から“L”に変化
します。

5016

CLK1

RxD1

TxD1

RTS1(BUSY)

(M30245受信データ)

(M30245送信データ)

図1.28.5.　クリアステータスレジスタコマンド時のタイミング
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ブロックイレーズコマンド
指定したブロック内のデータをイレーズするコマンドです。以下の手順でブロックイレーズコマ
ンドを実行してください。
(1)　1バイト目の転送でコマンドコード“2016”を転送します。
(2)　2バイト目、3バイト目の転送でそれぞれ、アドレスA8～A15、アドレスA16～A23を転送します。
(3)　4バイト目の転送で確認コマンドコード“D016”を転送すると、フラッシュメモリの指定ブ
ロックに対するイレーズ動作を開始します。なお、A8～A23のアドレスは、指定するブロック
の最大のアドレスとしてください。

ブロックイレーズを終了するとRTS1(BUSY)信号が“H”から“L”に変化します。ブロックイレー
ズを終了後、ステータスレジスタを読み出すことにより、ブロックイレーズの結果を知ることがで
きます。詳しくはステータスレジスタの節を参照してください。
なお、各ブロックはロックビットにより、消去をプロテクトすることが可能です。詳しくは、デー
タ保護機能の節を参照してください。

A8～A15 A16～A232016 D016

CLK1

RxD1

TxD1

RTS1(BUSY)

(M30245受信データ)

(M30245送信データ)

図1.28.7.　ブロックイレーズコマンド時のタイミング
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イレーズ全アンロックブロックコマンド
全ブロックの内容を消去するコマンドです。以下の手順でイレーズ全アンロックブロックコマン
ドを実行してください。
(1)　1バイト目の転送でコマンドコード“A716”を転送します。
(2)　2バイト目の転送で確認コマンド“D016”を転送すると、全ブロックに対し、連続的にブロッ
クイレーズ動作を開始します。

イレーズ全アンロックブロックが終了するとRTS1(BUSY)信号が“H”から“L”に変化します。
イレーズの結果も、ステータスレジスタの読み出しにより知ることができます。
なお、各ブロックはロックビットにより、消去をプロテクトすることが可能です。詳しくは、デー
タ保護機能の節を参照してください。

ロックビットプログラムコマンド
指定したブロックのロックビットに“0”(ロック状態)を書き込みます。以下の手順でロックビッ
トプログラムを実行してください。
(1)　1バイト目の転送でコマンドコード“7716”を転送します。
(2)　2バイト目、3バイト目の転送でそれぞれ、アドレスA8～A15、アドレスA16～A23を転送します。
(3)　4バイト目の転送で確認コマンドコード“D016”を転送すると、指定ブロックのロックビッ
トに“0”が書き込まれます。なお、A8～A23のアドレスは、指定するブロックの最大のアドレ
スとしてください。

書き込みが終了するとRTS1(BUSY)信号は“H”から“L”に変化します。ロックビットの状態は、
リードロックビットステータスコマンドで読み出すことができます。
なお、ロックビットの機能、リセット方法等については、データ保護機能の節を参照してください。

D016A716

CLK1

RxD1

TxD1

RTS1(BUSY)

(M30245受信データ)

(M30245送信データ)

図1.28.8.　イレーズ全アンロックブロックコマンド時のタイミング

7716 A8～A15 A16～A23 D016

CLK1

RxD1

TxD1

RTS1(BUSY)

(M30245受信データ)

(M30245送信データ)

図1.28.9.　ロックビットプログラムコマンド時のタイミング
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ロックビット有効コマンド
ロックビット無効コマンドにより無効にしたブロックに対するロックを、再度、有効にするコマ
ンドです。1バイト目のシリアル転送でコマンドコード“7A16”を転送します。このコマンドは、ロッ
クビットの機能を有効化するだけであり、ロックビットそのもののセットはできません。

7A16

CLK1

RxD1

TxD1

RTS1(BUSY)

(M30245受信データ)

(M30245送信データ)

図1.28.11.　ロックビット有効コマンド時のタイミング

リードロックビットステータスコマンド
指定したブロックのロックビットの状態を読み出すコマンドです。以下の手順でリードロックス
テータスを実行してください。　
(1)　1バイト目の転送でコマンドコード“7116”を転送します。
(2)　2バイト目、3バイト目の転送でそれぞれ、アドレスA8～A15、アドレスA16～A23を転送します。
(3)　4バイト目の転送で指定ブロックのロックビットデータの内容を出力します。
出力されるデータの6ビット目(D6)がロックビットデータです。 なお、A8～A23のアドレスは、
指定するブロックの最大のアドレスとしてください。

7116 A8～A15 A16～A23

D6

CLK1

RxD1

TxD1

RTS1(BUSY)

(M30245受信データ)

(M30245送信データ)

図1.28.10.　リードロックビットステータスコマンド時のタイミング
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ロックビット無効コマンド
ブロックロックを無効にするコマンドです。1バイト目の転送でコマンドコード“7516”を転送し
ます。このコマンドは、ロックビットの機能を無効化するだけであり、ロックビットそのもののセッ
トはできません。ただし、ロックビット無効コマンド実行後、イレーズを実行した場合には、“0”
(ロック状態)であったロックビットデータは、消去終了後“1”(非ロック状態)にセットされます。
なお、リセット解除後は、ロックビットは有効となります。

図1.28.12.　ロックビット無効コマンド時のタイミング

7516

CLK1

RxD1

TxD1

RTS1(BUSY)

(M30245受信データ)

(M30245送信データ)

ダウンロード機能
RAMに実行プログラムをダウンロードするコマンドです。以下の手順でダウンロードを実行して
ください。
(1)　1バイト目の転送でコマンドコード“FA16”を転送します。
(2)　2バイト目、3バイト目の転送で、プログラムのサイズを転送します。
(3)　4バイト目の転送でチェックサムを転送します。チェックサムは、5バイト目以降に転送する
データを全て加算したものです。

(4)　5バイト目以降実行プログラムを転送します。
全データの転送が完了し、チェックサムが一致すれば転送プログラムを実行します。転送プロ
グラム容量は、内蔵するRAMによって違います。

図1.28.13.　ダウンロード機能のタイミング

FA16
プログラム
データ

プログラム
データ

データサイズ
(上位)

データサイズ
(下位)

チェックサム

CLK1

RxD1

TxD1

RTS1(BUSY)

(M30245受信データ)

(M30245送信データ)
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図1.28.14.　バージョン情報出力機能のタイミング

バージョン情報出力機能
ブートROM領域に格納している制御プログラムのバージョン情報を出力します。以下の手順でバー
ジョン情報出力機能を実行してください。
(1)　1バイト目の転送でコマンドコード“FB16”を転送します。
(2)　2バイト目以降バージョン情報を出力します。バージョン情報はASCIIコード8文字で構成さ
れています。

ブートROM領域出力機能
ブートROM領域に格納している制御プログラムをページ(256バイト)単位で読み出す機能です。以
下の手順でブートROM領域出力機能を実行してください。
(1)　1バイト目の転送でコマンドコード“FC16”を転送します。
(2)　2バイト目、3バイト目の転送でそれぞれアドレスA8～A15、アドレスA16～A23を転送します。
(3)　4バイト目以降に、クロックの立ち下がりに同期してアドレスA8～A23で指定したページ(256
バイト)のデータ(D0～D7)を最小のアドレスから順番に出力します

FB16

'X''V' 'E' 'R'

CLK1

RxD1

TxD1

RTS1(BUSY)

(M30245受信データ)

(M30245送信データ)

FC16 A8～A15 A16～A23

data0 data255

CLK1

RxD1

TxD1

RTS1(BUSY)

(M30245受信データ)

(M30245送信データ)

図1.28.15.　ブートROM領域出力機能のタイミング
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IDチェック機能
IDコードを判断するコマンドです。以下の手順でIDチェックを実行してください。
(1)　1バイト目の転送でコマンドコード“F516”を転送します。
(2)　2バイト目、3バイト目、4バイト目の転送で、それぞれIDコードの1バイト目のアドレスA0～
A7、A8～A15、A16～A23を転送してください。

(3)　5バイト目にIDコードのデータ数を転送してください。
(4)　6バイト目以降IDコードをIDコードの1バイト目から転送してください。

図1.28.16.　IDチェック機能のタイミング

F516 IDサイズ ID1 ID7DF16 FF16 0F16

CLK1

RxD1

TxD1

RTS1(BUSY)

(M30245受信データ)

(M30245送信データ)

IDコード
フラッシュメモリの内容がブランクでは無い場合、外部装置から送られてくるIDコードとフラッ
シュメモリに書かれているIDコードが一致するか判定します。コードが一致しなければ、外部装置
から送られてくるコマンドは受け付けません。IDコードは各8ビットのデータで、その領域は、1バ
イト目から0FFFDF16、0FFFE316、0FFFEB16、0FFFEF16、0FFFF316、0FFFF716、0FFFFB16番地です。
プログラム中のこれらの番地に予めIDコードを設定したプログラムをフラッシュメモリに書き込ん
でください。

リセットベクタ

NMIベクタ

監視タイマベクタ

アドレス一致ベクタ

BRK命令ベクタ

オーバフローベクタ

未定義命令ベクタ

ID7

ID6

ID5

ID4

ID3

ID2

ID1

0FFFFC16～0FFFFF16

0FFFF816～0FFFFB16

0FFFF416～0FFFF716

0FFFF016～0FFFF316

0FFFEC16～0FFFEF16

0FFFE816～0FFFEB16

0FFFE416～0FFFE716

0FFFE016～0FFFE316

0FFFDC16～0FFFDF16

4バイト

アドレス

図1.28.17.　IDコードの格納アドレス
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チェックデータ

(下位)

CLK1

RxD1

TxD1

RTS1(BUSY)

FD16

チェックデータ

(上位)

(M30245受信データ)

(M30245送信データ)

リードチェックデータ
ページプログラムコマンドで送信した書き込みデータに対し、正しく受信が行われたことを確認
するためのチェックデータを読み出します。
(1)　1バイト目の転送でコマンドコード“FD16”を転送します。
(2)　2バイト目の転送でチェックデータ(下位)、3バイト目の転送でチェックデータ(上位)を受信し
ます。

このリードチェックデータコマンドを使用する場合、まず最初にこのコマンドを実行し、チェッ
クデータを初期化します。次にページプログラムコマンドを必要回数実行します。その後、再びリー
ドチェックコマンドを実行しますと、この間に実行したページプログラムコマンドで送信した書き
込みデータ全てのチェックデータが読み出せます。
チェックデータは書き込みデータのCRC演算結果です。

図1.28.18.　リードチェックデータコマンド時のタイミング
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データ保護機能(ブロックロック)
図1.28.19 に示す各々のブロックは、消去／書き込みに対するプロテクト(ブロックロック)を指定
する不揮発性のロックビットを持っています。ロックビットへの“0”(ロック状態)書き込みはロッ
クビットプログラムコマンドで行います。また、各ブロックのロックビットはリードロックビット
ステータスコマンドで読み出すことができます。
ブロックロックの無効、有効はロックビットの状態とロックビット無効コマンド／ロックビット
有効コマンドの実行状況で決まります。
(1)　リセット解除後およびロックビット有効コマンド実行後の場合、ロックビット状態(ロックビッ
トデータ)により、指定ブロックのロック／非ロックが設定できます。 ロックビットデータが
“0”のブロックはロック状態になり消去／書き込みが禁止されます。一方、ロックビットデー
タが“1”のブロックは非ロック状態となり消去／書き込みが可能です。

(2)　ロックビット無効コマンド実行後の場合には、ロックビットデータによらず、全ブロックが
非ロック状態になり消去／書き込みが可能になります。このとき、“0”(ロック状態)であった
ロックビットデータは、消去終了後“1”(非ロック状態)にセットされ、ロックビットによるロッ
クが解除されます。

図1.28.19.　内蔵フラッシュメモリのブロック図

注1. ブートROM領域はパラレル入出力モードのみ
 書き換え可能です。(ブートROM領域外のアクセスは禁止)
注2. ブロックを指定する場合、ブロック内の最大アドレスで
 かつ、偶数アドレスを使用してください。

ユーザROM領域

E000016

F000016

F800016

FFFFF16

ブロック4：64Kバイト

ブロック2：8Kバイト

ブロック1：8Kバイト

FE00016 8Kバイト
FFFFF16

ブートROM領域

ブロック0：16Kバイト

ブロック3：32Kバイト

FC00016

FA00016
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ステータスレジスタ(SRD)
ステータスレジスタは、フラッシュメモリの動作状態やイレーズ、プログラムの正常／エラー終
了等の状態を示すレジスタで、リードステータスレジスタコマンド(7016)をライトしたとき読み出す
ことができます。また、ステータスレジスタはクリアステータスレジスタコマンド(5016)をライトし
たときクリアされます。
ステータスレジスタを表1.28.2に各ビットの定義を以下に示します。
リセット解除後、ステータスレジスタは、“8016”を出力します。

ライトステートマシン(WSM)ステータス(SR7)
ライトステートマシン(WSM)ステータスは、フラッシュメモリの動作状況を知らせるもので電源投
入時、“1”(レディ)にセットされています。
自動書き込みや自動消去の動作中は“0”(ビジー)にセットされますが、これらの動作終了とともに
“1”にセットされます。

イレーズステータス(SR5)
イレーズステータスは、自動消去の動作状況を知らせるもので、消去エラーが発生すると“1”に
セットされます。イレーズステータスは、クリアされると“0”になります。

プログラムステータス(SR4)
プログラムステータスは、自動書き込みの動作状況を知らせるもので、書き込みエラーが発生する
と“1”にセットされます。プログラムステータスは、クリアされると“0”になります。

表1.28.2.　ステータスレジスタ(SRD)

SR7  (bit7)

SR6  (bit6)

SR5  (bit5)

SR4  (bit4)

SR3  (bit3)

SR2  (bit2)

SR1  (bit1)

SR0  (bit0)

ライトステートマシン(WSM)ステータス

リザーブ

イレーズステータス

プログラムステータス

ブロックステータスアフタプログラム

リザーブ

リザーブ

リザーブ

"1"

レディ

-

エラー終了

エラー終了

エラー終了

-

-

-

"0"

ビジー

-

正常終了

正常終了

正常終了

-

-

-

定義
ステータス名SRDの

各ビット
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ブロックステータスアフタープログラム(SR3)
ブロックステータスアフタープログラムは、ページ書き込み完了時、過剰書き込み(メモリセルが
デプレッション状態になる現象で、正しくデータが読み出せなくなる)が発生した場合に“1”にセッ
トされます。すなわち、書き込みが正常終了したときステータスレジスタは“8016”、書き込みがフェ
イルしたときは“9016”、そして、過剰書き込みが発生したときに“8816”となります。
SR5、SR4、SR3のいずれかが“1”にセットされている状態では、ページプログラム、ブロックイ
レーズ、イレーズ全アンロックブロック、ロックビットプログラムコマンドは受け付けません。これ
らのコマンドを実行する前にクリアステータスレジスタコマンド(5016)を実行し、ステータスをクリ
アしてください。
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ステータスレジスタ1(SRD1)
ステータスレジスタ1は、シリアル通信の状態、IDコード比較の結果、チェックサム比較の結果等
を示すレジスタで、リードステータスレジスタコマンド(7016)をライトしたときSRDに続いて読み出
すことができます。また、ステータスレジスタ1はクリアステータスレジスタコマンド(5016)をライ
トしたときクリアされます。
ステータスレジスタを表1.28.3に各ビットの定義を以下に示します。
電源投入時“0016”になります。フラグの状態はリセットしても保持されます。

ブート更新済みビット(SR15)
ダウンロード機能を使用して制御プログラムをRAMにダウンロードしたかどうか示すフラグです。

チェックサム一致ビット(SR12)
ダウンロード機能を使用して実行プログラムをダウンロードしたとき、チェックサムが一致したか
どうか示すフラグです。

ID照合済みビット(SR11　SR10)
ID照合の結果を示すフラグです。ID照合しなければ、受け付けないコマンドがあります。

データ受信タイムアウト(SR9)
データ受信中のタイムアウトエラーの発生を示すフラグです。データ受信中にこのフラグが立つと、
受信したデータを破棄し、コマンド待ちに戻ります。

フルステータスチェック
フルステータスチェックを行うことにより、イレーズ、プログラムの実行結果を知ることができます。
図1.28.20にフルステータスチェックフロチャートおよび各エラー発生時の対処方法を示します。

表1.28.3.　ステータスレジスタ1(SRD1)

SR15  (bit7)

SR14  (bit6)

SR13  (bit5)

SR12  (bit4)

SR11  (bit3)

SR10  (bit2)

SR9    (bit1)

SR8    (bit0)

ブート更新済みビット

リザーブ

リザーブ

チェックサム一致ビット

ID照合済みビット

データ受信タイムアウト

リザーブ

"0"

未更新

－

－

不一致

未照合

照合不一致

リザーブ

照合済み

正常動作

－

"1"

更新済み

－

－

一致

00

01

10

11

タイムアウト

－

定義
ステータス名

SRD1の
各ビット
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図1.28.20.　フルステータスチェックフロチャートおよび各エラー発生時の対処方法

図1.28.21.　標準シリアル入出力モード1時の応用回路例

RTS1(BUSY)

CLK1

RXD1

TXD1

CNVss

クロック入力

BUSY出力

データ入力

データ出力

P50(CE)

P55(EPM)

(1)　外部装置(ライタ)によって制御する端子、外付け回路が違います。詳しくは、外部装置(ライタ)の
 マニュアルを参照してください。
(2)　この例では、スイッチによってマイコンモードと標準シリアル入出力モードを切り替えています。

NMI

M30245
(フラッシュメモリ版)

標準シリアル入出力モード1時の応用回路(例)
標準シリアル入出力モード1を使用する場合の応用回路を示します。外部装置(ライタ)によって制
御するピン等が違いますので、詳細は外部装置(ライタ)のマニュアルを参考にしてください。

ステータスレジスタリード

SR4=1
and

SR5=1?

NO

コマンドシーケンス
エラー

YES

SR5=0?

YES

ブロックイレーズエラー
NO

終了
(ブロックイレーズ、プログラム)

クリアステータスレジスタコマンド (5016) を実行し、ステータ
スレジスタをクリアしてください。コマンドが正しく入力され
ているか確認の上、もう一度動作させてみてください。

万一ブロックイレーズエラーが起こった場合、そのブロックは
使用することはできません。

注1.　SR5～SR3のいずれかが“1”にセットされている状態では、ページプログラム、ブロックイレーズ、
 イレーズ全アンロックブロック、ロックビットプログラムの各コマンドは 受け付けません。これらの
 コマンド実行前にクリアステータスレジスタコマンド (5016) を実行してください。

SR4=0?

YES

プログラムエラー
（ページ、ロックビット）

NO
ロックがかかっていませんか？リードロックビットステータス
コマンド(7116)を実行して確かめてください。ロック解除後、
同様に書き込みを実行してください。それでもエラーが出る場合、
そのページを使用することはできません。

SR3=0?

YES

プログラムエラー
（ブロック）

NO エラーの発生したブロックを消去した後、再度書き込みを実行して
みてください。それでも同様のエラーが出る場合はそのブロックは
使用することはできません。
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標準シリアル入出力モード2(クロック非同期形)機能概要
標準シリアル入出力モード2では、2線式クロック非同期形のシリアルI/O(UART1)を用いて外部装置
(シリアルライタ等)との間でソフトウエアコマンド、アドレス、データ等の入出力を行います。P65(CLK1)
端子を“L”にしてリセットを解除すると標準シリアル入出力モード2になります。
TXD1端子はCMOS出力です。データ転送は、8ビット単位、LSBファースト、1ストップビット、パ
リティ禁止で行います。
リセット解除後、外部装置との初期通信(図1.28.22)により、転送速度9600bpsで接続が可能になりま
す。ただし、メインクロックの入力発振周波数は2MHZ以上にする必要があります。またその後、転
送速度は、ソフトウエアコマンドを実行することで、9600bps、19200bps、38400bps、57600bpsに変更
することができます。しかし、メインクロックの入力発振周波数によっては通信エラーとなる場合も
あります。その場合、メインクロックの入力発振周波数、転送速度を変更してください。
外部装置よりイレーズ、プログラム等、イレーズ時間/書き込み時間が発生するコマンドを実行し
た後は、充分な間隔を設けるか、リードステータスコマンドを実行し処理の終了を確認してから、次
のコマンド転送を行ってください。
メモリ内のデータ、ステータスレジスタ等は、ソフトウエアコマンド転送後のリードで読み出すこ
とができます。フラッシュメモリの動作状態、プログラムやイレーズの正常/エラー終了等の状態は、
ステータスレジスタを読み出すことでチェックできます。以下、外部装置との初期通信、周波数判定
方法、およびソフトウエアコマンドについて説明します。

外部装置との初期通信について
リセット解除時に、外部装置側との初期通信(図1.28.22)の手順でコードを送信することで、メイン
クロックの入力発振周波数に合わせて転送速度レジスタを9600bpsに調整します。
(1)　外部装置から“0016”を16回転送します。(フラッシュメモリ内蔵マイコンは“0016”が正しく
受信できるように転送速度レジスタを設定します。)

(2)　フラッシュメモリ内蔵マイコンは、確認コード“B016”を出力し、初期通信を終了します(注1)。
初期通信は、転送速度9600bpsで行い、転送間隔は15ms以上空ける必要があります。また、初期通
信完了時の転送速度は9600bpsです。
注1.　外部装置に“B016”が正しく受信できない場合は、メインクロック入力発振周波数を変更してく

ださい。

フラッシュメモリ
内蔵マイコン外部装置

(1) “0016”を16回転送

転送間隔
15ms以上

1回目

2回目

15回目

16回目

(2)　確認コード
 “B016”を転送

“0016”

“0016”

“0016”

“B016”

“0016”

リセット

転送速度レジスタ設定完了  (9600bps)

図1.28.22.　外部装置との初期通信
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周波数判定方法
外部装置から、9600bpsの転送速度で“0016”データを16回受信することで、動作周波数(2MHz～16MHz)
に合った、転送速度レジスタの値を設定します。最初の8回で転送速度レジスタの最大値を、次の8回
で最小値を求め、その値から9600bps時の値を計算しています。
動作周波数によっては、ボーレートを実現できない場合もあります。
表1.28.4に主な周波数と実現できるボーレートの一覧を示します。

動作周波数(MHZ)
ボーレート
9600bps

ボーレート
19200bps

ボーレート
38400bps

ボーレート
57600bps

16MHZ

12MHZ

11MHZ

10MHZ

  8MHZ

  7.3728MHZ  

  6MHZ

  5MHZ

  4.5MHZ

  4.194304MHZ

  4MHZ

  3.58MHZ

  3MHZ

  2MHZ

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

×

○

○

○

○

○

○

×

×

○

×

×

○

×

×

○ : 通信可能
× : 通信不可

表1.28.4　動作周波数と対応ボーレート
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表1.28.5.　ソフトウエアコマンド一覧表(標準シリアル入出力モード2)

ソフトウエアコマンド
表1.28.5にソフトウエアコマンドの一覧表を示します。標準シリアル入出力モード2では、RXD1端
子からソフトウエアコマンドを転送することにより、イレーズ、プログラム、リード等の制御を行い
ます。標準シリアル入出力モード2では、標準シリアル入出力モード1のソフトウエアコマンドに、ボー
レート9600、ボーレート19200、ボーレート38400、ボーレート57600の4コマンドを追加しています。
以下に各ソフトウエアコマンドの内容を説明します

制御コマンド名 1ﾊﾞｲﾄ目
の転送 2ﾊﾞｲﾄ目 3ﾊﾞｲﾄ目 4ﾊﾞｲﾄ目 ～5ﾊﾞｲﾄ目 6ﾊﾞｲﾄ目

ﾍﾟｰｼﾞﾘｰﾄﾞ

ﾍﾟｰｼﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

ﾌﾞﾛｯｸｲﾚｰｽﾞ

ｲﾚｰｽﾞ全ｱﾝﾛｯｸﾌﾞﾛｯｸ

ﾘｰﾄﾞｽﾃｰﾀｽﾚｼﾞｽﾀ

ｸﾘｱｽﾃｰﾀｽﾚｼﾞｽﾀ

ﾘｰﾄﾞﾛｯｸﾋﾞｯﾄｽﾃｰﾀｽ

ﾛｯｸﾋﾞｯﾄﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

ﾛｯｸﾋﾞｯﾄ有効

ﾛｯｸﾋﾞｯﾄ無効

IDﾁｪｯｸ機能

ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ機能

ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ情報出力機能

ﾌﾞｰﾄROM領域出力機能

リードチェックデータ

ボーレート9600

ボーレート19200

ボーレート38400

ボーレート57600

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

FF16

4116

2016

A716

7016

5016

7116

7716

7A16

7516

F516

FA16

FB16

FC16

FD16

B016

B116

B216

B316

～ID7

～必要回数

ﾛｯｸﾋﾞｯﾄﾃﾞｰﾀ
出力

ﾊﾞｰｼﾞｮﾝﾃﾞｰﾀ
出力

注1. 網掛けは、フラッシュメモリ内蔵マイコン→外部装置への転送

 それ以外は、外部装置→フラッシュメモリ内蔵マイコンへの転送。

注2. SRDはステータスレジスタデータ。SRD1はステータスレジスタデータ１。

注3. ブランク品に対しては全コマンドの受け付け可。

アドレス
（中位）

アドレス
（上位）

アドレス
（中位）

アドレス
（上位）

アドレス
（中位）

アドレス
（上位）

D016

D016

データ出力 データ出力 データ出力

データ入力 データ入力 データ入力

SRD出力

アドレス
（中位）

アドレス
（上位）

アドレス
（中位）

アドレス
（上位） D016

サイズ
（下位）

サイズ
（上位）

データ入力

アドレス
（中位）

アドレス
（上位）

アドレス
（下位）

IDサイズ ID1

～259ﾊﾞｲﾄ目
データ出力

～259ﾊﾞｲﾄ目
データ入力

アドレス
（中位）

アドレス
（上位）

データ出力 データ出力 データ出力 ～259ﾊﾞｲﾄ目
データ出力

SRD1出力

ID照合未

チェック
サム

受付不可

受付不可

受付不可

受付不可

受付可

受付不可

受付不可

受付不可

受付不可

受付不可

受付可

受付不可

受付可
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SRD出力 SRD1出力
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ページリードコマンド
フラッシュメモリの指定したページ(256バイト)を1バイトずつ順番に読み出します。以下の手順
でページリードコマンドを実行してください。
(1)　1バイト目の転送でコマンドコード“FF16”を転送します。
(2)　2バイト目、3バイト目の転送でそれぞれアドレスA8～A15、アドレスA16～A23を転送します。
(3)　4バイト目以降に、アドレスA8～A23で指定したページ(256 バイト)のデータ(D0～D7)を最小
のアドレスから順番に出力します。

図1.28.23.　ページリードコマンド時のタイミング

リードステータスレジスタコマンド
ステータス情報を読み出します。1バイト目の転送でコマンドコード“7016”を転送すると、2バ
イト目の転送でステータスレジスタ(SRD)、3バイト目の転送でステータスレジスタ1(SRD1)の内容
を出力します。

図1.28.24.　リードステータスレジスタコマンド時のタイミング
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ページプログラムコマンド
フラッシュメモリの指定したページ(256バイト)を1バイトずつ順番に書き込みます。以下の手順
でページプログラムコマンドを実行してください。
(1)　1バイト目の転送でコマンドコード“4116”を転送します。
(2)　2バイト目、3バイト目の転送でそれぞれ、アドレスA8～A15、アドレスA16～A23を転送します。
(3)　4バイト目以降、ライトデータ(D0～D7)を指定したページの最小のアドレスから順番に256バ
イト入力すると、自動的に指定したページに対し書き込み動作を開始します。

ステータスレジスタを読み出すことにより、ページプログラムの結果を知ることができます。詳
しくはステータスレジスタの節を参照してください。
なお、各ブロックはロックビットにより、書き込みをプロテクトすることが可能です。詳しくは、
データ保護機能の節を参照してください。既にプログラムされたページには、再度プログラムを行
うことはできません。

図1.28.26.　ページプログラムコマンド時のタイミング

クリアステータスレジスタコマンド
ステータスレジスタのエラー終了を示すビット(SR3～5)がセットされた後、これらをクリアする
ためのコマンドです。1バイト目の転送でコマンドコード“5016”を転送すると、上記のビットをク
リアします。

図1.28.25.　クリアステータスレジスタコマンド時のタイミング
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A8～A15 A16～A232016 D016RxD1
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(M30245受信データ)
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ブロックイレーズコマンド
指定したブロック内のデータをイレーズするコマンドです。以下の手順でブロックイレーズコマ
ンドを実行してください。
(1)　1バイト目の転送でコマンドコード“2016”を転送します。
(2)　2バイト目、3バイト目の転送でそれぞれ、アドレスA8～A15、アドレスA16～A23を転送します。
(3)　4バイト目の転送で確認コマンドコード“D016”を転送すると、フラッシュメモリの指定ブ
ロックに対するイレーズ動作を開始します。なお、A8～A23のアドレスは、指定するブロック
の最大のアドレスとしてください。

ブロックイレーズを終了後、ステータスレジスタを読み出すことにより、ブロックイレーズの結
果を知ることができます。詳しくはステータスレジスタの節を参照してください。
なお、各ブロックはロックビットにより、消去をプロテクトすることが可能です。詳しくは、デー
タ保護機能の節を参照してください。

図1.28.27.　ブロックイレーズコマンド時のタイミング



付録　標準シリアル入出力モード2(フラッシュメモリ版)

Rev.2.00    2006.10.03    page 256 of 279
RJJ03B0006-0200

M30245グループ

D016A716RxD1

TxD1

(M30245受信データ)

(M30245送信データ)

7716 A8～A15 A16～A23 D016RxD1

TxD1

(M30245受信データ)

(M30245送信データ)

イレーズ全アンロックブロックコマンド
全ブロックの内容を消去するコマンドです。以下の手順でイレーズ全アンロックブロックコマン
ドを実行してください。
(1)　1バイト目の転送でコマンドコード“A716”を転送します。
(2)　2バイト目の転送で確認コマンド“D016”を転送すると、フラッシュメモリの全ブロックに
対し、連続的にブロックイレーズ動作を開始します。

イレーズの結果も、ステータスレジスタの読み出しにより知ることができます。
なお、各ブロックはロックビットにより、消去をプロテクトすることが可能です。詳しくは、デー
タ保護機能の節を参照してください。

図1.28.28.　イレーズ全アンロックブロックコマンド時のタイミング

図1.28.29.　ロックビットプログラムコマンド時のタイミング

ロックビットプログラムコマンド
指定したブロックのロックビットに“0”(ロック状態)を書き込みます。以下の手順でロックビッ
トプログラムを実行してください。
(1)　1バイト目の転送でコマンドコード“7716”を転送します。
(2)　2バイト目、3バイト目の転送でそれぞれ、アドレスA8～A15、アドレスA16～A23を転送します。
(3)　4バイト目の転送で確認コマンドコード“D016”を転送すると、指定ブロックのロックビッ
トに“0”が書き込まれます。なお、A8～A23のアドレスは、指定するブロックの最大のアドレ
スとしてください。

ロックビットの状態は、リードロックビットステータスコマンドで読み出すことができます。
なお、ロックビットの機能、リセット方法等については、データ保護機能の節を参照してください。
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7116 A8～A15 A16～A23

D6

RxD1

TxD1

(M30245受信データ)

(M30245送信データ)

ロックビット有効コマンド
ロックビット無効コマンドにより無効にしたブロックに対するロックを、再度、有効にするコマ
ンドです。1バイト目のシリアル転送でコマンドコード“7A16”を転送します。このコマンドは、ロッ
クビットの機能を有効化するだけであり、ロックビットそのもののセットはできません。

図1.28.31.　ロックビット有効コマンド時のタイミング

図1.28.30.　リードロックビットステータスコマンド時のタイミング

リードロックビットステータスコマンド
指定したブロックのロックビットの状態を読み出すコマンドです。以下の手順でリードロックス
テータスを実行してください。　
(1)　1バイト目の転送でコマンドコード“7116”を転送します。
(2)　2バイト目、3バイト目の転送でそれぞれ、アドレスA8～A15、アドレスA16～A23を転送します。
(3)　4バイト目の転送で指定ブロックのロックビットデータの内容を出力します。
出力されるデータの6ビット目(D6)がロックビットデータです。 なお、A8～A23のアドレスは、
指定するブロックの最大のアドレスとしてください。

7A16RxD1

TxD1

(M30245受信データ)

(M30245送信データ)
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FA16
プログラム
データ

プログラム
データ

データサイズ
(上位)

データサイズ
(下位)

チェックサムRxD1

TxD1

(M30245受信データ)

(M30245送信データ)

ロックビット無効コマンド
ブロックロックを無効にするコマンドです。1バイト目の転送でコマンドコード“7516”を転送し
ます。このコマンドは、ロックビットの機能を無効化するだけであり、ロックビットそのもののセッ
トはできません。ただし、ロックビット無効コマンド実行後、イレーズを実行した場合には、“0”
(ロック状態)であったロックビットデータは、消去終了後“1”(非ロック状態)にセットされます。
なお、リセット解除後は、ロックビットは有効となります。

図1.28.32.　ロックビット無効コマンド時のタイミング

ダウンロード機能
RAMに実行プログラムをダウンロードするコマンドです。以下の手順でダウンロードを実行して
ください。
(1)　1バイト目の転送でコマンドコード“FA16”を転送します。
(2)　2バイト目、3バイト目の転送で、プログラムのサイズを転送します。
(3)　4バイト目の転送でチェックサムを転送します。チェックサムは、5バイト目以降に転送する
データを全て加算したものです。

(4)　5バイト目以降実行プログラムを転送します。
全データの転送が完了し、チェックサムが一致すれば転送プログラムを実行します。転送プロ
グラム容量は、内蔵するRAMによって違います。

図1.28.33.　ダウンロード機能のタイミング
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data0 data255
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(M30245受信データ)

(M30245送信データ)

図1.28.34.　バージョン情報出力機能のタイミング

バージョン情報出力機能
ブートROM領域に格納している制御プログラムのバージョン情報を出力します。以下の手順でバー
ジョン情報出力機能を実行してください。
(1)　1バイト目の転送でコマンドコード“FB16”を転送します。
(2)　2バイト目以降バージョン情報を出力します。バージョン情報はASCIIコード8文字で構成さ
れています。

ブートROM領域出力機能
ブートROM領域に格納している制御プログラムをページ(256バイト)単位で読み出す機能です。以
下の手順でブートROM領域出力機能を実行してください。
(1)　1バイト目の転送でコマンドコード“FC16”を転送します。
(2)　2バイト目、3バイト目の転送でそれぞれアドレスA8～A15、アドレスA16～A23を転送します。
(3)　4バイト目以降に、アドレスA8～A23で指定したページ(256 バイト)のデータ(D0～D7)を最小
のアドレスから順番に出力します

図1.28.35.　ブートROM領域出力機能のタイミング
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IDチェック機能
IDコードを判断するコマンドです。以下の手順でIDチェックを実行してください。
(1)　1バイト目の転送でコマンドコード“F516”を転送します。
(2)　2バイト目、3バイト目、4バイト目の転送で、それぞれIDコードの1バイト目のアドレスA0～
A7、A8～A15、A16～A23を転送してください。

(3)　5バイト目にIDコードのデータ数を転送してください。
(4)　6バイト目以降IDコードをIDコードの1バイト目から転送してください。

図1.28.36.　IDチェック機能のタイミング

IDコード
フラッシュメモリの内容がブランクでは無い場合、外部装置から送られてくるIDコードとフラッ
シュメモリに書かれているIDコードが一致するか判定します。コードが一致しなければ、外部装置
から送られてくるコマンドは受け付けません。IDコードは各8ビットのデータで、その領域は、1バ
イト目から0FFFDF16、0FFFE316、0FFFEB16、0FFFEF16、0FFFF316、0FFFF716、0FFFFB16番地です。
プログラム中のこれらの番地に予めIDコードを設定したプログラムをフラッシュメモリに書き込ん
でください。図1.28.37にIDコードの格納アドレスを示します。

図1.28.37.　IDコードの格納アドレス

リセットベクタ

NMIベクタ

監視タイマベクタ

アドレス一致ベクタ

BRK命令ベクタ

オーバフローベクタ

未定義命令ベクタ

ID7

ID6

ID5

ID4

ID3

ID2

ID1

0FFFFC16～0FFFFF16

0FFFF816～0FFFFB16

0FFFF416～0FFFF716

0FFFF016～0FFFF316

0FFFEC16～0FFFEF16

0FFFE816～0FFFEB16

0FFFE416～0FFFE716

0FFFE016～0FFFE316

0FFFDC16～0FFFDF16

4バイト
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リードチェックデータ
ページプログラムコマンドで送信した書き込みデータに対し、正しく受信が行われたことを確認
するためのチェックデータを読み出します。
(1)　1バイト目の転送でコマンドコード“FD16”を転送します。
(2)　2バイト目の転送でチェックデータ(下位)、3バイト目の転送でチェックデータ(上位)を受信し
ます。

このリードチェックデータコマンドを使用する場合、まず最初にこのコマンドを実行し、チェッ
クデータを初期化します。次にページプログラムコマンドを必要回数実行します。その後、再びリー
ドチェックコマンドを実行しますと、この間に実行したページプログラムコマンドで送信した書き
込みデータ全てのチェックデータが読み出せます。
チェックデータは書き込みデータのCRC演算結果です。

図1.28.38.　リードチェックデータコマンド時のタイミング

チェックデータ

(下位)

RxD1

TxD1

FD16

チェックデータ

(上位)

(M30245受信データ)

(M30245送信データ)
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ボーレート9600
転送速度を9600bpsに変更します。以下の手順でボーレート9600bpsを実行してください。
(1)　1バイト目の転送でコマンドコード“B016”を転送します。
(2)　2バイト目の転送で確認コマンド“B016”を出力した後、転送速度9600bpsに変更します。

図1.28.39.　ボーレート9600のタイミング

ボーレート19200
転送速度を19200bpsに変更します。以下の手順でボーレート19200bpsを実行してください。
(1)　1バイト目の転送でコマンドコード“B116”を転送します。
(2)　2バイト目の転送で確認コマンド“B116”を出力した後、転送速度19200bpsに変更します。

図1.28.40.　ボーレート19200のタイミング
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ボーレート38400
転送速度を38400bpsに変更します。以下の手順でボーレート38400bpsを実行してください。
(1)　1バイト目の転送でコマンドコード“B216”を転送します。
(2)　2バイト目の転送で確認コマンド“B216”を出力した後、転送速度38400bpsに変更します。

図1.28.41.　ボーレート38400のタイミング

ボーレート57600
転送速度を57600bpsに変更します。以下の手順でボーレート57600bpsを実行してください。
(1)　1バイト目の転送でコマンドコード“B316”を転送します。
(2)　2バイト目の転送で確認コマンド“B316”を出力した後、転送速度57600bpsに変更します。

図1.28.42.　ボーレート57600のタイミング
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TXD1

CNVss

データ入力

データ出力

P50(CE)

P55(EPM)

(1)　この例では、スイッチによってマイコンモードと標準シリアル入出力モードを切り替えています。

NMI

BUSYモニタ出力

M30245
フラッシュメモリ版

図1.28.43.　標準シリアル入出力モード2時の応用回路例

標準シリアル入出力モード2時の応用回路(例)
標準シリアル入出力モード2を使用する場合の応用回路を示します。
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使用上の注意事項
タイマＡの注意事項　(タイマモード)

(1)　カウント中のカウンタの値は、タイマAiレジスタを読み出すことによって任意のタイミングで読
み出すことができます。ただし、リロードタイミングで読み出した場合、FFFF16が読み出されます。
カウント停止中にタイマAiレジスタに値を設定した後、カウンタがカウントを開始するまでの期間
に読み出しを行った場合、設定値が読み出されます。

タイマＡの注意事項　(イベントカウンタモード)

(1)　カウント中のカウンタの値は、タイマAiレジスタを読み出すことによって任意のタイミングで読み
出すことができます。ただし、リロードタイミングで読み出した場合、アンダフロー時はFFFF16が、
オーバフロー時は000016が読み出されます。カウント停止中にタイマAiレジスタに値を設定した後、
カウンタがカウントを開始するまでの期間に読み出しを行った場合、設定値が読み出されます。

(2)　フリーランタイプで使用する場合、カウント開始時タイマレジスタの値が不定になることがあり
ます。したがって、カウント開始時にタイマに値を設定しても、不定値からカウントを開始するこ
とがあります。

　　この現象は、イベントカウンタモードのフリーランタイプだけで発生します。また、カウント中
にタイマレジスタの値が不定になることはありません。

　【対策】
　●アップカウント、ダウンカウントを切り替えない場合
　　リロードタイプを使用してください。カウント開始時にタイマレジスタに値を設定し、カウント
開始直後タイマレジスタの値を書き替えてください。アップカウントで使用する場合は、タイマレ
ジスタの値を000016に書き替え、ダウンカウントで使用する場合は、タイマレジスタの値をFFFF16
に書き替えることによって、フリーランタイプを同じ動作をします。
　●アップカウント、ダウンカウントを切り替える場合
　　カウントパルスが入力されるまで、リロードタイプで使用してください。1パルス分のカウントパ
ルスが入力されてから、フリーランタイプにモードを変更してください。
(3)　フリーランタイプ選択時、カウントを停止した場合は、タイマを再設定してください。

タイマＡの注意事項　(ワンショットタイマモード)

(1)　カウント中にカウント開始フラグを“0”にすると次のようになります。
●カウンタはカウントを停止し、リロードレジスタの内容をリロードします。
●TAiOUT端子の出力レベルは“L”になります。
●割り込み要求が発生し、タイマAi割り込み要求ビットが“1”になります。

(2)　次に示すいずれかの手順でタイマの動作モードを設定した場合、タイマAi割り込み要求ビットが
“1”になります。
●リセット後、ワンショットタイマモードを選択したとき
●動作モードをタイマモードからワンショットタイマモードに変更したとき
●動作モードをイベントカウンタモードからワンショットタイマモードに変更したとき

　　したがって、タイマAi割り込み(割り込み要求ビット)を使用する場合は、上記の設定を行った後、
タイマAi割り込み要求ビットを“0”にしてください。

(3)　ワ ンショットタイマの出力は内部で生成されたカウントソースに同期しているため、外部トリガ
を選択している場合、TAiIN 端子へのトリガ入力からワンショットタイマの出力までに、最大カウ
ントソースの1 サイクル分の遅延が生じます。

(4)　カ ウント中にトリガが発生した場合は、カウンタは再トリガ発生後1 回ダウンカウントした後、
リロードレジスタの内容をリロードしてカウントを続けます。カウント中にトリガを発生させる場
合は、前回のトリガの発生からタイマのカウントソースの1 サイクル以上経過した後に、再トリガ
を発生させてください。
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タイマＡの注意事項　(パルス幅変調モード)

(1)　次に示すいずれかの手順でタイマの動作モードを設定した場合、タイマAi割り込み要求ビットが
“1”になります。
●リセット後、PWMモードを選択したとき
●動作モードをタイマモードからPWMモードに変更したとき
●動作モードをイベントカウンタモードからPWMモードに変更したとき
したがって、タイマAi割り込み(割り込み要求ビット)を使用する場合は、上記の設定を行った後、
タイマAi割り込み要求ビットを“0”にしてください。

(2)　PWMパルスを出力中にカウント開始フラグを“0”にすると、カウンタはカウントを停止します。
このとき、TAiOUT端子が“H”レベルを出力している場合は、出力レベルは“L”になり、タイマ
Ai割り込み要求ビットが“1”になります。“L”レベルを出力している場合は、出力レベルは変化
せず、タイマAi割り込み要求も発生しません。

A/D変換器の注意事項

(1)　AD制御レジスタ0の各ビット(ビット6を除く)、AD制御レジスタ1の各ビット、およびAD制御レ
ジスタ2のビット0に対する書き込みは、A/D変換停止時(トリガ発生前)に行ってください。特にVREF
接続ビットを“0”から“1”にしたときは、1μs以上経過した後にA/D変換を開始させてください。

(2)　A/D動作モードを変更する場合は、アナログ入力端子を再選択してください。
(3)　単発モード、又は単掃引モードで使用する場合

A/D変換が完了したことを確認してから、対象となるADレジスタを読み出してください(A/D変換
の完了はA/D変換割り込み要求ビットで判定できます)。

(4)　繰り返しモード、繰り返し掃引モード0、又は繰り返し掃引モード1で使用する場合
　CPUの内部クロックは、メインクロックを分周せずに使用してください。

シリアルI/Oの注意事項 (UARTモード)
________

CLKi端子とCTSi端子のレベルが“H”(注1) のとき、UiMRレジスタの設定を以下のいずれかにす
ると、UiC1レジスタのUiEREビットが“1”(パリティエラー信号出力許可) になります。UiEREビッ
トが“1”(パリティエラー信号出力許可) になった状態でUiMRレジスタのPRYEビットを“1”(パリ
ティ許可)にした場合、受信時にパリティエラーが発生すると、TXDi端子から“L”レベルが出力さ
れます。これを防ぐため、UiMRレジスタを設定した後にUiEREビットを設定してください。

●SMD2～SMD0ビットを“0002”(シリアルI/Oは無効) から“1012”(UARTモード転送データ長
8ビット) にする。
●SMD2～SMD0ビットを“0012”(クロック同期形シリアルI/Oモード) から“1002”(UARTモード
転送データ長7ビット) にする。
●SMD2～SMD0ビットを“0012”(クロック同期形シリアルI/Oモード) から“1012”(UARTモード
転送データ長8ビット) にする。
●SMD2～SMD0ビットを“0012”(クロック同期形シリアルI/Oモード) から“1102”(UARTモード
転送データ長9ビット) にする。
●SMD2～SMD0ビットを“0102”(I2Cモード) から“1012”(UARTモード転送データ長8ビット) に
する。

________

注1) CLKi、CTSiとして使用していない場合でも、端子レベルが“H”のときはこの条件に該当します。
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DMAの注意事項
(1)　DMA許可ビットについての補足説明
　    DMA許可ビットは、DMA0制御レジスタおよびDMA1制御レジスタのビット3に配置されていま
す。DMA許可ビットを“1” にすることにより、DMAはアクティブ状態となります。DMAアクティ
ブ状態にした直後のデータ転送開始時に、DMACは以下の動作を行います。
①　ソースポインタまたはディスティネーションポインタのうち順方向に指定された方のポイン
　　タの値を順方向アドレスポインタへリロードする。
②　転送カウンタリロードレジスタの値を転送カウンタへリロードする。

　したがって、DMAアクティブ状態においてDMA許可ビットに“1” を上書きすると、上記動作を行
いますので、DMACはその時点で再度、初期状態から動作します。

(2)　DMA要求ビットについての説明
　     DMA要求ビットは、DMA0制御レジスタおよびDMA1制御レジスタのビット2に配置されていま
す。DMA要求ビットは、DMAがアクティブでない状態でも、DMA転送の要求信号が発生すると“1”
になります。また、DMA要求要因選択ビットを変更することでDMA要求ビットが“1” になる場
合があります。したがって、DMA要求要因選択ビットを変更した後は、必ずDMA要求ビットを“0”
にしてください。

　　DMA要求ビットは、DMA転送の要求信号が発生すると“1” になり、データ転送が開始されると
“0” になります。DMAアクティブ状態であれば、すぐにデータ転送が開始されるので、プログラ
ムでDMA要求ビットを読み出しても、ほとんどの場合“0” が読み出されます。DMAがアクティ
ブ状態であることを判断するには、DMA許可ビットを読み出してください。図1.19.1にDMA関連レ
ジスタ設定手順を示します。

DMA制御レジスタの設定

DMA要求要因の選択

ソースポインタの設定

ディスティネーションポインタの設定

転送カウンタの設定

DMA要求ビット←“0” 

DMA許可ビット←“1” 

END 

START

DMA許可ビット=“0” ？

Yes

No

図1.29.1.　DMA制御レジスタの設定手順
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(3)　DMAiCONレジスタのDMAEビットへの書き込み (i=0～1)
(a) に示す条件のときは、(b) に示す手順で書いてください。

(a) 条件
　 ・ DMAEビットが、“1”(DMAi がアクティブ状態)のとき、再度、DMAEビットへ“1”を書く。

・ DMAEビットへの書き込みと同時にDMA要求が発生する可能性がある。

(b) 手順
　 (1) DMAiCONレジスタのDMAEビットとDMASビットに同時に“1”を書く（注1）。

(2) DMAiが初期状態（注2）になっていることを、プログラムで確認する。
DMAi が初期状態になっていない場合は、(1)(2)を繰り返す。

注1. DMASビットは“1”を書いても変化しません。“0”を書くと“0”(DMA要求なし)になります。
したがって、DMAEビットへ“1”を書くために、DMAiCONレジスタへ書く場合、DMASへ書く
値を“1”にしておくと、DMASは書く直前の状態を保持できます。
DMAEビットへの書き込みに、リードモディファイライト命令を使用する場合も、DMASへ書く
値を“1”にしておくと、命令実行中に発生したDMA要求を保持できます。

注2. TCRiレジスタの値で確認してください。
TCRiレジスタを読んで、DMA転送開始前にTCRiレジスタへ書いた値(DMAEビット書き込み後に
DMA要求が発生した場合は「TCRiレジスタへ書いた値-1」)が読めれば初期状態になっている、
転送途中の値になっていれば初期状態になっていない、と判断できます。
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ストップモード、ウエイトモードの注意事項
(1)　ス トップモードからハードウエアリセットによって復帰する場合、メインクロックの発振が充分
　に安定するまで、リセット端子を“L ”レベルにする必要があります。
(2)　ウエイトモード及びストップモードに移行する場合、命令キューは、WAIT 命令および全クロッ
ク停止ビットを“1 ”にする命令から4 バイト先読みしてプログラムが停止します。したがってWAIT
命令および全クロック停止ビットを“1 ”にする命令の後にはNOP を最低4 つ入れてください。

(3)　低速モードおよび低消費電力モード時には周辺機能クロック停止ビット(CM02)に“1 ”を設定し
てウエイトモードに移行しないでください。

(4)　内部システムクロックにfSYNを使用している場合、ストップモードになる前にf(XIN)に変更して
ください(周波数シンセサイザクロック制御レジスタのビット0を“0” にする)。

割り込みの注意事項
(1)　0000016番地の読み出し
　　マスカブル割り込みが発生した場合、割り込みシーケンスの中でCPUは、割り込み情報(割り込み
番号と割り込み要求レベル)を0000016番地から読み出します。それを読み出すことでその割り込み
が発生する割り込み要求ビットが“0”になります。ソフトウエアにより0000016番地を読み出して
も、許可されている最も優先度の高い割り込み要因の要求ビットが“0”になります。そのため、
割り込みがキャンセルされたり、予期しない割り込みが発生することがあります。したがって、ソ
フトウエアで0000016番地に対して読み出しを行わないでください。

(2)　スタックポインタの設定
　リセット直後スタックポインタの値は、“000016”に初期化されています。そのため、スタックポ
インタに値を設定する前に割り込みを受け付けると、暴走の要因となります。割り込みを受け付け
る前に、必ずスタックポインタに値を設定してください。

________

　　特に、NMI割り込みを使用する場合は、プログラムの先頭でスタックポインタを初期化してくだ
________

さい。リセット直後の先頭の1命令に限り、NMI割り込みを含むすべての割り込みが禁止されていま
す。
________

(3)　NMI割り込み
________

●NMI割り込みは、割り込みを禁止することができません。したがって、使用しない場合は、NMI
端子に抵抗を介してVCCに接続(プルアップ)してください。必ず端子処理は必要です。
________

●NMI端子は、入力専用のP85と兼用になっています。P8レジスタの内容を読み込むことで端子の
________

値を読み込むことができます。この端子の読み込みは、NMI割り込みが入ったときの端子のレベ
ル確定用にだけ使用してください。
________

●NMI端子入力が“L”の状態でリセットをかけないでください。
________ ________

●NMI端子入力が“L”の状態でストップモードに移行しないでください。NMI端子入力が“L”の
状態では、CM10が“0”に固定されるため、ストップモードに移行されません。
________ ________

●NMI端子入力が“L”の状態でウエイトモードに移行しないでください。NMI端子入力が“L”の
状態では、CPUは停止しますが発振が停止しないため、パワーセーブされません。この場合、そ
の後の割り込みによって正常に復帰します。
_________

●NMI端子に入力する信号には、CPUの動作クロックの（2クロック+300ns）以上の“L”レベル幅
が必要です。

(4)　外部割り込み
________ _________

●INT0～INT2端子に入力する信号には、CPUの動作クロックに関係なく250ns以上の“L”レベル
幅、または“H”レベル幅が必要です。
_________ _________

●INT0～INT2端子の極性を切り替えるときに割り込み要求ビットが“1”になることがあります。
_______

切り替えを行った後、割り込み要求ビットを“0”にしてください。INT割り込み発生要因の切り
替え手順例を図1.29.2に示します。
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_______

図1.29.2.　INT割り込み発生要因の切り替え手順例

極性切り替えビットを設定

割り込み要求ビットを“0”にする

割り込み優先レベルをレベル1～レベル7にする
(INT割り込み要求受付可能)

割り込み優先レベルをレベル0にする
(INT割り込み禁止)

割り込み許可フラグを“0”にする
(割り込み禁止)

割り込み許可フラグを“1”にする
(割り込み許可)

注．2つ以上の設定を同時に行わないでください。

 (5)　割り込み制御レジスタの変更
　　割り込み制御レジスタの変更は、そのレジスタに対応する割り込み要求が発生しない箇所で行っ
てください。割り込み要求が発生する可能性がある場合は、割り込みを禁止状態にしてから変更し
てください。参考プログラム例を次に示します。
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●割り込みが禁止状態で、割り込み制御レジスタを書き換える命令を実行しているときに、そのレジ
スタに対応する割り込み要求が発生した場合、命令によっては割り込み要求ビットがセットされな
いことがあります。このことが問題になる場合は、以下の命令を使用してレジスタを変更するよう
にしてください。
　　対象となる命令・・・AND、OR、BCLR、BSET

＜割り込み制御レジスタを書き換えるプログラム例＞
●　アセンブラの場合

INT_SWITCH3：
　PUSHC　 FLG
　FCLR　　I　　　　　　　；割り込み禁止状態
　AND.B　 #00H，0054H　  ；タイマA0割り込み制御レジスタに“0016”を設定
　POPC　　FLG 　　；割り込み許可状態

例3：

INT_SWITCH2：
　FCLR　　I　　　　　　　；割り込み禁止状態
　AND.B　 #00H，0054H　  ；タイマA0割り込み制御レジスタに“0016”を設定
　MOV.W　MEM，R0 　　；ダミーリード
　FSET　　I  　　；割り込み許可状態

例2：

INT_SWITCH1：
　FCLR　　I　　　　　　　；割り込み禁止状態
　AND.B　 #00H，0054H　  ；タイマA0割り込み制御レジスタに“0016”を設定
　NOP   　　；HOLD 機能を使用する場合はNOP 命令が４ 個必要
　NOP　
　FSET　　I  　　；割り込み許可状態

例1：

●　C言語の場合

#pragma　ASM
　INT_SWITCH：
 FCLR I
#pragma 　ENDASM
 TA0IC &=00；  /*タイマA0割り込み制御レジスタに“0016”を設定*/
#pragma　ASM
 NOP   /* HOLD 機能を使用する場合はNOP 命令が４ 個必要*/
 NOP
 FSET I
#pragma 　ENDASM
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USB機能の注意事項
(1)　通信の信頼性が求められるアプリケーションにおいては、ノイズなど外的要因を含み、なんらかの
要因にてUSB通信が途絶するような場合に備え、S/WにてUSB機能初期化、ホストによるUSBリセッ
トなどの対策をシステム側で行っていただくことを推奨いたします。

(2)　USB2.0仕様では、ドライバインピーダンス28 ～44Ωが規定されています(7.1.1.1 Full-speed(12Mb/s)
Driver Characteristics を参照してください)。この規格を満足するために、USB D+端子とUSB D-端子
に直列抵抗(推奨値 27～33 Ω)を接続してください。また、USB D+端子/USB D-端子とVss端子の間に
コンデンサを接続してください。これらのコンデンサはリンギングを抑えるため、もしくはD+/D- の
立ち上がり、立下がり時間及びクロスオーバーポイントを調整するためのものです。周辺素子の数値
と構成は実装プリント基板の特性インピーダンス、レイアウトの違いにより調整が必要となりますの
で、使用システムで十分に評価、波形観測のうえ、接続の有無と抵抗値・コンデンサ数値をご調整願
います。

(3)　D+端子、又はD-端子にチョークコイルを接続しないことを推奨します。
(4)　USB接続／非接続機能(Attach/Detach)を使用しない場合は、UVCC端子とUSB D+端子間を1.5kΩの抵
抗を介して接続してください（D+ラインプルアップのタイミングはUVCC端子に依存します）。

　USB接続／非接続機能(Attach/Detach)を使用する場合は、P90/ATTACH端子とUSB D+端子間を1.5kΩ
の抵抗を介して接続してください。USB接続／非接続機能の使用に関わらず、UVCC端子は電源に接
続してください。また、ホストPCがUSB接続／非接続を認識するまでの時間は、基板抵抗成分・容量
成分、USBケーブル容量、ホストの基板特性と処理速度など、全システムの状態によって異なります。
実際にご使用になるシステムで十分な評価を行ってください。

(5)　USB機能割り込みがエラーにより発生した場合、その割り込みサービスルーチンはエンドポイント
0割り込みサービスルーチンより優先度を高く設定してください。USB機能割り込み発生時、次の処
理を行ってください。図1.29.3にフローチャート例を示します。
Step 1. エラー割り込みステータスフラグ(INTST8)とEP0CSのSETUP_ENDフラグがともに“1”である

か判定します。ともに“1”であれば、CLR_SETUP_ENDビット“1”にセットしてStep 2.に進
みます。

Step 2. エンドポイント0 IN FIFOへの書き込み中で、EP0CSのSET_IN_BUF_RDYビットが“1”にセッ
トされていないか確認します。SET_IN_BUF_RDYビットが“0” の場合、SET_IN_BUF_RDYビッ
トを“1”にセットし、次のEP0割り込み発生後、Step 3.に進みます。

Step 3. EP0CSのOUT_BUF_RDYフラグとSETUPフラグがともに“1”であるか判定します。ともに“1”
であればStep 4に進みます。

Step 4. 現在のコントロール転送SETUPステージのDATA0パケットがコントロールRead転送によるも
のであるか確認します。Yesの場合、エンドポイント0 IN FIFOへの書き込みを完了してからEP0CS
のCLR_OUT_BUF_RDYビット、SET_IN_BUF_RDYビット及びCLR_SETUPビットを“1”にセッ
トします。
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USB機能割り込み

INTST8 = 1かつ、
EP0CSR5 = 1 ?

CLR_SETUP_END = 1

EP0 IN FIFOへの書き込み中？
(SET_IN_BUF_RDYビット≠1？)

SET_IN_BUF_RDY =  1

次のEP0割り込みを待つ

OUT_BUF_RDY = 1かつ、
SETUP = 1 ?

SETUPステージの
DATA0パケットはコントロールRead転送に

よるもの？

EP0 IN FIFOへの書き込みを完了
CLR_OUT_BUF_RDY = 1
SET_IN_BUF_RDY = 1
CLR_SETUP = 1

Step 1

Step 2

Step 3

Step 4

Yes

No

Yes

No

Yes

No

Yes

No

図1.29.3.　フローチャート例(1)
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(6)　エンドポイント0のエラーによる割り込みについて次の追加処理が必要です。図1.29.4にフローチャー
ト例を示します。
Step A. データパケットを受信終了しているか判定します。受信完了していればStep Bに進みます。
Step B. 設定したサイズのデータを転送する前に制御終了したか判定します。
　　　データ転送完了前に制御終了していた場合、CLR_OUT_BUF_RDYビット、CLR_SETUP_END

ビット及びSEND_STALLビットを“1”にセットします(SETUPフラグが“1”の場合には
CLR_SETUPビットも“1”にセットします)。

　　　データ転送完了していた場合はStep Cに進みます。
Step C. エンドポイント0 OUT書き込みカウントレジスタの値と等しいバイト数分のデータをEP0 OUT

FIFOから読み出します。コントロールWrite転送の最後のDATAパケットであるか判定します。
YesであればStep D_0へ、NoであればStep E_0に進みます。

Step D_0. 設定したサイズのデータを転送する前に制御終了したか判定します。
　　　データ転送完了前に制御終了していた場合、CLR_OUT_BUF_RDYビット、CLR_SETUP_END

ビット及びSEND_STALLビットを“1”にセットします(SETUPフラグが“1”の場合には
CLR_SETUPビットも“1”にセットします)。

　　　データ転送完了していた場合は、CLR_OUT_BUF_RDYビット、CLR_DATA_ENDビットを“1”
にセットします(SETUPフラグが“1”の場合にはCLR_SETUPビットも“1”にセットします)。
Step D_1に進みます。

Step D_1. 設定したサイズのデータを転送する前に制御終了したか判定します。
　　　データ転送完了前に制御終了していた場合、SEND_STALLビットを“1”にセットし、Step F_0

に進みます。
　　　データ転送完了していた場合は、次のEP0割り込み発生後、Step Aに進みます。
Step E_0. 設定したサイズのデータを転送する前に制御終了したか判定します。
　　　データ転送完了前に制御終了していた場合、CLR_OUT_BUF_RDYビット、CLR_SETUP_END

ビット及びSEND_STALLビットを“1”にセットします(SETUPフラグが“1”の場合には
CLR_SETUPビットも“1”にセットします)。

　　　データ転送完了していた場合は、CLR_OUT_BUF_RDYビットを“1”にセットします(SETUPフ
ラグが“1”の場合にはCLR_SETUPビットも“1”にセットします)。Step E_1に進みます。

Step E_1. 設定したサイズのデータを転送する前に制御終了したか判定します。
　　　データ転送完了前に制御終了していた場合、SEND_STALLビットを“1”にセットし、Step F_0

に進みます。
　　　データ転送完了していた場合は、次のEP0割り込み発生後、Step Aに進みます。
Step F_0. EP0CSのOUT_BUF_RDYフラグとSETUPフラグがともに“1”にセットされているか判定し

ます。Yesの場合、Step F_1に進みます。Noの場合、次のEP0割り込み発生後Step F_0に進みま
す。

Step F_1.  設定したサイズのデータを転送する前に制御終了したか判定します。
　　　データ転送完了前に制御終了していた場合、CLR_OUT_BUF_RDYビット、CLR_SETUPビット

及びCLR_SETUP_ENDビットを“1”にセットします。次のEP0割り込み発生後Step F_0に進み
ます。

　　　データ転送完了していた場合は、CLR_OUT_BUF_RDYビットとCLR_SETUPビットを“1”に
セットし、SEND_STALLビットを“0”にクリアします。

(7)　USB機能割り込みステータスフラグを“0”にクリアする場合、以下の手順で行ってください。
　　　1：USBIEを変数／データレジスタに退避
　　　2：USBIEに“0016”を書き込む（全てのビットを割り込み禁止にする）
　　　3：USBICに書き込む（対応するUSB機能割り込みステータスフラグを“0”クリア）
　　　4：変数／データレジスタに退避 した値をUSBIEに書き込む
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図1.29.4.　フローチャート例(2)

EP0割り込み

OUT_BUF_RDY = 1 ?

Step A

Yes

No

SETUP_END = 1 ?

エンドポイント0 OUT書き込みカウントレジスタの値と等しいバイト数分の
データをEP0 OUT FIFOから読み出します。

コントロールWrite転送の
最後のDATAパケット?

SETUP_END = 1 ?

CLR_OUT_BUF_RDY = 1
SET_DATA_END = 1
CLR_SETUP = 1 (SETUP=1の場合)

SETUP_END = 1 ?

パケットデータの読み出し

Yes

No
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No

Yes

No

Yes

No

Step B

Step C

Step D_0

Step D_1

SETUP_END = 1 ? Yes

No

CLR_OUT_BUF_RDY = 1
CLR_SETUP = 1 (SETUP=1の場合)

Step E_0

SETUP_END = 1 ?
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No
Step E_1

SEND_STALL = 1

次のEP0割り込みを待つ

OUT_BUF_RDY = 1 かつ
SETUP = 1?

SETUP_END = 1 ?

Step F_0

Step F_1

CLR_OUT_BUF_RDY = 1
CLR_SETUP = 1
SEND_STALL = 0

Yes

No

Yes

No

CLR_OUT_BUF_RDY = 1
CLR_SETUP = 1
CLR_SETUP_END = 1

CLR_OUT_BUF_RDY = 1
CLR_SETUP = 1 (SETUP=1の場合)
CLR_SETUP_END = 1
SEND_STALL = 1
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__________

HOLD 信号使用の注意事項
___________

HOLD入力を使用する場合は、シングルチップモードからマイクロプロセッサモードまたはメモリ拡
張モードに移行する前に、P40～P47、P50～P52を入力に設定してください。

消費電力を小さくする場合の注意事項

A/D 変換を行わない場合、AD 制御レジスタ1 のVREF 接続ビットでVREF未接続を選択してください。
A/D 変換を行う場合、VREFを接続してから1 μs 以上経過した後、A/D 変換をスタートさせてください。

マイクロプロセッサモード時およびマイクロプロセッサモードからメモリ拡張モード、
シングルチップモードへの遷移後の注意事項
マイクロプロセッサモードは、SFR および内部RAM 領域と外部領域のアクセスが可能なモードです。
そのため内部ROM 領域がアクセスできません。
リセット解除後CNVSS 端子を“H ”の状態でマイクロプロセッサモードから動作を開始した場合は、
その後メモリ拡張モードまたはシングルチップモードに移行しても、内部ROM のアクセスはできませ
ん。

CNVss 端子を“Ｈ ”でリセットするときの注意事項
CNVss 端子を“Ｈ ”にしてリセットすると、内部ROM は読み出せません。

ノイズに関する注意事項
　　Vcc端子とVss端子間にバイパスコンデンサ(0.1μF程度)を最短距離でかつ、比較的太い配線を使っ
て接続してください。

入力専用の注意事項
図1.29.5の回路例のように異なる電源がシステムに供給される場合で、使用しない入力専用端子の入力
電圧が、Vcc端子の電圧より高くなる場合は、入力専用端子を直接、電源に接続しないでください。矢印
に示す回路例のように、1kΩ程度の抵抗を介して電源に接続してください。上記の注意事項は、電源投
入時の電源の立ち上がりが異なる場合も当てはまります。
入力専用端子の電圧がVcc端子の電圧より高くなると、ラッチアップが発生する原因となります。
＊：Vcc端子の電圧が入力専用端子の電圧と等しいか、より高い場合は、抵抗は必要ありません。

図1.29.5.　回路例

入力専用端子
(NMI端子など)

Vcc

M30245グループ

異なる電源

入力専用端子
(NMI端子など)

Vcc

M30245グループ

異なる電源
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フラッシュメモリ版／マスクＲＯＭ版の相違点に関する注意事項
　　フラッシュメモリ版およびマスクＲＯＭ版は、製造プロセス、内蔵ＲＯＭ、レイアウトパターン
相違などにより、電気的特性の範囲内で、特性値、動作マージン、ノイズ耐量、ノイズ輻射量など
が異なる場合があります。マスクＲＯＭ版への切り換え時は、フラッシュメモリ版で実施したシス
テム評価試験と同等の試験を実施してください。

マスクＲＯＭ版の注意事項
　　マスクＲＯＭ版の内部ＲＯＭ領域に対して、書き込みを行わないでください。
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マスク化発注時の提出資料
マスクROM版のマスク化発注時、次の資料を提出してください。
(1)　マスク化確認書
(2)　マーク指定書
(3)　ROMのデータ ････････････ フロッピーディスク

*フロッピーディスクの場合は3.5インチ2HD(IBMフォーマット)で1枚準備してください。

＊マスク化確認書及び マーク指定書につきましては、
ル ネサステクノロジホームページ
(http://www.renesas.com)「ROM 発注」を参照してください。
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M30245グループデータシート

Rev. 発行日 改訂内容
ページ ポイント

改訂記録

(1/10)

暫定B 2002.03.31 1 プログラマブル入出力ポート84本→81本
2 図1.1.1；「100P6Q-A」追加、36pinのRST0→RTS0、AND Flash関連端子名削除
7 端子一覧表(1/2)：31pinのSCLK1→SCK1
8, 9 AND Flash関連端子名削除
10 端子の機能説明(2/3)：

P5のCLKOUTを削除、P6にWS,SCK,SRxD,STxD追加、P7のWS削除
16 USB関連レジスタ（028016～ 03D516、～）→～（028016～02D516、～）
18 図1.5.3：下部コメント文修正、注1追加、

エンドポイント0書き込みカウントレジスタ
→ エンドポイント0 OUT書き込みカウントレジスタ

19 図1.5.4：下部コメント文追加、注1追加、
SSインタフェース2→SSインタフェース１、 　

　　　 SSインタフェース1→SSインタフェース0、 　　　　
UARTx特殊モードレジスタ→UARTx特殊モードレジスタ1、

　　　 クロックプリスケーラリセットフラグ→時計用プリスケーラリセットフラグ
20 図1.5.5：注1追加、UART0特殊モードレジスタ→UART0特殊モードレジスタ1
23 図1.5.8：SSインタフェース2→SSインタフェース１、

　　　 SSインタフェース1→SSインタフェース0、 　　　　
UARTx特殊モードレジスタ→UARTx特殊モードレジスタ1、

　　　　 クロックプリスケーラリセットフラグ→時計用プリスケーラリセットフラグ
41 図1.9.4：CM0の注8に文追加、注9追加
42 ストップモード、ウエイトモードの説明文修正
64 図1.10.13：012616番地→03F916番地
66 (3)NMI割り込みの最後の項目の修正
79 バッファサイズ(BUF_SIZ× 64バイト)→～(BUF_SIZで指定)：合計２箇所
80 バッファサイズ(EPxIFCのBUF_SIZ× 64バイト)→～(BUF_SIZで指定)
81 バッファサイズ(EPxIFCのBUF_SIZ×64バイト)→～(BUF_SIZで指定)：合計２箇所

2バッファ分のデータ（BUF_SIZ×2×64)→～（BUF_SIZで指定したバイト数×2)
82 表1.13.1：シングルバッファ：BUF_SIZ× 64バイト→BUF_SIZで指定
　　　　　　　　ダブルバッファ：BUF_SIZ×2×64→BUF_SIZで指定したバイト数×2
83 バッファサイズ(BUF_SIZ× 64バイト)→～(BUF_SIZで指定)
84 シングルバッファモード時：バッファサイズ(EPxOFCのBUF_SIZ× 64バイト)

　　　　　　　　　　　　　  →  ～(EPxOFCのBUF_SIZで指定)
　　　 ダブルバッファモード時：バッファサイズ(EPxOFCのBUF_SIZ×2×64バイト)

　　　　　　　　　　　　  → ～(EPxOFCのBUF_SIZで指定したバイト数の2倍)
85 ○ダブルバッファモード時：バッファサイズ(EPxOFCのBUF_SIZ×2×64バイト)

　　　　　　　　　　　 　→ ～(EPxOFCのBUF_SIZで指定したバイト数の2倍)
表1.13.2：シングルバッファ：BUF_SIZ× 64バイト→BUF_SIZで指定

　　　　　　　　ダブルバッファ：BUF_SIZ×2×64→BUF_SIZで指定したバイト数×2
86 TOGGLEの初期化：「TOGGLE_INITビットを“1” にセットし、その後で“0” に
　　　　　　　 クリア」→「TOGGLE_INITビットを“1” にセットしてくだ

さい。このビットは自動的に“0” にクリアされます。」

暫定A 2001.12.26 － PDFファイル暫定A発行



M30245グループデータシート

Rev. 発行日 改訂内容
ページ ポイント

改訂記録

(2/10)

暫定B 2002.03.31 88 ○Aritificial SOF機能：「フレーム開始から1ms 以内」を追加
100 ○BUF_SIZ：設定値01002→00112、ダブルバッファ時の説明追加。

　　　　 表1.13.18：EPxIFC,BUF_SIZの設定値：0000：IN FIFOバッファサイズ=0→=64
　　　　　　　　　　　　　　　　  　　          0001：IN FIFOバッファサイズ=64→=128

　　　　　　　　　　　   　　　　　　 0010：IN FIFOバッファサイズ=128→=192
103 ○BUF_SIZ：設定値01002→00112、ダブルバッファ時の説明追加。

　　　　 表1.13.22：EPxOFC,BUF_SIZの設定値：0000：OUT FIFOバッファサイズ=0→=64
　　　　　　　　　　　　　　　　　　         0001：OUT FIFOバッファサイズ=64→=128

　　　　　　　　　　　　　　　　　　  0010：OUT FIFOバッファサイズ=128→=192
121 図1.15.5：ONSFの注2：機能選択レジスタの記述削除
134 図1.16.5：UiSMR2,bit7に注1をいれた
149 図1.18.5：上下の図それぞれのTcに「または16(n+1)/fEXT」を追加、

　　　　　　　　　 下の図のBRG2→BRGi, RxD2→RxDi, TxD2→TxDi, 注 1→注2
171 図1.22.2：CRCSARのアドレス：03B516, 03B516番地 → 03B516, 03B416番地
181 図1.23.9：PUR1の注2修正
182 表1.23.1：UVcc修正（開放→Vcc接続）

図1.23.10：UVcc修正（開放→Vcc接続）
183～ フラッシュ説明追加
234～ 注意事項追加

暫定C  2002.06.10 1 最短命令実行時間62.5ns  (f(XIN)=16MHz))に修正、DMACに (31要因)を追加、
　　　 電源電圧の(f(XIN)=12MHz)→(f(XIN)=16MHz)、

　　　プログラマブル入出力ポート81本→82本(NMI端子を除く)に修正
4 表1.1.1：最短命令実行時間62.5ns  (f(XIN)=16MHz))に修正、DMACに (31要因)

を追加、
　　　入出力ポートP9： 4ビット×1→3ビット×1、
　　　電源電圧：(f(XIN)=12MHz)→(f(XIN)=16MHz)
9 端子の機能表：UVccの入出力：入力→空欄に修正、AND Flash関連端子名削除
11 端子の機能説明 (3/3)：入出力ポートP8の説明：P86(Xout端子)→P86(XCout端子)、

P8, P9, P10に各端子名を追加
18 図1.5.3：各UART受信 /送信割り込み制御レジスタ名修正
　　　 →UART0受信/ACK/SSI0～、UAR1受信/ACK/SSI1～、UART2受信/ACK～、

　  UART3受信/ACK～、UART0送信 /NACK/SSI0～、UAR1送信/NACK/SSI1～、
      UART2送信/NACK～、UART3送信/NACK～

19 図1.5.4：SSインタフェースx rate feedbackレジスタ
　　 →SSインタフェースx RFレジスタに変更 (他該当箇所：Page23,図 1.5.8)

                                 21～ 23 図1.5.6～1.5.8：注意追加
21 図1.5.6：UART0, 1の受信 /送信割り込み制御レジスタ名修正
　　　　　　　→UART0受信 /ACK/SSI0～、UAR1受信 /ACK/SSI1～、
　　　　　　　　 UART0送信 /NACK/SSI0～、UAR1送信 /NACK/SSI1～

                                 36, 37 図の点線修正
42 ストップモード：上から6行目：UARTi(i ＝ 0 ～ 2)、SIO3,4→UARTi(i ＝ 0 ～ 3)
51 表 1.10.2：注3より「SS 端子選択時障害エラー割り込みが選択されます。」削除
53 図1.10.3：上の図：SiTIC(i=0～ 2)→(i=0～ 3)
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暫定C  2002.06.10 62
_____ _____

キー入力割り込み端子(KI0～KI15)→(KI0～KI7)
69 BCLKが12MHZ→16MHZにし、監視タイマの周期→約32.77msに修正
72 表1.12.2：1MHz時のFSM値修正、表1.12.3に注1追加
73 図1.12.2：FSCCRにFSCCR4追加
75 「USBエンドポイントFIFO」説明下から3 行目：
　　　「～2倍が IN FIFOとして～」→「～2倍が IN/OUT FIFOとして～」
76 「連続送信モードは～」EP0の連続転送機能削除による関連説明削除

                                 77, 78 連続送信 /受信モード時の注意事項を全て削除
79 2：ダブルバッファ時の説明の配置のみ変更
80 4：シングルバッファ時、ダブルバッファ時の説明の配置のみ変更
82 20行目付近「ショートパケット、又は、BUF_SIZ以下のデータを受信した場合

～CLR_OUT_BUF_RDYビットを“1”にセットしてください。」を削除
86 ●USB SOF割り込み：「約125ns(USBクロック16MHZの2周期)」に修正
88 1行目：USBエンドポイントx(x=1～ 4) OUT FIFOデータレジスタ→(x=0～4)、

4行目：「EPxI、EPxOにバイトアクセスした場合、下位バイトのみアクセスされ
              ます」→「～ワードアクセスした場合、～」、

　　　最後の行：「(f(XIN)=12MHz時、φの約3サイクル分)」を削除
91 図1.13.6：INTST8「割り込みエラーステータスフラグ」→「エラー割り込み～」
92 図1.13.7：INTCL8「割り込みエラーステータスクリアフラグ」→「エラー割り込み～」
93 図1.13.8：INTST8→ INTEN8
95 図1.13.12：USBDMAx の bit0, 5を予約ビットに修正
97 図1.13.14：EP0MPのbit7, 8を予約ビットに修正
99 図1.13.18：EPxIFCの注1の該当箇所を0：の場合から1：に移動
102 図1.13.22：EPxOFCの注1の該当箇所を0：の場合から1：に移動
103 図1.13.23、図1.13.24：EPxIとEPxOの注2をそれぞれ修正
104 図1.13.25修正
105 図1.13.27：電圧と注を追加

                                108,109 DMxSL(x=0～3)レジスタ図：リセット値000016→ 0016、
b0～b4="00000"時：禁止→DMA禁止、

　 これ以外の「禁止」と「(注3)」を「使用禁止(注3)」に修正
120 図1.15.5：ONSFのTAZIEビット→予約ビットに修正
124 図1.15.7：TAiMRのbit2の×→空白に修正（イベントカウンタモード時）
130 図1.16.2：UiTB, UiRBの各ビットR/Wを修正

　　　　　　　　  144, 149 図 1.18.3、図1.18.6,図 1.18.7：パリティ→パリティビット
　　　　　　　　　  162～「シリアルサウンドインタフェース」節を追加

178 SFRアクセス監視機能：「対象となるSFRはUSB関連レジスタとUART関連
                                        レジスタです」を追加

180 図中M16C→M30245
181 プログラマブル入出力ポートは、P0～P10(P85は除く)の83本→82本
186 図1.23.6：PCRのbit1～ 3を予約ビットに修正
187 図1.23.7：PD9の注1削除(プロテクトレジスタ設定の注意)
190 表1.23.1：注2,3を追加、表1.23.2：UVccを追加、注2～5追加

                                  192～ 「電気的特性」節を追加
221 端子の機能説明：「電源入力」修正
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暫定C  2002.06.10 243 図 1.28.24：CLK1を削除
255 タイマA注意事項(ワンショットタイマモード)に(3),(4)追加
257 DMAの注意事項を追加
258 ストップモード、ウエイトモードの注意事項を追加
260 割り込みの注意事項を「割り込み」項のものとあわせた

                                 261～
__________

USB機能、HOLD 信号使用、消費電力を小さくする場合、
　　　マイクロプロセッサモード時およびマイクロプロセッサモードからメモリ拡張

モード ,シングルチップモードへの遷移後、CNVss 端子を“Ｈ ”でリセット
するとき、入力専用の注意事項をそれぞれ追加

1.0 2003.04.15  全ページ USB仕様Ver.2.0→USB2.0仕様 ,  社名変更：三菱電機→ルネサステクノロジ
 2 図1.1.1：VbusDTCTを入力に修正
 4 消費電流記載、消費電力 ,入出力特性 , 素子構造削除
 7 端子一覧表(1/2)：I2C欄にCLK0～CLK3追加
11 ポートP9：「プロテクトレジスタの設定により、P9方向レジスタへの過った書き
　　　     　          込みを防ぎます。」削除
16 ソフトウエアリセット：説明追加　
20 図1.5.5：SFR監視アドレスレジスタリセット値修正
22 図1.5.7：誤記USBSAR0～3→USBDMA0～3
26 図1.6.1：PM1に注２追加
34 注２追加
40 (1)メインクロック：「メインクロック発振回路の駆動能力を弱めると消費電力は

低減します。」削除、 (2)サブクロック：「サブクロック発振回路の駆動能力を弱め
ると消費電力はさらに低減します。」削除

42 表1.9.3：BHEを "H"に修正
46 図1.9.6：bit7-3を「書き込む場合"0"」に修正
64 図1.10.13：KUPM: bit1, b0="01"=立ち上がりエッジ、bit1, b0="10=両エッジに修正
71 表1.12.1 項目追加
72 表1.12.3項目追加
73 図1.12.2：FSC, bit2,1 = "10"を推奨に修正
85 USBエンドポイント0 割り込み発生要因に「SETUP_ENDフラグが"1"にセット

された時」を追加、USB機能 割り込み発生要因に「コントロールRead転送の
最後のデータステージでACKが破損した場合」を追加

86 USB SOF割り込み：約125ns(USBクロック16MHZの2周期)
                                   →約166ns(USBクロック12MHZの2周期)

87 Artificial SOF説明修正
88 最低250nsの遅延→187.5ns(BCLKの3サイクル)

105 図1.13.27：注２追加
120 図1.15.5：UDF,bit5-7のRを○→－に修正
121 図1.15.6：MR0の注2削除
125 図1.15.8：MR0の注2削除
130 図1.16.2：ABTのWを○に修正、注1削除
131 図1.16.3：UiMRのリセット値不定→0016
132 図1.16.4：UiC0,NCH：TxDi端子→TxDi/SDi及びSCLi端子、注2修正、注4追加
　　　                 UiC1, bit7のクロック分周同期化停止ビット(SCLKSTPB)削除、注１削除
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1.0 2003.04.15 133 図 1.16.5：UiSMR, bit7：クロック分周設定ビット削除
　　　　　                   UiSMR2, bit7：クロック分周同期化有効ビット、注1削除

136 表1.17.1：割り込み要求発生タイミング●送信時：次の条件のいずれかを選択
　　　できます。追記、オーバーラン発生条件修正。
138

_______

図 1.17.1：受信タイミング図中、TI, RSTi, RIのタイミング修正
140 ■TxD、RxD入出力極性切り替え機能 説明追加
141 表1.18.1：送信開始条件中、　「対応する機能選択レジスタA,B,C～」を削除、
　　　 ・割り込み要求発生タイミング●送信時：次の条件のいずれかを選択できます。

追記、オーバーラン発生条件修正、注3修正。
142 表1.18.2：●LSBファースト /MSBファースト 選択を追加
144 ■LSBファースト /MSBファースト 選択、図1.18.3追加、以降の図番号修正
146 表1.18.4: 「その他設定項目」中、RxDを削除
148 図1.18.6：SIM インタフェース送信：転送クロックとTIタイミング修正
151 Nチャネルオープンドレイン出力設定：033C16番地削除、

　　　 表1.19.1：5にP63, P67追加、6にP62, P66追加、7にP61, P65追加
152 図1.19.1：ブロック図修正。
153 UARTi特殊もモードレジスタのビット7の説明削除
155 UARTi特殊もモードレジスタ2のビット7の説明削除
158 図1.19.5:CKDIR値を修正

                    159～ 161 ヘッダタイトルを「特殊モード」に修正
173 図1.12.2：ADCON0, bit7： 0:fAD/3叉は fAD/4を選択、1:fAD叉はfAD/2を選択に

修正
178 SFRアクセス監視対象SFRにSSインタフェース関連レジスタを追加
179 図1.22.2：CRCMR, CRCSARのリセット値の修正、CRCSARに注を追加
187 図1.23.7：PD9のリセット値の修正
191 図1.23.10：未使用端子処理：シングルチップモード時、「UVccはVccに接続」に
　　　修正

                     192～ 電気的特性：条件のTa→Toprに全部修正
192 表1.24.1：USB関連データ追加、Pdデータ確定、条件にUVcc追加

　　　　　 表1.24.2：USB関連データ追加、注3追記
193 表1.24.3：P6の特性追加及び修正、VOH, VOL：XOUT条件及びデータ修正、

　　　 USB関連データ追加、Icc修正、RfXCINデータ修正
194 表1.24.4：Isuspデータ追加修正

　　　　　 表1.24.5：絶対精度追加修正、RLADDERデータ確定
195 表1.24.6：データ確定

　　　　　 表1.24.7：tac3(RD-DB)削除、データ確定
196 表1.24.8：tW(TAH)データ修正

　　　　　 表1.24.9：データ修正、注追加
197 表1.24.14：データ修正

　　　　　 表1.24.16：Vbus検出割り込みタイミング表追加
198 表1.24.17：タイトルから（ウエイトなし）削除、データ確定、th(WR-CS)追加、
　　　条件追加、注1,2,3追加

暫定Rev.Cの表1.24.17削除
                    200～ 202 図 1.24.3～図1.24.5：測定条件削除
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1.0 2003.04.15 201 図 1.24.4：図中の全データ値削除、DBi追加修正
202 図1.24.5：図中の全データ値削除、DBi追加修正
221 図1.28.1：VbusDTCTを入力に修正

                     260～ USBの注意事項：(1):「USB D+端子とUSB D-端子の間にコンデンサ接続」削除
　　　　                      　(3):「Attach/Detachを使用しない場合」の記述追記、

　　　　　 図1.29.3, 1.29.4追加、注意事項(4)(5)(6)追加
266 マスク化発注時の提出資料：EPROMに関する記述削除

1.1 2003.10.10 2 図1.1.1.ピン接続図： P10/D8について 入力 → 入出力 に矢印を変更。
6 図1.1.4.型名とメモリサイズ・パッケージ： 形名 → 型名 に変更。
22 図1.5.7. 周辺装置制御レジスタの配置：02FE16, 02FF16番地に「予約」と追記。
23 図1.5.8. 周辺装置制御レジスタの配置：誤記修正 (SSI1→SSI0, SSI2→SSI1)
25 (1)プロセッサモードの種類：「シングルチップモード」、「メモリ拡張モード」

説明文中に次の文を追記。
＊ただし、リセット解除後 ......... 内部ROMのアクセスはできません。
(2)各モードの設定：次の文を変更。
＊したがって、プロセッサモードビット以外のビット内容を書き替えるとき、
　プロセッサモードビットが変化しないように注意してください。
　→　プロセッサモードビットを"012"......... と同時に書き換えないでください。
「CNVSS端子にVCCを印加」に関する説明文より下線部を削除。
＊ .......... にメモリ空間拡張なし（ノーマルモード）時の各プロセッサモードの .....

26 図1.6.1.：プロセッサモードレジスタ1の構成中のb7の内容を変更、注2を削除。
（変更前）b7：ビット名...ウエイトビット(注2),  機能 ...0:ウエイトなし  1:ウエイトあり

　　               注2：内部ROM領域にソフトウエアウエイトを挿入する場合、BCLKは
                        8MHZ以上にしてください。

30 図1.8.1.：チップセレクト拡張レジスタの構成中の機能の内容を変更、注1を追記。
機能 ....11：未使用 → 11：使用禁止

34 (9)ソフトウエアウエイトに関する次の文を変更 又は 削除。＜変更前は次のとおり＞
＊プロセッサモードレジスタ 1 (000516番地)(注 1)のウエイトビット(ビット7)、チップセレクト制御レ
　ジスタ (000816番地)のビット4～ビット7、及びチップセレクト拡張レジスタ (001B16番地)によっ
　て、BCLKの1～4サイクルのソフトウエアウエイトを挿入することができます。

　 　プロセッサモードレジスタ1のウエイトビットによって、内部ROM/RAM領域、および外部メモリ
　領域に対してソフトウエアウエイトを挿入することができます。このビットが"0"のときバスサイ
　クルはBCLKの1サイクルで実行され、"1"にするとバスサイクルがBCLKの2サイクルになりま
　す。リセット解除後、このビットは"0"になっています。このビットが"1" のとき、チップセレクト
　制御レジスタのビット4～ビット7とチップセレクト拡張レジスタの内容によらず、全領域ウエイ

　　 　トあり(BCLKの2サイクル)で動作します。このビットの値については、電気的特性の推奨動作条件_______

　(メインクロック入力発振周波数)を参照の上、設定してください。ただし、RDY信号を使用する場
　合、チップセレクト制御レジスタのビット4～ビット7の該当するビットに"0"を設定する必要が
　あります。プロセッサモードレジスタ1のウエイトビットが "0"のとき、チップセレクト制御レジ
　スタのビット4～ビット7の値によって、チップセレクト信号で選択された4つの領域ごとにソフ
　トウエアウエイトの有無を選択することができます。チップセレクト制御レジスタのビット4～
　ビット7は ..................... ＜以下、次の箇所までは変更なしのため省略＞
＊SFR領域は、これらの制御ビットの影響を受けず、常にBCLKの2サイクルでアクセスされます。
＊注1.プロセッサモードレジスタ1を書き替える場合、プロテクトレジスタ (000A16番地)のビット1
　　　を"1"にしてください。
　注2.内部ROM領域にソフトウエアウエイトを挿入する場合、BCLKは8MHZ以上にしてください。
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1.1 2003.10.10 35 表 1.8.7.ソフトウエアウエイトとバスサイクルの一部を削除 又は 変更し、注2を
追記。<表の変更箇所は次のとおり>
＊PM17(PM1, bit7)に関する内容を全て削除。
＊内部ROM/RAM領域、外部メモリ領域についてPM17(PM1, bit7)が「1」のとき
　の内容を全て削除。
＊外部メモリ領域に関する次の箇所を変更。
　CSXW : 0, CSEXW : 11のとき　バスサイクル：無効　→　設定禁止
　CSXW : 1  のとき　                     CSEXW : 無効　→　00

55 割り込み制御レジスタの変更に関する次の文を追記。
＊また、割り込み要求ビットを"0".......MOV命令を使用してクリアしてください。

65 アドレス一致割り込みに関する次の文を追記。
＊なお、外部データバスを8ビットで ....... アドレス一致割り込みは使用できません。

97 USBエンドポイント0最大パケットサイズレジスタに関する次の箇所を変更。
......SET_DESCRIPTORリクエスト　→　 .....GET_DESCRIPTORリクエスト

　　　　　　   105 図 1.13.27. Vbus検出割り込みのタイミング：注2を追記し、Vbus検出割り込み
要求ビットに関する図に注１、注2の内容を反映させた。

　　　　　　   131 図 1.16.3.：UARTi送受信モードレジスタに関する図に注3を追記。
　　　　　　   134 図 1.16.6.：UARTi特殊モードレジスタ3に関する図中の DL0～DL2の機能に関す

る内容の一部（次の箇所）を変更し、注4に次の文を追記。
＊2サイクル→1～2サイクル, 3サイクル→2～3サイクル, 4サイクル→3～4サイクル,
　5サイクル→4～5サイクル, 6サイクル→5～6サイクル, 7サイクル→6～7サイクル,
　8サイクル→7～8サイクル
＊注4に「遅延量はSCLi端子、SDAi端子の負荷により変化します。」を追記。

                          167 図1.20.7. SSI関連レジスタ(1) ： 注1の内容を変更。
＜変更前＞SSIXTXB...... 注 1.２バイト単位でデータを書き込んでください。
                  SSIXRXB...... 注 1.２バイト単位でデータを読み出してください。

　　　　　　   192 表 1.24.1. 絶対最大定格：VI に関する項目の次の箇所を変更。
(マスクROM版:CNVSS, BYTE)  → CNVSS, BYTE

                         194 表 1.24.6. フラッシュメモリの電気的特性を追記。
                     195, 198 td(BCLK-HLDA)に関する内容を、タイミング必要条件関連の「表1.24.8. メモリ拡張

およびマイクロプロセッサモード」より削除し、スイッチング特性関連の「表
1.24.19. メモリ拡張およびマイクロプロセッサモード」に追記。

                         197 表 1.24.15. シリアル I/Oより「td(C-Q)」「th(C-Q)」に関する内容を削除。
表1.24.18. シリアルサウンドインタフェースを追記。

　　　　　　　198 表1.24.20. シリアル I/Oを追記。
　　　　　　　199 表1.24.21.シリアルサウンドインタフェースを追記。

　　　　　　　　　  200 図 1.24.2. タイミング図(1)：CLKiについて「tr(CK)」「tf(CK)」に関する図を追記。
                         201 図 1.24.3. タイミング図(2)：SSIタイミング図を追記。
                         202 図 1.24.4. タイミング図(3)：SSIタイミング図を追記。
　　　　　   211-212 図 1.26.2. CPU書き換えモードの設定 /解除フローチャート：注1を変更。

CPU書き換えモードの注意事項 ： (1)動作速度の次の箇所を変更。
＜変更前＞..........BCLKを次の周波数以下に設定してください。
　　　　　ウエイトビット(000516番地のビット7)=0 (内部アクセスウエイトなし)  6.25MHZ以下
                  ウエイトビット(000516番地のビット7)=1 (内部アクセスウエイトあり)  12.5MHZ以下

                               260 DMAの注意事項(3)を追記
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1.2 2004.02.03   1 特長 及び 目次に「ANDフラッシュメモリ制御回路」 を追記。
  2

______________ ______________

図 1.1.1.ピン接続図：76～78ピン ......AND_OE, AND_WE,  AND_SCを追記。
80～86ピン ......AND_DATA7～AND_DATA0を追記。

  3 図1.1.2. M30245グループのブロック図： ANDフラッシュメモリ制御回路を追記。
  4 表1.1.1. M30245グループの性能概要： ANDフラッシュメモリ制御回路を追記。

　　　　　　   8
______________

端子一覧表(2/2) ：76～86ピンの「その他」欄にAND_OE～AND_DATA0を追記。
　　　　　   9 端子の機能説明(1/3) ：入出力ポートP0にAND_DATA0～AND_DATA7を追記。

______________ ______________

入出力ポートP1にAND_SC,  AND_OE,  AND_WEを追記。
132 図1.16.4. UART関連のレジスタ(3) ： UiC1図

＊b7の機能（クロック同期形シリアルI/Oモード）に「読み出した場合、その
　値は不定」を追記。
＊注1を追記。

　　　　 162,   164 シリアルサウンドインタフェース：
166～167 ＊本文 及び 図1.20.1、図1.20.2、図1.20.4： XMIT 又は XMT→STXD、RX→ SRXD

＊図1.20.6： RXラインのデータ → SRXD
163 表1.20.1. SSIの仕様 を追記。
172 図1.20.9. 32/24/16ビット幅のDMA要求タイミング（送信時） を追記。
173 図1.20.10. 32/24/16ビット幅のDMA要求タイミング（受信時） を追記。
185 図1.23.1. プログラマブル入出力ポートの構成(1)：

＊P00～P07、 P10～P12の図を追記。
＊次の箇所を削除（下線部）及び変更： P00～P07, P20～P27, P30～P37...........
　P10～P17 → P13～P17

189 図 1.23.6. ポート制御レジスタ：
＊b0： ビット名変更（ポートP1制御レジスタ → ポートP1制御ビット）
＊b1～b3： 予約ビット（必ず"0"を設定）→ OECTRL, WECTRL, AFPE

193 表1.23.2. メモリ拡張モード時の未使用端子処理例：
AVSS, VREF、USB D+, USB D-、LPF、 VbusDTCT 及び 注6を追記。

195～196 ANDフラッシュメモリ制御回路 に関する内容を挿入。
202 タイミング必要条件：表1.24.20. ANDフラッシュメモリ制御回路 を追記。
204 スイッチング特性：表1.24.24. ANDフラッシュメモリ制御回路 を追記。　

208～209 図1.24.7. タイミング図(4)、 図1.24.8. タイミング図(5) を追記。
211～212 図1.24.10. タイミング図(7)、 図1.24.11. タイミング図(8) ：

________

ADi, BHEの書き込みタイミング図中の th(WR-AD)に関する箇所を修正。
265 シリアル I/Oの注意事項(UARTモード) を追記。

1.3 2004.06.01   1 特長、目次： A-D変換器 → A-D変換器 (A/Dコンバータ)、　
　　　　　　監視タイマ → 監視タイマ (ウォッチドッグタイマ)

                        2, 7 図1.1.1.ピン接続図、端子一覧表(1/2) ： 次の箇所を変更
29ピン： STXD1 →  XMT1、　  30ピン： SRXD1 →  RX1、
33ピン： STXD0 →  XMT0、　  34ピン： SRXD0 →  RX0

  7
_________

端子一覧表(1/2) の  27ピン：RXD2 →  RXD2
10 端子の機能説明(2/3) ：入出力ポートP6の次の箇所を変更。

STXD/SRXD →   STXD/RX 、　  SRXD/STXD →   SRXD/XMT
12 図1.3.1.メモリ配置図 ：注3を追記。
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1.3 2004.06.01        22 図1.5.7. 周辺装置制御レジスタの配置 : 02D816～ 02DF16を「USB予約 → 予約 」に
                        133 図1.16.5. UARTi関連のレジスタ(4) ：次の箇所を変更。

UiSMR   :   ＊注2に「UART3ではタイマA3のアンダフロー信号」を追記。
                  ＊注3を追記。
UiSMR2 :   ＊注1を追記。

　　                 135 図1.16.7. UARTi関連のレジスタ(6)
UiSMR4 : 注2を追記。                     IFSR：b3～b5にX印を追記。

                        151 次の文章又は下線部を削除。　　　　　　
＊I2Cバスインタフェース機能
　　I2Cバスインタフェース機能(簡易 I2Cバス)は、UARTi特殊モードレジスタ1(i=0～ 3)(03A716、
　036716、033716、032716 番地)、UARTi特殊モードレジスタ2(i=0～ 3)(03A616、036616、033616、
　032616 番地)によって実現します。UARTi特殊モードレジスタ3(i=0～ 3)(03A516、036516、033516、
　032516 番地)によって、さらに特殊機能を付加できます。
＊1. I2Cバスインタフェースモード
＊UARTi特殊モードレジスタおよびUARTi特殊モードレジスタ2(i=0～ 3)の構成を図1.19.1に示し
　ます。
＊ I2Cバスを使用する場合、マスタ、スレーブ側とも機能選択レジスタ ....
表 1.19.1. I2Cモード時の各機能：次の箇所を変更。
 9 <機能欄>         ：ノイズフィルター  →  ノイズフィルタ
10 <機能欄>         ：P71, P75のリード  →  P62, P66, P71, P75のリード
11 <I2Cモード欄> ：ポート選択時にP70, P74ラッチに設定した値
　　　　　　　　　　　  →　ポート選択時にP63, P67, P70, P74ラッチに設定した値

                        152 図 1.19.1. I2Cモード機能ブロック図 ：一部修正
文章中の次の箇所(下線部)を追記。
●UARTi特殊モードレジスタ1：UiSMR（03A716、 ....... ）

                        153 ビット4～ビット6：新設した IEモードの項(P161)を参照するよう記述内容を変更。
（変更前の記述内容は IEモードの項(P161)に記載。ただし、次の箇所を変更した。
ビット4：タイマAi →タイマAj、「RXDi端子を ..... を起動してください。」を追記。）

                        154 旧 図 1.19.2. 機能タイミング  を削除
下線部を追記（●UARTi特殊モードレジスタ2：UiSMR2（03A616、 ....... ））

                        155 下線部を追記（●UARTi特殊モードレジスタ3：UiSMR3（03A516、 ....... ））
ビット0、ビット4：SPIモードの項(P158)を参照するよう記述内容を変更。
（変更前の記述内容はSPIモードの項(P158)に記載）
ビット2、ビット3 に関する記述を追記。

                        156 下線部を追記（●UARTi特殊モードレジスタ4：UiSMR4（03A416、 ....... ））
                        157 図1.19.4. SCL、SDA出力選択ビットによって変更される各機能：スレーブ時の図を削除。
                    158～ 160 ヘッダーの項目を「特殊モード」→「シリアルインタフェース特殊機能

(SPIモード)」に変更
                        158 下線部を削除（2. シリアルインタフェース特殊機能(SPIモード)）

次の箇所を追記
「SPIモード関連の制御ビットに関して記述します。
　　　　～　ビット3, 5～ 7：SPIモードには関連しません。」

                           159 下線部を削除（3. クロック位相設定機能）
　　　　　　161～162 IEモードの項を追加
                        162 I2Cバスインタフェースモードの項(P154)にあった「機能タイミング」図を見直し

「図1.19.9. バス衝突検出機能関連ビットの機能」として、IEモードの項に記載。
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1.3 2004.06.01      163 データ出力(STXD) → データ出力(XMT)、データ入力(SRXD) → データ入力(RX)
図1.20.1. SSIシステム図： 次の箇所を変更（下線部は追記箇所）
M30245シリアルサウンドインタフェース スレーブ、STXD → XMT、SRXD → RX

                                 165 図 1.20.2. SSIの内部構成：STXD → XMT、　SRXD → RX
                        166 文中誤記修正：チヤンネルデ－タ → チャネルデ－タ
                        167 図 1.20.4. WSに同期したデータ送受信：STXD/SRXD → XMT/RX
                        173 図 1.20.9. 32/24/16ビット幅のDMA要求タイミング(送信時)

＊32ビット幅：DMA要求ビット
　「次のLchデータ書き込みのためのDMA要求」を示す矢印の位置を修正。
＊STXD端子 →XMTi端子     　　　　　
＊注を追記

                        174 図 1.20.10. 32/24/16ビット幅のDMA要求タイミング(受信時)
＊STXD端子 →RXi端子
＊24ビット幅：次のLchデータ(L1(31)～ L1(0))受信 → 次のLchデータ(L1(23)～ L1(0))受信

                        203 表 1.24.19シリアルサウンドインタフェース
旧表1.24.23 シリアルサウンドインタフェースの内容に変更
ただし、次の箇所を変更（SRXD → RX、　SRXDi → RXi）　

                        205 表 1.24.23シリアルサウンドインタフェース
旧表1.24.19 シリアルサウンドインタフェースの内容に変更
ただし、次の箇所を変更（STXD → XMT、　STXDi → XMTi）

                    207～ 208 図1.24.5. タイミング図(2)、 図1.24.6. タイミング図(3)
STXDi → XMTi、SRXDi → RXi、STXD → XMT、SRXD → RX

                        277 「マスクROM版の注意事項」を追加。
　　　　　  該当ページ 用語の統一： ＊VREF, Vref  → VREF　         ＊オーバーラン  → オーバラン

1.4 2004.07.01 113 DMACの転送サイクル数「係数 j, k」の表の内容を変更

2.0 2006.10.03  － 型名　100P6Q-A→PLQP0100KB-Aに変更
55 割り込み制御レジスタの変更　変更
151 I2Cバスインタフェースモード　「I2Cバスを使用する場合、、、SDAiを出力に設定

してください。」→「I2Cバスをスレーブモードで使用する場合、、、、“1 ”を出力
してください。」
表1.19.1　11　I2Cモード (IICM=1) ：「方向レジスタの値に関係なく端子をリー
ドする」→「外 部 ク ロ ッ ク を 使 用 し な い 場 合、、、方向レジスタが“0 ”
の場合に端子をリードする。」

152 図1.19.1　注1　変更
ビット0 ：I2Cモード選択ビット ((IICM)：「ポート(SCLi)は、、、読み出せるように
なります。」→「外部クロックを使用しない、、、が読み出せるようになります。」

172 SSI の注意事項　「・フラッシュメモリ版、、、、BCLK の 3 サイクル以内」　追加
272 USB 機能の注意事項　「(1) 通 信の信頼性が求められる、、、」追加
279 パッケージ寸法図　変更
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